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《異文化講座》 
 

はじめに 

JAL で、ﾖｰﾛｯﾊﾟ系外国人ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄが乗務を開始し

たのは、1989 年の年明け早々でした。外国人ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞ

ﾝﾄを大幅に増やした年です。従来からあった香港基地やｻ

ﾝﾊﾟｳﾛ基地に加え、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地、ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ基地、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

基地を開設しました。その後、上海基地が加わり、それぞ

れの基地で、ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄの採用を行いしました。そして、

旧 JAL ｳｪｲｽﾞ社では、ﾊﾞﾝｺｸ基地を開設しました。一時は、

JAL だけで、8000 人の客室乗務員のうち、1000 人近くの

外国人が乗務していました。さらに旧 JAL ｳｪｲｽﾞ社では、

ﾀｲ人ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄが 1300 人余り乗務していました。 

最初の頃は、邦人ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄも外国人ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ

も、一緒に働くことに慣れていないため、一種の緊張状態

が続きました。機内では、多少の摩擦や軋轢もありまし

た。 

現在では、彼女たちも、すっかり日本社会に溶け込み活

躍しています。日本社会を知らずに飛び込んで苦労した第

1 期生やそれに続く Senior(ﾍﾞﾃﾗﾝ CA)たちが、今や

Junior(後輩)たちに、日本社会での仕事の仕方を教えて

います。 

一方、邦人ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄも、彼女たちのことが分かるに

つれて、彼女たちを特別な存在だと思わず、自然な姿で一

緒に働いています。 

筆者は、教官時代、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地乗務員の最初のｸﾗｽと次

の年のｸﾗｽと、2 ｸﾗｽの担任でした。その前には、少人数

のﾌﾞﾗｼﾞﾙ人ｸﾗｽの担任もしていました。乗務の現場に戻っ

てからも、外国人ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ関係の仕事に携わってい

ました。 

初めの頃は、ﾖｰﾛｯﾊﾟ系外国人を教える Know How もな

く、手探りの訓練でした。彼女たちについて、知っていたよ

うで知らないことが多くありました。そのような手探りの中

での訓練でしたので、毎日が異文化との出会いでした。そ

れらについて綴っていきます。(以後、ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄを CA

と書きます) 

 

 
 
 

ｲｷﾞﾘｽ人ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ訓練奮闘記 

―異文化との出会いー 

ﾌﾟﾛﾛｰｸﾞ 

 

《光がまぶしい》 

日本人にちょうどよい明るさは、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人にとって、やや

明るすぎるらしい。授業中、訓練生から、 

「教室の蛍光灯がまぶしいので、 

                 消してもいいですか」 

と何回か言われた。教官の方は、なんとも薄暗くて、 

「電気を消したら、ﾃｷｽﾄや黒板に書いてあることが、よく見

えないでしょう?」 

と返すのだが、彼女たちは、 

「私たちは、電気を消してもよく見えます」 

「電気を消したくらいの明るさの方が、 

授業に集中できます」 

それ以後、私のｸﾗｽでの授業は、室内照明なしで行うよう

にした。 

 

〈そうなのだ、青い目は光に弱いのだ！〉 

これが異文化なのだ、と変に感心してしまった。ﾛﾝﾄﾞﾝで、ﾎﾃ

ﾙの会議室を借りて授業をしていたときは、何も言わなかっ

た。それが、東京での授業が始まったとたんに、教室が明る

すぎるというのだ。そういえば、欧米人はよくｻﾝｸﾞﾗｽをかけ

ている。ただ伊達(だて)にかけているのではない。太陽がま

ぶしくてしょうがないのだ。 

TV や映画に出てくる欧米の家は、どの部屋も部分照明

になっている。ｿﾌｧｰの横やﾀﾞｲﾆﾝｸﾞﾃｰﾌﾞﾙの上や部屋のｺ

ｰﾅｰにという具合だ。日本人からみれば、何となくうす暗い

感じがする。あの明るさが、欧米人の好きな明るさなの

だ。 

CA 経験者なら、思いつくﾌｼがある。ﾖｰﾛｯﾊﾟのﾎﾃﾙに泊

まると、部屋の中が暗い感じがする。本や新聞を読むとき、

ｿﾌｧｰ横の照明ｽﾀﾝﾄﾞを近くに寄せて読むことになる。ﾍﾞｯﾄﾞで

本を読むときも、ｽﾀﾝﾄﾞの明かりがもの足りなく感じることが

ある。 

北ﾖｰﾛｯﾊﾟの冬は長く、ﾄﾞﾝﾖﾘとした雲に覆われた日が何日

も続く。そして、外は厳しい寒さだ。冬は雨期と重なって、毎

日じとじとしている。ｲｷﾞﾘｽでもﾄﾞｲﾂでも、冬に太陽を見るの

はまれである。国によって多少違うが、10月頃から6月頃ま
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で、このようなﾄﾞﾝﾖﾘとした日が続く。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人は、長い歴史

の中、このような気候風土の中で生きてきた。光に強い目は

必要としなくなってしまったのだ。 

同じﾖｰﾛｯﾊﾟでも、ｽﾍﾟｲﾝやｲﾀﾘｱやｷﾞﾘｼｬのように地中海性

気候の国では、日本よりも太陽が強いので、人々の目は、

光に強い黒い目(実際にはﾌﾞﾗｳﾝ色)をしている。 

 

《太陽がうれしい》 

ﾖｰﾛｯﾊﾟの中でも、ﾄﾞｲﾂ人が一番旅行するそうだ。ﾄﾞｲﾂを

含め、北ﾖｰﾛｯﾊﾟの人達は、太陽を求めて、南ﾖｰﾛｯﾊﾟへ、

ﾊﾞｶﾝｽに出かける。休暇を長くとり、一年分の太陽を浴び

に行く。 

教室の着席位置は、特に決めていない。自分の好きなと

ころに着席してよいことにしてあった。教室の広さは、一ｸﾗ

ｽ 20 名用になっている。今回はそこに 16 人の訓練生しか

いない。机の数に少し余裕がある。 

訓練は 1 月に行われた。東京の 1 月は晴れた日が続く。

窓からは太陽がさんさんと差し込む。 

教室の電気を消して欲しい、といった訓練生たちが、窓

に近い方に片寄って着席している。何人かは、太陽の光を

直接浴びている。 

〈電気を消せといったのに、これは何なのだ！ 

明るい方に座っているではないか〉 

 邦人ｸﾗｽも含め、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ基地や香港基地のｸﾗｽでも

授業に出た。ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人のときは担任もした。今まで、陽が

あたる窓側を好む訓練生を見たことがない。邦人訓練生

にしても、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ訓練生や香港訓練生も、窓側に座る

のを嫌がった。陽光が差し込み、ﾎﾟｶﾎﾟｶして眠くなってしま

うからだ。いくら冬とはいえ、陽光を直接浴びれば、暑くて

しょうがない。授業中、あまり日が差し込むときは、ｶｰﾃﾝを

閉めている。 

「真冬に太陽を浴びられるなんて、最高！」 

暑ければ、脱げばよい。眠気もﾎﾟｶﾎﾟｶも、なんのその。電

気のまぶしさと太陽のまぶしさは別というのが、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人

CA たちの言い分なのだ。 

「水と安全はただではない」という言葉があるが、「金を払

っても、太陽を浴びよう」という言い方もできるくらいだ。日

本人もﾘｿﾞｰﾄ地は好きだが、「太陽を求めて旅行に行きま

す」とは、あまり聞いたことがない。 

そのようなﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA たちので、一人前となり、乗務で

日本に滞在するとき、夏はもっぱらﾎﾃﾙのﾌﾟｰﾙｻｲﾄﾞで日

光浴をする。ところが、白い肌は、強い太陽の光に慣れて

いない。2、3 時間焼いただけ真っ赤になり、水ぶくれにな

ってしまう。そして乗務できなくなることが起きる。たいてい、

新人の時に、この失敗をする。 

9 月初旬に、ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ・東京間を一緒に乗務したﾄﾞｲﾂ人

CA が、 

「東京の天気がよいといいけど･･･、晴れていたらﾌﾟｰﾙｻｲ

ﾄﾞで焼くの」 

「ﾄﾞｲﾂは、もう気温が 15℃くらいなの。東京でしっかり太陽

を浴びなくちゃ」 

と言っていたのを思い出す。 

   

《痛ｲﾉ嫌ｲ》 

訓練ﾄﾋﾟｯｸのひとつに、ｲｷﾞﾘｽ人訓練生を救急車に乗せ、

大病院に運び込んだことがあった。 

ｲｷﾞﾘｽ人は痛さに弱い。日本人だったらｶﾞﾏﾝできる痛さでも、

耐えられないという表情をして訴えてくる。ｲｷﾞﾘｽの会社では、

欠勤が多いという話をよく聞く。これは、労働価値観の違い

もあるが、ｲｷﾞﾘｽ人が痛さに弱いので、欠勤が多くなるのか

もしれない。 

東京訓練を開始して 2 週目の月曜日。午前中の授業も

そろそろ終りという時、ﾐｯｼｪﾙがお腹を痛がっていると、ｸﾗ

ｽの仲間が教えてくれた。 

社内診療所に連れていき、診察を受けさせた。英語での

やりとりなので、どのくらいの痛さか、医師も通訳している

筆者も、いまひとつ感じがつかめない。とにかく痛がってい

る。本人はｳｰｳｰ唸っている。診療所の医師は、もしかした

ら虫垂炎かもしれない、会社が提携している大学病院へ

運んだ方がよいと言う。先生のｱﾄﾞﾊﾞｲｽに従い、救急車を

呼ぶことにした。 

お医者さんは、問診で、どのような病気か、ある程度推

測するのだが、外国人だと、どうも勝手が違うようだ。設備

がしっかりしたところで検査したほうがよい、と判断したらし

い。救急車には、ﾊﾟﾄﾘｼｱと私が付き添って乗ることにした。

病院には、診療所の医師が連絡してくれている。 

連絡を入れておいたので、病院側は準備して待っていて

くれた。さっそく救急治療室に運び込まれ検査が始まった。

１時間程で検査が終り、担当医が出てきた。訓練が始まっ

たばかりなのに、手術となれば訓練に支障をきたすことに
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なる。あれやこれや心配していた。ところが、担当医の話

では、病状はたいしたことなく、疲れと食べ合わせが悪か

ったことが原因らしい。しばらくしたら帰宅させてよいと言

われ、安堵したのを思い出す。あとで本人に聞いてみると、

訓練で疲れていたけど、週末にｻﾀﾃﾞｰﾅｲﾄﾌｨｰﾊﾞｰしたらし

い。 

〈どうしてあんなに痛がるのだろう〉 

食べ合わせが悪かったくらいで、日本人はあれほど痛がら

ない。 

彼女たちは、痛さが伴ったら、もうﾀﾞﾒだ。痛みに対する耐

久力はあまりないようだ。痛みをｶﾞﾏﾝするという発想はな

いらしいことが判った。仏教の影響もあり、日本人は小さ

いときからｶﾞﾏﾝしなさい、がんばりなさい、と言われ育って

きている。痛みに対しては、欧米人よりｶﾞﾏﾝできるようだ。 

 

 
第１章 ﾛﾝﾄﾞﾝ初採用 CA を訓練 

 

《ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ》 

開講式が終わるとさっそく授業に入った。最初に、訓練の

全体概要が分かるように、これから始まる訓練について、

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝを行う。欧米の航空会社で働いていた者もい

る。欧米の航空会社では、新人訓練に 2 ヶ月以上も時間

をかけない。せいぜい 2～3 週間くらいと聞いている。欧州

の航空会社とは訓練ｽﾀｲﾙは違う。前にいた航空会社の

訓練のつもりでいてもらっては困る。欧州の航空会社では、

新人には、後部客室(ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ)のｻｰﾋﾞｽ訓練を主に行っ

て乗務を開始させる。ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽのｻｰﾋﾞｽ訓練は、新人乗

務員には行わない。 

当時、会社の訓練に対する考えは違っていた。訓練の半

分以上は、食事ｻｰﾋﾞｽや一般機内ｻｰﾋﾞｽの実技訓練であ

る。新人といえども、ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽのｻｰﾋﾞｽも教えていた。も

ともと、邦人 CA 訓練の発想からきているのであるが、邦

人 CA のたまご達で、西欧料理のことをよく知っている者

はほとんどいない。ｻｰﾋﾞｽ方法についてもしかりである。こ

れから国際線を乗務する以上、欧米の正式なｻｰﾋﾞｽを知

っていなければならない。ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽではﾌﾙｺｰｽｻｰﾋﾞｽを

行っている。ﾌﾙｺｰｽのｻｰﾋﾞｽを知った上で、他の客室のｻ

ｰﾋﾞｽをさせないと、訳の分からないｻｰﾋﾞｽになってしまう。

ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽのｻｰﾋﾞｽは、食事ﾄﾚｲが入ったｶｰﾄを客室に押

していき、ｶｰﾄの中から食事を取り出し配るｽﾀｲﾙとなって

いる。ややもすると、料理ｻｰﾋﾞｽではなく、ただ配膳してい

るだけになってしまう。配膳ｽﾀｲﾙも、飛行機の中という特

殊な環境では、止む得なくそうしている。それでも、本来の

正式なｻｰﾋﾞｽ方法を知らなければ、CA たちはただの配膳

係りとなってしまう。そうなると、ｺｰﾋｰｶｯﾌﾟを旅客のﾃｰﾌﾞﾙ

の上に置くことひとつとっても、ただ置くだけとなる。品格の

あるｻｰﾋﾞｽでは、いかに置くかが重要となってくる。旅客が

CA に期待するのは、ｻｰﾋﾞｽﾏﾅｰに則ったｻｰﾋﾞｽである。 

もう一つの理由は、CA の戦力化である。幸いにして日本

では、優秀な女性がCAに応募してくれている。いろいろな

仕事をこなせる CA がいてくれることは、航空会社にとって

もﾒﾘｯﾄがある。ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽができない CA を抱えていると、

毎回のﾌﾗｲﾄで、乗務員を配置する時に、この人はﾌｧｰｽﾄｸ

ﾗｽを担当できる人かを注意していなくてはならないので、

人員も余計に確保しておかなくてはならない。(1995 年の

CA 契約制度導入以降は、最初は国内線乗務、そして国

際線へ移行する制度となったため、訓練ｶﾘｷｭﾗﾑが変更に

なり、国際線移行後は、ﾋﾞｼﾞﾈｽ/ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽ中心の訓練と

なっている) 

今、目の前にいる訓練生は、欧米の学校教育を受けてき

た人たちである。訓練内容も説明する必要があるが、訓練

ｼｽﾃﾑというか訓練のやり方も説明しておかなくてはならな

い。訓練部での授業の行ない方や訓練ｼｽﾃﾑは、日本の

学校教育がﾊﾞｯｸｸﾞﾗｳﾝﾄﾞにある。ときには、日本的なやり

方で行われることがある。例えば、授業の始まる前には、

訓練生は起立・礼をする。そして授業が始まる。接客業は

「礼に始まり、礼に終わる」と言われるくらい挨拶を重要視

している。そのためにも、授業の始まりと終りの「起立・礼」

は、大切な訓練なのだ。日本の航空会社で働く以上、知っ

ていなければならないことである。 

まず、ﾛﾝﾄﾞﾝでの座学授業内容を説明した。知識課目は、

できるだけ現地訓練中に行う。これらの課目は、東京でﾃｽ

ﾄがあることを事前に伝えておいた。 

また、東京の訓練では、「緊急脱出訓練」や「航空医学と

救急看護法」「ﾐｰﾙ・ｻｰﾋﾞｽ(料理ｻｰﾋﾞｽ)」「ﾘｶｰ・ｻｰﾋﾞｽ(酒

類ｻｰﾋﾞｽ)」「ﾋﾞｭｰﾃｨｰﾚｯｽﾝ」「日本語機内会話」「ｻｰﾋﾞｽ実

技訓練」があることや、ﾃｽﾄはすべて 80 点以上が次第点

であること、80 点以上取れない場合は追試があること、追

試を行っても次第点を取れない一般課目が、3 課目以上
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あると乗務員になれないこと、さらには、日本語のﾃｽﾄも 3

回あることも伝えておくことにした。 

「そんなに勉強しなくてはならないのですか?」 

と言っていたが、それでも皆、神妙に聞いていた。 

 

《私ｶﾞ担任ﾃﾞｽ》 

私がこのｸﾗｽの担任(Instructor in charge of the class) 

で、全員を無事卒業させる責任があることも説明する。 

日本の教師は、授業をするだけではなく、家庭訪問まで

行い、生徒の日常指導までする。生徒に問題があると、担

任が家庭と連絡をとったりする。CA 訓練は企業内訓練で

あり、会社の一員になる人たちを教えているので、学校の

先生がするようなことまではしない。それでも、邦人 CA の

場合は、未熟なので、社会人として、しつけ教育も行わな

ければならない。それらもｸﾗｽ担任の仕事のひとつとなっ

ている。若い女性の集団なので、訓練生たちも、それなり

の悩みも持っている。話しを聞きｱﾄﾞﾊﾞｲｽをすることも必要

だ。とういうわけで、訓練部も、日本の学校にほぼ近い発

想で授業を行っている。 

異文化の人たちを日本に迎えるわけである。訓練をとど

こおりなく終了させ、無事に CA として送りださなければな

らない。日本の生活にも慣れさせなければならない。彼女

たちが日本に到着した時から、訓練を終えて、所属の基地

に帰るまで、日本での生活面の面倒を見るのも担任の仕

事になる。訓練生に関して、第一義的な責任をすべて負わ

なければならない。 

学校ｼｽﾃﾑも違う。例えば、欧米の学校では、課目担当

の先生は自分の教室を持っている。時間割にもとづいて

生徒が教室を移動する。日本では、先生が教室を移動す

る。 

ﾎｰﾑﾙｰﾑ制の違いも説明する。ｲｷﾞﾘｽでは、一般的に、

朝ﾎｰﾑﾙｰﾑに集まり出欠をとった後、生徒は自分の選択し

た課目の授業を受けるため散らばっていく。そして、1 日の

授業が終わるとまたﾎｰﾑﾙｰﾑに集まり出欠をとって帰る。

授業をさぼって帰ってしまっていないかを確認するため

だ。 

訓練部では、ﾎｰﾑﾙｰﾑとは、自分たちが 1 日過ごす教室

であり、そこでほとんどの授業が行われる。自分たちの教

室を、常にきれいに保つため、授業後に、黒板をきれいに

したり、整理整頓をさせたりする。自分たちの教室を自分

たちで管理させる。欧米の学校では、教室の清掃を生徒

にさせることはない。 

これらの事前説明をｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝというが、このｵﾘｴﾝﾃｰｼ

ｮﾝでもう一つ話したことがある。それはﾁｰﾑﾜｰｸのことであ

る。機内はﾁｰﾑﾜｰｸが必要な仕事場である。ｻｰﾋﾞｽの良し

悪しはﾁｰﾑﾜｰｸで決まるといっても過言ではない。個人行

動は許されない。皆で協力して、どの旅客に対しても、分

け隔てないｻｰﾋﾞｽをしなければならない。そのため、訓練

中からﾁｰﾑﾜｰｸの醸成をしておかなければならない。 

目の前にいるｲｷﾞﾘｽ人訓練生たちに、「ｸﾗｽ全員が協力

し助け合い、訓練を全員無事に終わって欲しい、それには

ﾁｰﾑﾜｰｸが必要」であることを強調したが、理解されたかど

うか確信はない。 

日本では、誰かがﾐｽを犯したら全員に注意をする。全体

責任の発想がある。個人主義の発達した欧米人には、な

かなか理解できないところではないかと思いつつも、邦人

CA のｸﾗｽでは必ず言うことなので話してみた。 

最後に、訓練そのものも、朝8時半から午後5時半まで、

1 日 8 時間授業であり、大変ﾊｰﾄﾞである。1 日中いろいろ

なことを覚えなければならない。毎週ﾃｽﾄもある。つい先日

始まったばかりの日本語授業も毎日行われる。しかも、ま

ったく文化や気候風土の違う環境で生活しなくてはならな

い等々･･･。緊張しているのか、日本の企業に入ったけれ

ど、これからどんなことが起きるのか･･･というような顔をし

て、みな黙って話しを聞いている。 

 

《自己紹介》 

ﾁｰﾑﾜｰｸを作るためには、まずお互いを知る必要がある。

すでに同じﾒﾝﾊﾞｰで日本語授業を約 1 週間受けている。お

互い少しずつ知り合いになり始めているが、この際、人前

で、話しをする訓練を兼ねて、あらためて自己紹介の 3 分

間ｽﾋﾟｰﾁをさせることにする。 

まず、担任の自己紹介から始める。筆者自身も乗務員で

あり仲間であることや名前の由来などを話し、 

「私は何才だと思いますか」 

と聞いてみる。日本人は若く見られる。私も 5 才くらい若く

見られた。白髪(英語では "Grey Hair"と言う)が目立たな

かったからかもしれない。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA の訓練を 2 度担

当した後、白髪が目立つようになってしまった。これを教官

仲間がｲｷﾞﾘｽ人白髪と呼んでいる。 
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履歴書をあらかじめ見ていたので、一番歳の若い 19 才

のﾌﾗﾆｰに、君が生まれた年に乗務員になったと教えたら

目を白黒していた。「え－、けっこう歳がいってんだー」とい

うような顔をしていたのを思い出す。 

授業のやり方は、邦人 CA に対してもそうであるが、でき

るだけ授業が一方通行にならないようしている。訓練生と

一緒に考えるｽﾀｲﾙをとり、訓練生に発言をさせながら授

業を進めるようにしている。発言をさせるようにした方が、

訓練生も授業に参加している気持ちになり、訓練効果も高

い。結果として、眠くならないというﾒﾘｯﾄもある。特に欧米

では、 (これは後から知ったことであるが) 対話方式の授

業が行われており、生徒はいつも自分の考えを述べさせ

られてきている。自分の考えを意思表示できる人を尊重す

る、という社会的背景がある。 

 

《名前の呼び方》 

自己紹介のとき、私を呼ぶ時は、「Mr. Kawai」もしくは

「ﾄｼ」でもかまわないと伝えた。ついでに日本社会での習

慣も教える。日本では日常生活では、相手を呼ぶときは、

「姓」に「さん」をつけて呼ぶ。そして、会社の中では、上司

を呼ぶ時は、名前の代わりにその人の役職名を呼ぶ習慣

があること。したがって、邦人 CA たちは、「教官」と呼んで

いることを･･･。 

「君たちの場合はいずれの呼び方でもよい」 

と言っておいた。彼女たちには、役職名を呼ぶ習慣がない

ので、「教官」と呼んだ者はいなかった。中国系の訓練生

は日本語授業で習ったのか、「ｾﾝｾｲ」と呼ぶことがあった。

ｸﾗｽの 2/3 の訓練生は、「ｶﾜｲｻﾝ」」もしくは「ﾐｽﾀｰｶﾜｲ」と

呼び、残りの訓練生たちは「ﾄｼ」と呼んだ。名前の呼ばせ

方一つとっても、どうさせなければならないか決まっている

わけではなかった。ある女性教官は「姓」だけを呼ばせて

いた。次のﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA を担当した時、名前の呼び方を

説明した折、 

 "Call me Toshi." (ﾄｼと呼んでもよい)  

と、最初から伝えたところ、その場から、全員が「ﾄｼ」と呼

びはじめた。今でも、このｸﾗｽの人達に会うと「ﾊｰｲ、ﾄｼ、

元気？」という具合である。ところが、彼女たちが飛び始め

てしばらくして、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地担任が、訓練生に自分のことを

「ﾄｼ」なんて呼ばせている、と言っているﾏﾈｼﾞｬｰたちがい

ると、仲間の乗務員が教えてくれた。機内でｻｰﾋﾞｽ中に、

「ﾐｷ」とか「ﾃﾙ」とか呼ぶことを、邦人CAの間では許されて

いない。邦人 CA のたまご達には、社会人になったら、人

前ではそのような言い方はしないようにと指導している。特

に、学校を出たばかりの若い女性たちは、つい「ﾐｷちゃん」

とか「ﾃﾙちゃん」と呼んでしまう。しかし、飛び始めると、仕

事中とｵﾌ時の使い分けができるようになる。 

機内で、邦人 CA たちが外国人 CA を呼ぶとき、姓に「さ

ん」をつけて「ｽﾐｽさん」とか、名前の方に「さん」をつけて

「ｼﾞｪｰﾝさん」とか、人によっては、「ｼﾞｪｰﾝ」に「さん」をつけ

ないで呼んでいる。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA同士では、機内でもﾌｧｰ

ｽﾄﾈｰﾑで呼び合っている。この点に関しては、日本式にし

なさいとは言っていない。 

 

《階級社会》 

「ｲｷﾞﾘｽは階級社会の国だ」といわれている。幹部社員と

一般社員、将校と兵卒、貴族と一般市民等々･･･。幹部社

員は幹部専用の食堂で食事をする。将校も同じだ。日本

の社員食堂のように、部長も一般社員も肩を並べて食事

をとるということはない。したがって、ﾖｰﾛｯﾊﾟ社会は、私た

ちが思っているほど、気楽でﾌﾗﾝｸな社会ではない。ﾌｧｰｽﾄ

ﾈｰﾑを呼ぶのが習慣なのだなどと思わない方がよい。 

ｱﾒﾘｶ人はﾌﾗﾝｸなところがあり、上司といえども部下に対

して「ｼﾞｮｰｼﾞと呼んでくれ」というようであるが、ﾖｰﾛｯﾊﾟ社会

は、その点、ｱﾒﾘｶとすこし違う。ｲｷﾞﾘｽもﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国のひ

とつである。上司を呼ぶときは、その上司が「ﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑ

(First Name)で呼んでかまわない」と言うまで、部下は上

司のことを「Mr. ００」と呼ぶ。そして、上司は、かなり親しく

なるまで、ｼﾞｮｰｼﾞとかｼﾞｮﾝとは呼ばせない。同年配同士で

もそのようなところがある。その点、ｱﾒﾘｶ人は、早く親しく

なろうとして、早めに「First Name で呼んでくれ」と上司の

方から言うことがある。 

 

《ﾄﾞｲﾂは日本式》 

名前の呼び方に関して、ﾄﾞｲﾂ人 CA から、ｲｷﾞﾘｽ人の場

合とは違う反応があった。教官といえども、訓練生を呼ぶ

ときは、ﾌｧﾐﾘｰﾈｰﾑ(Family Name 姓) で呼んでほしい、

と要望が出されたのである。ﾄﾞｲﾂ支店からも，同じ依頼が

届いた。名前の呼び方に関しては、ﾄﾞｲﾂは日本方式と同じ

と考えてよい。学生同士でも、会社の仲間同士でも、日本

と同じように、姓を呼ぶ社会なのだ。 
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それ以来、ﾄﾞｲﾂ人 CA に対しては、教官たちは「ﾐｽ、ﾌﾗｲ

ﾅｰ」とか「ﾐｽ、ｼｭﾐｯﾄ」というように呼んでいる。日本人は、

外国人がお互いにﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑで呼び合っているので、ﾌｧｰ

ｽﾄﾈｰﾑで呼ぶのが西欧諸国の習慣だと思いがちだが、そ

れは少しばかり注意した方がよい。教官も相手が訓練生

だからと言って、はじめから訓練生をﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑで呼ばな

いようにしている。現場の邦人 CA たちから、 

「ﾄﾞｲﾂ人は面倒くさいことを言う」 

という不満にも似たささやきが聞こえてきた。そして、機内

でも、飛びはじめの頃は、やり合っている姿も見られた。邦

人 CA たちに言わせると、 

「彼女たちを呼ぶとき、ﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑで呼んだ方が親しみを

感じるのです」 

少しでも、外国人 CA たちを仲間として迎え入れようとして、

ﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑを呼ぼうとする邦人 CA たちにむかって、ﾄﾞｲﾂ

人 CA たちは、はっきりと、 

「私たちを呼ぶときは、ﾌｧﾐﾘｰﾈｰﾑで呼んでください」 

と心を閉ざしたような言い方をする。少なくとも邦人 CA に

とっては、そのように聞こえたようだ。このようなﾊｯｷﾘとし

た言い方をするのは、ﾄﾞｲﾂ社会ではごく当たり前のことな

のだ。ﾄﾞｲﾂ人 CA たちは、心を閉ざしている訳ではないし、

相手を拒否している訳でもない。自分達の社会習慣をあり

のままに述べただけなのだ。ところが、邦人 CA たちにとっ

てみれば、 

「せっかく親しくなろうと努力しているのに・・・」 

と思うことがしばしばあった。中には、その思いを直接ﾄﾞｲﾂ

人 CA にぶつけることもあり、機内で、 

「なぜﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑを呼んではいけないの?」 

「日本人だって、ﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑを呼ばせないじゃないの。どう

して私たちだけﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑで呼ばれなければならないの。

不公平じゃない!」 

よく考えてみるとそのとおりなのだ。日本社会でも、お互い

に名字で呼んでいる。そして、日本人は、お互いに名字を

呼ぶ習慣について、「なぜなのか」と自問をしてきていない。

それが社会習慣だからそのとおりにしている。 

ﾄﾞｲﾂ人も同じである。お互いを名字で呼ぶのが社会習慣

となっている。私たち日本人はどちらかというとｱﾒﾘｶの影

響を強く受けてきている。そのため、ｱﾒﾘｶ人が、実にﾌﾗﾝｸ

に、お互いの名前を呼びあっているのをみて、同じ白人な

のだから、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人もｱﾒﾘｶ人と同じだろうと思っているﾌｼ

がある。 

ｱﾒﾘｶ人の祖先は、ﾖｰﾛｯﾊﾟの階級社会を嫌い、未知の土

地にやってきて、新しい国を創ってきた人たちである。した

がって、ｲｷﾞﾘｽ人とｱﾒﾘｶ人でさえかなり違う。一般の日本

人は、〈ﾖｰﾛｯﾊﾟの国々はみな同じであろう〉と誤解しがちで

ある。実は、筆者もその 1 人だった。 

どの国の歴史の教科書にも出てくるのが、「ｹﾞﾙﾏﾝの統

一」である。「ｹﾞﾙﾏﾝの統一」は、ﾖｰﾛｯﾊﾟ各国の歴史の第１

ﾍﾟｰｼﾞなのだ。すなわち、そこまで(8 世紀頃まで)は、ﾖｰﾛｯ

ﾊﾟは一緒だったのだ。その後、民族主義や国家主義が台

頭し、北にいたｹﾞﾙﾏﾝは、「ﾄﾞｲﾂ」という国になり、西に分布

していたｹﾞﾙﾏﾝは「ﾌﾗﾝｽ」、南にいたｹﾞﾙﾏﾝは「ｲﾀﾘｱ」にな

った。そして、それぞれの国家体制が創られていった。した

がって、歴史的には、どの国も、それ以降違う道を歩んで

きている。さらに自然環境も、各民族の生活習慣や文化に

大きな影響を与えてきた。長くてきびしい冬を過ごさなけれ

ばならないﾄﾞｲﾂ人は、それに耐えうるような気質が備わり、

現在のﾄﾞｲﾂ人気質になったのであろうし、南ﾖｰﾛｯﾊﾟの自

然環境の中で育ったｲﾀﾘｱ人は、暖かい日差しの中で、お

おらかな気質が育まれてきた。 

日本社会の中では、部下が上司を呼ぶのに、「ｱｷｵ」とか

「ﾃﾂｵ」とは決して言わない。反対に、目上の人たちも、目

下の人たちを「ﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑ」で呼ばないのが一般的である。

ﾄﾞｲﾂでも同じなのだ。お互いの名前の呼び方については、

ﾄﾞｲﾂと日本はよく似ている。 

 

《叱る時》 

英語圏では、親が子供を叱るとき、「ｼﾞｮﾝ･ｽﾐｽ」というよう

に姓名を呼ぶ。子供の方も、親が自分のことを姓名で呼ん

だら、なにか言われるなと緊張する。訓練生も同じだ。訓

練生が授業中におしゃべりをしていて授業に集中していな

いとき、いつもはﾄﾚｰｼｰと呼んでいるところを、「ﾐｽ、ﾄﾚｰｼ

ｰ･ｳｨﾙｷﾝｽﾞ」というように呼ぶ。そうすると、その訓練生は、

自分が注意されていると分かる。そのあと、「Be quiet 

Please ! 」と注意する。 

 

《自己紹介》 

彼女たちの自己紹介は、出席番号順にﾐｯｼｪﾙから始めさ

せた。ﾐｯｼｪﾙ・ｱｰﾑｽﾄﾛﾝｸﾞは22才、前職は旅行社、ﾚﾝﾀｶｰ

会社、ﾁｬｰﾀｰ専門航空会社の CA を経験したのち、今回
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の採用に応募してきた。ﾌｨｵﾅ・ｱﾗﾝは元 OL で青い目がき

れいな 23 才、ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ・ﾊﾞｰﾝｽﾞ (通称ﾘｽﾞ 24 才) は，どう

しても CA になりたかった元銀行員、ｶﾚﾝ･ｸﾚｯｸﾞ(彼女のこ

とを皆は頭文字をとって KC と呼んでいた)はおとなしそう

なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身の 22 才、ﾙｲｰｽ・ﾃﾞｰｳﾞｨｰは、唯一ｼﾞｬﾝﾎﾞ

機に乗務したことのある CA 経験者で、目のﾊﾟｯﾁﾘしたﾁｮｯ

ﾄかわいい感じの 23 才、ｷｬｻﾘﾝ・ﾀﾞｰｳｨｰ(通称ｹｲﾄ)は父親

の仕事の関係で子供の頃、ﾆｭｰｷﾞﾆｱやﾏﾚｰｼｱに住んでい

たことのあるｵｰｽﾄﾗﾘｱ国籍の 24 才。ﾊﾟﾄﾘｼｱ・ﾌｫｽﾀｰ (通

称ﾃｨｯｼｭ Tish、どういう訳か判らないが本人がそう呼んで

くれと言っていた) は大佐の娘。学校時代は生徒会長を務

めたことがあるしっかりした感じの 20 才。ﾌﾗﾝﾁｪｽｶ・ｶﾞｰｳﾞ

ｨﾝ(通称ﾌﾗﾆｰ) は、母親が日系企業に勤めているという、

学校を出たばかりの無邪気な一番年下の 19 才。ﾍﾟﾆｰ・ｼﾞ

ｰはｽﾜﾝｿﾝ大学で動物学と心理学を専攻し、卒業後ﾍﾟﾙｰ

のｼﾞｬﾝｸﾞﾙでｶﾞｲﾄﾞしていた育ちのよさそうな黒い瞳のきれ

いな 24 才。ｸﾗｽのなかで一番背が高い 21 才のﾘｻ・ｸﾞﾚｺﾞ

ﾘｰはｽﾗｯﾄしていてﾓﾃﾞﾙになった方がいいような美人。ﾙｨ

ｰｽ･ﾍﾝﾀﾞｰｿﾝは、やはり学校を出たばかりの 20 才。ｽｺｯﾄﾗ

ﾝﾄﾞ出身のｶﾚﾝ･ﾏｯｺｰﾙは、詩人ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾌﾞﾗｳﾝと同じ町の生

まれで、ｱｲｼｬﾄﾞｳを塗り過ぎてﾊﾟﾝﾀﾞみたいな目をしていた

のが印象的な娘。ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾚｱ・ﾑｰﾃﾞｨ(通称ｱﾚｯｸｽ)もｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ出身で、ｸﾗｽで一番年上の26才で落ちついた感じの女

性。ｽﾍﾟｲﾝ人の夫がいる 24 才のｶﾚﾝ･ﾚﾄﾞﾛｼｽは日本の男

性ではﾁｮｯﾄ手にあまる感じの女性。ﾓﾃﾞﾙのｱﾙﾊﾞｲﾄと CA

経験があり、父親がﾄﾞｲﾂ人のﾅﾀﾘｱ・ﾃｰﾗｰｲﾑﾘｰも 22 才と

年は若いがすごく大人っぽい娘。20 才のｼﾞｬﾈｯﾄ・ｳｪｰｸﾌｨ

ｰﾙﾄﾞは看護師の資格をもっているﾊｷﾊｷした娘。そして、

残念ながらﾛﾝﾄﾞﾝでの授業に 3 回遅刻したため、日本での

訓練が始まる前に退職させられたｷｰ・ﾏﾝﾃﾞｨｰと 17 名のｸ

ﾗｽである。 

邦人 CA たちも、訓練が始まる頃は 20～23 才である。

平均年齢ではほとんど変わらない。邦人 CA たちの多くは、

学校を出たばかりなので初々しいところがあり、子供っぽ

さも感じる。今、目の前にいるﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA は、いかにも

女性という雰囲気を醸し出していて、圧倒されそうである。 

 

《履歴書》 Curriculum Vitae 

ｲｷﾞﾘｽにも、履歴書がある。ｲｷﾞﾘｽの履歴書は、１ﾍﾟｰｼﾞ

目には写真が貼ってあり、住所、氏名、生年月日など、記

載してある項目は日本の履歴書とほとんど同じである。日

本と違う部分は、男性か女性かを記入する「SEX 欄」(性

別欄)と「宗派を記入する欄」「既婚、未婚欄」と「国籍欄」が

ある。 

2 ﾍﾟｰｼﾞ目には、「学歴欄」があり、小学校から最終学歴

の学校名を記入することになっている。そして、成績も記

入する欄がある。すべての科目についての成績が書いて

あるのではなく、どの科目で「A ｰﾚﾍﾞﾙ」もしくは「O ｰﾚﾍﾞﾙ」

の資格を持っているかが書いてある。就職の際に見られ

るのがこの A ﾚﾍﾞﾙと O ﾚﾍﾞﾙの数である。どの学校を出た

かより、どの課目でどれだけの成績を取っているかが重要

になってくる。 

学歴欄の下に職歴欄がある。今までに働いていた会社

名と期間が書かれている。これを見ると 1 年や 2 年で仕事

を変えているのがよく判る。ちょっと働いていただけでも書

いてある。自分は、どれだけいろいろな仕事経験(ｷｬﾘｱｰ

Career)を積んでいるかを知ってもらうために書いている。

さらにその下には、語学欄がある。外国語名とﾚﾍﾞﾙ F もし

くはG("F”はFluent, "G" はGoodの意味) が記入できる

ようになっている。たとえば、“French－F”という具合だ。ｸ

ﾗｽの中には、ﾄﾞｲﾂ語やﾌﾗﾝｽ語がﾍﾟﾗﾍﾟﾗの者がいた。 

3 ﾍﾟｰｼﾞ目には、応募の動機や健康状態を記入する欄が

ある。そして、採用する側が本人についての問い合わせが

できるように、前職の会社の連絡先と上司の名前が書い

てある。さらに、採用が決まった場合、前の会社に退職通

知を出すことになるが、それが退職する日の何日前までに

通知をしなければならないのか、を記入する欄もある。 

この履歴書が、第 1 次の書類選考に使われる。記載され

ている点を総合的に判断し、条件に合った人に面接に来

てもらう。 

履歴書を見ていておもしろいのは写真だ。日本では、3 ｾ

ﾝﾁ×5 ｾﾝﾁｻｲｽﾞに顔のみの写真を貼ってあるのが普通で

ある。ｲｷﾞﾘｽの履歴書に貼ってある写真は、ｻｲｽﾞもﾊﾞﾗﾊﾞﾗ

であり、顔だけのもの、全身を写しているもの、いろいろあ

った。ひとつ言えることは、自分ができるだけ魅力的に見

えると思う写真が貼ってあったことだ。 

「宗教欄」も、日本にないものだ。ほとんどの者はﾌﾟﾛﾃｽﾀ

ﾝﾄである C・O・E(Church of England 英国教会) である

が、無宗教と書いてあったものもあった。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身者

は大半がｶｿﾘｯｸ教徒だった。 
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《学歴について》 

ｲｷﾞﾘｽでは、日本に比べ、多くの若者は早い段階で社会

に出る。そして、仕事を通じて自分のｷｬﾘｱｰを積んでいく。

人によっては、働きながら勉強を続ける者もいる。一旦社

会に出ても、再び学校に戻ることができる社会ｼｽﾃﾑにな

っている。これをｻﾝﾄﾞｲｯﾁ教育と呼んでいる。学校－社会

－学校－社会の図式ができ、ちょうどｻﾝﾄﾞｲｯﾁのようにな

っている。 

このｸﾗｽで大学を出ているのはﾍﾟﾆｰだけである。1980年

代後半の資料によると、ｲｷﾞﾘｽで大学に行くのは、同世代

の学生の約 6%であり、短大と合わせても約 9%位であっ

た。当時、日本では、約 40%弱の人達が大学もしくは短大

に進学していた。ﾖｰﾛｯﾊﾟ社会では、大学へは、良い会社

に就職するためというよりは、自分がめざす学問を研究す

るために行く(もしくはｴﾘｰﾄ階級出身者が行く)というのが

一般的な考え方だった。仕事に就くためには、ﾃｸﾉﾎﾟﾘﾃｨｰ

ｸと呼ばれる実践教育をしているような短大や専門学校に

行く。このｸﾗｽの人たちも、何回か仕事を変えているが、職

と職の間に、そのような学校にも通っていた人が多い。今

回の訓練生は、ｲｷﾞﾘｽやｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの平均的な若者たちで

ある。 

 

《O ﾚﾍﾞﾙ、A ﾚﾍﾞﾙ》 

当時のｲｷﾞﾘｽでは、初等学校は 5 才で入学し、11 歳で終

わる。12才から16才までが中等教育である。16才で義務

教育が終わる。この時点で、約 7 割の生徒たちは学校教

育から離れる。残りの 3 割の生徒は、就職を有利にするた

めや大学進学を目指しての勉強を続ける。 

また、ｲｷﾞﾘｽでは、その学生がどの学校を卒業したかで

な く 、 GCSE(General Certificate of Secondary 

Education) と呼ばれる中等教育修了一般資格試験(全

国共通試験)でどれだけの成績をとっているかが、社会的

評価となる。就職に際しては、どの課目で O ﾚﾍﾞﾙや A ﾚﾍﾞ

ﾙを取得しているかを見られる。16 才になると、希望者は

この資格試験に挑戦し、主要科目で O ﾚﾍﾞﾙを取得する。

O ﾚﾍﾞﾙの”O”とはｵｰﾃﾞｨﾅﾘｰ(Ordinary 普通の) の意味

であり、一定水準以上の学力があることを指している。こ

の試験のことを、16 才の時に受験するので、ｼｯｸｽﾃｨｰﾝﾌﾟ

ﾗｽ(Sixteen Plus)と呼んでいる。強制試験ではないので

受験せずに社会に出る人もいる。そのかわり有利な就職

は難しいことを覚悟する必要がある。 

一定科目で O ﾚﾍﾞﾙを取得すると、さらに 2 年勉強を続け、

A ﾚﾍﾞﾙ試験に挑戦する。この 2 年間の学校のことを、ｼｯｸ

ｽｽﾌｫｰﾑ(Sixth Form)と呼び、日本の高等学校高学年か

ら大学 1 年の学力ﾚﾍﾞﾙの勉強を行う。主要科目で A ﾚﾍﾞ

ﾙを一定数以上取得すると、大学への応募ができる。大学

側も、応募者が、何科目で A ﾚﾍﾞﾙを取得しているかによっ

て、入学の可否を判断する。企業も採用にあたって O ﾚﾍﾞ

ﾙと A ﾚﾍﾞﾙの数を考慮する。履歴書には数学 A ﾚﾍﾞﾙ、国

語 O ﾚﾍﾞﾙというように資格を取得した科目のみが記載さ

れている。 

 

《趣味・特技は》 

手元に彼女たちの個人ﾃﾞｰﾀがある。趣味の欄が興味深

い。ｲｷﾞﾘｽ人もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人も、実に馬が好きだ。ｲｷﾞﾘｽ皇室

でさえ、競馬にも出かける。ときに馬に乗って狩猟に出か

ける。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞはﾀﾞｰﾋﾞｰ馬の生産で有名だ。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞには、

約 5 万 5 千頭の馬がいて、そのうち 1 万 5 千頭は、乗馬

や競馬用の馬だそうである。彼らにとって、馬は日常生活

のひとつになっているらしく、ｸﾗｽ 16名のうち 7 名が、趣味

に乗馬をあげている。その他には、ﾎｯｹｰ、ｾｰﾘﾝｸﾞ(ﾖｯﾄ)、

ｻｲｸﾘﾝｸﾞを、趣味や得意のｽﾎﾟｰﾂとして履歴書に記載して

いる人がいた。 

また、自己PR欄では、「ｿｰｼｬﾗｲｼﾞﾝｸﾞ (Socializing)」「ﾕ

ｰﾓｱ(Sense of Humour)」を自分の良い面として記述して

いた。日本では、「性格が明るい」とか「努力家」というよう

な表現が見られるが、この点でも日本と少し違うようだ。「ｿ

ｰｼｬﾗｲｼﾞﾝｸﾞ」は訳すと、「社交的に行動する」「社会の要求

に合致して行動する」という意味がある。またﾕｰﾓｱも、社

会が要求している資質なのだ。欧米では、ﾕｰﾓｱのｾﾝｽの

ない人は、ﾋﾞｼﾞﾈｽの世界でも成功できないと言われている。

両方とも人間関係をｽﾑｰｽにするためのものであり、異民

族の集まりである欧米社会では、欠かすことのできない資

質なのだ。 

 

《ｲｷﾞﾘｽは多民族国家》 

ｸﾗｽの身上記録一覧表を見ると、ﾌｨｵﾅとｶﾚﾝ･M はｽｺｯﾄ

ﾗﾝﾄﾞ人、ｶﾚﾝ･Kとｱﾚｯｸｽはｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人、ｹｲﾄはｵｰｽﾄﾗﾘｱ人、

ﾅﾀﾘｱはﾄﾞｲﾂ系ｲｷﾞﾘｽ人と、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地にはいろいろな人た

ちがいる。 
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私たち日本人は、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人もｳｪｰﾙｽﾞ人もｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人

も、すべてｲｷﾞﾘｽ人と呼んでしまうところがある。そして、ｲ

ｷﾞﾘｽ人とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人との関係も不明確のままにしていると

ころがある。国家体制としては、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ、ｳｪｰ

ﾙｽﾞと北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞが英国である。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは独立した国家

体制であり、英国とは違う国になる。また、島国で単一民

族の日本と違い、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系のｲｷﾞﾘｽ人だけかと言うと、

いろいろな民族がいる。 

このｸﾗｽの人たちは、そうでもなかったが、2 回目に担当

したｸﾗｽでは、国籍は、英国といっても、両親のうちどちら

かが違う国の親を持っている訓練生がけっこういた。このｸ

ﾗｽではﾍﾟﾆｰの母親とﾅﾀﾘｱの父親がﾄﾞｲﾂ人だ。2 回目に

担当したｸﾗｽでは、ﾏｲｹﾙの母親がｽﾍﾟｲﾝ人、ﾏﾘｰの母親

はｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人、ｿﾌｨｱの母親はｽｪｰﾃﾞﾝ人だった。このｸﾗｽ

では、既婚者のｶﾚﾝ･R にはｽﾍﾟｲﾝ人の夫がいる。 

もう一つ、日本の感覚と違うのは、ｹｲﾄのようにｵｰｽﾄﾗﾘｱ

国籍の者も採用されている点である。4 期にはﾃﾞﾝﾏｰｸ国

籍の訓練生もいた。当時すでに、ﾖｰﾛｯﾊﾟ統合の話しが出

ていたが、すでにEU諸国の人がｲｷﾞﾘｽで職を見つけるの

は、特に障害がなくなっていた。また、ｵｰｽﾄﾗﾘｱのように、

昔は英連邦の一員であった国の人も、ｲｷﾞﾘｽで職業につく

こともしばしばみられることなのだ。 

実際には、ｲｷﾞﾘｽ人たちといっても、いろいろな国の人が

いるので、社内では、彼女たちをｲｷﾞﾘｽ人 CA とは呼ばず、

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地ｸﾙｰ(London Based Crew) と呼んでいる。 

生まれた場所も様々である。ﾅﾀﾘｱはﾄﾞｲﾂ、ﾍﾟﾆｰはｼﾞﾝﾊﾞ

ﾌﾞｴ、ﾙｨｰｽ･ﾃﾞｰｳﾞｨｰはﾄﾘﾆﾀﾞｯﾄﾞ生まれである。英国人が植

民地政策とともに、いかに海外に出ていたかが分かる。 

 

《授業開始》 

訓練概要の説明や自己紹介を行い、少し緊張感が和ら

いだところで、さっそく授業を開始する。ﾛﾝﾄﾞﾝで行う授業は、

客室乗務員として必要な知識課目が主である。最初の授

業は「ｴｱｰ･ｸﾗﾌﾄ(Aircraft)」である。航空機についての基

本的知識と機内設備について説明を行う。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人だか

らといって、みな飛行機に乗り慣れているわけではない。 

この授業の目的は、例えば CA たちが、飛行中に主翼の

異常を発見した時、ﾊﾟｲﾛｯﾄに対してﾌﾗｯﾌﾟ(Flap)とかｽﾎﾟｲ

ﾗｰ(Spoiler)とか、ｴﾝｼﾞﾝであれば何番ｴﾝｼﾞﾝなのか正確

に報告ができなくてはならない。また、旅客にも、飛行機の

ことを説明できるようになるためである。 

この課目の授業が終わると、東京からﾛﾝﾄﾞﾝに到着した

飛行機を、実際に見に行く。この実機見学は、訓練生が最

も興奮する授業だ。ほとんどの者は大型機を間近に見る

のが始めてであり、これから乗務することになる飛行機な

のだ。(当時の主力機は B747 ｼﾞｬﾝﾎﾞｼﾞｪｯﾄだった) 

飛行機の外側見学では、それぞれの名称を教え、機内

では、東京での実技訓練に備えて、客室やｷﾞｬﾚｰ(厨房)を

見てまわる。操縦室にも連れて行く。 

最初は、静かに説明を聞いているのだが、だんだん、何

でも触らせてくれと言ってくる。そして一番若いﾌﾗﾆｰがすぐ

にやってみせる。操縦室へいけば機長席に座る。ﾌｧｰｽﾄｸ

ﾗｽの見学をすると座席に座り、ﾘｸﾗｲﾆﾝｸﾞさせ、もうお客さ

ん気分である。皆楽しくてしょうがないといった感じだ。 

 

《日本ﾉｺﾄ良ｸ知ﾘﾏｾﾝ》 

次の授業は、日本とﾖｰﾛｯﾊﾟ間を中心とした航路案内、航

空用語、時差についての「ﾙｰﾄ・ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ (Route 

Infomation)」(航路案内)である。彼女たちは日本・ﾖｰﾛｯ

ﾊﾟ間を、主に乗務することになる。 

最初に、日本の地理について教える。採用面接担当者

によると、日本のことを知っている人は非常に少なかった

らしい。「東京はどこにあるか」との質問に対して、「香港に

ある」とか、「北京にある」とかの答えが返ってきたのには

ﾋﾞｯｸﾘしたそうだ。 

黒板に日本地図を書いて、東京がどこにあるのか聞いて

見た。幸いこのｸﾗｽの娘たちは、東京がどこにあるか、全

員が知っていたのでひと安心した。 

それではと、「東京」以外で知っている日本の都市名を言

わせてみたら、「大阪」という答えが 2、3 人から返ってきた

程度だった。少なくとも、JAL が飛んでいる国内の都市名

は覚えてもらわなくてはならない。北は、札幌から南は沖

縄まで、主な都市の場所と特徴を説明する。日本だけでは

なく、韓国や中国、台湾、香港、ｸﾞｱﾑ島やﾏﾘｱﾅ諸島につ

いても、その位置関係を図に書いて説明しておく必要があ

る。 

どうして知っているのか「沖縄ってどんな所?」という質問

が飛んで来た。太陽と真っ青な海がある場所については、

よく知っているという。日本の四季や一般的な気候、日本

の人口、簡単な日本の歴史についてまず説明した。概要
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説明を行った後、日本を紹介したﾋﾞﾃﾞｵを見せることにし

た。 

私たちは、学校でﾖｰﾛｯﾊﾟ各国の歴史や地理を習ってい

る。日本人が西欧諸国に関心を持っている程、ﾖｰﾛｯﾊﾟの

人たちは、日本や東南ｱｼﾞｱに関心がない。 

といっても、日本人は、本当にﾖｰﾛｯﾊﾟのことを知っている

だろうか、という疑問も残る。筆者自身もあまり大きなこと

を言えない。 

彼女たちの自己紹介で、彼女たちの出身地名が出てき

たが、その中で知っている都市名は2つ、3つだった。私た

ち日本人は、どのくらい英国の都市名を挙げることができ

るだろうか。その前に、英国の地図を書くことができるだろ

うか。そして、ﾛﾝﾄﾞﾝがどの辺に位置するか書き込めるだろ

うか。ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの首都をｴｼﾞﾝﾊﾞﾗ、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの首都をﾍﾞ

ﾙﾌｧｽﾄと、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの首都をﾀﾞﾌﾞﾘﾝと、即座に答えられる

人がどのくらいいるだろうか。同じようにﾊﾟﾘ以外のﾌﾗﾝｽの

都市名やﾄﾞｲﾂの都市名をどのくらい挙げることができるだ

ろうか。邦人 CA にも同じような授業をするが、答えられな

い人が多い。 

 

《私ﾉﾀﾒﾆ世界ﾊｱﾙﾉ》 

世界地図のことで、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ人英語教官のﾏｯｺﾚｰさん

が、いつも話してくれることだが、 

「日本の学生が使っている世界地図は、日本が中心に書

かれています。ところが、ｵｰｽﾄﾗﾘｱの地図は、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ

が中心になっているんです。ｵｰｽﾄﾗﾘｱの地図は、上に南

極があり、日本は逆さまに描かれている。九州が上の方

にきているのですよ」 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ人に教える時も、日本が中心になっている地図で、

航路案内の授業をしても、彼女たちには、いまひとつﾋﾟﾝと

こない。邦人 CA に教える時は、飛行機が日本を出発して、

どの地点を通過して目的地まで飛んでいくかを教える。ﾖｰ

ﾛｯﾊﾟ人に対しては、ﾖｰﾛｯﾊﾟを起点とした授業をする。どこ

の国の人も、自分の国が中心に描かれている地図を見な

がら大人になっていく。どの国の人も、自分の国が世界の

中心であり、世界は自分の国を中心にしてまわっている、

と思っている。 

 

《英語が違う》 

筆者世代は、学校で「おむつ」は、”ﾀﾞｲｱﾊﾟｰ(Diaper)”と

習ってきた。思えば、学校で習ったのはｱﾒﾘｶ英語だった。

「旅客対応(Traffic)」の授業で、赤ちゃん連れの旅客用に

用意してあるﾀﾞｲｱﾊﾟｰのことを説明していたら、ｲｷﾞﾘｽでは

その単語は使わないと言う。ｲｷﾞﾘｽ人は、ﾅﾌﾟｷﾝから派生

した”ﾅｯﾋﾟｰ(Nappy) ”という単語を使っていると言う。盲導

犬は無料扱いであることを説明していると、さっと質問の

手が上がり、 

「ﾃｷｽﾄに"Seeing Eye Dog"と書いてあるがどういう意味

ですか?」 

と聞いてくる。この言葉は、いままで聞いたことがないと言

う。目の不自由な人に付き添っている犬のことだと説明す

ると、 

「それをｲｷﾞﾘｽでは、"Guide Dog" と言い、“Seeing Eye 

Dog ”なんて言葉は使いません」 

と言ってきた。 

JAL がまだ小さな会社だった頃、世界を制していたのは

ﾊﾟﾝｱﾒﾘｶﾝ航空だった。その頃、JAL は、航空機の運航に

関して、国内線中心の航空会社だったﾕﾅｲﾃｯﾄﾞ航空から

いろいろ教えてもらっていた。そのような関係で、私たちが

使っている航空用語は、ほとんど米語なのだ。邦人 CA が

習っている機内英会話も、その基礎を作ったのは、長らく

客室訓練部にいたｱﾒﾘｶ人英語教官のﾍﾞｱｰさんである。 

学生時代に"Subway"(米語)と"Underground" (英語)

の違いを習った。英語と米語では、表現や単語が違うこと

を少しは知っていたが、こんなところにも出てきた。 

 

《ﾜｺﾞﾝは幌馬車》 

機内で、ｻｰﾋﾞｽ時に使用するﾜｺﾞﾝ(Wagon)もそうだ。この

「ﾜｺﾞﾝ」 は、ｲｷﾞﾘｽ人にとって西部劇に出てくる「幌馬車」

のｲﾒｰｼﾞしかないらしく、教官たちが、「ﾜｺﾞﾝ、ﾜｺﾞﾝ」と呼ん

でいるのが、おかしくてしょうがないと話していた。代わりに

ｲｷﾞﾘｽ人たちは「ﾄﾛｰﾘｰ」(Trolley) を使っている。 

訓練部があるﾋﾞﾙにも社員食堂があった。皆さんだったら、

外国人に、「食堂はどこそこにあります」と説明するとき、

「食堂」のことを、たぶん「ｶﾌｪﾃﾘｱ」(Cafeteria) と案内す

るでしょう。ところが、この単語も典型的な米語なのだ。ｲｷﾞ

ﾘｽ人はじめｲｷﾞﾘｽ英語圏の人たちには通じない。ｲｷﾞﾘｽ人

CA たちは、何と言っているかというと、 "Where is 

canteen?"のように "ｷｬﾝﾃｨｰﾝ(Canteen)"という言葉を使

う。 



 
11 

 邦人 CA たちは、「ｺﾞﾐ」のことを "ﾄﾗｯｼｭ(Trash)"と、「ｺﾞﾐ

箱」は "ﾄﾗｯｼｭｶﾝ(Trashcan)" と習ってきた。機内もｺﾞﾐが

多く出るので、各ｷﾞｬﾚｰ  (厨房 ) には大きなﾄﾗｯｼｭｶﾝ

(Trashcan)があちこちに備え付けてある。「ｺﾞﾐ」も、ｲｷﾞﾘｽ

人に言わせると、ﾗﾋ ﾞ ｯｼｭ (Rubbish) となり、米語の 

"Trash"とはまったく違う単語を使っている。 

 

《米語ﾊ英語ﾃﾞﾊｱﾘﾏｾﾝ》 

ここでちょっとばかり、ｲｷﾞﾘｽ人のﾌﾟﾗｲﾄﾞが頭をもたげてき

たのを感じた。"Diaper"にしても"Seeing Eye Dog"にして

も、意味は分かっているようだ。だが、英語は英語、米語

は米語と、きちんとしておきたいのだ。ある時、英語の話題

になり、ｱﾒﾘｶ人が話しているのも英語ではないか、と言う

と、 

「They speak American, not English!」 

(彼らは米語を話しているのよ、 

あれは英語ではないわ)  

という。もちろん、ｸﾗｽ全員がそのような言い方をしている

訳ではない。ｲｷﾞﾘｽ人は、ｱﾒﾘｶ人に対して距離をおいてい

るようだ。ｱﾒﾘｶ人を田舎者扱いしているような印象を、何

度か感じたのを覚えている。 

 

《Cabin Attendant の呼称》 

この Cabin Attendant の呼称は、筆者がいた航空会社

で長年使っていた。それが TV ﾄﾞﾗﾏ「ｱﾃﾝｼｮﾝﾌﾟﾘｰｽﾞ」や「ｽ

ﾁｭﾜｰﾃﾞｽ物語」で使われ、世間に広がっていきました。ど

ちらかというと、日本のみで、この英語呼称が使われてい

るところがある。 

くだんのｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、どのような単語を使ってい

るかというと、“Cabin Crew”となる。機長など運航乗務員

を“Cockpit Crew”、客室乗務員を“Cabin Crew“と呼ん

でいる。英国の影響を強く受けている国の航空会社は、”

Cabin Crew“を使っている。彼女たちの中に、”Cabin 

Attendant“という単語はない。もう 1 つよく耳にするのが”

Flight Attendant“だ。これは米国人が作った単語である。

米国系の航空会社や米国の影響を受けている国の航空

会社は、”Flight Attendant“の呼称を使っている。 

 

《質問ｶﾞｱﾘﾏｽ》 

1 日目は、この先どんなことが起こるのか、想像がつかな

いらしく、緊張が続いた。2 日目あたりから、少しずつ緊張

も和らぎはじめてきた。初日には、静かにしていた彼女た

ちも、ちょっとでも疑問があると質問をするようになってき

た。疑問があると、どんな些細なことでもすぐに確認をして

くる。 

邦人CAの授業では、質問も少なく、教官の話しをただ聞

いているだけで終わってしまうことが多い。授業中に質問

をすると、自分だけが判っていないと思われるのではない

か。こんな質問をしていいのだろうか、皆に笑われないか。

そんなことを考えているうちに授業が終わってしまう。そし

て、「まあ、いいっか！」ということになる。 

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちは、とにかくすぐ質問をしてくる。時に

は、ちょっとしたﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ(議論)になることもある。 

質問が多いのは、好奇心が旺盛だからだろう。時には、

授業とは関係のない質問まで飛び出してくることもあった。 

 

《英語が聞き取れない》 

私たち日本人が、英語で苦労するのは、たぶんﾋﾔﾘﾝｸﾞだと

思う。筆者自身も、最初のころ、彼女たちの英語が聞き取れ

なくて苦労した。 

英語が聞き取れない理由のひとつに、彼女たちは外国人

に対して、こちらが少しでも英語を話すと、相手が外国人

であることを忘れ、いつも通りのｽﾋﾟｰﾄﾞで話してくる。しかも、

彼女たちが喋るのは若者言葉である。日本人の若者も、

独自の言葉をもっている。若者は新しい言葉を作り出すの

が得意なのは、洋の東西同じなのだ。 

飛び始めてからの彼女たちは、それでは日本人に英語

が通じないことが判った。今では、日本人が理解できるよ

うな英語を話している。ｱﾒﾘｶ人にしろ、ｲｷﾞﾘｽ人にしろ、英

語圏の人達は、相手がﾁｮｯﾄでも英語を話すと分かると、ﾍﾟ

ﾗﾍﾟﾗと英語で話しかけてくる。こちらの使っている英語が

多少は理解されているからなのだが、どうしてもっとゆっく

りと喋ってくれないのだろう、と唸りたくなる。 

外国人が、ﾁｮｯﾄでも日本語で話す努力をしていたら、日

本人はその国民性から、少しでも相手が判りやすいように、

ゆっくりと日本語をしゃべるようにする。それなのに、英語

国民は、何で相手に対する思いやりがないのだろうなんて

恨んだりもした。 

本当はそうではない。ｸﾗｽﾒｰﾄがいないとき、個人的に話

すときは、判りやすい英語で喋ってくれるのだ。仲間がい
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ると、つい仲間の手前、普段の喋り方で話してしまうようだ。

相手が、自分の国の言葉で話しかけてくれるのなら、余計

な気づかいをせず、ふつうに喋った方がよいと考えてもい

るようだ。 

そのようなﾌｼがあるので、相手が言ったことが聞き取れ

ないのであれば、私 たちも 、素 直 に "I beg your 

pardon…"を使えばよい。そうすると、別の言い方やもっと

やさしい表現で言い直してくれる。英語国民と話す時、"I 

beg your pardon…"とか"Please say again…" と聞き返

すことを気にする必要はない。聞き直したら失礼かな、な

んて心配する必要はない。むしろ、聞き取れない部分を聞

き流してしまうと、その先の会話が続かなくなってしまい、

それこそ、相手に失礼にあたる。 

日本人は、外国人が日本語を話す努力をしても、日本語

はむずかしいから、たいしてしゃべれないだろうと考えがち

だ。欧米人はせっかく相手が英語を喋っているのだからと

考え、積極的に英語で話しかけてくる。彼らの外国人に対

する接し方は、最初は普段どおりの話し方で喋り、だんだ

ん相手の英語力によって使う言葉や表現を変えてくる。 

 

《休憩時間》 

東京での訓練では、50分授業となっており、授業と授業

の合間には10分の休憩をとっている。ここﾛﾝﾄﾞﾝでは、現

地支店のｱﾄﾞﾊﾞｲｽもあり、90分授業とした。ﾖｰﾛｯﾊﾟでは、

会社でも学校でも、午前11時前後に小休憩をとる。現地の

習慣に合わせ、1時限毎に10分休みではなく、休憩をまと

めて20分取ることにした。 

その小休憩時間には、教室を提供しているﾎﾃﾙ側の好

意で、ｺｰﾋｰや紅茶の差し入れがあった。ｶｯﾌﾟを手に持ち、

教室のあちこちで立ち話をする。邦人CAの場合、休憩時

間に、机に伏している姿をよく見る。そのような光景とは違

って、ｲｷﾞﾘｽ人CAたちは、皆立って談笑している。ｲｽ社会

とﾀﾀﾐ社会の違いがこのようなところでも現れている。私自

身は長く立っているのが苦手で、腰が痛くなりすぐ座ってし

まう。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人はよくあれほど長く立っていられるな、と感

心してしまう。なぜ長い時間立話しをしていられるのか不

思議でしょうがない。筆者自身は、典型的な胴長短足的日

本人なので、胴が長い分、それだけ腰に負担がきてしまう

のかもしれない。 

 

《英国なまり》 

英語で苦労したので、どうしても英語に関する話題を書き

たくなる。実は、英語が聞き取れないのは、こちらの英語

力に起因することが大なのだが、ｲｷﾞﾘｽ人の方言やなまり

が、かなりあることも分かった。 

英国には、地方それぞれに方言がある上、なまりもかな

りあるという。誰もが、ｸｲｰﾝｽﾞ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭやｷﾝｸﾞｽ・ｲﾝｸﾞﾘｯ

ｼｭと呼ばれる標準語を話しているわけではない。むしろ、

地方出身者も多いので、それぞれ方言やなまりを持ってい

ると考えた方がよい。 

 

《英語の歴史》 

紀元前の英国には、ｲﾍﾞﾘｱ半島からｱｲﾙﾗﾝﾄﾞやﾌﾗﾝｽを

経由して渡ってきたｹﾙﾄ人が住んでいた。ｹﾙﾄ人はｹﾞｰﾙ語

を話していた。紀元前5世紀頃には、ｼｰｻﾞｰが率いるﾛｰﾏ

帝国に侵略され、その間に、ﾛｰﾏ文化の影響を受けている。

そのため、英語には、ﾗﾃﾝ語の影響を受けた言葉も多く見

られる。 

因みに、ﾛｰﾏ人が持ち込んだものにﾛｰﾏ風呂があるが、

今でもその頃の名残として、ﾛﾝﾄﾞﾝ郊外にﾊﾞｰｽ(Bath風呂)

という観光名所がある。 

現在の英語の源となる古英語は、西暦450年頃にｱﾝｸﾞﾛ

ｻｸｿﾝ族が、今の北ﾄﾞｲﾂあたりから持込み、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ全土

に広げた。すなわち、古英語はﾄﾞｲﾂ語の一方言だったの

だ。その後しばらくの間、ｲｷﾞﾘｽ(ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ地方)では古英

語が話されていた。そして、ｲｷﾞﾘｽを支配していたのは、ｱ

ﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝの王様であり、文化もｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝの影響を強く

受けていた。ところが、11世紀に入ると、今のﾌﾗﾝｽあたり

で力をつけてきたﾉﾙﾏﾝ人が、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを支配するようにな

った。これはﾉﾙﾏﾝｺﾝｸｪｽﾄ(ﾉﾙﾏﾝ人の征服1066年)と呼ば

れ、世界史の教科書にはかならず出てくる。 

ﾉﾙﾏﾝｺﾝｸｪｽﾄの結果、それまでｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを支配していたｱ

ﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝの王様たちが排除され、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの王室はﾌﾗﾝ

ｽ出身のﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公になり、商人も教会関係者も、ﾉﾙﾏﾝ

ﾃﾞｨｰ公とともに渡ってきたﾌﾗﾝｽ人にとって代わった。特に

貴族階級はすべてﾌﾗﾝｽ人(ﾉﾙﾏﾝ人)によって占められてし

まった。 

したがって、話される言葉も、貴族階級はﾌﾗﾝｽ語であり、

文化もﾌﾗﾝｽの影響を強くうけた。ﾉﾙﾏﾝｺﾝｸｪｽﾄ後、しばらく

の間は、英文学がない時代となった。しかし庶民の間では



 
13 

古英語が根強く話されていた。 

そして、時代とともに、あらたに入ってきたﾌﾗﾝｽ語と昔な

がらのﾄﾞｲﾂ語(ｹﾞﾙﾏﾝ語)の影響を受けた古英語が混ざり

合い、現在使われている英語のもとができた。国家意識の

台頭とともに、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに渡ったﾉﾙﾏﾝ人も、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを自

分たちの国家と考えるようになり、ﾌﾗﾝｽとは一線を引くよう

になった。1337年から始まった英仏100年戦争の影響も

あり、1362年には、英語を自分たちの正式な言葉(公用

語)としている。現在でも、英国とﾌﾗﾝｽの仲が悪いのは、こ

の頃から始まっている。 

言葉の歴史を振り替えると、英国では、ｹﾙﾄ語、ﾄﾞｲﾂ語、

ﾌﾗﾝｽ語、ﾗﾃﾝ語、はてはｷﾞﾘｼｬ語などが混ざり合ってきて

いることが判る。ついでながら科学用語や医学用語などに

よく見られる難しい単語は、ｷﾞﾘｼｬ語などの影響であり、そ

のため、英語は語彙が難しいと言われている。 

 

《話しことばと出身》 

英国では、話しことばを聞けば、その人の出身階級が判

るというのがある。それほど英国は、階級社会なのだ。飛

行機には、英国人の旅客も搭乗してくる。ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽには、

英国企業のﾄｯﾌﾟも乗ってくることもある。標準語で英語を

話せるだけの教育を受けていない者を採用したならば、会

社の品格も下ることになる。話しことばや話し方で、その人

の教養が判ってしまうのである。東京の下町出身の筆者も、

男同士で話し込んだりすると、けっこう「ｵﾚ」とか「ｵﾒｰ」と

か「ﾊﾞｶｯ!」とか連発する。昔の日本でも、山の手の話しこと

ばと下町のそれでは、ずいぶん違っており、やはり話し方

で住んでいるところが判った。 

一昔前までは、日本人も、地方出身のCAは、話している

とすぐに判ったものだ。最近入社してくるCAたちは、あら

ためて聞いてみないと、どこの出身が判らなくなってしまっ

ている。それほどﾏｽﾒﾃﾞｨｱの発達で、訛りや方言がなくな

ってしまった。関東では、「物をしまう」と言うが、関西の人

は「なおす」というように、言い回しで判るくらいになってし

まった。地方文化と中央文化の融合が、かなり進んでしま

ったのが、今の日本である。 

ところが、ｲｷﾞﾘｽでは、少しばかり事情が違うようだ。若者

はどの国でも同じで、新しい文化を創りだしていく。それで

もｲｷﾞﾘｽの場合は、地方性がかなり強く出る。それぞれの

地方の歴史と関係があるようだ。同じ英国籍でも、ｽｺｯﾄﾗﾝ

ﾄﾞ人はｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人とは違うし、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人であることに誇

りをもっている。ｳｪｰﾙｽﾞ地方の人たちの多くは、いまでも

英語ではなくｳｪｰﾙｽﾞ語をしゃべる人が多いと、2度目に担

当したｳｪｰﾙｽﾞ出身のｱﾘｽﾝが話してくれた。試しに、彼女

にｳｪｰﾙｽﾞ語でしゃべってもらったが、まったく違うことばで

あり、何を言っているのかﾁﾝﾌﾟﾝｶﾝﾌﾟﾝだった。ｸﾗｽﾒｰﾄのｲ

ｷﾞﾘｽ人達も、何と言っているのかまったく理解できないと

言っていた。例のﾋﾞｰﾄﾙｽﾞも、ﾘﾊﾞﾌﾟｰﾙ出身であり、標準英

語とはちょっと違っていた。 

それに加え、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身者は、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞなまりの英語

を話す。日本では、地方の人も東京に出てくれば、標準語

で話そうと努力する。しかし、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人CAは、ｲｷﾞﾘｽ人と

おなじ英語をしゃべろうとはしない。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ英語を話すこ

とにより、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人としてのｱｲﾃﾞﾝﾃｨﾃｨｰ (Identity主体

性・独自性)を打ち出している。 

ｲｷﾞﾘｽ人同士は、お互いにﾁｮｯﾄ聞けば判るらしいが、私

たちはそこまで英語を聞き分けられない。それでも、訓練

生の中に、英語が聞き取りやすい人と聞き取りにくい人が

いたのは、以上の背景もあった。 

 

《制服の採寸》 

東京では、実技訓練もあり、実際に制服を着てｻｰﾋﾞｽの

練習を行う。そのため、彼女たちが東京に来る前に、早め

に制服の採寸を行い、実技訓練開始までに用意する。東

京から担当者に来てもらい制服の採寸を行うことにした。 

それまでは、外国人CAといえば、香港基地の中国人だ

けだったので、体型も日本人と変わりはなく、日本人のｻｲ

ｽﾞを用意しておけばよかった。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人を採用するとなる

と、日本人用のｻｲｽﾞでは合わない。 

日本の若い女性も、背が高くなってきている。170ｾﾝﾁ以

上のCAもざらにいる。身長だけであれば、特に問題はな

い。制服ｻﾞｲｽﾞは、7号から15号まで用意されている。とこ

ろが、日本人女性とﾖｰﾛｯﾊﾟ人女性と比べて違うところは、

肩幅、腕の長さ、胸まわり、そして腰回りである。特に、腕

の長さ、胸囲、腰回りは、日本女性とずいぶん違う。その

ため、一部の訓練生は、彼女たちに合うｻｲｽﾞを、特注しな

ければならないことも判った。 

当時は、まだ制帽があった。もう一つ、彼女たちの体型に

関して判ったことがある。ｸﾞﾗﾏﾗｽな体型のわりには、頭が

小さいのだ。用意してある一番小さいｻｲｽﾞの制帽でも、大
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きすぎて困っていた訓練生がいた。頭のｻｲｽﾞは、日本人

女性に比べ、平均して小さいことも判った。顔が小ぶりな

ので、胸や腰が大きくても細身に見え、日本人女性に比べ

得をしている。 

CAたちにとって、制服は最大の関心事である。この採寸

の時間は、もう大変だ。教官が、「このｻｲｽﾞにしなさい」と

言っても、また別のｻｲｽﾞを試めそうとして、なかなか決まら

ない。なかなか決められないのは邦人CAだって同じであ

る。 

日本人の場合と違うのは、ｴﾌﾟﾛﾝの色の選択である。当

時のｴﾌﾟﾛﾝは、数種類の色からの選択となっていた。邦人

CAは、それぞれの色のものを一種類ずつもらっていく。と

ころが、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人の場合は違う。金髪や白い肌には白系

や黄系のものは映えないので嫌がった。その代わり、ﾌﾞﾙｰ

系や赤系のｴﾌﾟﾛﾝを選んでいた。ﾌﾞﾙｰや赤の方が白い肌

や青い目によく似合う。(現在JALではｴﾌﾟﾛﾝは廃止となっ

ている) 

彼女たちにとって、制服一つ一つを選ぶ基準は、何とい

っても、いかに自分が魅力的に見えるかである。ｽｶｰﾄのｻ

ｲｽﾞを選ぶ時も、自分のｳｪｽﾄﾗｲﾝがきれいに出る、ﾋﾟﾀｯとし

たものを選ぼうとする。機内では、しゃがんだりすることが

多いから、もっと余裕のあるものを選ぶようにｱﾄﾞﾊﾞｲｽして

も、「大丈夫! 大丈夫! 」といって聞かない。このような時、

邦人CAであれば、「ｴｯ、これ!」と思っても、教官に言われ

れば逆らうわけにはいかない。ｲｷﾞﾘｽ人CAたちは、自分

のことを知っているというか、自分のことは自分で決める、

という習慣ができている。教官のｱﾄﾞﾊﾞｲｽも馬耳東風で、

夢中になっている。 

 

《さあ東京へ出陣》 

ﾛﾝﾄﾞﾝでの授業の最後の日、東京に行くにあたっての注

意事項の説明を行った。 

  ⑴ 冬の東京は、ﾖｰﾛｯﾊﾟと違って天気がよく、空気は乾

燥している。ﾖｰﾛｯﾊﾟの冬は、雨が多くｼﾞﾄｼﾞﾄしている。

ﾛﾝﾄﾞﾝはそれに加えて霧が出ることもある。気候がま

ったく違う。 

  ⑵ 生活の面では、電圧が違うのでｲｷﾞﾘｽで使用している

ﾄﾞﾗｲﾔｰや携帯用ｱｲﾛﾝは使えない。日本は100ﾎﾞﾙﾄ

であるが、ｲｷﾞﾘｽは220ﾎﾞﾙﾄである。 

 ⑶ 病気に備えて、自分がいつも使っている薬を持ってく

ること。案の定、冬の東京は乾燥しているので、風邪

を引いたり、喉をやられたりするCAが続出した。 

  ⑷ 寮はﾎﾃﾙではないので、ﾊﾞｽﾀｵﾙは自分のものを用意

すること。身体を洗うためのﾀｵﾙ(Hand Towel)も、風

呂場に備えられていないので、自分で持ってくる。欧

米のﾊﾝﾄﾞﾀｵﾙと日本の手拭いの違いも説明した。欧

米のものは、ﾊﾝｶﾁｻｲｽﾞの真四角なものであるが、日

本では、身体を洗う時は薄い細長いﾀｵﾙを使うと話し

た。 

  ⑸ 日本では、建物の中では、ｽﾘｯﾊﾟに履き変える習慣で

ある。寮の中も、ｽﾘｯﾊﾟを使用することになっている。

ｽﾘｯﾊﾟは各自持ってくる。彼女たちは、ｽﾘｯﾊﾟを履く習

慣はあまりないので、半分以上の人は持って来なか

った。 

  ⑹ 食料品のうち、肉やくだもの類は日本の検疫当局が

持込みを許可しないので持って来ない。 

  ⑺ 冬にもかかわらず、水着が必要なのでかならず持っ

てくる。なぜ水着は必要かというと、緊急避難訓練の

時にﾌﾟｰﾙに飛び込み、水の中で避難器具の操作訓

練があるためだ。水中での訓練は、緊急避難訓練の

最後に行われるが、この訓練に参加しないと終了証

が貰えない。 

これらの注意事項以外では、免税品の機内販売に関する

授業では、通貨換算を行うので小型の電卓も持ってきた

方がよいと説明した。ただし、電卓は日本で安くしかも良い

製品があることもついでに話した。 

日本の生活様式も、欧米化が進んでいるので、最近の

日本人は、欧米を旅行しても不便を感じることも、戸惑うこ

ともない。一方、日本の生活様式の中には、日本独自のも

のがかなり残っている。外国人旅行者は、日本での滞在

中は、欧米ｽﾀｲﾙのﾎﾃﾙを利用することが多いので、あま

り不便を感じないで済んでいる。ｲｷﾞﾘｽ人CAたちは、旅行

客のように日本の表面だけを見て帰す訳にはいかない。

訓練が終われば、日本人社会の中で働くことになる。訓練

期間中に、できるだけ日本人の生活習慣を知ることも、必

要であると考えていた。それでも、ｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸを受けるの

は目に見えていた。できるだけ日本の生活情報を、事前に

与えるようにした。 

地震のことも話しておく必要がある。地震現象を、知識と

しては知っている。ところが、ｲｷﾞﾘｽやｱｲﾙﾗﾝﾄﾞには地震が
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ないらしく、地震に遇ったことがないという。どの程度発生

するのか、どのくらいの規模のものがくるのか、いま一つ

実感が湧かないようだ。そのため、関東大震災を経験して

いる私の母の体験を話した。それと同時に、地震発生時

の避難方法についても説明した。家の中にいる時は火の

始末をする。落下物に当たらないようにする等々･･･ 。会

社にいるとき発生したら、教室には、全員分のﾍﾙﾒｯﾄが用

意してあるのでそれをすぐにかぶるように、また、町の中

で遇った場合は、看板等が落下してきて危険なので、ﾋﾞﾙ

の中に避難するよう説明する。今回の訓練期間中に、くし

くも震度4の地震に見舞われることになった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－次ﾍﾟｰｼﾞ続く－ 
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第２章 東京訓練 
 

《はじめての東京へ》 

現地訓練を終え、東京に帰ってきたのは 1 月 28 日だっ

た。彼女たちは、あと 2 週間ほど、現地で、日本語の基礎

訓練が残っている。 

帰ってきた翌日には、さっそく出社し現地訓練の報告をし

なければならない。ﾄﾞｲﾂで訓練をしていた教官連中も帰っ

てきていた。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 1、2 期、ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ基地 1、2 期、そ

して、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 3、4 期担任の私たちと、教官 6 人全員が

揃った。東京では、すでにｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ基地１期の訓練が始

まっている。同時に、20年の歴史がある香港基地 19期の

訓練も始まっていた。 

訓練部では、現地訓練の話題で花が咲いていた。どうも

ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ基地担当の教官の顔が冴えない。予想していた

のとはだいぶ感じが違うようだ。 

 

《寄宿舎の準備》 

寄宿舎には、国内線 CA たちのｽｶｲﾊｳｽ寮(当時)を使う

ことになった。京浜急行の北品川駅から歩いて 10 分弱の

ところにある。部屋は 8 畳程の広さに 2 つのﾍﾞｯﾄﾞと洋服入

れが備え付けられている。各階には、10 人が一緒に洗面

をできる洗面所とﾄｲﾚがある。風呂場は、１階ﾛﾋﾞｰ奥にあり、

共同浴場ｽﾀｲﾙになっている。食堂は 2 階で、50 人程が一

度に食事できる広さがある。食堂のとなりにはﾗｳﾝｼﾞがあ

り、食後の団欒をとれる。洗濯は、最上階にあるﾗﾝﾄﾞﾘｰﾙｰ

ﾑでできる。 

 

《寮生活》 

何といっても、風呂のことが心配だった。共同浴場ｽﾀｲﾙ

の風呂に、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人がどう反応するか予想できないところ

があった。だからといって、ﾎﾃﾙのように、各部屋に浴室を

つくる訳にはいかない。共同浴場ｽﾀｲﾙが、どうしても嫌だ

という人のために、ｼｬﾜｰﾙｰﾑを用意した。 

食事も、検討課題の一つだった。寮の食事といえば、大

体、ひじきや肉じゃがなど、寮生がおふくろの味を楽しめる

ようなﾒﾆｭｰが多い。焼き魚のような典型的な日本の食事

も出る。寮の食事は専門の会社に委託している。料理長

に、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人向きの献立を加えてくれるようお願いするこ

とにした。 

 

《泣きむしﾒﾗﾆ－》 

1、2 期の日本での訓練が始まった。このｸﾗｽの担任たちは

忙しいので、代わりに、彼女たちの寮生活がうまくいってい

るか、様子をうかがいに、課長と 2 人で寮に行ってみること

にした。寮監さんはじめ、寮関係者は英語が得意でないので、

1，2 期が到着した夜、担任が寮施設について、ある程度

説明しておいた。 

ところが、説明は聞いたものの、一晩過ぎてゆっくり見回

してみると、自分達の生活の仕方とあまりにも違う。洗濯

機ひとつとっても、使い方が判らない。寮の人に聞いても

言葉がよく通じない。親元だけではなく、国を離れて東洋

にやってきたが、生活文化の違いに戸惑い、2 日目にして

もうﾎｰﾑｼｯｸになっている娘がいる。母親の声が聞きたくな

ったのか、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞの声が聞きたくなったのか判らない

が、ﾛﾋﾞｰにある公衆電話の前で泣いている訓練生がいた。

当時はｲﾝﾀｰﾈｯﾄなどない時代である。国際電話をかける

しかなかった。泣いているのは、大人っぽい感じのﾒﾗﾆｰだ

った。私たちを見ると、恥ずかしそうに逃げていった。一緒

にいたｷｬﾛﾙに聞いたら、 

「もうﾎｰﾑｼｯｸにかかっちゃったの！」 

と教えてくれた。何人かが、すでにﾎｰﾑｼｯｸにかかっている

らしい。 

このような時、日本の女性なら、2 ヶ月くらいの訓練のた

めに、海外に住むことになっても、それほどﾎｰﾑｼｯｸには

ならないと思う。そう想像していたので、ﾎｰﾑｼｯｸになって

いる訓練生をみて、こちらの方が戸惑ってしまった。そし

て、 

「ｲｷﾞﾘｽ人ってけっこう泣くんだ！」 

などと思ったりした。 

 

《涙腺が違う》 

日本人と欧米人の泣くときの姿を見ていると違いに気づ

く。日本人は涙が出てくると目頭を押さえる。欧米人はﾊﾝｶ

ﾁを鼻にあてるしぐさをする。ものの本によると、日本人と

欧米人とでは、鼻涙管の発達が違うそうだ。涙が鼻に抜け

る通路 (鼻涙管) が、欧米人の方がよく発達しているので、

涙が鼻に抜けやすいとのことである。そのため、涙が鼻水

となって流れてくる。 
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《ｻﾊﾞｲﾊﾞﾙ日本語》 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙや香港やﾌｨﾘﾋﾟﾝでは、町のどこへ行っても英語

が通じる。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙや香港は、もともとｲｷﾞﾘｽの影響を受

けた国であり、考え方も欧米人の発想に近いものがある。

また、ﾌｨﾘﾋﾟﾝはｽﾍﾟｲﾝの植民地であったが、戦後は、ｱﾒﾘｶ

の影響もあり、国民の多くは英語を話す。東南ｱｼﾞｱでは、

韓国と台湾とﾀｲ、ﾏﾚｰｼｱ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ、そして日本は、外国

人にとって、街中で、英語が通じることが少なく、不便な国

と言える。 

訓練部の中にいるかぎり、教官が英語ですべてを説明し

てくれるので、何も不自由なことはない。ところが、町中で

買物をしたり、食事をしたり、電車に乗ったりする時は、日

本語でないと通じないことが多い。訓練生には、ﾛﾝﾄﾞﾝで基

礎日本語の授業をしてある。生の日本語に接して、身体で

覚えるのもよい勉強の機会となる。日本で生活するのに最

低限必要な日本語は覚えさせた。あとは自分たちで体験

することが大切だ。実際、町で買物をしても、自分たちの

日本語がけっこう通じるので喜んでいた。 

  

《通勤を教える》 

当時、寄宿舎である寮から訓練部までの通勤に、京浜急

行電鉄を利用させていた。今と違って、品川駅から羽田空

港駅行きの直通電車はなかった。北品川駅から蒲田駅ま

でいき、そこで同じ京浜急行の空港線に乗換えて、京浜急

行羽田駅まで来る。そして、羽田駅からはﾊﾞｽを利用する。

羽田東急ﾎﾃﾙ前でﾊﾞｽを降りて、訓練ｾﾝﾀｰまで歩く。寮か

ら訓練ｾﾝﾀｰまで約 1 時間の通勤となる。 

ところが、この京浜急行という私鉄は、通勤者や利用者

にとって、実に便利なﾀﾞｲﾔを組んでいる。各駅停車から始

まって急行、特急、そして快速特急まである。北品川駅は、

品川駅の次の駅なので、各駅停車しか停まらない。北品

川駅から蒲田駅まで行くには、各駅停車だと時間がかか

るので、途中の青物横町で各駅停車から急行に乗換え

る。 

英語で「各駅停車は」など考えながら途中の説明をして

いく。Local Line (各駅停車) 、Express(急行) 、Limited 

Express(特急) があるので、乗り間違えないよう注意する

のだが、肝心の電車には行き先の英語表記がない。次々

に通過していく電車の色や形で説明する。「快速特急」な

どという英語は聞いたことがなかったので、即席英語で

Super limited Commuting Express と説明したら何とか

理解したようだ。 

蒲田駅での乗換えが分かれば、彼女たちだけで通勤で

きる。出社時の通勤方法は分かったようなので、今度は羽

田から北品川への帰り方を説明しながら一緒に付いていく。

定期券(Season Ticket または Commuter Pass)の使い

方も分かったようだ。蒲田駅まで来たところで説明につま

ってしまった。次から次へと上りの電車が入ってくる。日本

人であれば、たとえ乗ったことがない電車でも何とか分か

る。案内版には、急行はどこそこの駅に停まると書いてあ

る。 

外国人は、各駅停車だの準急だのいろいろな電車が入

ってくるともうお手上げになる。北品川には各駅停車しか

停まらないので、出勤時はそれに乗って、青物横町で隣ﾎ

ｰﾑに入ってくる電車に乗り継げば、蒲田まで間違えず早く

行ける。 

欧米を旅行して、1 人で電車に乗れるようになったら、旅

行者として一人前と言える。筆者自身もｲｷﾞﾘｽやﾄﾞｲﾂで列

車や電車に乗ることがあるが、この電車は本当に目的地

に着くのかいつも不安になる。もし蒲田駅で急行に乗って

しまったら、青物横町駅で、特急や急行の通過待ちをして

いる隣ﾎｰﾑの各駅停車に乗ればよい。そうは言っても、電

車のｼｽﾃﾑが分からないと、何となく不安になる。簡単なの

は各駅停車を利用し北品川まで行けばよいのだ。今度は

どれが各駅停車なのか分からない。 

乗り過ごしをしたり、急行だと思って乗ったら鈍行で時間

がかかってしまったり、何度か失敗しながらも通勤できるよ

うになった。そのうち、北品川駅や品川駅の街が分かるよ

うになると、北品川で降りずに品川まで出てｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞや食

事をしていた。 

川崎に滞在していた男性CA訓練生も京浜急行で通勤し

ている。川崎駅から上り電車で、蒲田駅まできて、空港線

に乗換える。北品川駅に滞在している女性陣たちとは、反

対方向から蒲田駅に向かう。川崎駅には、すべての電車

が停車する。ある朝、男性 CA 訓練生たちが、なかなか出

社して来ない。担任が心配して、宿泊先に連絡をとったが、

すでに会社に向かったとの返事が返ってきた。心配しなが

らも授業を始めることにした。そうこうする内に出社してき

た。どうしたのか聞いてみると、間違えて川崎で快速特急

に乗ってしまったらしい。川崎駅を出た電車は品川まで停
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まらない。蒲田駅を、あれよ、あれよと通過して行ってしま

ったそうだ。 

 

《授業時間》 

ﾛﾝﾄﾞﾝでは、朝 9 時始まりだったが、東京では 8 時 30 分

始まりになっている。１時限を 50 分と設定し、10 分の休憩

をはさみ、午前中に 4 時限、午後 4 時限の 1 日 8 時限授

業なのだ。朝 8 時 30 分から 12 時 30 分までに午前中の

授業を終わらせ、昼休みをはさんで、１時 30 分から 5 時

30 分まで行う。ただし、これでは勤務時間短縮が叫ばれ

ている時代に反するので、月水金は 7 時限授業の日とし

て 4 時 30 分に終わる。 

初日の朝、担任に連れられたﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA 訓練生全員

が出社してきた。8 時 45 分から 1 期 2 期の開講式を始め

る予定になっている。大きめの教室に、訓練生全員と教官

ならびに部長や課長が出席し、式次第にそってとり行われ

る。司会は 1期担任が行うことになっていた。我 3期は、ま

だﾛﾝﾄﾞﾝで日本語授業を受けている。 

 

《足ｦ組ﾝﾃﾞｲﾃﾓ真面目ﾆ聴ｲﾃｲﾏｽ》 

当時の訓練では、習慣の違いや文化の違いによる、価

値観の相違がところどころに出てきた。そのたびに訓練生

から質問を受ける。聞かれれば説明しなければならない。

自分達の文化を異文化の人達に説明することに、日本人

は慣れていない。 

授業中の足組みも、その一つである。邦人 CA 訓練生が、

足を組んで授業を聞いていると、教官は注意してきた。日

本人として、礼儀に反しているというのが今までの規範だ

った。しかし、なぜ足を組んではいけないのか、どの教官

も教えてきてはいない。訓練生も足を組んではﾀﾞﾒである、

とだけ言われた。邦人 CA たちは、そういうものなのかとそ

れに従ってきた。 

欧米では、授業中に足を組むのは、日常的であり、ごく

自然のしぐさになっている。自分たちにとっては、いつもの

習慣であり、それを注意されれば、「なぜなのか」と聞いて

くる。日本人の場合は、疑問に思っても、年上の人が言っ

たことに対して、いちいち「なぜなのか」とは聞かない。教

官たちも、いままで説明する必要もなかったので、どうして

なのかと言われても、説明に窮してしまう。このようなこと

が「足組み」以外でも、たびたび出てきた。訓練生は、教官

はなんでも知っている、と思って純粋な気持ちで聞いてく

る。 

日本では、目上の者や先生が話している時に、足を組む

のは失礼であると考えられている。会社の中でもそうであ

る。例えば応接室で、ｿﾌｧｰに座って打合せをする時、目下

の者はｿﾌｧｰに浅目に座り、足は組まないようにする。足を

組む動作は、ﾎﾞﾃﾞｨﾗﾝｹﾞｰｼﾞ上では、ﾘﾗｯｸｽしているという

意味を持っているからである。目上の人の前で、あまりﾘﾗｯ

ｸｽした姿勢をとらないのが普通だ。 

授業の話しで言えば、生徒はﾘﾗｯｸｽ(＝だらけている)せ

ずに、神経を集中して講義を聴くことを要求される。それが

日本の学校での授業態度となっている。 

先生も生徒も、人間として平等である、と考えている欧米

では、先生の前で足を組むことは失礼にならない。それよ

り、授業中は、ﾘﾗｯｸｽして聴いていた方が眠くならず、よく

頭に入るというのが彼女たちの主張なのだ。授業に参加し

ているかどうかが問題なのだ。欧米の授業風景をﾃﾚﾋﾞや

映画で観ることがある。生徒は椅子の背に体をもたれかけ

足を組んで聴いている。教師の方も、あまり気にかけてい

ないようすで授業を行っている。先生は先生で、机に腰を

下ろしたりすることもある。机は神聖なものであると考えて

きた日本では、先生は机に腰掛けない。生徒も机に座って

いたりすると注意される。といっても、日本の教室でも欧米

化してきている。欧米人にとっては、机は単なる物質にす

ぎないのだ。 

最近ﾌﾗｲﾄで一緒だったﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA と、訓練時代の話

になった。 

「そういえば、教室の机は、足が組みにくくなっていました。

机の下に棒があって、足を組もうとすると膝がぶつかる

の。あれは足組み防止棒だったのですね ？」 

 

《教科書を床に置く》 

教科書に対してのとらえ方も違う。教科書を大切に扱うよ

うにと教えられてきた邦人 CA 訓練生たちは、教科書を床

に置くようなことはしない。 

ﾓｯｸｱｯﾌﾟ(模擬客室)訓練では、訓練生は制服を着用して、

客席に座って授業を受ける。 

このとき気になったのは、その授業で必要な教科書は、

客席のﾃｰﾌﾞﾙに出しているが、それ以外の教科書を床に

置いていたことだった。制帽も床に置いてしまう。それまで
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あまり気がつかなかったが、その後注意深くみていると、

教室でもﾃｷｽﾄなどを床に置いていた。 

「みなさん、訓練生にとって、教科書も制帽も大切なもので

す。大切なものを床に置くのを見ると、日本人はあまりよ

い印象を持ちません」 

と注意する。その場では注意にしたがってくれるが、注意

を怠ると、いつの間にか自分たちの習慣に戻っている。 

乗務を開始してからも、出発前のﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ(Briefing 事

前打合せ) のときも、邦人 CA たちは、ｼｮﾙﾀﾞｰﾊﾞｯｸﾞや制

帽を空いているｲｽやﾃｰﾌﾞﾙの上に置くが、ｲｷﾞﾘｽ人 CA た

ちは、床に置いていた。室内でも靴を履いている欧米の家

庭生活では、床も室内の一部と考えており、汚いという感

覚はないかもしれない。 

 

《ﾛﾝﾄﾞﾝ面接試験会場で》 

採用試験の面接室には、面接官の前に、椅子が 5 個並

べられている。応募者は部屋に入ってくると、椅子の前に

立ち、最初に自己紹介をする。そして、「どうぞお座りくださ

い」と言われてから座る。この時もまた彼女たちは、座るな

り足を組む。背筋はまっすぐ伸ばして座っている。足を組

んでも、この時はﾘﾗｯｽｽするためではない。あくまでも自分

を魅力的に見せるためである。 

日本でも採用面接官をしたことがあるが、日本では、応

募者が足を組むなどということは決してない。 

 

《ｷｽに注意》 

社会生活上で注意した点は、 

* 街中でやたらとｷｽをしない 

* 歩きながら食べ物を口に入れない 

がある。 

日本では、ｷｽは性にかかわるもので、秘めたる行為とし

てみられている。したがって人前では行わないのが普通だ。

欧米人のｷｽには、性的なものと挨拶のためのものと 2 種

類がある。出会いのｷｽや別れのｷｽは、欧米人にとってみ

れば、挨拶程度のｷｽなのだ。 

東京訓練が始まってしばらくして、どこからともなく、ﾛﾝﾄﾞﾝ

基地 CA が寮の近くでｷｽをしている、という噂が流れてき

た。個人生活に関わることは、本人たちの自由であるが、

ﾏｽｺﾐはじめ世間は、青い目の CA たちに注目している。寮

のまわりの住民たちも、彼女たちが新しく採用された外国

人CAたちであることを知っている。まだまだ日本では、ｷｽ

は淫らな行為と見なされている。「航空会社の社員ともあ

ろう者が、街中でｷｽをしているとは･･･」と見られるかもし

れない。抱き合ってするｷｽについては、場所をわきまえる

ように注意した。 

 

《ｷｽの起源》 

人間はどうしてｷｽをするようになったのか。これについて、

医学博士の志賀貢氏は、本の中で次のように紹介してい

る。「人間が狩りをして生活をしている頃、狩りに出かける

のは男、家を守るのが女と、役割が決まっていた。狩りに

いった男は、獲物を追いかけるかたわら、家に残してきた

妻が心配になる。    

(何者かに襲われていないか) 

(俺がいない間に酒や食べ物を出して 

浮気しているのではないか) 

と疑心暗鬼の心境である。狩りを終え、家に戻った男は、

真っ先に妻の口を"味わう"。 

「証拠が残っていればすぐに分かるはずだ」 

これが狩猟民族たちのｷｽの起源らしい。 

同博士は、独自の推測として、「男はまさか疑っていると

は口に出せまい。そこでｷｽを愛情表現とか、一種の挨拶

だとして女房を納得させたのではないだろうか。やがて周

囲に広がり、現在につながっている･･･ 」 

(資料) 「ﾄﾞｸﾀｰ志賀のｳｿみたいな雑学」永岡書店 

 

《挨拶のｷｽ》  

現在のｲｷﾞﾘｽでは、挨拶のｷｽは頬にする。これをﾁｰｸｷｽ

(Cheek Kiss)と呼んでいる。相手の唇にｷｽをするのは恋

人同士や夫婦くらいのものだ。ところが 1400 年代から

1500 年代にかけてのｲｷﾞﾘｽでは、挨拶のｷｽも相手の唇

にしていたのだ。その頃、ﾖｰﾛｯﾊﾟの他の国では、挨拶で相

手の唇にｷｽをする習慣はなく、ｲｷﾞﾘｽ人の唇へのｷｽによ

る挨拶はとても珍しがられていた。今では、ｷｽといえば「ﾌ

ﾚﾝﾁｷｽ」と呼ばれるほどｷｽが好きなﾌﾗﾝｽ人でさせ、当時

は、挨拶のとき、相手の唇にｷｽをすることはしなかった。

そのｷｽも、ｲｷﾞﾘｽでは 1500 年代の後半には姿を消してし

まい、現在のｽﾀｲﾙになってしまった。 

15 世紀には、挨拶の時でさえ、相手に接触することを好

んだのであるが、現在のｲｷﾞﾘｽ人は、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人の中で、相
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手との接触が一番少ない国民になっている。ｲｷﾞﾘｽ人は、

挨拶のときでさえ、相手の頬にｷｽした方がよいのか、握手

だけにとどめた方がよいのか迷うそうだ。 

このよい例が、ﾁｰｸｷｽの回数である。ﾌﾗﾝｽ人が、挨拶で

ﾁｰｸｷｽをするときは、ﾀﾞﾌﾞﾙｷｽといって、最初は左の頬、つ

ぎに右の頬へと 2 回する。ｵﾗﾝﾀﾞ人とﾍﾞﾙｷﾞｰ人はこれを最

低 3 回は繰り返す。ｽｶﾝｼﾞﾅﾋﾞｱの人は 1 回だけで済ます。

ｲｷﾞﾘｽ人も同じで、1 回なのだ。我が訓練生たちが帰国す

るとき、空港まで見送りに行った。出発の時間になると、全

員がお別れのｷｽをしてくれた。やはり 1 回だけだった。ｷｽ

の仕方でもﾖｰﾛｯﾊﾟのどの国あたりの人か分かるのだ。   

資料 「ﾖｰﾛｯﾊﾟ人人の奇妙なしぐさ」 ﾋﾞｰﾀー･ｺﾚｯﾄ著 草

思社 

 

《歩きながら食べる》 

歩きながら食べ物を口にするのも、ｲｷﾞﾘｽ社会ではごく普

通の光景となっている。ﾀﾀﾐ文化の日本では、食事はﾀﾀﾐ

に座って食べるものとされてきた。また、日本のたべもの

は、麺類に代表されるように水もの(汁もの)が多く、歩きな

がら食べるのには向いていない。一方、欧米では、ｻﾝﾄﾞｲｯ

ﾁ、ﾎｯﾄﾄﾞｯｸﾞ、ﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰのようにﾄﾞﾗｲな食べ物が主流なの

で、歩きながらでも食べることができる。狩猟中、馬に乗っ

たままでも食べられるものが、必要だったのかもしれない。

ｱﾒﾘｶ西部開拓時代も、何日も幌馬車に乗りつづけて西部

に向かうのであるから、保存が効くﾄﾞﾗｲな食品が必要だっ

たのだ。 

 

《無賃乗車》 

最近の改札口は、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ化しているので、乗越し運賃

を精算しないと改札口を通過できない。当時は、駅員に定

期券を見せる方式だった。我が教え子たちは、京浜急行

の羽田・北品川間の定期券を渡されていた。最初の頃は、

右も左も分からなかったので授業が終われば、まっすぐ寮

に帰ってきた。東京の状況が分かりはじめると、品川駅の

まわりはけっこうおもしろそうだ、帰りに行ってみよう、とい

うことになる。寮は品川駅からでも歩ける距離にあった。定

期券で品川駅まで行ったのだが、清算をどのようにすれば

よいか分からない。だれかが北品川までの定期券で品川

駅を降りてしまったところ、駅員は何も言わなかったらしい。

「平気よ」ということが広まった。何人かが乗り越し清算をし

ないで、品川駅を降りているらしいと、筆者の耳に入ってき

た。さっそく注意することにした。 

外国人が日本にきて、日本のﾙｰﾙに従わないとき、日本

人はどう対応してよいのか困惑してしまう。つい語学の問

題が立ちはだかってしまう。ずるい外国人は、日本語が分

からないﾌﾘをして、その場をやりすごすことがある。日本人

であれ、外国人であれﾙｰﾙに反していれば、毅然とした態

度で注意をすることが必要だ。なにも英語で言う必要はな

い。日本語で注意してよいのだ。外国人をお客様扱いして

甘やかすことなく、日本にいるかぎりは、一市民としての行

動を要求することが、外国人を平等に扱うことになる。 

 

《私ﾀﾁﾊ淫ﾗﾅ女ﾃﾞﾊｱﾘﾏｾﾝ》 

訓練生たちは、廊下でだれかとすれ違うときは、声を出し

て挨拶するよう教官から言われる。 

彼女たちの習慣では、会社の中で、同じ社員といえども､

よく知らければ、「ｺﾝﾆﾁﾜ」と声を出してまで挨拶することは

しない。また、見ず知らずの相手にﾆｺﾆｺすれば、誤解され

るのが関の山である。そんなことをすれば、色目を使う女

性と誤解される社会で生きてきている。 

職場で女性社員が、だれかれ構わずに､「おはようござい

ます」と挨拶をしているのは、日本では普通の光景になっ

ている。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ人も、もちろん知っている上司や同僚には、 

"Good morning!"とか"How are you?"などと言う。これは

上司と部下、または同僚同士の関係においてなされてい

る。しかし、無記名の相手に対しては、やたらとﾆｺｯとした

り、声をかけたりしない。 

日本と欧米では、挨拶をする時の動作に大きな違いがあ

る。日本では目が合えば、「おはようございます」と言って、

すぐに頭を下げ視線をそらす。いつまでもﾆｺﾆｺして相手を

見つめている必要がない。そのため、誤解されずにすんで

いる。欧米では、挨拶の時に頭を下げることはしないので、

いつまでも相手を見つめることになる。そのような動作を、

知らない相手にすれば誤解される訳である。 

それでも航空会社の顔として活躍してもらうためには、不

特定の相手に対して挨拶ができるようにならなければなら

ない。行動の習慣化をつけさせるために、これも訓練の一

貫である旨、最初に話している。 

実際には、習慣の違いから、こちらが思うとおりにはでき
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なかった。この時期の訓練部は、外国人の訓練生ばかり

で、手本になる邦人 CA のﾀﾏｺﾞたちがいなかった。ｲｷﾞﾘｽ

人、ﾄﾞｲﾂ人、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人、中国人のCA訓練生でごった返

している。つい彼女たちの習慣で過ごすことになってしま

う。 

その後の訓練で、ある時、他のｸﾗｽがほとんど邦人ばか

りのときがあった。邦人 CA のﾀﾏｺﾞたちが、廊下で大きな

声で挨拶をしている。その姿を見て、外国人 CA 訓練生も、

あれが日本のやり方なのだとまねをするようになった。教

官が言葉で一生懸命に説明しても、なかなか実行できな

かったことが、日本人の集団の中に入れることで、挨拶ば

かりでなく、他の日本の習慣も真似るようになった。いろい

ろな場面で、日本人がよく使う、「よろしくお願いします」と

いう言葉もﾀｲﾐﾝｸﾞよく使えるようになった。 

 

《私ﾊ敵ﾃﾞﾊｱﾘﾏｾﾝ》 

このように書くと、彼女たちが全然挨拶をしないかのよう

に取られるかもしれない。彼女たちの弁護をしておいた方

がよさそうである。 

欧米は、多民族の集まりで成り立っている。また、ﾖｰﾛｯﾊﾟ

社会では、征服したりされたりの歴史が繰り返されてきた。

ｲｷﾞﾘｽもｹﾙﾄ人に始まり、そこにｹﾞﾙﾏﾝの一部族のｱﾝｸﾞﾛｻ

ｸｿﾝが入った。11 世紀のﾉﾙﾏﾝｺﾝｸｪｽﾄでは、ﾉﾙﾏﾝ人がｱﾝ

ｸﾞﾛｻｸｿﾝ系の王室を破り、それ以降ﾉﾙﾏﾝ人が王室を引き

継いだ。それとともにﾉﾙﾏﾝ系の商人や騎士が入り込んで

きて、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系の人達と混ざり合ってきた。紀元前に

はﾛｰﾏ帝国の侵略を受けている。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟは、768 年に即位したｶｰﾙ大帝 (ﾄﾞｲﾂ名)によるｹﾞ

ﾙﾏﾝの統一があり、その後、それぞれの民族にﾅｼｮﾅﾘｽﾞﾑ

が台頭し、別々の国家となったのである。その後も、中世

から近世にかけて、戦いに明け暮れてきた。このことの反

省からかどうかわからないが、欧米社会では、つねに自分

は敵ではないことを表現する必要があった。手の中に武器

を持っていないことを意味する「握手」も、そのような背景

から、現代社会の重要なﾏﾅｰになっている。異民族の集ま

りであるｱﾒﾘｶ人は、特にそうであるが、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰに乗り会

わせた時などﾆｺｯとする。自分の存在が相手を不安にさせ

るような時には、目が合うとﾆｺｯとする。日本では、知らな

い他人にﾆｺｯとすることはほとんどない。むしろｼﾞﾛｯと相手

を見る方が多い。 

《捻挫って何て言うの!》 

泣きむしﾒﾗﾆｰが、1 日の訓練が終り、会社を出ようとした

ところ、階段を踏みはずし捻挫(Sprain Ankle)した。さあ

大変である。何が大変かというと、医者に連れていくのも

担任教官の役目だからだ。日本人ならば、自分で医者に

も行ける。ﾒﾗﾆｰは退社時に捻挫をした。この時間には病

院はもう閉まっている。このような時、日本人だと痛くても

「大丈夫ですから心配しないでください」ということが多い。

その晩は湿布薬を貼ってようすをみる。 

ｲｷﾞﾘｽ人は痛さに対して弱いことは冒頭で紹介した。涙を

流さんばかりに、「もう歩けない」と訴えてくる。痛さに対す

る感じ方がまったく違う。日本人は、昔から、痛みに対して

は、我慢するようしつけられてきている。ちょっとくらいの痛

さはｶﾞﾏﾝできる。ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは違っていた。 

そこまで言われると、担任としても放っておくわけにはい

かない。近くに救急病院がないか調べ、電話をかけ、診察

をしてくれるか確認し、さっそく連れて行かなければならな

い。そして病院まで付き添っていく、さらに、今度は通訳を

しなければならない。医学関係の英語は、専門的な単語

が多いので、辞書を持って行く。治療が終われば、訓練生

を送って行くか、一緒に付き添ってくれた同じｸﾗｽの訓練

生とともに、ﾀｸｼｰに乗せて寮まで帰さなければならない。 

 

《ｴｯ、日本ﾃﾞﾊ治療費必要ﾅﾉ》 

ﾄﾞｲﾂ人やﾌﾞﾗｼﾞﾙ人は、病気で欠勤することはほとんどな

かった。ところがｲｷﾞﾘｽ人の場合は、たまたまだったのかも

しれないが、風邪をひいたり喉を痛めたりする訓練生が続

出した。問題が発生したのは、治療費の扱いについてだ。

会社の中には、最新の設備が整った診療所もある。整形

外科、内科、精神科、耳鼻科、眼科の医師、それに最新検

査機器である MRI やﾚﾝﾄｹﾞﾝ設備もある。また、航空医学

の専門医も常駐している。勤務時間内であるならば、会社

の診療所に行けばよい。ところが時間外のときは、社外の

診療施設を利用せざるを得ない。当然、そこでは治療費が

必要となる。 

ところが、外国人 CA の場合は、日本の健康保険に入っ

ていない。そのため治療費を全額請求されることになる。

訓練生自身も、海外旅行保険に入ってきていない。病気

になったら訓練生自身が治療費を払わなければならない。

この治療費というのが、ちょっとした病気でも、けっこう高
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い。私たちは、健康保険があるので、初診料と治療費の一

部を払えばよいが、ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちの場合は、全額本人

負担となる。 

治療費の支払いについては、訓練生から、なぜ自分たち

が払わなければならないのか、とﾌﾞｰﾌﾞｰ言われた。ｲｷﾞﾘｽ

では、一部の私立病院を除き、治療費はすべてﾀﾀﾞになっ

ている。外国人といえども無料で診療してもらえる。「ゆり

かごから墓場まで」と言われているように、社会福祉につ

いては非常に発達している。彼女たちの感覚では、病気に

なっても、治療費のことは頭にない。それが、訓練で東京

に来ている間に病気になったら、高額な治療費を自分達

で払え、と言われ頭にきている。 

治療費の件については、次回の訓練から、訓練生が日

本に来る前に、旅行保険に入らせることにした。傷病関係

の保険は、訓練中のみならず、乗務を開始すれば、海外

滞在中に病気になることもある。いずれは必要になる。邦

人 CA も、日本の健康保険がきかない海外滞在中の病気

に備え、会社で保険をかけている。ｱﾒﾘｶなどで病気になっ

たならば 10 万円単位のお金が必要になる。 

 

《喉ガ痛ｲﾃﾞｽ》 sore throat 

1 月から 2 月にかけての東京は、晴れた日が続き、湿度

も低く乾燥している。一方、この時期のﾛﾝﾄﾞﾝは、雪こそ降

らないが、とにかく寒くてｼﾄｼﾄしている。空はどんよりとして

おり、冬場に太陽を見ることは少ない。寒くｼﾞﾒｼﾞﾒしている

国から来た彼女たちにとって、東京のｶﾗｶﾗ天気は 180 度

違う環境となる。乾燥しすぎて、ﾉﾄﾞの痛みを訴えてくる訓

練生が、これまた続出した。ﾉﾄﾞをやられている人には、授

業中、ﾉﾄﾞ飴をなめることを許可した。いつでも渡せるよう、

担任も、生協売店で、訓練生のためにﾉﾄﾞ飴を買ってきた。

邦人 CA もﾉﾄﾞをやられることがあるが、それ以上にﾛﾝﾄﾞﾝ

基地 CA は、ﾉﾄﾞがあまり強くないようだ。ﾉﾄﾞが弱いから風

邪にやられることになる。3 分の 1 の訓練生が風邪気味と

なり、その内の何人かは発熱し欠勤した。休まれるくらい

なら、授業中、ﾉﾄﾞ飴くらいというのが担任の思いだった。 

 

《 "湯冷め" って英語あるの！》 

彼女たちは、「風邪」のことを、英語でﾌﾙｰ(Flu 流感) と

呼んでいた。風邪をひくもう一つの原因がある。風呂上が

りである。寮の風呂場は、大浴場ｽﾀｲﾙになっていて１階に

ある。見ていると、彼女たちは、風呂を上がるとﾊﾞｽﾀｵﾙ一

枚で部屋に上がろうとしている。部屋は暖房が充分効いて

いるが、ﾛﾋﾞｰや廊下はそうでもない。邦人 CA たちは、女

性であることもあり、風呂場へは銭湯にいくのと同じ感覚

でいく。着るものも厚手のものであり、風呂上がり後も、ち

ゃんと着ている。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人の生活習慣では、風呂を上がっ

ても、家の中は暖かくしているので、ﾊﾞｽﾀｵﾙ一枚でも問題

ない。しかも、風呂は身体を温めるために入るのではなく、

身体をきれいにするために入る。したがってｼｬﾜｰを浴びて

終りという具合だ。身体もそんなに温まらず湯冷めをする

こともない。そのような生活になれている彼女たちなので、

ついついﾊﾞｽﾀｵﾙ一枚で、その辺をｳﾛｳﾛしている。はじめ

の内は湯船に入ることに慣れなかった彼女たちも、みんな

で湯船に入るのが楽しいことだと分かり、温泉気分で風呂

に入るようになった。そしてじゅうぶん身体を温めて出てく

る。そのため、湯冷めをしてしまう。 

 

《God bless you》 

日本では、誰かがくしゃみをしても、まわりの者は何も言

わない。強いて言えば、くしゃみをしている子供をみて、母

親が「寒くないの、なにか着なさい」というくらいだろう。 

彼女たち社会では、誰かがくしゃみをすると、  "God 

bless you"と声をかける。声をかけられた方は、 "Thank 

you"とお礼を言う。このときの "God bless you"は、「神の

ご加護あれ」ではなく、「お大事に! 」という程度の意味に

なる。 

英語圏では、だれかがくしゃみをすると、一分間心臓が

止まると言い伝えられているので、止まらないように祈った

のが習慣になったようだ。もし、くしゃみをして、周囲の人

からこの言葉を言われたら、"Thank you" と礼を言うの

がﾏﾅｰとなっている。 

 

《共同浴場は楽しい》 

共同浴場ｽﾀｲﾙの風呂に、最初の頃、馴染めなかったｲ

ｷﾞﾘｽ人 CA たちも、日本人の様子を見ているうち、少しず

つ湯船に入るようになった。そのうち、温泉気分を味わえ

る風呂場は、話し好きのｲｷﾞﾘｽ人 CA たちにとって、ちょう

どよい社交の場となり、風呂を楽しむようになった。 

北欧では、ｻｳﾅは盛んである。もちろん、お互いﾊﾞｽﾀｵﾙ

を身体に巻き付けている。ｻｳﾅも一緒に入る点では、浴場
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とそれほど違わない。ｲｷﾞﾘｽ人もﾄﾞｲﾂ人も、慣れてくると、

共同浴場ｽﾀｲﾙのお風呂に入るのをそれほど嫌がらなくな

った。ただし、ﾄﾞｲﾂのｻｳﾅには、日本のｻｳﾅのような洗い

場はない。身体を洗う時は、別の場所にあるｼｬﾜｰﾙｰﾑの

中で洗う。ｼｬﾜｰﾙｰﾑは個別になっているので、洗っている

姿を他人に見られることはない。 

実は、共同浴場ｽﾀｲﾙの風呂で一番困っていたのは、中

国系が多いｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人 CA や香港中国人 CA だった。彼

女たちの担任（女性）によると、中国系の人達は、母親や

姉妹とでも風呂に一緒に入ることはないらしい。ましてや

他人に自分の裸を見られるのは、ぜったい嫌だという娘が

何人かいた。彼女たちの担任によると、日本に到着して間

もない頃、ほとんどの娘たちは、下着をつけたままで浴場

内に入り、湯船には入らずにまっすぐ奥にあるｶｰﾃﾝ付き

のｼｬﾜｰﾙｰﾑに飛び込む。そこで下着をとりｼｬﾜｰで身体を

洗っていた。湯船に入るのに水着をつける娘もいた。 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人CAの担任に聞いたところ、風呂場での日本

人の行動について、彼女たちの印象は、次のようなものだ

った。 

*脱衣場で他人の目があるのに真っ裸になれる。 

*裸になっても友人同士でお喋りをしている。 

*恥ずかしがるそぶりを見せない。 

*背中を流し合っている。 

*ゆっくりと時間をかけて入浴をしている。 

*腰掛けに座ったままで身体を洗っている。はじめ、    

腰掛けが何のためにあるのか分からなかった。 

*湯船がとても熱いのに平気で入っている。 

*他人がいるところで、平気で自分の大事なところを洗

っている。 

 

皆と一緒に湯船につかるのが楽しいと言っていたﾛﾝﾄﾞﾝ

基地 CA たちも、他人がいるところでは恥ずかしくて、自分

の大事なところを洗えないと話していた。あるﾄﾞｲﾂ人CAが

独り言のようにつぶやいていた、 

「立ち上がって洗わないと、大事なところがよく洗えないで

す !」 

 

《門限時間》 

この寮が開設して以来、門限時間は、夜 11時と決められ

ていた。この寮にいる邦人 CA たちは、決まりだから仕方

がないと、この門限時間を守ってきた。といっても六本木あ

たりで遊んでいたら、夜の 11 時は、これから興がのってく

る時間であり、「門限が 11 時なので先に帰ります」などと

言ったら、仲間からひんしゅくを買ってしまう。そこで門限ま

でに帰ることができないときは、つい朝までいることになる。

門が開くころを見計らって帰ってくる。中国人 CA やﾌﾞﾗｼﾞﾙ

人 CA は、門限時間を過ぎてまで、夜通しで遊んでいるこ

とはなかったので、門限時間事件が起きなかった。 

ところが、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちが入寮するようになって、門

限時間の問題が起こった。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちは、門限時

間があるのはおかしいと言ってきた。彼女たちに言わせる

と、寮生活を送るのが子供たちならいざしらず、自分たち

は大人である。自分たちを大人として扱ってほしい。また、

訓練はきびしいのでｽﾄﾚｽがたまる。どこかで思いっきり発

散したい。そのためにも門限時間を緩和して欲しい、という

ものだった。 

「君たちは、CA になるために訓練を受けている。会社は、

君たちが訓練に専念してくれることを希望している。夜

遅くまで外出していると、次の日の訓練に影響が出てく

る。門限は守ってもらいたい」 

門限を夜 11時にしているのは、それなりの理由があった。

ひとつは寮監さんたちやｶﾞｰﾄﾞﾏﾝの勤務時間の問題だった。

門限時間を遅くすれば、11 時以降のために新たにｶﾞｰﾄﾞﾏ

ﾝさんを雇わなければならない。それだけ、寮の管理費が

かかることになる。また、この寮は女子寮であり、日本の

発想では、会社は親御さんから娘さんたちを預かっている

という思いもある。そのため、預かっている娘さんたちに何

かあってはいけないと考え、門限を11時に決めていた。深

夜に出入り自由にしておくのは物騒なので、11 時になると

門を閉めていた。 

「どうしてもﾀﾞﾒなら、せめて週末だけでも、門限時間をなく

していただけませんか。お願いです！」 

 

訓練部内で検討した結果、部長からも、「週末だけならい

いだろう」と許可がでた。部長からOKが出ても、寮は、社

員の福利・厚生を扱う本社部門の管轄となっている。幸い

なことに、担当部もこころよく協力してくれ、新たに雇うｶﾞｰ

ﾄﾞﾏﾝの予算もとってくれた。次の週から、週末は門限を気

にせずに、思いっきり息抜きができるようになった。寮住ま

いの邦人CAたちからも、週末だけとはいえ、朝まで待って
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帰寮する必要がなくなったので感謝された。 

 

《規則とﾙｰﾙ》 

問題が起きると、何でも担任に言ってくる。彼女たちにし

てみれば、何でも話せるのが担任なのだ。そこで担任も、

第一声は、現行規則つまり会社の意向を守るように伝える。

そうは言っても、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA 訓練は初めてであり、なに

もかも手さぐり状態である。今までのやり方は、日本社会

だけに通用するものだったかもしれない、という気持ちもあ

る。欧米人を雇うようになれば、欧米人にも通用する規則

が必要になってくるかもしれない。問題が起きるたびに、彼

女たちと話し合いを行うようにした。そして、彼女たちの言

い分が納得のいくものであれば、教官会議にかけ、課長、

部長も交えて検討をする。彼女たちの言い分が、説得性

があるからといって、何でも欧米ｽﾀｲﾙにするわけにはい

かない。ここが、間に入った担任が苦労するところなのだ。

場合によっては、ﾙｰﾙはﾙｰﾙと言って規則を変えないこと

もある。むしろ、日本の会社の社員として働いてもらう以上、

会社の方針に従ってもらうしかない。それに従う、従わな

いは本人が決めることである。企業独自のﾙｰﾙ、社会規

範としてのﾙｰﾙ、社会価値観としてのﾙｰﾙといろいろある。

国が違っても社会規範はどの国も共通の部分が多い。社

会規範にかかわることについては、あまり問題は起こらな

い。しかし、価値観の違いと企業独自のﾙｰﾙについては、

育った環境によって相違が出てくる。門限問題もそのひと

つだった。 

 

《八百屋から苦情》 

あるとき、駅前の八百屋さんで、邦人CAたちが買い物を

していると、そこの店主に苦情を言われたと報告が入った。

話を聞いてみると、「ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人 CA が、買う前に、くだも

のや野菜をよく触るので困る」と言っているとのことだっ

た。 

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙでは、たしかに生鮮食品を買う前に、品物を手

にとって品定めをするのが習慣になっている。少しでもよ

い品を見つけようと、ひとつひとつ手にする。日本の店先

でも主婦たちがくだものを触ることがあるが、あれこれ手に

しない。そこにおいてあるくだものの中から、せいぜい一つ

だけ手にとってみて、よければ買う。店側も、同じ山になっ

ているくだものは、どれも同じだと自信を持って置いている。

それを、あれもこれも触られたのでは、かなわないというの

が、店主の言い分なのだ。店先での買い物の仕方の違い

が、八百屋さんで起きた。 

 

《ﾀﾊﾞｺのﾏﾅｰ》 

当時、日本でも、ﾀﾊﾞｺを吸う女性がけっこういたが、ﾖｰﾛｯ

ﾊﾟ人女性もよく吸っていた。私のｸﾗｽでは、半数近くが吸っ

ていた。休憩時間にお茶をしながら一服している。ﾀﾊﾞｺを

吸わない娘たちも、ﾀﾊﾞｺの煙をあまり気にしていない。 

彼女たちは、自分が吸いたい時は、必ずまず相手に 1 本

すすめる。それがひとつのｴﾁｹｯﾄになっている。当時のｲ

ｷﾞﾘｽでは、ﾀﾊﾞｺの値段が日本の倍以上した。値段が高い

のに相手に勧めるのは、相手が、ﾀﾊﾞｺを吸うのか吸わな

いのかを確認する手段にしている。吸わない相手であれ

ば、1 本勧めたことによって、ﾀﾊﾞｺを吸う許可を暗黙のうち

に得ているようだ。吸う相手には、「1 本いかが」と本当に

よく勧める。それがひとつのｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝになっている。日

本では、相手にﾀﾊﾞｺを勧めることはあまりしないが、彼女

たちがﾀﾊﾞｺを吸うときの習慣も違っていた。そういうﾛﾝﾄﾞﾝ

基地 CA たちだったが、時代が変り、ﾀﾊﾞｺを吸う女性も減

ってきている。 

 

《嫌煙権事情》 

米国、特にｶﾘﾌｫﾙﾆｱやﾆｭｰﾖｰｸやﾊﾜｲは、喫煙者にとっ

て、居心地がよくない街だ。 

その点、ﾖｰﾛｯﾊﾟの国々では、ﾀﾊﾞｺに対してもっと寛容的

なところがあった。ﾄﾞｲﾂでは、政府が国内区間全面禁煙の

法律を作ろうとしたところ、国民からかなりの反対意見が

出たと、日本の新聞が報じていたのを思い出す。その理由

は、ﾀﾊﾞｺを吸う人たちはﾀﾊﾞｺ税を払っている。国もﾀﾊﾞｺ税

があるお陰で助かっているではないか。なんでもかんでも

禁煙というのは反対だ、というのがﾄﾞｲﾂ国民の考え方のよ

うだ、と新聞が報じていた。このような国民性なので、街中

のほとんどのﾚｽﾄﾗﾝでは、ﾀﾊﾞｺが吸えた。 

乗務でﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄに行ったとき、邦人 CA たちと、ﾊｲﾃﾞﾙﾍﾞ

ﾙｸﾞに観光にいった。ﾊｲﾃﾞﾙﾍﾞﾙｸﾞは、ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄから特急電

車で約 2 時間のところにある。列車に乗ったとたん、うれし

くなったのを覚えている。その特急は、典型的なﾖｰﾛｯﾊﾟｽﾀ

ｲﾙの客車で、内部は 6 人掛けの個室になっていた。ところ

が、うれしいことに、客車の中央が透明ｶﾞﾗｽで仕切られて
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おり、前方半分は禁煙席、後方半分は喫煙席となってい

たのだ。もちろんお互い行き来ができるようになっている。

ﾄﾞｱｰも透明なのだ。 

なぜうれしかったかというと、何人かでの旅行では、皆で

同じ客車にいたい。そのため、たいてい禁煙車か喫煙車

のどちらかにしなければならない。喫煙車にすれば、ﾀﾊﾞｺ

を吸わない人達が我慢をしなければならず。禁煙車にす

れば、喫煙者が我慢をする。 

この列車では、ﾀﾊﾞｺを吸わない人も吸う人も、透明ｶﾞﾗｽ

を間にして、お互い近くに座っていることができた。喫煙者

もﾀﾊﾞｺを吸わないときは、禁煙席の仲間と一緒にたのしく

過ごせるし、吸いたければ喫煙席側にいけばよいのだっ

た。ﾄﾞｲﾂでは、なんでもかんでも禁煙ではなく、お互いが共

存できるようにしている。ﾌﾗﾝｽも、ｱﾒﾘｶがやることをあまり

真似しない国の一つだ。花が咲き乱れる頃でも、落ち葉の

頃でもﾊﾟﾘのｶﾌｪでお茶するのはなんともよいものだ。冬、

ﾊﾟﾘの街を散策している途中に立ち寄るのもよい。筆者も、

ｶﾌｪでｶﾌｪｵﾚでも飲みながら、読書するのが好きだ。 

ｶﾌｪは、お茶だけでなく、お酒も飲める。ﾌﾗﾝｽのｶﾌｪは、

お茶にしてもお酒にしても、ﾀﾊﾞｺの煙をくゆらしながら楽し

むものだ、と言わんばかりに、どのﾃｰﾌﾞﾙにも灰皿が置か

れていた。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟでも、禁煙政策をとっている国は多い。しかし、

人々が楽しんでいる時や場所でまで、禁煙を強いていな

い。これらは 1990 年ごろの話である。 

 

《ﾄﾞｲﾂ人 CA の採用》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA の東京訓練に引き続き、ﾄﾞｲﾂ人 CA の訓練

も始まった。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地の場合と同じように、1 期を男性教

官、2 期を女性教官が担任する。ﾄﾞｲﾂ人 CA は、主に、北

ﾄﾞｲﾂ出身者を採用した。会社のﾄﾞｲﾂにおける拠点がﾌﾗﾝｸ

ﾌﾙﾄにあったのも理由の一つである。 

北ﾄﾞｲﾂの人たちは、工業の発達した北ﾄﾞｲﾂの方が、南ﾄﾞ

ｲﾂよりﾚﾍﾞﾙが高いと言ってはばからない。反対に、南ﾄﾞｲﾂ

出身者は、北ﾄﾞｲﾂが好きでないと言う。日本でも、関東人

と関西人はお互いに張り合っている。それに似たようなと

ころがﾄﾞｲﾂにもある。なにも日本やﾄﾞｲﾂだけではなく、北と

南、西と東は、どの国でも、お互い張り合っている。国と国

の関係でも、南北問題や東西冷戦のように、歴史の中でも

紛争が絶えなかった。 

ﾄﾞｲﾂ支店と本社の客室担当部門でいろいろ検討した結

果、主に北ﾄﾞｲﾂ系の人たちを採用しようということになった。

ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA の採用は、初めての試みである。ﾄﾞｲﾂ支店

側も、何とか成功させたい、との願いもあった。ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ支

店側も熱が入っていた。日本人たちとうまくやって欲しいと

の願いもあった。当時の邦人CAは、若い人達の場合、10

人中７人前後が、大卒で占められていた。 

 

《ｱﾋﾞﾁｭｱｰ》 

当時のﾄﾞｲﾂでは、大学、短大に行く人は、10 人中 0.8 人

前後だった。ちなみに、日本では 4 人以上進学していた。

最近では、ﾄﾞｲﾂでも進学率が高くなってきている。ﾄﾞｲﾂも国

際競争に勝つためには、高い教育ﾚﾍﾞﾙが必要である、と

いう風潮が高まってきている。 

ﾄﾞｲﾂでは、大学に行くためには、「ｱﾋﾞﾁｭｱｰ」(Abitur)とい

う大学入学資格試験に合格しなければならない。この資

格試験は猛烈にむずかしく、ﾊﾟｽすると、自分の好きな大

学に応募できる制度になっている。一旦入学しても、途中

で違う学問を勉強したければ、別の大学に変更することも

できる。 

ﾚﾍﾞﾙの高い人を採用したいのだが、大卒がそんなにいる

訳ではない。大学まで出て CA になる人もほとんどいない。

大卒からの応募があっても、ほとんどは転職者であり、25

才を過ぎてしまっている。やはり、そこは日本の航空会社

である、できれば CA は若い方がいい。就職を有利にする

ために「ｱﾋﾞﾁｭｱｰ」をとっている人がけっこういる。大卒でな

くとも、「ｱﾋﾞﾁｭｱｰ」を持っている人を中心に採用したのだ。

この採用条件が、担任教官にとって、なんとも大変なこと

になるのである。 

 

《私ｾﾞｯﾀｲ嫌ﾅﾉ》  お辞儀＝Bow 

日本式の起立・礼について、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地CAの時は、特に

問題にならなかったが、ﾄﾞｲﾂ人 CA 訓練生の間でﾄﾗﾌﾞﾙが

発生した。現地訓練でも、日本のやり方に慣れてもらうた

め、授業の始めと終りには起立・礼をさせることにした。ま

た、日本のﾏﾅｰについての授業も行った。お辞儀の仕方

や座り方、歩き方、さらに日本で、女性が求められる立ち

振舞いについての授業もある。その中には、女性が公衆

の面前で煙草を吸うと、どのように見られるか、と言うよう

なことも含まれている。 
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ところが、ﾄﾞｲﾂ人 CA の何人かが、日本式の礼をするの

は絶対にｲﾔだ、と言っている。ある訓練生は、泣いてまで

抵抗し拒否している。担任も困ってしまった。東京訓練の

開講式は、日本式で進めなければならない。そして、日本

のやり方を教え、それをさせるのも担任の仕事なのだ。訓

練部長が出席する開講式までには、日本の礼法を覚えさ

せなければならない。邦人 CA ならば、教官が何かを言え

ば、素直に指示に従うのだが、ﾄﾞｲﾂ人 CA はそうはいかな

い。 

「どうしてそんなやり方で挨拶をしなければならないのか」 

と抵抗している。 

邦人ｸﾗｽでは、日本文化についての授業はないので、教

官たちも、日本文化についてあらためて勉強している訳で

はない。日本人が挨拶の時、なぜお辞儀をするのか、今ま

で考えたことがないし教えて来てもいない。一方、邦人 CA

たちには、国際人として恥ずかしくないよう欧米ﾏﾅｰを教え

ている。なぜ欧米では、握手をするのかは教えている。と

ころが、日本式のお辞儀は、どのような理由から頭を下げ

ることになったのか誰も知らない。知らないけれど、正しい

お辞儀の仕方を、いつの間にか身につけている。 

 

《私はｽﾄﾘｯﾊﾟｰではｱﾘﾏｾﾝ》 

はじめのうち、どうしてﾄﾞｲﾂ人 CA たちがお辞儀を嫌がる

のか判らなかった。それより、邦人 CA たちなら、素直に従

ってくれるのに、ﾄﾞｲﾂ人は頑固でやりにくい、という感情が

教官の間に広がってしまった。 

「いちいち聞かれたって分からないわよ」 

という思いが先にたち、何人かの教官がｲﾗｲﾗしている。担

任は、一生懸命説明するのだが、ﾗﾁがあかない。ﾄﾞｲﾂ人

CA と教官の間でやや険悪なﾑｰﾄﾞが漂ってきた。訓練課

長も困ってしまった。 

訓練当初の段階から、感情の行き違いが起きてしまって

いる。それでも根気よくﾄﾞｲﾂ人 CA たちと話しを続けた。す

ると、あるﾄﾞｲﾂ人 CA が教えてくれた。 

「お辞儀をする動作は、ｽﾄﾘｯﾊﾟｰのしぐさによく似ているの

で、ﾄﾞｲﾂでは絶対しない」 

とのことだった。頭を下げることも嫌だが、その時に、両手

を前で重ねる動作がどうしてもできない、ということが分か

った。 

その昔、ｱﾀﾞﾑとｲﾌﾞは裸だったので、自分の大事なところ

を両手で隠していた。現代では、裸になり大事なところを隠

すしぐさをするのはｽﾄﾘｯﾊﾟｰだけなのだ。教養ある者は、

そのようなしぐさをしないというのが、彼女たちの言い分だ

った。なぜ嫌がっているのか分かり、「そうだったのか」と変

に感心してしまった。 

ある時、何気なく NHK ﾗｼﾞｵの文化講演会を聞いていた

ら、当時、通訳として日本で第 1 人者の松村増美さんが講

演をしていた。話の内容はｱﾒﾘｶ留学中の体験談だった。

ある時、ｽﾋﾟｰﾁｺﾝﾃｽﾄに出ることになったそうだ。壇上でｽ

ﾋﾟｰﾁをする時に、してはいけない動作ということで、やはり

同じことを話していた。彼が、教授に注意されたことの一つ

に、壇上で挨拶をする時や話をする時は、絶対に両手を

体の前で組んではならないということだったそうだ。日本人

にとってはごく自然の動作であるが、欧米にとっては違和

感のある動作であり、観衆の目がそっちの方に行ってしま

い、折角のｽﾋﾟｰﾁも台無しになってしまうそうだ。 

 

《命を差し出す》 

ﾄﾞｲﾂ人 CA たちが、なぜお辞儀するのを嫌がるのか判明

した。彼女たちの言い分もうなずける。それでも、日本の航

空会社で CA になる以上、お辞儀は不可欠なものとなる。

何とか説得しなくてはならない。ﾄﾞｲﾂ人は論理的思考を大

切にしている民族と聞いている。「お辞儀」を論理的に説明

できないだろうかと、いろいろ調べてみた。お辞儀の角度

は何度だとか、お辞儀はゆっくりしなくてはいけないとか、

その仕方はﾏﾅｰ関係の本にいくらでも書かれている。とこ

ろが、どの本も、お辞儀の動作自体が、何を意味するかに

ついて書いていない。ひとつだけ分かったのは、その昔、

平民は天子の顔を見てはいけない、というのがあった。 

そこで、欧米人の挨拶のひとつである握手に、何かﾋﾝﾄ

がないか考えてみた。握手は自分が敵ではないことを示

す動作である。お辞儀も同じように、自分が敵でないことを

示す動作ではないだろうか。お辞儀の動作は、相手に首を

差し出す動作である。お辞儀して頭を下げるというのは、

自分の身体の中で一番弱いところ(一番大切なところ)を相

手に見せる動作である。そこを殴られれば死んでしまうか

もしれない。ということは、お辞儀をすることにより、相手に

命を差し出すという意味になる。そして、それは相手に敬

意を示す、ということになるのではないか。また、手を組む

のは、手を押さえていますので、あなた様に危害が及ぶこ
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とはないですよ、と表現しているのではないか。もしかした

ら勝手な解釈かもしれないが、おおむねそれに近いので

はないだろうか。それ以後、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA たちに対して、 

「お辞儀は相手に敬意 (Respect)を示す上で、日本でもっ

とも大事な動作である」 

と教えるようになった。 

はじめの頃、抵抗していたﾄﾞｲﾂ人 CA たちも納得してくれ

た。自分たちの価値観で、相手の文化をみると、異文化摩

擦が起きる典型的な例だった。 

 

 「背広とちょんまげ」（加藤英明、ｱﾝﾄﾞﾘｭｰ･ﾎﾙﾊﾞｰﾄ共著）

によると、 

『西洋人はお辞儀をするのに強い抵抗感を覚える。あるｱﾒ

ﾘｶの外交官は、ある時、東南ｱｼﾞｱの其国の国王から勲

章を授けられることになったときに、この地域の習慣に従

って、頭を下げるように前もっていわれたが、直立したま

まですませた。この外交官は 「私は人間に対しては頭を

下げない」と語った』 

『ﾖｰﾛｯﾊﾟにおいても、長いあいだ人々がお辞儀をした時代

もあった。今でも、ﾖｰﾛｯﾊﾟの宮廷やﾄﾞｲﾂやｵｰｽﾄﾘｱの上

流階級では、頭を下げるという習慣がある。東西の違い

といえば、西洋では軽く頭を下げるということである。ﾖｰﾛ

ｯﾊﾟで、人々が 近代に入ってからお辞儀をしなくなった

のは、お辞儀が封建制度 (Feudalism)と結びついた後

進的なものであって、近代民主社会にふさわしくないと見

なされたからである』 

同じ顔をしているからといって、相手が味方であるとは限ら

ない。自分は自分で守る精神がはたらく。やたらと他人に

対して自分の弱み(頭を差し出す)を見せないのが、欧米

人の生き方のようだ。 

 

《制服受領》 

東京での訓練が開始されて早々に、ﾛﾝﾄﾞﾝで採寸した制

服の準備ができたと連絡がきた。さっそく、訓練生を連れ

て制服ｾﾝﾀｰに行くことにした。 

ﾛﾝﾄﾞﾝでの採寸時に決めたｻｲｽﾞの制服を受領し、試着す

るのだが、どうも合わない、と何人かが言っている。 

まず、腕の長さが違う。欧米人は日本人に比べ、腕が長

い。というよりは、日本人の胴と腕の長さの割合と、欧米人

の割合が違う。通常、上着のｻｲｽﾞは、丈の長さで袖の長さ

も決まる。必要に応じて、袖丈を長くしたり縮めたりするが、

吊るしの服でも、日本人であれば、あまり袖丈の調整をし

なくて済む。 

日本人旅行者が、欧米で洋服を買うとき、袖丈が長すぎ

て困るのとは、反対の現象だ。袖が長いのは詰めればよ

いが、短いのを長くするのは限界がある。何人かは袖が

短すぎて特注せざるを得ない。あと 2、3 日すると、制服を

着用しての訓練が始まるが、間に合わない。制服がもらえ

ないとしょげている。 

制帽も合わない。ﾛﾝﾄﾞﾝでは、彼女たちの頭のｻｲｽﾞが小

さいのに驚いた。案の定、用意してある一番小さいｻｲｽﾞの

帽子でも、大きすぎて困っている訓練生がいる。やむを得

ず、一番小さいｻｲｽﾞを貸与したが、何となくしっくりしない。

顔の前面から耳までの長さも違うので、余計しっくりしない

のかもしれない。日本人に比べ、やや長いことも分かっ

た。 

 

《私ﾀﾞｲｴｯﾄ中ﾅﾉ》 

体型も、日本人やｱｼﾞｱ系の人達と欧米人で違う。胴長短

足の日本人に比べ、欧米人は足が長いことは、誰でも知

っている。もうひとつ違う点がある。欧米人は、油断をする

とすぐ太り始めるのだ。そのため、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA の場合、

肥満度が一定の割合を越えてしまうと警告書が手渡され

るｼｽﾃﾑを採用した。 

久しぶりに教え子に会うと、昔のｽﾗｯとした面影がすっか

りなくなってしまっている者がいた。腰まわりが太くなって

いる。顔は相変わらず小さめであり、膝から下は細いのだ

が、腰まわりに肉がついてしまっている。彼女たちは、最

初に、腰に肉が付きはじめ、その後、序々に上半身全体

が太りはじめる。ちなみに、英語では、「太る」を "Gain 

weight"といい、「体重を得る」という意味になる。 

欧米人の場合は、体質的に太る傾向にあるので、常に

注意していないとﾀﾞﾒなのだ。ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、食べ物

に注意しており、特に、脂肪分や糖分の摂取を控え、野菜

類を好んで食べている。筆者自身は甘いものが好きで、ﾁ

ｮｺﾚｰﾄや和菓子に目がない。それらを教え子たちにすすめ

るのだが、断られることが多い。そして、一人前の CA にな

った後も、彼女たちは東京滞在中、時間があると感心する

くらいﾌｨｯﾄﾈｽｸﾗﾌﾞに通っている。それくらい努力していな

いと太ってしまう。 
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これは、体質と食べ物の違いによる。ﾓｽｸﾜで食事をした

次の日は、便の色は真っ黒になる(汚い話でｽﾐﾏｾﾝ)。寒い

国では、その寒さに耐えるために、脂肪分やｶﾛﾘｰの高い

食品の摂取が大切となる。ﾛｼｱ料理では、ﾎﾞﾙｼﾁというｽｰ

ﾌﾟを飲むと分かる。おいしいがとても油っぽい。料理は、全

般的にｶﾛﾘｰの高そうなしつこい味のものが多い。世界 3

大珍味のひとつであるｷｬﾋﾞｱｰもそうだ。あまり食べると鼻

血が出そうになる。寒さと戦うために摂取した脂肪も、代謝

が悪ければ、身体中にたまってしまう。 

ｲｷﾞﾘｽも、平均気温は日本に比べ低い。そして、日本より

寒くて長い冬が続く。しかもｼﾄｼﾄした空模様である。きびし

い自然との戦いのなかで、いつの間にか、脂肪をため込

む体質ができ上がってしまったのだ。 

 

《菜食主義》 

自分たちの体質を知っている欧米人の中には、「ﾍﾞｼﾞﾀﾘｱ

ﾝ」(Vegetarian)と呼ばれる菜食主義者が多い。 

欧米の若い女性の場合は、美容と健康の観点から、脂

肪の摂取を控えるために、菜食主義になることが多い。日

本の菜食主義は、元来、宗教から出てきている。仏教では

菜食を勧めている。日本では精進料理が有名である。動

物性たんぱく質の摂取の少ない国では、太っている人たち

も少なく、脂肪太りによる病気も少なかった。欧米人もこの

点に着目し、自分達の食生活を変えはじめている。 

因みに、食物学では、肉食は人間を戦闘的にすると考え

ている。ｱﾒﾘｶは戦争に勝つために、食物学も研究し、兵士

に肉をどんどん食べさせていたと何かの本で読んだことが

ある。食生活が菜食中心になると、人間は戦闘的でなくな

り、また、いろいろな欲望も少なくなってくるそうだ。仏教が

菜食を勧めるのにもちゃんと理由がある。 

 

《うぶ毛は剃らない》 Baby Hair,  Downy Hair 

「Beauty Lesson」の授業で、顔ﾊﾟｯｸを行ったときのこと

である。ﾊﾟｯｸが乾き、ゆっくりと剥がしていく。ところが、剥

がすときになって、何人かが涙を流さんばかりに痛がって

いる。うぶ毛がﾊﾟｯｸに張りついてしまい、ｽﾈに貼ったｻﾛﾝ

ﾊﾟｽを剥がすときの痛さと同じらしい。 

休憩時間に皆と話していると、この話題になった。彼女た

ちは、顔ﾊﾟｯｸをほとんどしないそうだ。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA に接

していると、彼女たちのうぶ毛 (Baby Hair)に気がつく。

人によっては、鼻の下に薄いひげが生えているように見え

る。「どうして顔のうぶ毛を剃らないのか」と聞いてみると、 

「私たちの習慣では、首から上の部分は剃らないのが普

通なのです」 

「首から下の部分で、露出しているところは、脱毛したり剃

ったりしますが・・・。腕や足が毛深いと、Rude(野蛮)に見

られるのです」 

というのが、彼女たちの返事だった。 

そのようなことがあってから、欧米人をみると、うぶ毛が

気になってしょうがない。よく見ると、やはり剃っていない女

性が多い。この習慣はどうも宗教に関係があるらしい。 

 

《硬水と軟水》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA といえども、制服着用時のﾍｱｰｽﾀｲﾙは、食

品を扱うものとして清潔感がなければならない。仕事中に

髪が揺れるようでは、髪の毛が落ちたりするので、ｼﾆｵﾝに

するなどしてまとめなければならない。いったん仕事を離

れれば、彼女たちの好きなｽﾀｲﾙでよい。当時のｲｷﾞﾘｽで

は、若い女性の間でｱﾌﾛっぽいﾍｱｰｽﾀｲﾙが流行っており、

どちらかというとﾌﾜっとした感じのﾍｱｰｽﾀｲﾙを好んでいた。

それが、日本の水でｼｬﾝﾌﾟｰをすると、ﾄﾞﾗｲﾔｰをかけても

ふわっとした感じに仕上がらず、髪がﾍﾟﾁｬっとしてしまう、

と嘆いていた。 

どうも水が合わないらしい。ﾖｰﾛｯﾊﾟは硬水の国が多い。

一方、日本は軟水の国である。硬水の国では生水をほと

んど飲まない。ｶﾙｼｳﾑ･ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ塩を多く含んでいるため、

飲むと下痢を起こしたりするからだ。石鹸も泡立ちが悪い。

硬水に慣れたｲｷﾞﾘｽ人の髪には、軟水は相性が悪いよう

だ。 

 

《ｵｵｶﾐの牙》 

ｲｷﾞﾘｽ人にしてもﾄﾞｲﾂ人にしても、感心するのは、みな歯

並びがきれいなのだ。八重歯がある人は、1 人もいない。 

「日本では、八重歯(Double Tooth)の娘は、かわいらしく

見えるので男性に好かれるが、君たちの中に八重歯の

人は 1 人もいないね」 

「私たちの国では、歯並びが悪いと、かならず子供の頃に

矯正します。八重歯は、ﾄﾞﾗｷｭﾗみたいで男性に好かれま

せん」 

確かに、欧米の国で八重歯の人を見かけることはほとん
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どない。むしろ、ﾌﾗﾝｽなどでは八重歯のことを「ｵｵｶﾐの

牙」とよび忌み嫌っている。そのため、親は子供の八重歯

を見つけると矯正させる。八重歯を見せてのﾌﾞﾘｯ娘も、日

本では通じるが、欧米では嫌われている。 

国際線 CA をやるのであれば、八重歯は矯正しておいた

方がよいと言える。 

 

《地震に遇う》 

米語では、地震のことをｱｰｽｸｪｰｸ(Earthquake)と言う

が、ｲｷﾞﾘｽ人はｱｰｽﾄﾚﾏｰ (Earth Tremor)と呼ぶ。 

ﾛﾝﾄﾞﾝでの授業の最後に、東京に来るにあたっての諸注

意を行なった。その中で地震についても触れておいた。念

のために、地震ついての話しをしたのだが、東京での訓練

が始まって 2 週目に入った頃、早くも地震に見舞われたの

だ。震源地は茨城県で、東京でも震度 4を記録した地震だ

った。夜中の 2 時頃だったので、彼女たちは熟睡していた。

そこに震度 4 の地震である。震度 4 といえばかなり揺れる。

地震になれている日本人でも、火の元を確かめたりするし、

少しは緊張する。しかも、10 階建ての寮で、彼女たちの部

屋は、上層階だったからたまらない。震度 4 以上の揺れに

なった。 

寝ていた彼女たちは、何が起きたのか、とっさには理解

できなかったらしい。とにかく天地がひっくり返るようなこと

が起きている。建物が揺れている。いつまでたっても揺れ

が収まらない。さらに何かが起きるのではないかと、恐怖

心でいっぱいになり、だれもが部屋を飛び出してきた。あ

ちこちで「ﾜｰﾜｰ､ｷｬｰｷｬｰ」と大騒ぎになってしまった。すぐ

に揺れが収まると思っていた寮監さんたちも、階上での騒

ぎに起きてきて「大丈夫、大丈夫!」と、皆を安心させるのに

大変だったらしい。 

次の日、みな寝不足の顔をしている。さっそく地震の話題

になった。このような時の解説役はいつもﾌﾗﾆｰが行う。 

「教官、昨日は大変だったのだから」 

と微に入り細に入り、手振り身振りで説明してくれた。こん

な経験は、だれもが初めてだと話していた。他のｸﾗｽには、

地震が嫌で、飛びはじめてすぐに辞めてしまった CA がい

た。 

 

《浅草見物》 

当時の訓練では、外国人 CA に東京見物をさせるという

のがあった。日本のことをできるだけ知ってもらいたいとの

願いがあった。 

東京ﾀﾜｰや皇居見物が終り、〈はとﾊﾞｽ〉が次に向かった

のは浅草だった。ｶﾞｲﾄﾞさんの説明によると、浅草は、海苔
の り

で有名なくらいで、その昔は近くまで海だったそうだ。観音

様は、隅田川の底に沈んでいたところを、漁師に拾われ浅

草寺に奉られた、という言い伝えがあるとのことだった。

645 年頃の話だそうだ。ｷｬﾉﾝという会社は、観音様に因ん

でいるらしい。ｶﾝﾉﾝをﾛｰﾏ字にすると、Kannon であるが、

それが Cannon となり、ｷｬﾉﾝ(Canon) となったそうだ。 

雷門を入り、仲見世を歩き、突き当った正面に、観世音

菩薩(観音様)が奉ってある浅草寺がある。そして、右側に

二天門があり、そこを入ると、三社祭りで有名な浅草神社

がある。よく考えると、浅草って、仏様と神様が一緒に住ん

でいる寺町なのだ。 

「これは Temple で、あれは Shrine ですか? Temple と

Shrine が一緒の場所にあるんですか? ｹﾝｶはしないの

ですか?」 

とｼﾞｬﾈｯﾄが聞いてきた。また質問である。 

「ｼﾞｬﾈｯﾄ、神道は、日本のｵﾘｼﾞﾅﾙ宗教であることは知って

いるね。仏教は、6 世紀中頃(538 年)に、今の韓国を経

由して日本に入ってきたんだ。ｲｷﾞﾘｽにｷﾘｽﾄ教が入った

のが 597 年なので、同じような時期に、日本には仏教が

入ってきたんだ。当時、仏教は外国の宗教ということで、

“入れる、入れない”で大論争が起こったんだ。なぜなら、

日本には神道という日本古来の宗教があったからだよ。

大論争の中、当時の欽明天皇は、“試してみよう、良くな

かったら受け入れるのをやめよう”という意見だったんだ。

天皇の意見にしたがって試すことにしたんだ。その後、7

世紀になり、聖徳太子(Prince Shotoku が積極的だった

こともあり、仏教は日本に定着したんだ)  

日本ではいたるところにいろいろな神様がいる。日本には

八百万の神がいるのだから、一つくらい外国の神がいたっ

てよいではないか、と考えたかどうかは分からない。しかし、

日本人が宗教に対し柔軟なのは、歴史的にいえば、欽明

天皇の時代に芽が出ている。土着の宗教を排除してきたｷ

ﾘｽﾄ教徒には理解しにくいところである。 

 

《日本は柔軟な国》 

日本人は、外国文明を積極的に取り入れ、それを日本風
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にｱﾚﾝｼﾞし、定着させるのが得意な民族だ。料理も世界の

ものを取り入れてきた。 

日本で食べる外国料理は、西洋風日本料理といった方

がよいと思うときがある。特に、味付けが日本人好みにな

っている。 

ﾀｺｽという料理がある。ﾒｷｼｺの田舎町でﾀｺｽを食べたこ

とがあるが、線香臭くて一口であきらめた思い出がある。ﾀ

ｺｽなんて日本では売れないだろうと思っていたが、いつの

間にかﾀｺｽの店があちこちにできていて、若者たちが食べ

ている。あんな線香くさいものよく食べられるな、と感心し

ていたら、日本人が食べられる味付けになっていた。 

外来語も同じである。昔から外来語を取り入れてきたが、

いつの間にか外国人に通じない外来語になってしまってい

る。漢字にしても、ｶﾀｶﾅ外来語にしても、中国人や欧米人

に通じないものが多い。漢字は、筆記すれば、意味が通じ

ることもあるが、発音はまったく違ってしまっている。 

 

《ｶﾀｶﾅ読み》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA への日本語授業では、外来語をｶﾀｶﾅ式発

音で教えることになる。機内では免税品を扱っている。そ

の中に、たばこのﾏｲﾙﾄﾞｾﾌﾞﾝ(現在名ﾒﾋﾞｳｽ)がある。 

「ﾏｲﾙﾄﾞｾﾌﾞﾝは１ｶｰﾄﾝ 1400 円です」 

とﾃｷｽﾄに出てくる。彼女たちは、つい「Mild Seven」と英

語読みで発音してしまう。ところがこれではﾀﾞﾒなのだ。

「Mairudosebun」と発音させ直さなければならない。 

今、この原稿はﾊﾟｿｺﾝで打っている。「ﾊﾟｿｺﾝ」といっても

外国人にはなんのことか分からない。「ﾊﾟｰｿﾅﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ

(Personal Computer)と言わなければ、英語国の人には

通じない。 

日本人は、昔から好奇心が強かったせいか、自分たちに

ないものがあると、それが気になってしょうがない。すぐに

関心を示し、取り入れ自分たちなりに消化してしまう。そし

て、日本風にｱﾚﾝｼﾞしてしまう。ところが、外国は違う。たと

えばﾌﾗﾝｽは、中華思想が強く、自分達の文化が一番であ

ると自負し他国のやり方をなかなか受け入れない。日本は、

それとはまさに正反対の態度をとってきたのだ。 

ﾄﾞｲﾂ人CAのお辞儀事件もそうであるが、ﾄﾞｲﾂ民族も、他

国文化に対しては慎重なところがある。ﾄﾞｲﾂやﾌﾗﾝｽのよう

な大陸の国々は、お互いに侵略したりされたりの歴史を持

っている。他の文化を受け入れるということは、相手国に

侵略されるのではないか、という民族的恐怖心を潜在的に

持っているようだ。一方、国内での勢力争いはあったもの

の、日本人は、敗戦後の進駐軍時代を除き、他民族に侵

略された経験がない。 

そのようなわけで、日本人は、異文化や他の文明に対し

て、かなり柔軟な国民なのだ。これも、実は欽明天皇の時

代、燐国の百済国より、宗教だけではなく、いろいろな文

明や文化が入ってきた。さらには、儒教も入ってきた。そし

て、中世から近代にかけての日本人の関心は、宗教のよ

うな思想的なものから物質的なものへ移っていった。ﾎﾟﾙﾄ

ｶﾞﾙやｵﾗﾝﾀﾞのような国に注目し、鉄砲に代表される鋳造

技術や造船技術などを取り入れるようになった。一時鎖国

政策により、西欧文明の受け入れを拒否したが、明治の

文明開花では、西欧文明を積極的に取り入れた。特にｲｷﾞ

ﾘｽ、ﾌﾗﾝｽ、ﾄﾞｲﾂの影響を受けたのである。戦後は、ｱﾒﾘｶ

の影響という具合である。 

 

《英国国教会》 

もしｼﾞｬﾈｯﾄが他の宗派だったら、同じ質問はしなかった

かもしれない。ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄの中でも、戒律の厳しいﾒｿﾞｼｽﾄ

派の信者だったからだと思う。 

ｲｷﾞﾘｽは 16 世紀半ばに、当時の国王ﾍﾝﾘｰ 8 世の離婚

問題をきっかけにし、宗教改革の影響もあり、ﾛｰﾏ･ｶｿﾘｯｸ

教会から離脱した。そして、ｲｷﾞﾘｽ独自の英国国教会 

(The Church of England)を設立した。それ以来、ｲｷﾞﾘｽ

国民は英国国教会を自分たちの宗教としてきた。最近で

は、国王を長とする英国国教会の影響力もずいぶん衰え

てきているようだが、それでも、生まれる子の3分の1は英

国国教会で洗礼を受けていると聞く。 

ｼﾞｬﾈｯﾄのように宗教に関心を示した娘もいるが、ほとん

どのｲｷﾞﾘｽ人 CA たちはあまり関心がない。むしろ、仲見

世通りにあるおみやげ屋で、昔ながらの日本的なもの、例

えば広重の絵が入ったゆかたや扇子や日本人形を売る

店々を覗いていた。若い人たちの宗教離れはどこの国で

も同じである。それが英国国教会の悩みであるとも聞いて

いる。 

 

《お宮参り》 

浅草のあと、椿山荘で昼食となり、それから明治神宮へ

と向かった。 
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ﾊﾞｽは原宿駅裏側の駐車場に入り、そこから本殿まで参

道を歩いた。2 月の神宮は、正月の賑わいが終りひっそり

としている。 

明治神宮は、明治天皇、昭憲皇后を奉るために、多くの

人々の労働奉仕を受け、大正 9 年(1920 年)に完成した。

宝物殿には、両陛下が愛用した品々が集められている。

明治神宮は、内苑が 3 万坪あり、競技施設などがある外

苑は 10 万坪の広さになっている。 

明治天皇の時代は、日本とｲｷﾞﾘｽの間に日英同盟

(Anglo-Japanese Alliance Treaty 1902年) が結ばれて

いた。戦争中を除き、それ以来、日本の皇室はｲｷﾞﾘｽの皇

室とよい関係にある。皇太子(The Crown Prince)もｲｷﾞﾘ

ｽに留学していた。 

「私がｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰとして乗務していた便に、ｱﾝ王女の結

婚式に参列するため、ﾛﾝﾄﾞﾝに向かわれる浩宮様(現皇

太子殿下)が、お乗りになったことがあるんだ。私は、機

内ｻｰﾋﾞｽの責任者だったので、直接お話しもできたんだ。

私のよい思い出の一つになっているよ」 

本殿の参拝が終り、何人かと今の話しをしていたところ、

本殿の方が気になってしょうがない様子のﾃｨｯｼｭが、 

「あの･･･」 

「どうした、ﾃｨｯｼｭ」 

「さっきお祈りをした所に、中年の女性が赤ちゃんを抱いて、

そのそばに若い女性がいて、一緒に参拝しています。何

か意味あることなのですか?」 

「ﾃｨｯｼｭ、あれは "お宮参り" と呼んでいる」 

「Omiyamairi!?」 

「子供がすくすくと育つように祈りにきているのだよ」 

「I see.」 

ﾃｨｯｼｭは、"I see" とは言ったものの、ｽｯｷﾘしない顔をして

いる。説明した私の方もｽｯｷﾘしない。「子供の成長を神様

に祈りにきた」には違いないが、お宮参りの本当の意味は

何なのか、なぜ神社でなければならないのか、気になって

しょうがない。言語学者の荒木博之氏によると、 

『産の忌みの終りと照応して初宮参りが行われるが、これ

は生児の氏神に対する氏子入りの意味を担うものであり、

村落共同体の象徴である神に詣でることによって、村人

の仲間に加わったことの承認を受けるもの』 

であったらしい。お宮参りとは、「それぞれの村にいる氏神

さまの氏子になること」が本来の意味なのだ。氏神さまは、

お寺ではなく、神社にまつられている。だから神社にお参

りに行くのだ。 

本来の意味が分かれば、ｲｷﾞﾘｽ人に説明しやすい。ｷﾘｽ

ﾄ教の世界でも、お宮参りに似た宗教上の儀式がある。ｷﾘ

ｽﾄ教では洗礼(Baptism) を行う。洗礼も神の子となり、そ

の地域の教会の一員となる儀式である。さっそく数日後の

朝礼の時に、皆に説明した。因みに、洗礼について宗教学

者のひろさちやさんは、次のように述べている。 

『ｷﾘｽﾄ教では、教会の一員となるには洗礼を受けなけれ

ばなりません。洗礼は「ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾏ」といい、罪人が罪を悔

い改めて、ｷﾘｽﾄによる罪の許しを与えられ、新しく生まれ

かわって教会の一員となる礼典です。ｶｿﾘｯｸ教会では、

この洗礼の際に、代父あるいは代母を立てて、聖人の名

を霊名(洗礼名)としていただく習慣があります。これは、

その名をいただいた聖人の徳行にならおうとするもので

す。なお、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄのほうでは、みずから信仰告白をす

ることができない幼児への洗礼を、有効としない傾向が

強いようです。また霊名(洗礼名)をつける習慣もありませ

ん』 

となり、ｶｿﾘｯｸとﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄでは、洗礼に対する考え方も違

う。 

 

《七五三》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA を担任する前は、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人 CA を受け持っ

ていた。訓練は 11 月から始まったので、都内見物で明治

神宮に行ったときは、ちょうど七五三の時期だった。着飾っ

た男の子や女の子たちが親に連れられてお参りにきてい

た。 

「着物を着た子供達がいっぱいいます。何をしているので

すか?」 

「あれは、子供がすくすく育っていることを、土地の神様に

感謝するために、お参りにきている人たちだよ」 

「街では、子供は着物を着ていません。どうして着物を着

ているのですか?」 

「むかし、子供は 3 才になると、髪をのばして結ぶ儀式をし

たんだ。そして、5 才になると、男の子は女の子と違う着

物を着はじめたんだ。女の子は、7 才になると、子供用の

着物を着るのをやめる。男の子も女の子も、7 才になると、

正式に土地の住民として認められ、大人の仲間に入れて

もらえたんだ。昔のお祝いの風習が、今も残っているん
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だよ」 

「よく見てごらん、お参りに来ているのは、男の子は 3 才と

5 才の子供だけなんだ。女の子は 3 才と 7 才の子どもし

かいない筈だよ」 

初宮参りは、子供がこれからすくすく育つように、そして、

七五三は、こどもがすくすく育ったことを感謝し、これからも

丈夫に育っていくように、土地の氏神様にお願いに来る風

習であり、今も続いている。 

 

《ｲｷﾞﾘｽ的ｶﾝﾆﾝｸﾞ防止》 

ﾛﾝﾄﾞﾝで習った課目のﾃｽﾄが、東京訓練の第 2 週から始

まった。月曜日の 1 時限目に、ﾃｽﾄ用紙を抱えて教室に入

り、これからﾃｽﾄを行うと伝えた。するとｲｷﾞﾘｽ人CAたちは、

ｲｽを机の外側に出し、机の端と端にお互いが向かい合う

ように座ろうとした。彼女たちはいろいろな地方から集まっ

てきている。その彼女たちが、こちらから指示したわけでも

ないのに、ﾃｽﾄ時の着席ｽﾀｲﾙをとった。ということは、ｲｷﾞﾘ

ｽではﾃｽﾄを受けるとき、生徒がお互いｶﾝﾆﾝｸﾞをしないよう

向かい合って座ることになっているらしい。昔、ｲｷﾞﾘｽ映画

で "ｶﾝﾆﾝｸﾞ" というのがあった。映画化されるくらいだから、

ｶﾝﾆﾝｸﾞが盛んだったのかもしれない。そして、その防止策

として、このような着席ｽﾀｲﾙが確立されたようだ。 

 

《ｱｼﾞｱ的ｶﾝﾆﾝｸﾞ》 

ｶﾝﾆﾝｸﾞは、私も学生時代にやった思い出がある。ﾃｽﾄの

監督をして分かったことは、中国系訓練生もﾖｰﾛｯﾊﾟ系訓

練生も、日本人訓練生がおこなっている程度のｶﾝﾆﾝｸﾞは

していた。もちろん全員ではないが･･･。 

ここでちょっと、ある実験をした。ﾃｽﾄ中に、所用があるふ

りをして教室から出て、ﾋﾞｭｱｰ越しに、教室内のようすをそ

っと2、3分覗いてみることにした。ﾃｽﾄの監視役が居なくな

った時の反応が、それぞれ違っていたのは興味深い。中

国系の CA たちは、筆者が教室を出ていくなり、情報交換

会になった。教室のあちこちから声が上がり、この問題の

英語の意味はああだ、こうだ、そして、答えはこれでいい

のよね、と声が外まで聞こえてきた。皆があまりに情報交

換に熱中しているので、教室に入っていくのに気後れして

しまったくらいだ。しかたなく、“これから入るｿﾞ”とﾄﾞｱｰの把

手をｺﾞｿｺﾞｿさせてから教室に入っていった。このｸﾗｽから

は、"いい教官" という評価をもらい、その後、このｸﾗｽの

授業にいくと、ﾐｽﾀｰ・K がきた、といって喜んでくれ、授業

もよく聞いてくれたというｵﾏｹもあった。 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA のｸﾗｽでは、中国系 CA より、平均年齢が 2

～3 才上であったこともあるが、その反応は、少し違ってい

た。意外と静かなのである。せいぜい隣同士で小さな声で

話している程度だった。 

実は、邦人 CA にも、同じ実験をしたことがある。その反

応は、中国系 CA とｲｷﾞﾘｽ人 CA との中間というところであ

る。日本の学生の実態は、皆さんの方がよく知っていると

思う。 

 

《ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人 CA》 

前項で中国系 CA と表現したが、今回採用したｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ

人 CA は、国籍はｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙだが、中国人を祖先に持って

いる人たちばかりである。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙの人口構成は、中国

系が約 80%、ﾏﾚｰ系が 15%、ｲﾝﾄﾞ･ﾊﾟｷｽﾀﾝ系が 5%前後と

なっている。構成比率的には、中国系の人たちが絶対的

に多い国なのだ。中国系ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人を採用したのは、将

来、彼女たちに太平洋線を乗務してもらうためなのだ。太

平洋線には中国系の旅客が多数搭乗してくる。中国系ｼﾝ

ｶﾞﾎﾟｰﾙ人であれば、香港基地 CA 同様、英語を話さない

中国人旅客にも対応できる。各国航空会社がｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人

CA の獲得を積極的に行っている。各航空会社にとっては、

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙは賃金が比較的に安く、人件費をｾｰﾌﾞできると

いうﾒﾘｯﾄがある。さらに、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人は、他のｱｼﾞｱ諸国と

違い、日常生活の中で英語を使っている唯一の国である

ことも大きな理由になっている。 

 

《ﾃｽﾄ結果発表》 

採点済み答案用紙返却のときの反応が、日本人とｲｷﾞﾘｽ

人では違う。特に、自分の点数が悪かったときの反応が違

う。日本人は、あまり勉強もしなかったし、しょうがないかと

頭をかきながら席に戻っていく。そこには恥の表情があ

る。 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、自分に対して不満である、というよ

うな表情を見せる。結果が悪ければ意味がない、という考

えのようだ。そして、まじめな娘は、かならずどこを間違え

たのかを確認していた。自分が勘違いしていた項目を、2

度と間違えないようにするためだ。 

野球選手が、打球を取り損ねたときの反応を思い出す。
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日本の選手は恥ずかしいという態度をとるが、ｱﾒﾘｶの選

手は、地団駄を踏んで、くやしいという態度をとる。どこか

それに似ている。 

日本では、結果のみならず経過 (努力) も評価する傾向

にある。一方、契約社会である欧米では、結果を重視する。

そのことが、ﾃｽﾄ結果発表時の反応のちがいに現れてい

る。中国系のCAたちは、どちらかというと日本人に似た反

応を示した。 

 

《一生懸命》 

「いっしょうけんめい」という熟語は、昔は、「一所懸命」と

書いていた。「ひとつの所で命を懸ける」が本来の意味だ

そうだ。 

担任教官が、訓練生を評価するとき、ﾃｽﾄ結果だけでは

なく、訓練への取組み姿勢や態度なども加味する。結果も

大事だが、日本では、訓練中の前向きな態度とか、やる気

とか、途中経過も重視する。 

むかし「ｽﾁｭﾜｰﾃﾞｽ物語」というﾃﾚﾋﾞﾄﾞﾗﾏがあった。視聴

率も高く、CA に憧れる若い女性のみならずｻﾗﾘｰﾏﾝ達で

さえ、放映日の翌日は職場の話題にしたほどだった。「ｽﾁ

ｭﾜｰﾃﾞｽ物語」というのは、ﾄﾞｼﾞでのろまなCA訓練生が、一

生懸命ひたむきに努力して、訓練を無事終了し CA になる

という話である。これだけではﾄﾞﾗﾏにならないので、このひ

たむきな訓練生が、教官に恋焦がれるという物語だ。この

ﾄﾞﾗﾏが評判を呼んだのは、CA の世界がﾃｰﾏであったこと

や、人気俳優が出演していたこともあったが、日本人の好

きな「一生懸命さ」や「ひたむきさ」が描かれていたところに

あったと思う。 

日本人から見ると、外国選手はあまり練習をしないので、

たるんでいるように見える。そして、結果で勝負する外国

人選手と、途中経過を重視する監督との間に、価値観の

相違から摩擦が起きることがある。 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA が、日本人社会のなかで、理解できずに苦

労したことのひとつに、この一生懸命やひたむきな態度が

ある。訓練中もそうだったが、一人前の CA になって、邦人

CA の中で働くようになった後も、この問題にぶつかった。

日本人が持っているこの価値観と、彼女たちが持っている

価値観が違うため、邦人 CA との間で軋轢も起きた。 

邦人 CA の間では、新人は新人らしく、言われたとおり一

生懸命にやればよいのだ、という価値観が面々と脈打って

いる。 

一方、ｲｷﾞﾘｽ人は、ものごとを合理的に考えるところがあ

る。新人といえども、一人前の CA になった以上、自分で

考えて、これが最上のやり方だと思ったら、そのやり方で

行おうとするし、先輩に対しても意見を述べる。 

邦人 CA からみると、これがおもしろくないのだ。「新人の

くせに」ということになる。日本では、男性よりも女性社会

の方が、先輩後輩の関係は厳しい。CA の世界も女性社

会である。 

邦人 CA と一緒に仕事をしていくうちに、ｲｷﾞﾘｽ人 CA た

ちも、邦人 CA への接し方のｺﾂが分かってきて、今では、

余計なことを言わずに、ひたむきに働いている姿が機内で

見られる。この問題で苦労したｲｷﾞﾘｽ人の先輩達が、後輩

達に日本人社会の中で働くｺﾂを教えている。 

 

《日本人的ｲｷﾞﾘｽ人》 

筆者が教えたｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、日本人の中で仕事を

した経験などまったくない人たちばかりだった。日本人との

付き合い方は何も知らない。教える側の教官たちも、機内

での仕事のやり方を教えるので精一杯だった。外国人が

日本の会社でうまくやっていくには、どのようにすればよい

のか、というﾉｳﾊｳの蓄積がない。訓練の大半は、東京で

行われる。授業方式は日本の学校ｽﾀｲﾙで実施したが、教

室の中はｲｷﾞﾘｽそのものである。1 人の日本人教官と 16

名のｲｷﾞﾘｽ人 CA たちである。多勢に無勢となる。 

彼女たちは、自分の意見を人前で話せないのは恥ずか

しいことと教育されてきている。授業中も授業以外のときも、

よく質問をしてきたし、自分の意見も述べた。教官が聞い

た仕事の仕方も、もっと合理的な方法があれば提言もした。

ときには、「そんなやり方はおかしい」と感情的な態度をと

ったこともあった。そこにいたのは、日本人社会の体験が

ない生のｲｷﾞﾘｽ人やｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人だった。日本人社会で味

わった苦い経験も、先輩からのｱﾄﾞﾊﾞｲｽもない人達だっ

た。 

今では、ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、日本人の仲間とうまくやっ

ている。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA の教育を担当した者としては、うれ

しい反面、なにかｲｷﾞﾘｽ人らしさがなくなってしまったような

感じがする。彼女たちにとってみれば、自分たちの行動基

準で仕事をすれば、仕事に影響があるし、下手すれば、生

活がかかってしまうというのが本音だろう。 
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《救難訓練》 

訓練のはじめに、教官が、今日は誰がCA役を行うのか

を聞く。このとき、私がやってもいいと手を挙げるのは、ﾖｰ

ﾛｯﾊﾟ系のCAたちに多い。日本人は、このような場合あまり

積極的ではない。教官に言われるまで、CA役が自分に当

たらなければいいのにと思っている。中には、積極的に手

を挙げる訓練生もいるが･･･。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ系CAたちは、今はうまくできないかもしれないが、

緊急事態のときはﾁｬﾝﾄできるようになりたいので私にやら

せてください、と手を挙げる。そして、うまくできなくても誰も

笑ったりしない。 

 恥の文化をもつ日本人は、そのような時、皆の前でちゃ

んとできないと恥ずかしい、という感情が先にたってしまう。

また、ﾍﾀに手を挙げると、あいつ教官に気に入られたいん

だろうという、目に見えない牽制球も飛んでくる。現役 CA

たちも毎年救難訓練を受ける。日頃から「安全」を口にす

る人は多いが、やはり、積極的に CA 役をする人は少な

い。 

《水と安全はﾀﾀﾞではない》という言葉があるように、ｲｷﾞﾘ

ｽ人CAたちも、安全に関することについては、実に真剣に

取り組む。特に、自分の身の安全は自分で守るという考え

が根づいている。 

 

《会話が静か》 

欧米人はとにかくよくお喋りをする。ｲｷﾞﾘｽ人やﾌﾞﾗｼﾞﾙ人

だけではなく、ﾄﾞｲﾂ人もよくしゃべる。授業合間の 10 分間

の休憩時間でさえ、何人かごとの輪ができて会話が始ま

る。沈黙が苦手らしく、一度会話が始まると、だれかが喋っ

ている。若い女性たちばかりなので、話している内容は、

ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞのこと、家族のこと、郷里のこと、住居のことな

どで、日本の若い女性とあまり変わらない。 

しかし、話し方は違う。ｸﾗｽのｲｷﾞﾘｽ人は 20 代前半の女

性たちだったが、日本の若い娘たちのﾜｲﾜｲといった話し

方ではなく、物静かな話し方をする。紅茶を手に持ち、静

かにおしゃべりをするのが、彼女たち特有のｽﾀｲﾙだ。日

本の若い女性(若くない女性もそうだが)は、話しに夢中に

なって、だんだん声が高くなり、まわりの人たちが迷惑に

思っているのも分からなくなってしまうことがある。ｲｷﾞﾘｽ人

たちのお喋りは、近くで聞いていてもあまり気にならない。 

 

《会話が発展》 

彼女たちは、こちらが一言喋ると、三言は返してくる。三

言の中には、新たなﾄﾋﾟｯｸが入ってくるので、話がどんどん

展開していく。 

筆者が教官時代に、邦人 CA 採用面接で、外国人英語

教官とﾍﾟｱｰになり英語の面接官をしたことがある。英語で

のやりとりそのものは、外国人教官が主に行う。筆者はそ

れを聞き、応募者の英語ﾚﾍﾞﾙを見るのが仕事だった。 

外国人教官 「Where are you from?」 

応 募 者  「I'm from Saitama… 」 

外国人教官 「･･･」 

大半の応募者は、外国人教官の質問に対し、「埼玉からき

ました」とだけしか答えない。答えとしては間違っている訳

ではないが、欧米人と会話をする時には、これでは、なに

か足りない。 欧米人であれば、同じ質問に対して、少なく

とも 3 倍の答えをする。自分の出身地の名前だけではなく、

「それはどこにあるのか」「どのくらい遠いのか」「どのよう

なところか」まで説明する。場合によっては、「そこには結

婚した兄と両親が住んでいる」とか「両親はそこで商売をし

ている」とかも話す。欧米社会では、表現しなければ相手

に通じない、という考えが一般的である。日本人が得意と

する、「以心伝心」は通用しない。自分の思いや考えを言

葉にして初めて、他人に理解してもらえると考えている。 

これも、欧米の歴史や文化的背景からきている。ﾖｰﾛｯﾊﾟ

人は、今のﾄﾞｲﾂあたりを中心に活動していたｹﾞﾙﾏﾝ人、ｲ

ｷﾞﾘｽはｹﾙﾄ人、ﾌﾗﾝｽのｺﾞｰﾙ人、そして、ﾛｰﾏ人、ｷﾞﾘｼｬ人

が交わって生活してきた。同じｷﾘｽﾄ教でも、ｶｿﾘｯｸ教徒と

ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ教徒では考え方が違う。 

これら多民族が、平和に暮らしていくためには、お互いの

価値観や違いを知り、認め合わなければならない。そのた

めには話し合わなければならない。より自分たちのことを

知ってもらう努力が必要であった。―自分を知ってもらう― 

欧米人の会話の基本がここにある。 

日本人は同一民族であり、宗教的にも、自然環境的にも、

歴史の中で培われてきたお互いの価値観は同じといって

よい。そのため、お互い言葉に出す必要があまりなかっ

た。 

この背景が、欧米人と日本人の喋る量の違いに現れて

いる。日本人が、異民族(特に欧米人)と付き合っていかな

くてはならない現代は、「言わなくても分かるだろ」の考え
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はあきらめたほうがよい。 

 

《ｱｲｽﾃｨｰ》 Iced Tea 

 日本人がお茶に愛着を持っているように、ｲｷﾞﾘｽ人も紅

茶をこよなく愛している。 

 昼休みに喫茶室で、みんなでお茶でも飲もうということに

なった。彼女たちは温かいものを飲むときは、やはり紅茶

だ。ｺｰﾋｰを飲むより紅茶を飲む方が多い。冷たいものを

注文する時は、糖分の少ないものを飲んでいる。筆者は、

ｱｲｽﾃｨｰが好きなので、冬でもｱｲｽﾃｨｰを飲む。それを見た

1 人が、 

「Iced Tea を飲んでいるのですか」 

「そうだよ。なにか変か」 

「Tea に氷を入れるなんて考えられません」 

「Iced Teaが好きな日本人はけっこういるよ。特に暑いとき

の Iced Tea はおいしいよ。東南ｱｼﾞｱの国でも、Iced Tea

はﾎﾟﾋﾟｭﾗｰな飲物なのだよ」 

と説明しても、なにか納得ができないらしく、そんな飲み方

は邪道だというような顔をしていた。 

確かに、ｲｷﾞﾘｽ滞在中にｱｲｽﾃｨｰを注文したことはない。

注文すれば提供してくれるとは思うが、ｲｷﾞﾘｽでｱｲｽﾃｨｰを

飲みたいとも思わない。ｱｲｽﾃｨｰは、むし暑い国で飲むと

おいしい。その点、ｲｷﾞﾘｽは夏でもあまりむし暑くはないし、

暑い時期も短い。 

 

《ﾐﾙｸが先か後か》 

飛行機は、空気の薄いところを飛行する。そのため、飛

行中の機内は 0.8 気圧に与圧されている。与圧された機

内でお湯を沸かすと、摂氏 80 度で沸騰してしまう。機内の

お湯の温度は日本茶にはよいが、100℃で沸騰したお湯

を使う紅茶には向いていない。機内で紅茶を作ってもなか

なかよい香りが出ない。 

授業のとき、紅茶についての論議になった。彼女たちが

紅茶を飲むとき、たいていﾐﾙｸを入れる。ｲｷﾞﾘｽ人は、紅茶

はﾐﾙｸを入れて飲むものと思っているようだ。見ていると、ﾐ

ﾙｸを先に入れ、そこに紅茶を注ぐことの方が多い。そこで

質問して、お互いに議論をさせた。 

「ｲｷﾞﾘｽでは紅茶を飲むとき、ﾐﾙｸを先に入れるのか、後に

入れるのか？」 

3 分の 2 の人たちは、いつもﾐﾙｸを先に入れて飲むと言っ

ている。残りの3分の1の人は特に意識をしていないらしく、

どちらでも良いと思っている、という意見だった。次に、 

「ﾐﾙｸを先に入れるのはなぜか」 

という議論をさせた。ﾐﾙｸを先に入れて飲む人たちの間で

意見が一致したのは、 

―ﾐﾙｸを先に入れると、 

紅茶の渋がｶｯﾌﾟに付着しないで済むー 

というものだった。次に、 

「なぜ、紅茶にﾐﾙｸを入れるのか」 

と質問をした。 

「紅茶の渋みとﾐﾙｸのﾏｲﾙﾄﾞさがよく合います」 

「紅茶は、沸騰させたお湯を使います。熱いのでﾐﾙｸを入

れると飲みやすい温度になります」 

「いつも家ではそのようして飲んできたから」 

という答えだった。 

「日本やｱﾒﾘｶでは紅茶にﾚﾓﾝを入れることがあるが、皆は

ﾚﾓﾝを入れないのか」 

「ｲｷﾞﾘｽではﾚﾓﾝを入れません!」 

「紅茶にﾚﾓﾝを入れるなんてｱﾒﾘｶ人のすることです」 

ｲｷﾞﾘｽ人は紅茶にﾚﾓﾝを入れない。ｲｷﾞﾘｽでは、紅茶にはﾐ

ﾙｸ、と決まっているらしい。それがｲｷﾞﾘｽ人の紅茶へのこ

だわりとなっている。 

 

《紅茶にﾚﾓﾝ》 

「ﾀｲﾀﾆｯｸ」 (ﾚｵﾅﾙﾄﾞ･ﾃﾞｶﾌﾟﾘｵ、ｹｲﾄ･ｳｨﾝｽﾚｯﾄ主演) とい

う映画があった。ﾀｲﾀ ﾆ ｯ ｸ号の処女航海  (Maiden 

Voyage)を最後に、引退することになっていた船長が、順

調に航行している船のﾌﾞﾘｯｼﾞで紅茶をすするｼｰﾝがあっ

た。 

ﾀｲﾀﾆｯｸ号は、当時、大英帝国が国の威信をかけて建造

した世界最大の豪華客船だった。この客船はｲｷﾞﾘｽ船籍

であり、船長もｲｷﾞﾘｽ人であった筈である。ところが、このｼ

ｰﾝの船長の紅茶には、なんとﾚﾓﾝが入っていた。ｲｷﾞﾘｽ人

の船長をｲﾒｰｼﾞしていたので、「えっ、この船長はｱﾒﾘｶ人

なの!」と訝しく感じた。知り合いのｲｷﾞﾘｽ人 CA のﾍﾞﾃﾗﾝに、

この話題を出したら、 

「しょうがないですよ、だって、あれはｱﾒﾘｶ人がつくった映

画ですから・・・」 

と言っていた。 
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肉はよく焼いて  

当時は、機内ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽで、ﾛｰｽﾄﾋﾞｰﾌがｻｰﾋﾞｽされてい

たので、そのｻｰﾋﾞｽ方法も教えていた。ｲｷﾞﾘｽはﾛｰｽﾄﾋﾞｰﾌ

の本場なので、ｲｷﾞﾘｽ人も生焼きが好きだろうと想像して

いた。お客役の訓練生に、機内と同じように注文をとった。

どの訓練生もｳｪﾙﾀﾞﾝにして欲しいと注文してきた。ｴｯ－と

思い、みんなに聞くと、彼女たちは生焼きが食べられない

と言う。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王も、肉はｳｪﾙﾀﾞﾝが好みだそうだ。そう

いえば、ﾛﾝﾄﾞﾝでﾛｰｽﾄﾋﾞｰﾌを食べに行って、ﾚｱｰ (Rare)

を注文したのに、焼けすぎのものが出てきたのでがっかり

したのを思い出す。牛肉をよく焼いてしまうなんて、本当に

もったいない話だ。 

 

《ﾜﾀｼﾊ鼻ﾃﾞｽ》 

医学関係など特殊な科目以外は、担任がほとんどの授

業を受け持つが、時には他の教官にお願いすることもある。

他の教官が教室にいくと、名前や職位や乗務歴など自己

紹介してから授業に入る。 

このときの自己紹介が、ｲｷﾞﾘｽ人 CA にとっては、おかし

くてしょうがないらしい。教官が、「私の名前は･･･です」と

いう時、かならず鼻を指す。それがおかしくてしょうがない

のだが、笑ったら失礼にあたると思い、笑いをこらえるのに

一生懸命だったという。 

欧米人が自己紹介する時は、胸に手をあてる。もっと強

調したいときは、親指を立て、その先で胸を指す。いずれ

の動作も胸すなわち心(ﾊｰﾄ)を指している。私はこういう心

の持ち主です。つまり外見ではなく内面を知ってほしいと

表現している。そこには、個人の人格を尊重する社会背景

が感じとれる。 

宮城教育大学で英語学教授をしていたﾘｰｼﾞｬｰ･ﾌﾞﾛｽﾞﾅﾊ

ﾝ教授によると、日本人は個人としての自己よりも、集団の

一員としての自己を、英語国民より強く感じているそうだ。

英語では、「私は田舎の出身です」「私は大家族の出で

す」と自分個人を主語にして言うところを、日本語では「私

の故郷は田舎町だ」「私の家族は多い」のように言う。「私」

が主語にならないことが多いそうだ。 

自己紹介をするときに鼻をさすのは、私は訓練部という

組織の一員です、教官にもいろいろな人がいるが、私はこ

ういう顔をしているから覚えておいてね、と言っていること

になる。 

鼻をさす動作と親指を胸にあてる動作の違いについて、

荒木博之氏は次のように書いている。 

『日本は「引きの文化」であり、欧米は「押しの文化」である。

例えば、ﾉｺｷﾞﾘは、日本では引いて使うが、欧米では押し

て使う。柔道も、常に後ろへ、後ろへと引きながら勝機を

伺う。日本人は、「受け身」的な行動をとることが多いそう

だ。人指し指で反らしながら、「この俺だよ」という姿は後

ずさりの姿が似つかわしいが、親指で胸をさすしぐさはど

うしても前進の姿がｻﾏになる。鼻を指す姿は、へっぴり

腰になじむ動作だが、親指で胸をさす姿勢はどうしても

へっぴり腰にはなれない姿なのである』    

 

《肩書社会》 

欧米人が上司を呼ぶとき、肩書で呼ぶことはほとんどな

い。邦人 CA は「教官」とか「課長」と肩書を呼ぶが、筆者

の教え子たちは、「ﾐｽﾀｰ・００」と上司を個人名で呼んでい

た。上司がﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑで呼んでも構わないと言うと、上司

のことでさえﾌｧｰｽﾄﾈｰﾑで呼ぶことはすでに紹介した。 

彼女たちは肩書に対してではなく、その個人が尊敬に値

するか、能力があるかに重点をおく。課長は課長の職務を、

部長は部長の職務を遂行する人であり、肩書があるから

偉いとは思わない。肩書のある人は、常に正しいことを言

うとも思っていない。人間である以上、間違いを犯すことも

あると考えている。同時に肩書があろうがなかろうが、人

間としては平等に扱われるべきだと信じている。たて社会

に慣れた日本の会社が、ﾖｺ社会で育ってきた欧米人を雇

用し働いてもらうのであれば、肩書に頼らず、実力で勝負

する必要がある。 

 

《ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ》 

日本人がもっとも苦手とするものに、「議論」がある。彼女

たちが日本の企業に勤めるようになって、最初にぶち当た

ったのがこれだった。上司の考えに対して、変だなと感じ

たり、おかしいと思ったら、質問したり、反論したりしてくる。

また反論することで自分の考えを知ってもらおうとする。 

教官に対しても、同じような態度をしばしばとった。ほとん

どの教官は、授業を素直に聞いている邦人CAを相手にし

てきている。訓練生から反論されることながかった教官た

ちの中には、最初のころ、ｲｷﾞﾘｽ人CAの反論に、「訓練生

のくせに生意気だ!」と思う者もいた。 
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外国人を教えるようになって、教官側もずいぶん変わっ

てきた。議論に耐えられる人が増えた。「耐えられる」とあ

えて書いたが、邦人 CA だけを教えていた時代、教官は、

自分の知らないことを質問されると、「訓練生はそんなこと

知らなくていい」で押し通すことができた。自分が機内で行

なっていた「作業」を教えているだけで、「教官はすごい」と

言ってくれた。 

今、教官たちは、機内ｻｰﾋﾞｽという業務を、「これはこのよ

うにするの」と教えるだけでは済まなくなっている。つまりﾉ

ｳﾊｳ(Know How)を教えるだけではなく、ﾉｳﾎﾜｲ(Know 

Why)を教える必要が出てきている。教官自身が体験して

きたことに、理論的裏付けを加えて教えないと、訓練生か

ら尊敬は得られない。特に外国人を教えるときには、論理

的話し方が必要となる。日本の若い女性も、最近はｷｬﾘｱ

ｰ志向が強まってきている。口にこそ出さないが、心の中

で「どうしてなのか」と思っている。CA の世界でも、「経験

重視」を主張する声があるが、「体験」と「経験」を混同して

いる人が多い。「体験」に理論的裏付けを加えてはじめて

「経験」となる。 

外国人 CA 訓練で、何が教官たちを悩ませたかというと、

授業中説明していると必ずくる「Why」という質問だ。ところ

が、私たちの職場でも、あいまいにしたまま仕事をしてい

ることがけっこうある。違う価値観の外国人CAに質問され

ても、「今までの習慣でこうやってきている」とだけしか答え

られないことがしばしばあった。 

 

《WHY》 

先輩 CA は、新人 CA の仕事を見て、「なんでそんなこと

するの」とよく言う。その次に来る言葉は、「ﾊﾞｶじゃないの」

となる。 

日本人が "Why"という疑問文を使うとき、相手をﾊﾞｶにし

たひびきを伴うことがある。したがって、日本では"Why"と

いうことばを使うとき注意しなければならない。ｲｷﾞﾘｽ人を

訓練している間、この"Why"を数えきれないくらい聞かさ

れた。彼女たちが"Why"と聞くのは、そのことを十分理解

するためなのだ。その背景には、自分で判断し行動すると

いう、自立心が働いている。自分で判断するために、ちゃ

んと理由を知っていたいと思っている。CA として飛び始め

た後も、たとえ経験が浅くとも、一人前の CA としてｻｰﾋﾞｽ

したいと考えている。加えて、欧米の契約社会では、甘え

の構造はない。給料に見合った仕事ができなければ、即、

雇用契約打切りにも遇う。ものごとを十分理解し、自立し

た仕事ができるようになるために、"Why"という質問をして

くる。欧米人に、"Why"と言われても、日本人の感覚で受

け取らないことが大切だ。単に疑問に思うから"Why"と聞

いているだけなのだ。 

 

《がんばるって》 

「がんばる」「努力する」「一所懸命」(一生懸命)などは日

本人が好きな言葉であり、人々の行動規範になっている。

「一所懸命」のように、命を懸けて仕事をするには、辛抱が

必要だし、努力も必要となる。また、「がんばる」も、忍耐と

努力が根底をなしている。 

「がんばる」という言葉は、英語に訳しにくい言葉だ。あえ

て訳するならば、 

"To make efforts continuously  

with patience"  

となる。言い方を変えれば、ものごとをすぐに「あきらめな

い」ということだろう。何かの試合や試験を受ける人に対し

ての「がんばって」は、あえて英語でいうならば"Don't give 

up!"であるが、欧米人は"Good luck"という。 

欧米社会は、結果重視の社会であることは前にも触れた。

これに対して、日本は仕事に対する取組姿勢とか態度をも

重視する社会である。日本人は、「ひたむきさ」という言葉

も好きだ。努力しつづければ穂も実ると考えている。農耕

民族は、種を蒔き、草むしりをしたり、肥やしをまいたりして、

じっと待っていると実がなる。それを刈り取る。狩猟民族は、

努力をしても獲物にありつけないことがある。獲物にあり

つけなければ餓死することになる。大切なことは、獲物が

いる場所を早く見つけ、見つけたら獲物と戦い倒さなけれ

ばならない。農耕民族のようにじっとしている訳にはいか

ない。したがって「ひたむきさ」的な発想を、英語にして説

明するのは苦労する。結果がよければ良いのである。 

日本人のｽﾎﾟｰﾂに対する態度を見ていると、型にこだわ

る人が多い。ｺﾞﾙﾌにしてもﾎﾞｰﾘﾝｸﾞにしても、野球のﾊﾞｯﾀｰ

にしてもそうだ。電車を待っている間に、ｸﾗﾌﾞ代わりに傘を

振っている人を見かける。自分のﾌｫｰﾑが気になるらしい。

一方、欧米人は自分に合ったﾌｫｰﾑで球を打ったり、投げ

たりする。 

機内の作業でも、邦人 CA たちは、いままで先輩たちが



 
38 

培ってきたやり式を踏襲しようとする。また、そのようにや

らなければ先輩たちに嫌われる。ｲｷﾞﾘｽ人 CA が乗務し始

めたころ、日本人の先輩 CA が、仕事が始まる前から、あ

あしろとか、こうしろとかやり式を言ってくるのに、自立心の

強い彼女たちは閉口していた。よい意味で親切、悪い意味

でお世話または過保護が、日本人の特徴と言える。 

外国の航空会社では、先輩ｽ CA は新人 CA に対してあ

れこれ言わない。言うのは、新人 CA がﾁｬﾝﾄした仕事がで

きなかった時だけである。そのときはｱﾄﾞﾊﾞｲｽなり指導が

行われる。 

稲を実らせるには順序がある。田んぼを耕し、早苗を植

え、草むしりをし、肥料をやるなど、それぞれの時期にしな

ければならないことが決まっている。毎年同じことを繰り返

している。そして、子は親の真似をしながら田植えを覚え

ていく。順番を間違えたり、時期を間違えたりしてはいけな

い、と日本人は習ってきた。 

 

《男と女のために》 

訓練も 2 週間目に入ると、別のﾌﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝが出てきた。

訓練そのもので、ｽﾄﾚｽがたまってきたので、当時流行って

いたﾃﾞｨｽｺに連れていった。ｽﾄﾚｽだけではなく、ﾌﾗｽﾄもた

まっているらしい。彼女たちはすでにﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞと 2 週間も

会っていない。皆が皆にﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞがいるわけではないが、

故郷にﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞを残してきた CA たちは、寂しくてしょう

がないらしい。寂しいというより欲求不満になっているらし

い。日本人女性が海外に留学して、彼氏としばらく会えなく

なっても、会いたいという気持ちはつのるかもしれないが、

会いたい＝愛し合いたい、とはならない。精神的な愛と肉

体的な愛がかならずしも一致しているわけではない。 

ｲｷﾞﾘｽ娘たちは違っていた。「会いたい＝愛し合いたい」

になるのだ。それを口に出して言う。「2 週間も彼と会わな

いなんて考えられない」と、担任にまで言ってくる。 

ｷﾘｽﾄ教は、別名「嫉妬の神」とも言われている。欧米人

の男女が、いつも「愛している」と口に出していうのは、常

に嫉妬心が背景にあるという説がある。結婚後も、愛の確

認作業が必要なのだ。口に出して言うだけでなく、態度で

示さなくてはならない。 欧米人のﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝが転勤になる

と、かならず奥さんを連れていく。日本では、子供たちの教

育のためとか、家族が外国生活するのは無理などという

理由で、夫だけが赴任していくｹｰｽがある。長い間、愛し

合うことがなくても、日本では夫婦関係は悪くはならない。 

単身赴任は、欧米では考えられない。夜の夫婦生活がな

ければ離婚の正当な理由となる社会なのだ。たとえば、夫

が出張して、奥さんが我慢できる限度は 1 週間かもしれな

い。長くても 2 週間である。それ以上になると、奥さんも一

緒についていく。出張に出す企業の方も、奥さんが一緒に

いくのは当然だと思っている。 

 

《ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞ》 

欧米社会で使う単語"Boy Friend"は、ｶﾀｶﾅの「ﾎﾞｰｲﾙﾌ

ﾚﾝﾄﾞ」とは、意味するところがやや違う。彼女たちが、「私

の Boy friend の何々は・・・」というとき、性的関係にある

男友達のことを意味していることが多い。性的関係のない

男友達は、ただの" Friend"となる。 

邦人 CA に、「ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞはいるの」と聞かれたとき、彼女

たちは、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞのｲﾒｰｼﾞを、男女の結合と結び付けて

とらえる。だから、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞがいるかどうかという質問は、

ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに関わることになる。質問している邦人 CA のほ

うは、まだﾌﾟﾗﾄﾆｯｸな段階の相手でも、「ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞ」と呼ぶ。

そして、その感覚で質問する。また、邦人 CA たちが、「私

のﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞは」と言えば、聞いている方のｲｷﾞﾘｽ人 CA

は、「彼とは親密な関係」と理解する。"Boy Friend"は、男

女関係において、日本人が使っているほど軽い関係では

ない。 

そのﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞと、2 週間も愛し合っていない。大人の女

の自然な欲求が満たされていない。しかも、彼女たちの感

覚では、いい年をした男が 2 週間も自分なしではいられな

い筈だと思っている。もしかしたら･･･と心配なのだ。このよ

うな心理状態が続き、ﾌﾗｽﾄﾚｰｼｮﾝとなってきた。 

 

《同棲生活》 

彼女たちと話していて分かったことだが、ｸﾗｽの 3 分の 2

は同棲生活を送っていた。ｲｷﾞﾘｽには、日本のようなﾜﾝﾙｰ

ﾑﾏﾝｼｮﾝと呼ばれるｱﾊﾟｰﾄはほとんどない。ｲｷﾞﾘｽで「ﾏﾝｼｮ

ﾝ (Mansion)」と言えば、豪邸や館をさす。日本でいうﾏﾝｼ

ｮﾝのことを「ﾌﾗｯﾄ(Flat)」と呼んでいる。これらのﾌﾗｯﾄは、

最低でもﾍﾞｯﾄﾞﾙｰﾑが 2 つに、ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾙｰﾑ、ｷｯﾁﾝそしてﾊﾞｽ

ﾙｰﾑがついている。広さは日本の 2DK の 1.5 倍から 2 倍

になる。これらのﾌﾗｯﾄは、1 人で住むには広すぎるし、家

賃も高い。そのため、友達とｼｪｱｰ(Share)して負担を軽く
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する。ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞがいる人は、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞと一緒に住む。そ

の方が、何かと便利で一石二鳥なのだ。女性同士でｼｪｱｰ

している娘もいる。女友達同士だと親も心配しないらしい。

Share した方が、税法上もﾒﾘｯﾄがあるとも話していた。 

  

《親から独立》 

ｲｷﾞﾘｽを含めた欧米社会では、子供は一定の年齢になる

と、はやく親から独立しようとする。ｲｷﾞﾘｽ人でも、早い人

は、義務教育(16 才修了) が終わると同時に社会に出て、

親から独立する。親も子供の自立心を養うような育て方を

している。裕福な家でも同じだ。子供の方も親に頼らず、

自立しようと努力する。日本の親は、長男が誕生すると、

世継ぎができたと王子様扱いして、手取り足取り大切にし

てしまう。最近では、男の子に代わって女の子の方が大切

にされ、いつまでも親がかりの状態が続いている。子供に

対する親の態度は、日本とｲｷﾞﾘｽではかなり違う。 

ｲｷﾞﾘｽも、家父長制の国であり、家父長中心の家族制度

が長く続いていた。昔は子供たちのうち、長男のみがその

家の財産を継承し、次男以下や娘達は外に出された。長

男とそれ以外の子供たちでは、まったく違う待遇を受けた。

極端な時には、長男が一家の長になると、同じ兄弟でも、

次男以下は下男同様の扱いをされた。そのため次男以下

は、それが嫌で家を出たとも言われている。 

このような歴史的背景もあり、子供は早く親から独立しよ

うと努力する。なぜ親から独立したがるのか、ｲｷﾞﾘｽ人 CA

に聞いたことがある。 

「自由に生活できるから」 

「親から開放されるから」 

というのが本音らしい。自立心もさることながら「自由さ」を

求めている。 

ｲｷﾞﾘｽ人の場合、若くして社会に出る人が多いが、10 代

で社会に出ても仕事のｷｬﾘｱｰがないため、それほど充分

な給料をもらえない。1 人で生活するには、彼らの給料で

は足りない。このような時、日本の若者であれば、親のｽﾈ

をかじる方をとる。ｲｷﾞﾘｽの若者は「自由さ」の方を選択す

る。何とか人並みの生活をするために、若者同士で協力し、

住居費を安くすませようとする。同性や異性と部屋を共同

で借りるのは、このような背景がある。 

 

 

《自己責任》 

社会人教育の一環として、邦人 CA のたまご達に、「皆さ

んは、自分は大人だと思いますか」という問いかけをした。

大人と子供の違いは、自分がとった行動に対して責任がと

れるかどうかだ。親にﾄﾗﾌﾞﾙの処理を頼んでいるようでは、

20 才をすぎても大人ではない。 

自分の人生は、自分で責任をとらなければならない。40

才や 50 才になって悔やんでも青春は帰ってこない。 

ｲｷﾞﾘｽの若者たちは、「自由さ」の方を選ぶことが多い。

「自由さ」という自立心には、かならず「責任」が伴う。自由

であると同時に、ものごとは自分で決めなくてはならない。

そして、責任も自分でとらなくてはならない。このことは男

女間の問題についてもいえる。彼女たちに、 

「いまのﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞと結婚するつもりなのか」 

と聞くと、 

「分からない」 

という返事が帰ってくることが多い。続いて  

「今は、彼を一番愛している」 

と言う。さらに話をしていくと、愛している彼氏がいるにもか

かわらず、もしかしたら、もっと自分に合った男性がいるか

もしれないとも思っている。もしそのような男性が現れれば、

その男性とも身をもって付き合うこともする。お互いの人生

観や価値観が合っているか、というような精神的なことだ

けではなく、性的にも合っているかどうかも重要視している

ようだ。そして、自分が納得するまで、いろいろな男性と付

き合う(もちろん中には慎重な行動をとる娘もいる)。そのた

めか、彼女たちの行動はかなり積極的に見える。青春を

謳歌しながら、将来の伴侶を見つけているようだ。最近の

日本の若い女性を見ていると、ずいぶん欧米型になったと

感じるこの頃である。 

 

《ｲｷﾞﾘｽ人とﾄﾞｲﾂ人》 

私たち日本人は、ｲｷﾞﾘｽ人もﾄﾞｲﾂ人も同じﾖｰﾛｯﾊﾟ人であ

り、いろいろな面で似ているだろう、と考えがちだ。ところが、

ｲｷﾞﾘｽ人とﾄﾞｲﾂ人では、異文化に対する姿勢がずいぶん

違うことが分かった。 

 ｲｷﾞﾘｽは大英帝国を築くために、世界の海を制覇してき

た。自国だけにとどまらずに海外に出ていった。そして、植

民地を作り、貿易を発展させ英連邦を築き上げた。多くの

国にｲｷﾞﾘｽの影響を残してきた。ｲｷﾞﾘｽ人は、植民地政策
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を行うにあたって、その植民地の人たちの感情を大切にし

た。その土地で育まれてきた文化を、始めから否定するこ

とはしなかった。 

訓練中、ｲｷﾞﾘｽ人 CA は日本式のﾏﾅｰや習慣について、

ﾄﾞｲﾂ人より柔軟だったのも、異文化の国に進出していった

伝統を引き継いでいる結果のようだ。最初は、相手の文化

を尊重し行動するが、強制されたという感情を相手に感じ

させずに、いつの間にか、ｲｷﾞﾘｽの価値観を植えつけてし

まう。だからこそ、いまでもｲｷﾞﾘｽの影響を残している国が

多い。 

授業の休み時間などに、彼女たちといろいろ話をするﾁｬ

ﾝｽがあった。日本のことを話したり、ｲｷﾞﾘｽのことを聞いた

りした。話していて感じたのは、ｲｷﾞﾘｽ人は自分たちの文

化を説明するのがうまい、という点だ。言葉にしてもそうな

のだ。自分たちが使っている英語表現を、さりげなく異文

化の人たちに説明する。あるとき、「ｵﾊﾞﾝ」のことが話題に

なった。すかさず、 

「ｲｷﾞﾘｽでも、同じような表現があるわよ。"Olive Oil"(ｵﾘｰ

ﾌﾞ油) っていうのよ」 

今度は反対に、こういうおもしろい言い方があるのよと紹

介してくる。 

「”831”ってどういう意味か知っていますか」 

「･･･」 

「"I love you"っていう意味なの。よく使う表現よ。8 つの文

字と 3 つの単語で 1 つの意味を表しているから 831 って

いうの」 

「それじゃ、"Smart upstairs"って知っている?」 

「･･･」 

「"ｱｯﾀﾏ(頭)いい!"っていう意味よ」 

私たちが学校で習わなかった表現がﾎﾟﾝﾎﾟﾝでてくる。ｲｷﾞﾘ

ｽの若い人たちが使う生の英語を教えてくれる。実践的な

英語なので聞いている方もおもしろい。こんな表現をする

のだ、と思いながら覚えてしまう。 

筆者もこういうのは嫌いではないので、ﾃｷｽﾄに出てこな

い日本語を教える。日本語ﾃｷｽﾄでは、「ﾄｲﾚはどこです

か」を覚える。旅客は、かならずしも、「ﾄｲﾚ」を使うとはかぎ

らない。年配の人たちは、「御不浄」というかもしれないし、

「便所」というかもしれない。機内では、男性旅客は "ﾍﾞﾝｼﾞ

ｮ" と言うことがある。それは "ﾄｲﾚ" のことだと教える。す

かさず返してくる。 

「それを英語では、ﾙｰ(Loo) と言います」 

「ﾙｰって、"Waterloo の戦い”の"Loo"のことかい?」 

「そうです。 "Loo"は「場所」のことを言います。だから私た

ちが使うときは "ある場所"っていう感じです」 

その後、授業中に生理現象で耐えられなくなると、ｻｯと手

を上げ、 

 "May I go to the loo? "  

と言ってきた。昔は上流階級の婦人たちが使っていた表現

という説もある。現在では、くだけた言い方なので、仲間同

士で使うのはよいが、時と場合によっては使わない方がよ

い表現だそうだ。ｲｷﾞﾘｽ英語独自の表現なのでｱﾒﾘｶ人に

は通じない。 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちと一緒にいると、ところどころでこのよう

な話題になった。こちらの話も否定せずに素直に聞くが、

話を発展させ、いつの間にか自分たちのやり方や文化を

紹介している。大英帝国を築き上げるために、積極的に異

文化の中に入り込み、異文化に柔軟に対応してきた祖先

の血がいまでも若者の中に流れている。 

  

"Tolerant" 

ｲｷﾞﾘｽ人の好きな言葉の 1 つに、ﾀﾚﾗﾝﾄ(Tolerant)という

言葉がある。「我慢、忍耐、寛容」がその意味にあたる。異

国の地にきて、見るもの、聞くものが初めてのことばかりの

中で、実にﾀﾚﾗﾝﾄに行動してくれる点、ｲｷﾞﾘｽ人を担任した

教官たちはずいぶん助けられた。忍耐が必要なときに、ﾕ

ｰﾓｱで他人の心を和ませてくれるのも、ｲｷﾞﾘｽ人の得意と

するところだ。 

一方、ﾄﾞｲﾂ人は、訓練初期に起きた「お辞儀事件」のよう

に、異文化に対してかたくななところがあった。自分たちが

持っている価値観をなかなか変えようとはしないところが

ある。 

海洋国家であるｲｷﾞﾘｽとは違い、大陸の中にあるﾄﾞｲﾂは、

まわりの国を攻めたり、反対に攻められたりの歴史を繰り

返してきた。攻めることもしたが、攻められて痛い思いも何

度かしているので、異文化に対する恐怖心がある。ﾅﾁｽﾄﾞ

ｲﾂのﾕﾀﾞﾔ人虐殺がそのよい例だ。いつの間にか入り込ん

で、富を増やし、勢力をつけていったﾕﾀﾞﾔ人に対する民族

的恐怖心が、当時のﾄﾞｲﾂ人を、軌道を逸脱した行動にか

らせたのではないか、と考える。 

ﾄﾞｲﾂ人にとって、異文化を受け入れることは、同時に、他
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民族に征服されるのではないかという民族的恐怖心につ

ながっていく。そのような危険がないと分かるまで、異文化

や違う価値観を素直に受け入れないような気がする。した

がって、ｲｷﾞﾘｽのような異文化の国へ積極的に進出してい

く植民地政策は、あまり得意ではなかったようだ。大陸民

族と島国民族の違いがこのようなところにも現れている。 

ﾄﾞｲﾂ人は気むずかしい、頑固、と感じるのはこのような背

景がある。反面、恐怖心を取り除くと、最初は気むずかし

かった彼らも、他文化の持つ価値観を素直に受け入れる

ようになる。その証拠に、最初のﾄﾞｲﾂ人 CA が飛びはじめ

て何年も経ち、今では、日本人乗務員とﾁｰﾑﾜｰｸよく仕事

をしている。むしろｷｯﾁﾘした仕事をするﾄﾞｲﾂ人 CA は、邦

人 CA の間でも評判がよいし、日本人旅客からのおほめ

の言葉も高い率となっている。 

 

《食事だけはﾀﾞﾒ》 

異文化に対して柔軟に対応してくれたｲｷﾞﾘｽ人CAだった

が、食べ物に関してだけは、弱音を吐いていた。寮の食堂

も、社員食堂も、料理担当者は、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA が入社して

くるので、料理の内容をずいぶん工夫してくれた。日本の

おふくろの味が中心だったﾒﾆｭｰに、洋風のものを加え、今

までなかったﾊﾟﾝやﾊﾞﾀｰも置いてくれた。 

安心食品ということばがある。これがあれば何とかなると

いう食べ物をいう。人それぞれ安心食品を持っている。お

ふくろが作ってくれた、なつかしい味が安心食品の代表と

言えるかもしれない。 

人それぞれ安心食品を持っているが、それぞれの民族も

安心食品や安心料理を持っている。日本人にとってみれ

ば、「米」が代表的な安心食品になる。そして、味の面から

言えば、かつお節などから作ったﾀﾞｼの味、いわゆる「うま

味」が必要になる。ﾀﾞｼが効いていない味は、いま一つ物

足りない。しょうゆも欠かせない。また、熱が出たりしたとき

食べる「お粥」などもよい例だ。私たちは、体調がわるい時

に、いくら美味しいからといっても、ﾌﾗﾝｽ料理を食べたいと

は思わない。 

ｲｷﾞﾘｽ人にとっての安心食品は、昔からあるﾐｰﾄﾊﾟｲ、ﾎﾟﾘ

ｯｼﾞ(西洋粥)、ﾍﾞｰｺﾝ、ﾏﾒ類、ﾎﾟﾃﾄ、ﾌﾟﾃﾞｨﾝｸﾞ、ﾁｰｽﾞ、ﾊﾟﾝな

どが代表的なものである。教え子たちは、「早く家に帰って、

ﾖｰｸｼｬｰﾌﾟﾃﾞｨﾝｸﾞが食べたい」というのが口癖になっていた。

社員食堂のほうでも努力をしてくれたが、教え子たちが期

待する安心料理とは、ずいぶんかけ離れたものだった。最

初の頃は、日本文化に少しでも触れようと、ﾗｰﾒﾝを食べた

り、焼き魚を食べたりした。それが、いつの間にか喫茶室

でｻﾝﾄﾞｲｯﾁばかり食べるようになってしまった。特に、環境

が変わり、訓練で疲れている身にとっては、身体を癒してく

れるものを食べたくなる気持ちは、十分すぎるくらい分か

る。 

乗務で海外に滞在する邦人 CA も、体調の良いときは、

その国の料理を食べに行く。ところが、時差や睡眠不足で

疲れ気味のときは、日本食が食べたくなり、つい和食ﾚｽﾄﾗ

ﾝに行ってしまう。そして、お寿司などを食べると力がつい

てきて、何となく安心する。国内では、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞと洋食を

食べにいく CA の中には、海外に出ると、とたんに和食党

になってしまう人もいる。 

異文化を受け入れることは、他民族から侵略されるので

はないか、という民族的恐怖心を抱いているﾄﾞｲﾂ人である

が、食べ物に関しては、ｲｷﾞﾘｽ人に比べ柔軟であり、ﾗｰﾒﾝ

はじめ、日本のものをよく食べていた。「ﾗｲｽに醤油を少し

かけるとおいしいのよ」と言って食べている。さらに、大豆

は身体によいと教えると、大豆でできている豆腐なども積

極的に試していた。食文化においても、ｲｷﾞﾘｽ人とﾄﾞｲﾂ人

はずいぶん違っていることが分かった。 

 

《ﾁｰｽﾞが好き》 

ﾖｰﾛｯﾊﾟの人たちはﾁｰｽﾞをよく食べる。ｲｷﾞﾘｽ人もﾁｰｽﾞが

好きである。何はなくともﾊﾟﾝとﾁｰｽﾞがあればなんとかなる

らしい。日本人は、ご飯があれば何とかなるのと同じような

ものだ。宴席で酒を飲み交わした後、最後に腹をくちくする

ために、お茶漬けやｿﾊﾞを食べる。日本人はご飯かｿﾊﾞ類

を食べて、初めて食事をした気になる。一方、西洋料理で

は、ｺｰｽの後半にはかならずﾁｰｽﾞが出てくる。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人

はﾁｰｽﾞを食べて初めて食事をした気になる。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人に

とってﾁｰｽﾞは、最もﾎﾟﾋﾟｭﾗｰな安心食品と言える。ﾁｰｽﾞに

は肝臓の働きを助けるﾒﾁｵﾆﾝ、胃壁を保護するﾀﾝﾊﾟｸ質、

脂肪分や酒の摂取による血液の酸性化を中和するｶﾙｼｳ

ﾑ等が豊富に含まれている。身体にとってやさしい食べ物

なのだ。 

機内食事ｻｰﾋﾞｽでは、和風の食事と洋風の食事の選択

となる。旅客の希望を聞きながらｻｰﾋﾞｽしていくのだが、と

きどき洋食ばかりが売れてしまうことがある。CA たちの食
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事も、旅客と同じものが 2 種類あり、どちらかを選択して食

べている。旅客からの洋食希望が殺到したときは、CA 用

に搭載されている洋食を旅客用に変更してｻｰﾋﾞｽする。そ

んなときは、CA 用の食事は和風だけになってしまう。邦人

CA の場合は、和風しかなければないで、それをいただい

ている。ところが、平均的なｲｷﾞﾘｽ人 CA は和食が口に合

わない。機内の和風料理は、ﾋﾞｼﾞﾈｽｸﾗｽでは会席風となっ

ている。会席料理は、江戸時代に発達した、酒を楽しむた

めの料理という要素が強い。てんぷらやｽｷﾔｷなど外国人

にとって馴染みのある日本食とちがって、会席風は、馴染

みがない料理ばかりである。努力してもちょっと･･･という

感じなのだ。 

彼女たちは、ﾁｰﾌﾊﾟｰｻｰのところに行き、和食が食べられ

ないので、ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽで残ったﾁｰｽﾞをくれないかとお願い

する。ﾁｰｽﾞとﾊﾟﾝをもらってきて食事の代わりにしていた。 

 

《教官は体調が悪いの》 

訓練も 3 週間目に入ると実技課目が増えてくる。「知って

いても、実践できなければ、 

知らないのと同じである」 

という標語が教室の壁に掛かっている。 

ところが、訓練生は、教官の期待どおりに動いてくれない。

実際の機内の忙しさを知らない訓練生には緊迫感がない。

予習・復習が足りない。教室で習ったことをもう忘れている。

卒業するまで時間も迫ってくる。この時期にﾊｯﾊﾟをかけな

いと、OJT(機上訓練)に出しても、現場から苦情がくる。邦

人CAたちのときは、「君たちはやる気があるのか」とﾊｯﾊﾟ

をかけたり、ﾑｯとした顔をしたりする。教官の表情を見て、

訓練生は察しをつける。 

ある担任が、自分のｸﾗｽの進捗状況が思わしくなく、機

嫌がわるかった。そのため、実習中ずうっとﾑｯとした顔をし

ていた。授業後に何かを言わなくてはいけない。「やる気

があるのか」を英語で何と言えばいいのか、などと考えて

いるとよけい無口になってしまう。そんな教官の態度や表

情を見ていても、外国人CAたちは、このような時の日本人

の思いを察することに慣れていない。「教官は体調でも悪

いのかしら」くらいにしか受け取ってくれない。 

彼女たちの社会では、上司は言い回しには気をつけるが、

言いにくいことでもﾊｯｷﾘ口に出す。部下に嫌な顔をされよ

うがお構いなしである。気持ちを伝えたければ、口に出す。

そのために、言葉があると考えている。 

異文化の人たちと接する時、特に利害関係がある相手

に対しては、よきにつけ悪しきにつけ、口に出すことが必

要になってくる。例えば、訓練生に対して、 

「I'm afraid you haven't done  

 your homework.」 

(予習・復習をしていないな)  

「I don't see you work hard. 」  

(もっとしっかりやってほしい)  

というようにいう。 

「NO という日本人」という言葉が一時流行った。というと、

日本人はすぐ「NO」と言いはじめるところがあるが、これも

注意が必要だ。「NO」とだけしか言わないのは、ﾏﾅｰ違反

になる。かならず「なぜ NO なのか」を説明しなければなら

ない。 

もうひとつ注意しなければならないのは、「NO」という時

の英語表現である。ｲｷﾞﾘｽ人でもそれなりに教養のある人

たちは、相手からの誘いや提供に対して、 

「I'm afraid I can't visit your home  

on that day」 

「No, thank you.」 

というように、NO という時にも"I'm afraid"や"Thank 

you" をつけて表現を和らげている。 

 

《教室が暑い》 

冬の教室は、暖房が効いている。ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、

授業中、上着を脱いでﾌﾞﾗｳｽ一枚になっている。教室が暑

いらしい。全館で統一して暖房している。そのため各教室

では温度調節ができない。暑いので、やむなくﾌﾞﾗｳｽ姿に

なっている。日本人とﾖｰﾛｯﾊﾟ人では、温度に対する感じ方

も違う。日本人が心地よいと感じる温度は、欧米人にはや

や暑く感じるようだ。欧米人は 20度以下でも半袖姿でいる

ことがある。日本人と欧米人の温度の好みについても授

業で説明しておくことにした。 

温度差については、いろいろな場面でその違いに出会う。

最近、日本ではﾜｲﾝが流行っている。赤ﾜｲﾝは室温で、白

ﾜｲﾝは冷やして飲む、と一般的に言われている。日本人に

とっての室温と、欧米人(特にﾖｰﾛｯﾊﾟ人)にとっての室温が

違う。日本人が好きな温度は摂氏 23～24 度である。冬の

室内が 22 度以下になると、日本人は肌寒く感じる。10 度
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以下では服を着込んだ上にｺﾀﾂが必要になってくる。一方、

ﾖｰﾛｯﾊﾟ人にとっては、23～24 度は暑いと感じる温度なの

だ。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人が好きな温度は、日本人より 2、3 度低くな

る。 

  

《居眠り》 

授業をしていて感心したことの一つに、授業中に居眠り

をする人がほとんどいなかったことだ。眠そうな顔をしてい

るが、居眠りまでいかないのだ。邦人 CA の居眠りに慣れ

ている教官たちも、この点については異口同音に話してい

た。 

昼食後の眠くなる午後には、実技訓練のように動きのあ

る授業をするようにしている。といっても、すべてが実技授

業とはいかない。座学の授業も入ってくる。この眠たい時

間帯に、いかに居眠りをさせない授業をするかは、教官の

腕のみせどころとなる。訓練生に居眠りされて怒っている

教官がいるが、居眠りをさせるようでは、教官としてまだま

だ半人前といえる。ただﾃｷｽﾄに書いてあることだけを読み

上げていたり、ﾜﾝﾊﾟﾀｰﾝの話し方をしていたりすれば、訓

練生だって眠くなる。 

教官たちは英語で授業を行うことに慣れていない。時に

は、たどたどしい英語になることもある。込み入った内容の

ことを説明するときは特にそうだ。ﾃｷｽﾄ内容を解説するの

がむずかしい時には、ﾃｷｽﾄにある英語の文章をただ読み

上げてしまいがちになる。それでも居眠りをしない。もしか

したら、ﾍﾟﾗﾍﾟﾗの英語で授業をしないからよかったのかも

しれない。あるとき教え子に聞いてみた。 

「日本人は授業中に居眠りをすることがあるが、皆はあま

り居眠りをしないね」 

「私たちも眠く感じることがあります。しかし、私たちは給料

をもらうために訓練を受けています。眠くても寝ないよう

に努力するべきだと思います」 

仕事をして給料をもらう人をﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮﾅﾙというが、彼女

たちはいろいろな仕事を経験してきているので、給料を貰

うことの厳しさが身にしみついているようだ。居眠りをしな

いように、彼女たちなりに努力をしている。前にも書いたと

おり、授業を一方通行にしないで、質問をしたり自分の意

見を述べたりして、自分たちも授業に参加するようにして

いる。また、足を組んでﾘﾗｯｸｽした姿勢も、授業に集中でき

るようで、居眠り防止に役立っていた。眠らないようにと、

教官の話を一所懸命聞こうとすると、かえって眠くなってし

まうのかもしれない。 

 

《うなずき》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CAたちが飛びはじめて最初のころ、邦人 CA と

しっくり行かないことがたびたびあった。それは、価値観の

違いだけではなく、振る舞いの違いにも、大いに原因があ

った。欧米人と日本人が話しているのを見ていると、日本

人はうなずきながら相手の話を聞いている。日本人は自

分が話しているとき、相手がうなずいてくれることを期待し

ている。そして、相手が話しているときあいづちを打つ。う

なずきは頭をたてに上下させる動作なのだが、欧米人は、

この動作をあまり行わない。相手が話しているときは、相

手の目を見ているのが普通だ。先輩 CA たちが、新人のｲ

ｷﾞﾘｽ人 CA に、いろいろ教えたりしても、彼女たちはうなず

かない。先輩 CA からみると、「この娘は素直ではない」と

なってしまう。 

同じようなことが授業中にも起きた。教官たちは、生徒の

反応から、理解できたかどうかようすを見ながら授業を進

めていく。学生時代に教育実習の経験がある人は分かる

と思うが、教壇に立っていると、どの生徒がよく聞いている

のか、ｸﾗｽ全体の反応はどうなのかよく分かる。そして、先

生は、授業中の生徒のうなずき方で、生徒の理解度や反

応を確認することがある。 

教官たちの本職は、機内でのｻｰﾋﾞｽであり、教壇で教え

る専門家ではない。たまたま教えることに向いているだろ

う、ということで教育の仕事に携わっているだけだ。学校の

先生達のように教えるﾌﾟﾛと違い、訓練生の反応が気にな

る。そのような時、授業中、うなずいてくれる訓練生がいる

と大いに助かる。飛行機や機内ｻｰﾋﾞｽについての授業は、

入社まもない訓練生にとって、ときにﾁﾝﾌﾟﾝｶﾝﾌﾟﾝになるこ

とがある。訓練生のうなずきがないと、教官は、自分の説

明の仕方が悪いので、理解できなかったのかなと不安に

なる。 

しかし、このうなずきは、どうも日本人特有のもののよう

だ。特に日本女性は、目上の者が話している時にうなずく。

邦人 CA のたまご達も、授業中よくうなずいてくれた。邦人

CA の授業に慣れてしまっていると、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA がうな

ずかないので、最初のころ、授業の乗りがうまくいかないこ

とがあった。 
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日本人はいろいろな場面で、実によくうなずく。企業の中

でも、上司が何かいうと部下は「ﾊｲ」と言ってうなずく。出

発前ﾌﾞﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ(打合せ)で、ﾁｰﾌﾊﾟｰｻｰが、当日のﾌﾗｲﾄに

ついての諸注意を話していると、CA たちはうなずいて聞

いている。お辞儀のしぐさとも関係があるのだが、日本人

は頭をさげる(うなずく)ことで、相手に対して同調姿勢を示

している。うなずかれた方も相手が、自分の言っていること

を理解してくれたな、と安心する。 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちは、授業中、うなずかない代わりに、質

問したり自分の意見を述べたりすることによって、自分た

ちの理解度を教官に知らせていた。 

授業でも、ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞでも、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA たちは、うなずく

ことによって従順さを表現することに慣れていなかったし、

それが日本人のやり方であることを知らされていなかっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《私たちもｱｶﾞﾘます》 

日本人から見ると、欧米人は背も高いし堂々として見え

る。論理的にものごとを言ってくるので大人に見える。ある

時、ﾓｯｸｱｯﾌﾟで食事ｻｰﾋﾞｽの実技訓練をしていた。ﾌｧｰｽﾄｸ

ﾗｽでのｻｰﾋﾞｽを想定した訓練である。いつものように訓練

生 2 名を CA 役として指名した。 

ところが、よく見ると、ｵｰﾄﾞﾌﾞﾙを盛りつけている手が震え

ている。そして、真っ白な肌に湿疹ができたようにまだらに

赤くなっている。顔は緊張でこわばっている。 

「ｱﾚｯｸｽ、もっとﾘﾗｯｸｽしてやっていいんだよ」 

「私、いますごく緊張しています」(I'm so nervous.)   

辞書をひくと、"Nervous" は「神経質になっている」とか

「興奮している」という意味がでてくるが、「緊張してあがっ

ている」ときにも、彼女たちは、この単語をよく使っていた。 

日本人は、緊張すると、顔は紅潮するが、腕や首のまわ

りまで赤くはならない。彼女たちは、肌が白いからかもしれ

ないが、その白い肌の腕や首まで赤くなってしまう。いつも

は威風堂々としている彼女たちだが、やはり若い女性たち

なのだ。 

－次ﾍﾟｰｼﾞ続くー 
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第 3 章 ｲｷﾞﾘｽと英国 
 

「ｲｷﾞﾘｽ」という呼び名は、日本人にとって慣れ親しんだ

言い方なので、本書上巻でも、「ｲｷﾞﾘｽ人CA」という表現を

使ってきた。しかし、ｸﾗｽにはｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人やﾄﾞｲﾂ人やｵｰｽﾄ

ﾗﾘｱ人もいたし、ｲｷﾞﾘｽ人のなかにも、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞやｳｪｰﾙｽﾞ

出身者もいた。したがって、彼女たちをｲｷﾞﾘｽ人 CA と呼ぶ

のは正確ではない。そのため、社内では、彼女たちのこと

をﾛﾝﾄﾞﾝ基地 Crew と呼ぶことにした。ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞやｳｪｰﾙｽﾞ

を含む、いわゆるｲｷﾞﾘｽ国籍の CA 以外に、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人、

ﾌﾗﾝｽ人、ｲﾀﾘｱ人、ﾃﾞﾝﾏｰｸ人、ｽﾍﾟｲﾝ人、ﾍﾞﾙｷﾞｰ人など他

のﾖｰﾛｯﾊﾟ諸国の人たちもいるからだ。現在のﾛﾝﾄﾞﾝ基地に

は、15 ヶ国以上の CA が在籍している。 

地図出典 

http://blog.goo.ne.jp/goo221947/e/0255b75588fa91f1

b3a35e8c2ef8b96b 

 

《ｲｷﾞﾘｽは国名か》 

私たち日本人は、ｲｷﾞﾘｽ人とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の違いをよく知ら

ない。また、ｲｷﾞﾘｽといっても、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞとｳｪｰﾙ

ｽﾞ、さらに北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞがあり、それぞれ歴史も違うし、民族

的にも違う。英国の中でも、「彼女はｽｺﾃｨｯｼｭ(Scottish ｽｺ

ｯﾄﾗﾝﾄﾞ人) だ」とか「彼はｳｪﾘｯｼｭ(Welsh ｳｪｰﾙｽﾞ人)なの」

と言っているし、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人をｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ (English)と呼ん

でいる。 

「英国王室史話」の著者である森護氏も、「日本ではｲｷﾞﾘ

ｽ、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ、英国の表現が、極めてあいまいに使用され

ているので、この国の理解に大きな妨げとなっている」と本

の最初で述べている。 

米国はｱﾒﾘｶ、仏国はﾌﾗﾝｽ、独国はﾄﾞｲﾂ、それでは、英

国は?と聞かれて、ほとんどの日本人は、「ｲｷﾞﾘｽ」と答え

る。日本語では正解になる 。今度は英語で答えてください

と質問をする。米国はAmerica 、仏国はFrance、独国は

Germany 、それでは英国は? 多くの人は England と

答えてしまう。間違いではないが正解でもない。「英国」は

"England", "Great Britain" "The United Kingdom" と、

いろいろな呼び方がある。正式な国名として呼ぶ場合は、

"The United Kingdom of Great Britain and Northern 

Ireland"であり、「連合王国大ﾌﾞﾘﾃﾝならびに北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ」

となる。長い国名なので、新聞などでは "U.K"と省略して

書いている。昔は「大英帝国(Great Britain) 」とも呼ば

れていた。ｲｷﾞﾘｽの車のﾅﾝﾊﾞｰには、「GB」の文字が入っ

ている。 

ｶﾀｶﾅの「ｲｷﾞﾘｽ」は、明治時代に欧州に渡った人達が、ｲ

ﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人が自分達のことを「ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ」と呼んでいるのを

聞き、そのままｶﾀｶﾅにしたのではないかと推測できる。「ｲ

ﾝｸﾞﾘｯｼｭ」が、明治の人には、「ｲﾝｷﾞﾘｯｼｭ」に聞こえ、それ

が「ｲｷﾞﾘｽ」になったようだ。当時の英国は、1700 年代終り

から1800年代初頭にかけて起きた産業革命で、繁栄を謳

歌していた。その繁栄も、工業が盛んになったﾏﾝﾁｪｽﾀｰ、

ﾊﾞｰﾐﾝｶﾞﾑ、ﾘﾊﾞﾌﾟｰﾙ、ｼｪﾌｨｰﾙﾄﾞなどの都市があるｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ

地方が中心であった。その首都がﾛﾝﾄﾞﾝである。明治の人

達もｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに滞在し、いろいろなことを学んできた。当時

の日本人にとって、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国が英国であったので、「ｲ

ｷﾞﾘｽ、ｲｷﾞﾘｽ」と呼んだのではないか。当時はまだ、「ﾌﾞﾘﾃｨ

ｯｼｭ」という言い方に馴染んでいなかったのかもしれない。

1500 年代までは、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王国とｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王国はまった

く別の国だったのだ。明治の日本には、連合王国(United 

Kingdom)になった後の「英国」が輸入され、その歴史的、

民族的背景はあいまいのままになって今日に至っている

ようだ。 

"English"は、「ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ地方出身者」となる。ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ、

ｳｪｰﾙｽﾞ、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを含む英国人全体を指すときは

「British」となる。British はﾌﾞﾘﾃﾝ（Britain）島出身の人

たちを意味する。 

ｸﾗｽには英国人だけなく、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人やｵｰｽﾄﾗﾘｱ人もい

た。ある時、「彼女は確かｲｷﾞﾘｽ人のはずだが」と思い、確
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認のために、ｶﾚﾝ・ﾏｯｺｰﾙに、 

"Are you English?" 

と聞いたら、 

"No, I'm Scottish." 

と答えが返ってきた。たぶん、 

"Are you British?" 

と聞いたならば 

"Yes, I am."  

と答えたはずだ。日本語感覚では、ｲｷﾞﾘｽ人＝英国人とし

てもかまわないと思うが、英語で表現するときは、英国人

＝British とした方が無難だ。 

英国人にとって、 "English"はｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ地方やｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ

出身者のｲﾒｰｼﾞがある。 

 

《ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ 昔は別の国》 

ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの人々は、今でも、自分たちはｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人だと

思っている。その昔、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに併合された苦い思い出が

ある。 

1066 年に、今のﾌﾗﾝｽあたりにいたﾉﾙﾏﾝ人がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに

入り込んだ。そして、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞはしばらくﾉﾙﾏﾝ人の国にな

った。そしてﾉﾙﾏﾝの王は、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞも欲しくなり攻め込ん

だ。 

1995 年ｱｶﾃﾞﾐｰ賞で各賞をとった映画「ﾌﾞﾚｲﾌﾞﾊｰﾄ

Braveheart」は、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの圧政に抵抗して立ち上がっ

た実在の人物ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｫﾚｽを題材にしたものだ。ｽｺｯﾄﾗﾝ

ﾄﾞとｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの関係が分かる。 

ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの独立運動は、いまだに続いている。2014年 9

月には、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ独立を問う国民投票が実施された。投

票の結果、独立賛成45%、反対55%で、結果として否決さ

れたが、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞではいまだに独立をめざしている人たち

が多くいる。 

 

日本では、英国＝ｲｷﾞﾘｽ＝ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの関係があいまいに

使われているが、それ以上に、英国とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの関係や、

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人について理解している人は少ない。という筆者

も、長い間、あいまいなままにしてきた 1 人である。書店に

は、英国関係の本は山ほど置いてあるが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ関係

の本は非常に少ない。これも日本人がｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのことを、

よく知らない理由のひとつと言える。 

 

《金髪のｲｷﾞﾘｽ人と黒髪のｲｷﾞﾘｽ人》 

ｲｷﾞﾘｽ人 CA を見ていると、毛髪の色の違いに気がつく。

金髪の人、栗毛の人、赤毛の人、黒髪の人とさまざまだ。

瞳の色も、濃い茶色、ﾌﾞﾙｰ、ﾌﾞﾙｰｸﾞﾘｰﾝとなる。そして、同

じ金髪でも少しずつ色が違う。瞳も違う色をしている。金髪

で肌の白い人をﾌﾞﾛﾝﾄﾞと呼び、髪の黒い(真っ黒ではない)

人達はﾌﾞﾙｰﾈｯﾄと呼ばれる。赤毛をｽﾄﾛﾍﾞﾘｰﾌﾞﾛﾝﾄﾞという。

金髪で青い目が主流であるｹﾞﾙﾏﾝ民族系のｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝの

国なのに、どうして違う髪の色の人がいるのか、という疑

問が起きてくる。 

紀元前 5000 年ごろの英国は、ﾖｰﾛｯﾊﾟ大陸とつながって

いた。その後、大陸から離れて島になった。その頃に住ん

でいたのが、土着のﾌﾞﾘﾄﾝ人だった。この土着民族も、元を

辿ればｱﾌﾘｶからきたと言われている。英文科の学生が習

うｲｷﾞﾘｽ人の先祖はｹﾙﾄ人である。ｽﾍﾟｲﾝのｲﾍﾞﾘｱ半島か

らｱｲﾙﾗﾝﾄﾞとﾌﾗﾝｽ(当時のｺﾞｰﾙ)に渡ったｹﾙﾄ人が、ﾌﾞﾘﾃﾝ

島に入ってきたのは、紀元前 650 年頃と言われている。そ

して、ｹﾙﾄ人はﾌﾞﾘﾄﾝ人とまざり合いｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ、ｳｪｰﾙｽﾞ、ｽｺ

ｯﾄﾗﾝﾄﾞ地方に住みはじめた。 

 

《黒髪のﾛｰﾏ人》 

日本は、歴史の中で、韓国人の国になったり、中国人の

国になったりすることはなく、日本人の国のままできている。

一方、英国は、過去に何度か侵略されている。紀元前 55

年のﾛｰﾏ軍の侵略が最初だ。ﾛｰﾏ軍の侵入とともに、ﾛｰﾏ

人がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ地方に入り込んできた。ﾛｰﾏ人はﾛｰﾏ風呂、

ｶﾞﾗｽ窓、寺院、水道、文字、戦車、そしてﾜｲﾝを持ち込んで

きた。当時のﾛｰﾏ帝国は先進国であったので、ﾌﾞﾘﾄﾝ人や

ｹﾙﾄ人の中から、黒髪で濃茶の瞳のﾛｰﾏ人と結婚する

人々が出始めた。 

ﾛｰﾏ人は、450 年ほど、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに住みついていたが、

西暦 400 年頃になると、今度は、今のﾃﾞﾝﾏｰｸやﾄﾞｲﾂ周辺

からｹﾞﾙﾏﾝの一族であるｱﾝｸﾞﾙ族やｻｸｿﾝ族やｼﾞｭｰﾄ族が

侵入してきた。ﾛｰﾏ人を追い払い、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに 7 つのｱﾝｸﾞ

ﾛｻｸｿﾝ王国を作ってしまった。金髪で青い目の人達である。

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに残ったﾛｰﾏ人もいたので、ｹﾙﾄ系、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ

系、ﾛｰﾏ系の人達が交じり合った。 

 

《金髪のｹﾞﾙﾏﾝ人》 

日本が平安時代の頃、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ人の国になっていた
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ﾌﾞﾘﾃﾝ島に、今度は、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞとﾃﾞｰﾝ人が襲ってきた。ﾊﾞｲ

ｷﾝｸﾞはｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞに、ﾃﾞｰﾝ人はｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの東部に上陸して

きた。ﾊﾞｲｷﾝｸﾞはﾉﾙｳｪｰ人、ﾃﾞｰﾝ人はﾃﾞﾝﾏｰｸ人の祖先に

あたる。ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系のｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王の激しい抵抗を受

けたが、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞとﾃﾞｰﾝ人の侵略は続いた。その一部は、

ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞやｲｷﾞﾘｽに住みつくことになった。 

10 世紀頃までに、ﾌﾞﾘﾃﾝ島には、ﾌﾞﾘﾄﾝ人から始まり、ｹﾙ

ﾄ人、ﾛｰﾏ人、ｱﾝｸﾞﾙ人、ｻｸｿﾝ人、ﾃﾞｰﾝ人、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞが入り

込んできている。ﾄﾞｲﾂ人、ｲﾀﾘｱ人、ﾉﾙｳｪｰ人、ﾃﾞﾝﾏｰｸ人等

の先祖にあたる人達である。 

ｱﾙﾌﾚｯﾄﾞ大王が死去したあとも、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝの王様は、

ﾃﾞｰﾝ人(ﾉﾙﾏﾝ人)を打ち負かしてきた。それに怒ったﾃﾞｰﾝ

人(ﾉﾙﾏﾝ人)は、何度もｲｷﾞﾘｽに侵入してきた。そして、

1066 年に、ついにｲｷﾞﾘｽを征服してしまった。これが「ﾉﾙﾏ

ﾝ・ｺﾝｸｪｽﾄ(Norman Conquest ﾉﾙﾏﾝ人の征服)」である。

この時、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに乗り込んできたのが、ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨｰ公ｳｨﾘ

ｱﾑ1世である。彼は、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾗﾝｽ両国を統治した。ｳｨ

ﾘｱﾑ 1 世はﾉﾙﾏﾝ系ﾌﾗﾝｽ人だったので、征服後、ｱﾝｸﾞﾛｻｸ

ｿﾝ系の王家や貴族を追い払ってしまい、それ以降、約

300 年、ｲｷﾞﾘｽはﾉﾙﾏﾝ系の国になってしまった。 

現在のﾛﾝﾄﾞﾝ郊外には、当時のﾉﾙﾏﾝ貴族たちが所有し

ていたお城やﾏﾅｰﾊｳｽ(Manor House 荘園領主の館)が

まだ残っている。一部のﾏﾅｰﾊｳｽは、土地を維持するため

ﾚｽﾄﾗﾝを営んでいる。当時の面影を残しており、ﾒﾆｭｰもﾌﾗ

ﾝｽ語で書かれている。ｼｪﾌもｳｪｲﾀｰもﾌﾗﾝｽ人のところもあ

る。ﾛﾝﾄﾞﾝに行く機会があったら、この荘園ﾚｽﾄﾗﾝにぜひ立

ち寄ってほしい。夏は館の庭先で、冬は暖炉の部屋で食

事ができる。 

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに定住するようになったﾉﾙﾏﾝ人も、定住してい

るうちに、だんだんｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人化してきた。領地問題など

で、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとﾌﾗﾝｽの関係がまずくなり、その内、ｳｨﾘｱﾑ

公が所有していたﾉﾙﾏﾝ地方の土地も、ﾌﾗﾝｽの他の王族

に奪われはじめた。領土維持のためにﾌﾗﾝｽと 100 年戦争

(1337 年)もしたが、結局、ﾉﾙﾏﾝ地方の土地はとられてし

まう。ﾉﾙﾏﾝ人がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに入って300年近く経つと、ﾉﾙﾏﾝ

人としての意識よりも、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人としての自覚が芽生え

てきている。両国の王家同士は親戚関係にあるが、ﾌﾗﾝｽ

とは一線を画すようになる。1300年代の後半から1400年

にかけての話である。いろいろな人種の交じり合いが終り、

ｲｷﾞﾘｽ人の髪の色も落ちついてきた。 

その後、赤いﾊﾞﾗの紋章を使うﾗﾝｶｽﾀｰ家と、白ﾊﾞﾗのﾖｰｸ

家の王位をめぐる「ﾊﾞﾗ戦争」があり、国内での勢力争いが

続いた。そして、1485 年に、ｳｪｰﾙｽﾞ出身でﾗﾝｶｽﾀｰ家の

血を引くﾍﾝﾘｰ 7 世がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを統一した。ﾍﾝﾘｰ 6 世まで

はﾉﾙﾏﾝ系の王様だった。ﾍﾝﾘｰ7世はｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系であり、

再びｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系の王様による支配の時代になった。 

 

《ﾍﾝﾘｰ 8 世》 

ﾍﾝﾘｰ 7 世の息子が、離婚したり、王妃の首をはねたりで

有名になったﾍﾝﾘｰ8世であり、王妃を6人もかえた王様で

ある。自分の離婚のために、離婚を禁止していたｶｿﾘｯｸの

ﾛｰﾏ教会から離脱してしまった。最初の奥さんはｽﾍﾟｲﾝ王

の娘ｷｬｻﾘﾝ(若死にした兄の嫁)だった。この妃との間に生

まれたのは女の子ばかりだった。世継ぎが欲しいﾍﾝﾘｰ 8

世は、なんとか離婚したいのだが、ﾛｰﾏ教皇が許可を出さ

ない。ｷｬｻﾘﾝはｽﾍﾟｲﾝ王室から嫁いできた。熱烈なｶｿﾘｯｸ

教国のｽﾍﾟｲﾝも、離婚には反対だった。そこで、ﾍﾝﾘｰ 8 世

は独自の英国国教会を設立した。 

王妃がｽﾍﾟｲﾝ人であるということは、宗教関係者を中心

に多くのｽﾍﾟｲﾝ人が、彼女とともに、ｲｷﾞﾘｽに入り込んでき

ていると想像できる。ｽﾍﾟｲﾝ人は黒髪に濃い茶色の目であ

る。金髪に青い目のｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝやﾉﾙﾏﾝ人が主流のｲﾝｸﾞﾗ

ﾝﾄﾞに、黒い髪のｽﾍﾟｲﾝ人が入ってきた。 

 

《英国の宗教》  

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに聖ｱｳｸﾞｽﾃｨﾇｽが入り、ｷﾘｽﾄ教を布教しはじめ

たのが 597 年だと言われている。日本に仏教が入ってき

たのが 538 年なので、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞにｷﾘｽﾄ教が入ってきたの

は、それより少し後になる。それまでのｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの宗教は、

祖先崇拝の原始宗教だった。当時、戦いに明け暮れたｹﾞﾙ

ﾏﾝ系のｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝたちは、永遠のやすらぎを求めていた

ところだった 

ｷﾘｽﾄ教が入るまでは、王様の宗教的意味は「神の子」あ

るいは「神の子孫」だった。その後、ｷﾘｽﾄ教に改宗した王

様たちは、「神によって特別祝福された人」という意味合い

に変わった。ｲｷﾞﾘｽでは、王位につくとｶﾝﾀﾍﾞﾘｰ大司教に

「戴冠式」をしてもらうが、これはこのようなｷﾘｽﾄ教の歴史

と関係があるようだ。 

ﾍﾝﾘｰ 8 世と王妃ｷｬｻﾘﾝとの間にできた娘が、のちの女

王ﾒｱﾘｰ 1 世である。機内でもｻｰﾋﾞｽしているｶｸﾃﾙの「ﾌﾞﾗ
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ﾃﾞｨｰ・ﾒｱﾘｰ」は、この女王に因んでつけられた名前だ。 

ﾍﾝﾘｰ 8 世は、自分の都合で、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞをﾛｰﾏ・ｶｿﾘｯｸ教

会から離脱させ、独自のﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ教会をつくった。そして、

ｶｿﾘｯｸ教徒を迫害し、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝ教徒に改宗しない者を、次

から次と火あぶりにした。そして、ﾛｰﾏ教皇の所有物であ

る修道院を片っ端から壊してしまった。この時活躍したの

が、ﾄｰﾏｽ・ｸﾛﾑｳｪﾙである。これがｲｷﾞﾘｽの宗教改革の始

まりとなる。1530 年頃の話である。 

3 番目のお妃ｼﾞｪｰﾝ･ｼｰﾓｱとの間に、やっと息子が生ま

れた。ﾍﾝﾘｰ 8 世が死去すると、王位についたのは幼い息

子のｴﾄﾞﾜｰﾄﾞだった。ところが、病弱ですぐに死んでしまっ

たので、次に王位継承権があるﾒｱﾘｰが王位についた。ﾒｱ

ﾘｰの母親は、男の子を生まなかった。そのため、何かと理

由をつけられ離婚されてしまう。ｷｬｻﾘﾝの娘であるﾒｱﾘｰ 1

世は、母親同様に、熱心なｶｿﾘｯｸ教徒だった。そして、ｽﾍﾟ

ｲﾝのﾌｪﾘﾍﾟ王を婿に迎えた。またもや、ｲｷﾞﾘｽ王家とｽﾍﾟｲﾝ

王家が結びついた。ﾒｱﾘｰ 1 世の時代は、ｲｷﾞﾘｽがｽﾍﾟｲﾝ

の影響を多く受けた時代だった。ﾒｱﾘｰ女王は、王位につく

とｽﾍﾟｲﾝの後ろ楯を得て、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを元のｶｿﾘｯｸ国に戻そ

うとした。今度は、新教徒(ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ)の司教をはじめ、信

者を次々と迫害し火あぶりにしてしまった。ｲｷﾞﾘｽ人たちは

このﾒｱﾘｰ女王のことを、「残忍なﾒｱﾘｰ」つまり「ﾌﾞﾗﾃﾞｨｰ・ﾒ

ｱﾘｰ (Bloody Mary)」と呼び、今では飲物として、人々の

心に残っている。 

 

《ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ一世》 

ﾒｱﾘｰの後に、王位についたのがｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世である。ﾍﾝ

ﾘｰ 8 世の 2 番目の王妃ｱﾝ･ﾌﾟｰﾘﾝの娘である。ｱﾝ･ﾌﾟｰﾘﾝ

が産んだのも、やはり女の子だった。ﾍﾝﾘｰ 8 世は、またが

っかりしていたところ、ｱﾝが不倫(姦通)していることが判っ

た。ﾍﾝﾘｰ 8 世は、ちょうどよいとばかりに、姦通を理由に

王妃と相手の男を処刑してしまう。 

そのため、母親を早く亡くしたｴﾘｻﾞﾍﾞｽは、私生児として

扱われ、王位継承権をもつことができなかった。ところが、

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人たちは、残虐なﾒｱﾘｰにうんざりしていたので、

彼女を処刑してしまった。ところが次に王位につく者がいな

い。そこで、王位継承権がなかったｴﾘｻﾞﾍﾞｽを後押しした。

その中心的役割を果たしたのが、ﾍﾝﾘｰ8世の最後の王妃

ｷｬｻﾘﾝ・ﾊﾟｰである。彼女の努力で、ｴﾘｻﾞﾍﾞｽは王位につき、

ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世となった。おもしろくないのはｽﾍﾟｲﾝである。ｶ

ｿﾘｯｸ教徒であるﾒｱﾘｰを処刑され、ｽﾍﾟｲﾝは怒り、両国の

関係は悪化してしまった。 

この時代のｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは、外交問題や宗教問題などでｺﾞﾀ

ｺﾞﾀしていた。当時のｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞは、ﾌﾗﾝｽの息がかかってお

りｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを狙っている。ｽﾍﾟｲﾝもﾌﾗﾝｽと同じである。同じ

ｶｿﾘｯｸ教国なのでお互い通じている。国内のｶﾄﾘｯｸたちも、

ﾒｱﾘｰ 1 世のあとは、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのﾒｱﾘｰ女王 (ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのﾒ

ｱﾘｰ女王とは違う人物)がｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを治めるべきだと考え

ていた。 

ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化を推進するｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王は、ｶｿﾘｯｸはｲﾝｸﾗﾝ

ﾄﾞから出ていくよう通告して追い払った。そして、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ

の英国国教会をさらに強固なものとした。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世は、

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの王位を狙っているという理由でｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのﾒｱﾘ

ｰ女王を危険人物として処刑しまう。この女王は、夫を愛

人と共に爆弾を仕掛けて殺してしまう。そのためｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ

から追い出され、ｲｷﾞﾘｽに逃げ込んだところを捕まってしま

った。ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞのﾒｱﾘｰ女王は、ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世にとっては従

姉妹にあたるのだが、ｽﾍﾟｲﾝが後押しをしており、陰でｺｿｺ

ｿやっていたことと関係があるようだ。おもしろくないｽﾍﾟｲﾝ

は、ｽﾍﾟｲﾝ無敵艦隊でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを攻め込んだのだが、ｲﾝｸﾞ

ﾗﾝﾄﾞ艦隊はこの無敵艦隊を打ち破ってしまった。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ

1 世の時代の話である。 

 この時代は、貿易と工業が発達し、ｼｪｲｸｽﾋﾟｱも活躍し文

化も栄えた。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世の舵取りのもと、外交的にも国

内的にも、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは国としてしっかりした基盤ができあ

がった。共通の法律、共通の聖書、国教会祈祷書、共通

の文学、そして共通の言葉(英語)を使うようになった。幼い

ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞや残忍なﾒｱﾘｰの時代に、ｶﾞﾀｶﾞﾀになった国内を建

て直ししたのもｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世であり、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの繁栄の基

礎をつくった女王として有名である。 

ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世は、一生独身のままだったので、1603 年に

亡くなると、王位を継ぐ直系の者がいない。そこで生前に、

ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王は、王位継承権を処刑したｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ女王ﾒｱ

ﾘｰの息子ｼﾞｪｰﾑｽﾞ 6 世に託すことにしていた。国が違って

も当時の王室は、どこかでつながっている。ｼﾞｪｰﾑｽﾞ6世も、

血統的にはｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世の父方の親戚関係にあたるの

だ。 

 

《宗教改革》 

王様の不純な動機で、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞはｶｿﾘｯｸからﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ
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の国になった。同じ時期に、ﾖｰﾛｯﾊﾟ大陸でも、宗教改革が

行われていた。はじめに、ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾙﾀｰ(Martin Luther)

がﾄﾞｲﾂで運動を起こした。続いて、ｽｲｽに亡命していたﾌﾗ

ﾝｽ人のｼﾞｬﾝ・ｶﾙｳﾞｧﾝ(Jean Calvin)が、ｼﾞｭﾈｰﾌﾞ教会の改

革に着手していた。旧教(ｶﾄﾘｯｸ教会)がｷﾘｽﾄの精神を歪

め、教会の財政が破綻すると、免罪符を売出して商売を

始めるなど、道徳的にも堕落した状態に「抗議(ﾌﾟﾛﾃｽﾄ)」し、

それに「抵抗(ﾌﾟﾛﾃｽﾄ)」した。 

当初は、王様の離婚問題という世俗的な事件が発端とな

り、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄの国となったが、次第にｶﾙｳﾞｧﾝ主義の影響

を受けるようになった。そして、宗教改革の徹底を主張す

るﾋﾟｭｰﾘﾀﾝ(清教徒)が出てきた。 

ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ1世の跡を継いだｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王のｼﾞｪｲﾑｽ6世は、

ﾛﾝﾄﾞﾝに入り、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｪｲﾑｽ 1 世になった。この時は

じめて、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞもｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞもｳｪｰﾙｽﾞも同じ王様になった。

すでにｱｲﾙﾗﾝﾄﾞも植民地化していたので、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの王様

も兼ねていた。ｼﾞｪｲﾑｽ 1 世が 4 つの国の王様になったの

が 1603 年だった。日本では、徳川家康が国家を統一し、

征夷大将軍となり、幕府を江戸に開いた時期にあたる。ｼﾞ

ｪｲﾑｽ 1 世の時代の英国は、英国国教会(ｱﾝｸﾞﾘｶﾝﾁｬｰﾁ・

聖公会)のﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄと旧来のｶｿﾘｯｸ、そして、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝの

過激派のﾋﾟｭｰﾘﾀﾝが勢力争いを行っていた。 

ﾋﾟｭｰﾘﾀﾝ派は、世俗的なことに対して、厳しい態度をとっ

ていた。芝居もﾀﾞﾝｽも化粧もだめ、ｷﾘｽﾄの教えを徹底して

守ろう、という考えだった。あまりにも厳しいことをいうので、

大半の国民にとってはうさん臭い存在になった。そこで、ｼﾞ

ｪｰﾑｽﾞ 1 世はﾋﾟｭｰﾘﾀﾝたちに対して、英国国教会に宗旨替

えをしないと処刑すると脅かした。英国にいると命が危な

いので、一部のﾋﾟｭｰﾘﾀﾝ達は「ﾒｲﾌﾗﾜｰ号」に乗り、新天地

を求めてｱﾒﾘｶのｳﾞｧｰｼﾞﾆｱに向かった。1620 年頃の話し

である。ｱﾒﾘｶが、極端なまでに禁酒の国になったり、最近

のように、極端に禁煙運動を行ったりするのは、ﾋﾟｭｰﾘﾀﾝ

思想が今も残っているからかもしれない。 

 

《清教徒革命》 

ｼﾞｪｰﾑｽﾞ 1 世の時代が終り、その次男のﾁｬｰﾙｽﾞが王位

についた。ｲｷﾞﾘｽのﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化を押し進める議会とｶｿﾘｯｸ

寄りのﾁｬｰﾙｽﾞはそりが会わなかった。議会がｶｿﾘｯｸ禁止

の法案を可決すると、ﾁｬｰﾙｽﾞは議会を解散してしまい、そ

の後、11 年間は王様 1 人で国を治めた。結婚した相手は、

ﾌﾗﾝｽ王家ｱﾝﾘ四世の娘ｱﾝﾘｴｯﾀ･ﾏﾘｱｰだった。王妃がﾌﾗﾝ

ｽ王家出身であることは、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄにとっては脅威に映っ

た。さらに、王ﾁｬｰﾙｽﾞが好き勝手なことをやるので、議会

は反対し、ついに王と議会は衝突してしまった。内乱の結

果、清教徒をﾊﾞｯｸにした議会派が勝利し、王ﾁｬｰﾙｽﾞを処

刑してしまった。これが清教徒革命である。この時、活躍し

たのがｵﾘｳﾞｧｰ・ｸﾛﾑｳｪﾙ(Oliver Cromwell)である。さら

に過激的ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄの勢力が強くなり、ｶｿﾘｯｸがいじめられ

る時代が続いた。王様が処刑(1648 年)されてしまったの

で、しばらく王政がなくなり無政府状態となってしまった。

代わりに、ｸﾛﾑｳｪﾙの軍事政権が続いた。彼は、余勢を駆

って、ｶｿﾘｯｸ教国ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞをﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化するため東奔西

走していた。 

 

《ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄとｶｿﾘｯｸの共存》 

清教徒革命が起きたが、しばらくすると、息苦しくなった

国民は、清教徒とは反対の暮らしを求めはじめた。そこで、

処刑されたﾁｬｰﾙｽﾞ 1 世の息子で、清教徒革命の間、ﾌﾗﾝ

ｽに亡命していたﾁｬｰﾙｽﾞ 2 世を迎えることにした(1660 年)。

ﾌﾗﾝｽに亡命していたということは、父親と同様に、ｶｿﾘｯｸ

の影響を受けていた。ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに戻り王位につくと、いま

までいじめられ続けてきたｶｿﾘｯｸ教徒に対して、きびしくす

ることはなかったので、ｶｿﾘｯｸとﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄが共存するよう

になった。 

この後、1660 年代には、ﾍﾟｽﾄが流行し、ﾛﾝﾄﾞﾝだけでも

70 万人が死亡した。ﾍﾟｽﾄが終息すると、今度はﾛﾝﾄﾞﾝの大

火(Great Fire of London 1666 年)が起こり、一万戸が焼

けてしまった。 

ﾁｬｰﾙｽﾞ 2 世は、議会を招集した。最初の議会では、ﾋﾟｭｰ

ﾘﾀﾝたちを高い地位から締め出すことが決められた。そし

て、宗教的な目的での集会などを禁止してしまった。違反

した者は牢屋に入れられたり、植民地に送られたりした。

ところが、ﾁｬｰﾙｽﾞ2世は、ﾌﾗﾝｽとｵﾗﾝﾀﾞの戦争に力を貸す。

ﾌﾗﾝｽとの間で、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞをｶｿﾘｯｸにするという取引をして

しまった。議会はそれに怒り、ｶｿﾘｯｸ教徒が政府の高い地

位につけないというｶｿﾘｯｸの締め出しをした。この頃のﾌﾗﾝ

ｽはﾙｲ十四世の時代で、ｲｷﾞﾘｽとは反対に、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄが

迫害されていた。ﾌﾗﾝｽにいたﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝはｲｷﾞﾘｽに逃げ込

んできた。ﾌﾗﾝｽが何かにつけて、ｲｷﾞﾘｽを狙っていた時代

である。 



 
50 

そして、1600 年代後半になると、対外的問題もあり、国

家の統一が叫ばれるようになり、名誉革命(1689 年)が起

きる。憲法にあたる「権利章典」が定められ、国民の生命

や財産の保護、言論の自由など基本的人権が保障される

ようになった。ﾎｰﾘｰ党とｳｨｯｸﾞ党による政党政治が行われ

るようになった。王位継承権も議会が決めるようになった。

誰がどの宗教を信仰しても構わないということになった。宗

教が違うからと言って、やたらと首を切られることがなくな

ったのだ。 

 

《大英帝国》 

いままで見てきたように、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは、ﾉﾙﾏﾝ-ｺﾝｸｪｽﾄ以

来、ﾌﾗﾝｽや他の大陸諸国とは兄弟のような関係できた。

戦いもたびたびあったが、それも兄弟ｹﾞﾝｶのようなところ

があった。それまでは、まだまだ大陸諸国から学んでいた

後進国だった。 

無敵のｽﾍﾟｲﾝ艦隊を撃退した頃から、大陸諸国とは一線

を画し、独自の路線を歩むようになった。同時に、海外に

進出していった。ｱﾒﾘｶ、西ｲﾝﾄﾞ諸島、ｱﾌﾘｶ、ｲﾝﾄﾞに進出し、

加えて産業革命が起こり、商業が発展し、貿易立国として

名を成すようになった。大英帝国の時代の幕開けである。 

 1690 年から 3 次にわたって、英仏戦争がはじまる。ﾌﾗﾝ

ｽとｽﾍﾟｲﾝ対ｲｷﾞﾘｽ、ｵｰｽﾄﾗﾘｱの戦いになった。1707 年に

なると、今までﾌﾗﾝｽと仲がよかったｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞがｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ

につき、連合条約を結ぶことになった。そして、対仏戦争に

勝利し大英帝国(ｸﾞﾚｰﾄﾌﾞﾘﾃﾝ)の誕生となる。その後、また、

ｱﾒﾘｶやｶﾅﾀﾞの植民地でﾌﾗﾝｽとぶつかり、5 次英仏戦争ま

でつづくことになる。最後の戦争では、ﾌﾗﾝｽ皇帝ﾅﾎﾟﾚｵﾝと

の戦いとなる。ﾄﾗﾌｧﾙｶﾞｰ沖の戦い(1805 年)でﾌﾗﾝｽ軍を

打ち負かしたのが、有名なﾈﾙｿﾝ提督である。ﾖｰﾛｯﾊﾟ大陸

内のﾜｰﾃﾙﾛｰの戦いでは、ｳｪﾘﾝﾄﾝ公爵の活躍があり、ﾅﾎﾟ

ﾚｵﾝはｴﾙﾊﾞ島に追放された。この時代になり、英・ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ同盟条約ができ、いままでﾌﾗﾝｽと強い絆で結ばれてい

たｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを無理やり英国側に引き込んでしまった。ｽｺｯﾄ

ﾗﾝﾄﾞ・ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ・ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄ ﾞの統一が行われ、国名が

「United Kingdom(連合王国)」になった。 (ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは

1900 年代に入り連合王国から分離独立した) 

  

《ﾋﾞｰﾌｳｪﾘﾝﾄﾝ》 

「ﾋﾞｰﾌｳｪﾘﾝﾄﾝ」という料理がある。機内でも、ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽ

で提供していたことがある。ﾛｰｽﾄﾋﾞｰﾌ用の肉塊の周りにﾍﾟ

ｰｽﾄ状のﾌｫｱｸﾞﾗを塗り、それをﾊﾟｲで包みﾛｰｽﾄする。そし

て、焼き上がったものを切りわけてｻｰﾋﾞｽする。これほど美

味しい肉料理はないと思う。最高の料理であり、一流ﾎﾃﾙ

で注文しても簡単には提供してくれず、事前に予約注文し

ておかなくてはならない。一人前最低 2、3 万円はとられる

料理だ。このﾋﾞｰﾌｳｪﾘﾝﾄﾝが、ﾌﾗﾝｽを打ち負かしたｳｪﾘﾝﾄﾝ

公爵を讃えてつけられた名前なのである。ｲｷﾞﾘｽの誇りを

表している料理だ。 

 

《名前の話》 

 1990 年頃の統計資料によると、ｲｷﾞﾘｽで新生児につけ

る名前で一番多いのが、「ｼﾞｪｰﾑｽﾞ(James) 」だった。男

児の赤ちゃんの 14%に、「ｼﾞｪｰﾑｽﾞ」の名前がつけられて

いる。多い順に列挙すると、 

男 児                 

「ｼﾞｪｰﾑｽﾞ (James)」 

「ｳｨﾘｱﾑ (William)」 

「ｱﾚｸｻﾝﾀﾞｰ (Alexander)」 

「ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ (Edward)」 

「ﾄｰﾏｽ (Thomas)」 

「ﾁｬｰﾙｽﾞ (Charles)」 

「ｼﾞｮﾝ (John)」 

「ｼﾞｮｰｼﾞ (George)」 

「ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ (David)」 

女 児 

「ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ (Elizabeth) 」 

「ｼｬﾛｯﾄ (Charlotte)」 

「ｱﾘｽ (Alice)」 

「ｴﾐﾘｰ (Emily)」 

「ﾋﾞｸﾄﾘｱ (Victoria)」 

「ｴﾏ (Emma)」 

「ｿﾌｨｰ(Sophie)」 

「ｱﾚｸｻﾞﾝﾄﾞﾗ(Alexandra)」 

「ｻﾗもしくはｾｰﾗ (Sarah)」 

     「ﾙｰｼ－Lucy」」 

出典 「ｱﾒﾘｶ英語とｲｷﾞﾘｽ英語」大石五雄著  

丸善ﾗｲﾌﾞﾗﾘｰ 

 

大石五雄氏によれば、ｱﾒﾘｶでは、男児は「ﾏｲｹﾙ」「ﾏｼｭ
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ｰ」「ｸﾘｽﾄﾌｧｰ」「ﾗｲｱﾝ」「ｼﾞｪｰｽﾝ」「ﾃﾞｲﾋﾞｯﾄﾞ」の順となってい

る。女児の場合は「ｻﾗ」「ｼﾞｪﾆﾌｧｰ」「ｼﾞｪｼｶ」「ｸﾘｽﾃｨﾝ」「ｱﾏ

ﾝﾀﾞ」「ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ」「ｷｬｻﾘﾝ」の順に多い名前となっている。 

ｲｷﾞﾘｽでは、男児の名前は、歴史に登場してきた国王に

因んだものが多いのが分かる。ｶｿﾘｯｸの家族は、ｶｿﾘｯｸの

国王から名前を、英国国教会やﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄの家族では、ﾌﾟ

ﾛﾃｽﾀﾝﾄを愛した国王の名前をつけているかもしれない。 

女児の場合でも、「ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王」や「ﾋﾞｸﾄﾘｱ女王」からき

ているようだ。「ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ」はｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世やｼﾞｮｰｼﾞ 6 世の

王妃ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ、そして現女王ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 2 世である。それ以

外では、有名な王妃の名前や童話集に出てくるような名前

に人気があるようだ。「ｻﾗもしくはｾｰﾗ」は聖書の創世記に

出てくるｱﾌﾞﾗﾊﾑの妻の名前である。  

2013 年の調査では、下記の順となっている。男の子なら

ﾊﾘｰとかﾄｰﾏｽとかｼﾞｬｯｸなど子供の本に出てくるような名

前などが加わっている。女の子にはかわいらしい名前をつ

けている。 

 

男 児  

「ｵﾘｳﾞｧｰ (Oliver)」 

「ｼﾞｬｯｸ (Jack)」 

「ﾊﾘｰ (Harry)」 

「ｼﾞｪｲｺﾌﾞ (Jacob)」 

「ﾁｬｰﾘｰ (Charlie)」 

「ﾄｰﾏｽ (Thomas)」 

「ｵｽｶｰ (Oscar)」 

「ｳｨﾘｱﾑ (William)」 

「ｼﾞｪｰﾑｽﾞ (James)」 

「ｼﾞｮｰｼﾞ (George)」 

女 児 

「ｱﾒﾘｱ (Ameria) 」 

「ｵﾘﾋﾞｱ (Olivia)」 

「ｴﾐﾘｰ (Emily)」 

「ｱｳﾞｧ (Ava)」 

「ｲｽﾗ (Isla)」 

「ｼﾞｪｼｶ (Jessica)」 

「ﾎﾟﾋﾟｰ (Poppy)」 

「ｲｻﾞﾍﾞﾗ (Isabella)」 

『ｿﾌｨｰ (Sophie)」 

「ﾐｱ (Mia)」 

(出典 英国国家統計局(Office for National Statistics) 

日本でもそうであるが、人気のある名前は時代とともに

変化している。  

 

《世界制覇》 

同じｲｷﾞﾘｽ人なのに、なぜ髪の色が違うのかという疑問

から、ｲｷﾞﾘｽ人が歴史の中でどのように他民族と交わって

きたかをみてきた。国内での戦いや外国との戦争に、宗教

や領土が絡んでいたことも分かった。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世が統治

した 1500 年代後半は、ｲｷﾞﾘｽ人が自分達の国づくりに励

んだ時代と言える。そして、1600 年代は、議会と王様の宗

教的対立から発したﾋﾟｭｰﾘﾀﾝ革命、共和制政治、王政復

古、政党政治の発展と国家の基礎固めをしていた時代だ。

同時に、1600 年代から 1700 年代にかけて、ｲｷﾞﾘｽはｽﾍﾟ

ｲﾝ、ｵﾗﾝﾀﾞから海上権を奪い海外に進出していった。1607

年に最初の植民地をｳﾞｧｰｼﾞﾆｱに建設した。1600 年には、

日本にも最初のｲｷﾞﾘｽ人が来ている。日本史の教科書に

出てくるｳｨﾘｱﾑ･ｱﾀﾞﾑｽ(日本名・三浦按針)がその人だ。

1700 年代は産業革命の時代になる。最初に農業改革(囲

い込み法)が起こり、生産が飛躍的に向上した。そして工

業が発展した。1700 年代後半には、水素の発見、水力紡

績機の発明、酸素の発見、蒸気ｴﾝｼﾞﾝなどの発明が続い

た。万年筆が発明されたのもこの頃(1780 年)だそうだ。新

聞の「ｻﾞ･ﾀｲﾑｽﾞ」が創刊されたのが 1785 年であり、工業

化の進展とともに商業も発展していった。 

英国という国は、しょっちゅうどこかの国と戦争をしている

ようなところがある。そして、負けるときもあったが、肝心な

ところで勝利してきた。だからこそ、大英帝国を築き上げる

ことができた。現在の英国内では、150 ヶ国以上の言語が

話されていると言われている。それだけ英国は、いろいろ

な国に進出し、またその国の人を受け入れてきた。植民地

政策の結果、ｲﾝﾄﾞ・ﾊﾟｷｽﾀﾝ、中近東、ｱﾌﾘｶ諸国の一部、

中国の一部、ｶﾘﾌﾞ諸島、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ・ﾏﾚｰｼｱや南太平洋の

国々などを英連邦に組み込んできた。ｶﾅﾀﾞやｵ-ｽﾄﾗﾘｱで

は、つい最近までｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王の肖像画が飾られていた。 

英連邦の国々の人は、英国と自由に往来ができた。しか

し第 2 次世界大戦後、これらの国が独立をしはじめた。

1997 年、香港の中国返還の時に見られたように、返還に

あたり、英国政府は香港の人達に中国籍に戻るか、英国

籍になるか、国籍の選択を認めた。当時、中国籍を取得
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するのを嫌がった人の大半は、親戚をたよってｱﾒﾘｶやｶﾅ

ﾀﾞに渡った。英国籍になった人もかなりいたようだ。同じよ

うに過去にも、それぞれの国が独立するにあたって、英国

に流入してきた旧宗主国の人たちがｲｷﾞﾘｽ人の一部を構

成するようになった。 

ｲｷﾞﾘｽにはいろいろな色の髪や目の人がいる。髪の色や

目の色が違っても、白い肌は共通していた。ところが、現

在では、「ｲｷﾞﾘｽ人は白人である」と言えない時代になって

いる。ｱﾌﾘｶ系黒人もいれば、黄色人種のｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人や中

国人もいる。中近東系の人もいる。それだけでなく、海外

に進出していったｲｷﾞﾘｽ人が、現地の人と結婚し本国に連

れもどしてくることも多かった。ｸﾗｽのﾏﾘｰ･ﾏｰも父親がｲｷﾞ

ﾘｽ人であるが、母親はｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人なので、ｱｼﾞｱ系の顔立

ちだった。したがって、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA だからといって、すべ

ての人が金髪系の白人ではないのだ。ﾛﾝﾄﾞﾝのｿｰﾎｰ地区

では、中国ﾚｽﾄﾗﾝが軒を揃えている。ﾋｰｽﾛｰ空港の近くに

ｲﾝﾄﾞ人が多数住んでいる街もある。ﾊｲﾄﾞﾊﾟｰｸ公園近くのﾗ

ﾝｶｽﾀｰｹﾞｰﾄ地区は、中近東の人たちの街と言えるくらいｱ

ﾗﾌﾞ系の人たちを多く見かける。 

 

 

第 4 章 ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 

  

《世界中のｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人》 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の人達は、世界中に約 8000 万人いる。しか

し、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ本国には約 464万人（2015 年） しかいない。 

昔、大飢饉やﾍﾟｽﾄの流行、貧困などで、多くのｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

人は新天地を求め、祖国をあとにした。1845 年の大飢饉

では、当時の人口 800 万人の約半分が、なかば難民に近

い形でｱﾒﾘｶ、ｶﾅﾀﾞ、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞへ移住してい

った。 

筆者が、乗務でｼｶｺﾞに滞在していたとき、ちょうど聖ﾊﾟﾄﾘ

ｯｸの祝日(St. Patrick Day) にあたったことがある。3 月

17 日は、世界中にいるｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の人たちが、聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ

を祝う日である。ｼｶｺﾞの大通りでは、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系市民主催

による、はなやかなﾊﾟﾚｰﾄﾞが 1 日中行われていた。どのﾊﾟ

ﾚｰﾄﾞも、長老たちが先頭にたっている。そして、人々は緑

のﾀｽｷをかけたり、緑色の服を着たりしている。緑はｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞの象徴の色なのだ。ﾃﾚﾋﾞでは、ﾆｭｰﾖｰｸやﾎﾉﾙﾙやﾏｲｱ

ﾐでのﾊﾟﾚｰﾄﾞも中継している。ｱﾒﾘｶには 4400 万人前後の

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系住民がいる。ｱﾒﾘｶの人口は約 3 億 2100 万人

(2015 年)なので、9 人に 1 人弱はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系ｱﾒﾘｶ人なの

だ。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちが新天地として選んだｱﾒﾘｶは、すでにﾌﾟ

ﾛﾃｽﾀﾝﾄのｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人や北欧系の人たちが主流の国にな

っていた。いわゆる WASP と呼ばれる人たちであり、かれ

らが支配階級を占め、国を動かしていた。WASP はﾎﾜｲﾄ･

ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ･ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ(White Anglo-Saxon Protestant)

の頭文字であり、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ系白人で、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ教徒を

指している。なぜｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ系と北欧系かといえば、ｲｷﾞﾘｽ

人も北欧人も祖先がｹﾞﾙﾏﾝ系だからだ。 

一方、ｶｿﾘｯｸ教徒であるｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、その祖先がｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ系ｹﾙﾄ人であり、ｹﾞﾙﾏﾝ系とは違う民族なのだ。 

ﾆｭｰﾖｰｸの中心街に聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ教会がある。暗殺された元

大統領の J・F・ｹﾈﾃﾞｨの葬儀が行われたことで有名な教会

だ。やっとのことでｱﾒﾘｶに渡ったｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人達は、みな貧

しかった上、ｶｿﾘｯｸ教徒である。本国でも、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのｱｲﾙ

ﾗﾝﾄﾞ植民地化政策とﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化政策で、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人はず

いぶんつらい思いをした。ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ思想がより強い清教

徒たちが多いｱﾒﾘｶでも、事情は同じだった。ｶｿﾘｯｸである

が故に、よい仕事につけず、貧しい生活を強いられた。貧

しいｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちが、自分たちの心のよりどころにする

ため、少しずつお金を出し合って建立したのが聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ教

会なのだ。 

貧しかったｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の住民たちは、助け合い努力し、ｱ

ﾒﾘｶ社会の中で今日の地位を築いてきた。成功する者も出

てきた。その代表がﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞ家出身のｼﾞｮﾝ･ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗ

ﾙﾄﾞ・ｹﾈﾃﾞｨである。ﾌｨｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞは典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の

姓である。その大統領が暗殺されてしまった。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系

ｱﾒﾘｶ人にとっては、許せない事件となった。その葬儀は、

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系ｱﾒﾘｶ人の心のよりどころとなっている聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ

教会で盛大に行われた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系出身で大統領になっ

た人では、ﾛﾅﾙﾄﾞ･ﾚｰｶﾞﾝやﾋﾞﾙ･ｸﾘﾝﾄﾝがいる。第 43 代大

統領のﾊﾞﾗｯｸ・ｵﾊﾞﾏも、母方の先祖はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身なの

だ。 

 

《ﾊﾟﾄﾘｯｸ》 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人 CA と乗務をしたとき、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人のことが話

題になった。その CA が、 

「ｲｷﾞﾘｽ人たちは、私たちｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人のことを  "ﾊﾟﾃﾞｨ
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(Paddy)"って呼ぶの。私たち自身も "ﾊﾟﾃﾞｨ" って呼ぶこ

ともあるわ。 "ﾊﾟﾃﾞｨ" はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の別称なの」 

と話してくれた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人はﾊﾟﾃﾞｨの他に、ﾊﾟｯﾄ (Pat)と

呼ばれることもある。ｲｷﾞﾘｽ人はｼﾞｮﾝ・ﾌﾞﾙ(John Bull) と

呼ばれている。ﾊﾟﾃﾞｨはﾊﾟﾄﾘｯｸの愛称である。ｶｿﾘｯｸの家

では、男の子が生まれるとﾊﾟﾄﾘｯｸ、女の子ならﾊﾟﾄﾘｼｱとい

う名前をよくつける。「ﾊﾟﾄﾘｯｸ」は聖ﾊﾟﾄﾘｯｸからきている。ｶ

ｿﾘｯｸ系ｲｷﾞﾘｽ人もﾊﾟﾄﾘｯｸやﾊﾟﾄﾘｼｱという名前をよくつける。

筆者が担当した 5期の“ﾃｨｯｼｭ”のﾆｯｸﾈｰﾑで呼ばれていた

ﾊﾟﾄﾘｼｱがそうだった。彼女はｲｷﾞﾘｽ人であるが、家族はｶｿ

ﾘｯｸ系教会に所属していた。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系ｶｿﾘｯｸの人たちは、このｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの守護聖人

である聖ﾊﾟﾄﾘｯｸを、実に愛している。聖ﾊﾟﾄﾘｯｸを信じてい

るｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄに改宗するようｲｷﾞﾘｽから迫害

を受けても、自分たちの信仰を守り続けてきた。ｱﾒﾘｶに渡

ったｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちも、また、自分たちの宗教を守り続け

ていた。そして、3月 17日になると、何日も前から準備をし、

家族とともに聖ﾊﾟﾄﾘｯｸの日を祝うのである。 

 

《聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ》 

聖ﾊﾟﾄﾘｯｸが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに入りｷﾘｽﾄ教の布教を始めたの

は 432 年である。ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに聖ｱｳｸﾞｽﾃｨﾇｽが入ったのが

597 年なので、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの方が、165 年ほど早いことにな

る。聖ﾊﾟﾄﾘｯｸは、もともとﾌﾞﾘﾃﾝ島に住んでいたが、ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞの海賊によって奴隷としてｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに連れてこられ、や

がてﾛｰﾏに売り飛ばされてしまう。そこから何とか逃げだし、

今度は、福音を伝えるために再びｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに渡り、全国く

まなく伝道して歩いた。ついにｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの司教と、人々か

ら崇められるようになった。伝説では、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞから毒虫と

蛇を追い払ったとも言われている。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに蛇がいない

のも聖ﾊﾟﾄﾘｯｸのお陰だと信じられている。 

 

《ｹﾙﾄ人》 

また別のﾌﾗｲﾄで、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人のｽﾁｭﾜｰﾄﾞ(男性乗務員) 

と乗務する機会があった。彼は、筆者がﾛﾝﾄﾞﾝで採用面接

した 1 人である。俳優のｼﾙﾍﾞｽﾀ･ｽﾀﾛｰﾝに雰囲気が似て

いる。ややごつい印象だったが、前職が小学校の教師で

あり、話してみるとやさしい心の持ち主だったので採用す

ることにした。 

「日本人から見ると、ｲｷﾞﾘｽ人もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人も同じに見える

のだけど」 

「私たちも、日本人も韓国人も中国人も同じに見えますよ。

ところで、典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、ﾌﾞﾛﾝﾄﾞと赤毛が混じっ

たような髪の色をしています。肌は少し青白い (Pale 

Skin) 感じで、顔にはそばかす(Freckles) があり、目の

色はややｸﾞﾘｰﾝがかっています」 

これが、ｹﾙﾄ系ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の特徴なのだ。ﾃﾚﾋﾞや映画で、

肌がいやに白く、赤毛のまつげがやたらと目立つ俳優を見

たことがあると思う。 

ｹﾙﾄ人は、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの他に、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞやｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞやﾌﾗﾝｽ

のｺﾞｰﾙ地方にも住んでいた。その昔、ｽﾍﾟｲﾝのｲﾍﾞﾘｱ半島

あたりから移住してきた民族と言われる。ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞやｽｺｯﾄ

ﾗﾝﾄﾞにいたｹﾙﾄ人は、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝと混ざり合うか追い払わ

れたりした。ﾌﾗﾝｽのｹﾙﾄ人は北欧からきたﾉﾙﾏﾝ人たちと

交わり合った。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは、歴史の中で、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞに襲われたり、ｲｷﾞﾘｽ

の植民地政策を受けたりしたが、自分たちの民俗を守り続

けてきているので、ｹﾙﾄ人がそのままｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人になった

と言える。ｲｷﾞﾘｽほど他民族に侵略されていない。ｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞにも、一部のﾊﾞｲｷﾝｸﾞやｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝやﾉﾙﾏﾝ人が住みつ

いたので、金髪で青い目の人たちもいる。 

 

《首都ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ》 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの首都ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ(Dublin)は、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞがつくった町

として有名だ。700 年代の終りから 800 年代にかけて、植

民地をつくるために、ﾊﾞｲｷﾝｸﾞが大挙してｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに押し

かけてきた。その拠点を、ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ市中を流れるﾘﾌｨｰ(Life)

川の河口につくった。それが、のちにﾀﾞﾌﾞﾘﾝ市に発展した

のだ。「ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ」は「黒い水たまり」(Dark Pool) を意味して

いる。英語読みでは"Dublin"であるが、ｹﾙﾄ人の言葉で

あるｹﾞｰﾙ語では、"Bailer Athol Cleat" と呼び、「町を二

分する障害になる流れ」という意味だそうだ。これもｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ人 CA が教えてくれた。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人お断り》 

ﾊﾟﾃﾞｨという言い方を教えてくれたｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人 CA が、 

「ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞが、共和国として独立したのは 1948 年なの。つ

い最近の話なの。それまでにも、何度か独立の機運があ

ったけれど、Britainの介入があったり、国内での調整が

うまくいかなかったりで、なかなか独立できなかったの。
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独立したといっても、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞはまだｲｷﾞﾘｽ領なの。

「北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞもｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人に返せ」と言っている過激派組

織の IRA(ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和軍 Irish Republican Army) は、

ｲｷﾞﾘｽ国内で爆弾ﾃﾛを行っていたの。ｲｷﾞﾘｽ人たちは、

最近まで、商店の入口に〈犬とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人はお断り〉の看

板を貼ってあったらしいの。この話をよくパパとﾏﾏが話し

てくれたわ。私も含め、多くのｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、ﾃﾛによるや

り方には賛成していないけど・・・」 

 

《被征服民族》 

韓国の人が、日本で居住したり働いたりすることは、簡単

にはできない。同様に、日本人が韓国で仕事についたり居

住したりするのも難しい。どちらも労働ﾋﾞｻﾞが必要となる。

このﾋﾞｻﾞは簡単には取得できない。 

ところが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人がｲｷﾞﾘｽで仕事を見つけたり、住ん

だりするのは、それほどむずかしくない。だから、今回の採

用募集でもｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人が応募してきている。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞとｲｷﾞ

ﾘｽの往来はかなり自由だった。 

けれど、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人がｲｷﾞﾘｽで生活するのは、それなりに

緊張感をともなうらしい。言葉 (ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞなまりの英語) や

肌の色や顔つきでｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人であることがすぐ分かる。ｲ

ｷﾞﾘｽ人の中には、いまだにｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人を見下している人も

いる。反対に、日本人が韓国人と接するとき、朝鮮人と呼

んだりしないよう気をつけているように、ｲｷﾞﾘｽ人も、ｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ人と接するときは、話の内容や言葉づかいに気をつか

っている人もいる。 

「いま話したこと、British Crew には言わないでね」 

「君たちは、British と一緒に飛ぶし、滞在先では一緒に

食事したりするんだろ。そんなとき、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ問題のこ

となどを話すことはないの」 

「親たちは、Britishに対して一種の感情を持っているけれ

ど、若い人たちはあまりそういう話はしないわ。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

と Britain の関係について話しても、お互い気まずい思

いになるだけだから、Irish も British もお互い無意識の

うちに避けるようにしているわ。わたし自身、British の

前では、決して口に出さないわ。だから(犬とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人

お断り)の話も、British Crew たちの前で話題にしない

でほしいの」 

韓国と日本の関係でも、政治問題として、日本の韓国統治

や日本軍の行なったことが槍玉に上がる。しかし、韓国人

同士で話をしているとき、この話題になることがあるかもし

れないが、日本人の前では、やたらと口に出さない。これ

と同じである。市民ﾚﾍﾞﾙではお互い抑えている。 

特に、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞでは、若い人たちが、国内で仕事を見つ

けるのは簡単ではないし、見つかったとしても、給料はｲｷﾞ

ﾘｽに比べ低い。だからｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの若者たちは、仕事を見

つけにｲｷﾞﾘｽに渡ってくる。過去のことにわだかまりを持っ

ていても始まらない。 

 

《800 年の恨み》 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのことを知るには、英国との関係を抜きにはでき

ない。先にも書いたように、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞが、英連邦から完全

に離れたのは 1948 年であり、戦後のことである。その翌

年にｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和国として発足し、現在に至っている。 

最初に、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞをｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに併合しようとやってきたの

はﾉﾙﾏﾝ人だった。ﾉﾙﾏﾝｺﾝｸｪｽﾄ(1066 年)でｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞを征

服したﾉﾙﾏﾝ人は、その勢いで、ｱﾝｸﾞﾛｻｸｿﾝ人たちとともに、

1169 年ころからｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに侵入し始めた。それ以来、

1948年の独立まで、約 800年の間、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは英国の支

配下におかれてきた。しかし、独立したが、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは

まだ英国の領土のままとなっている。返却を望むｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

側と、それを拒む英国側の交渉がずっと続いてきている。

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの完全独立まで、英国に対して過激的行動をし

ているのが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和軍 (IRA)である。爆弾事件が、

時折、新聞をにぎわせている。この過激集団に対して英国

側も強力な取締りで対抗している。この 50 年間で、爆弾ﾃ

ﾛなどで、3200 人以上が犠牲になっている。 

1100 年代の終り頃から、ﾉﾙﾏﾝ人のｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ侵攻が始ま

った。ところが、ﾉﾙﾏﾝ人の征服者たちはｱｲﾙﾗﾝﾄﾞが気に入

り、土着化していった。ﾉﾙﾏﾝ・ｺﾝｸｪｽﾄでｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞに入ったﾉ

ﾙﾏﾝ人もｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人化して、本国ﾌﾗﾝｽと争いを始めるよう

になった。それと同じことが起こるのを恐れたのか、1300

年代の中頃には、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを統治している総

督に、人種差別政策をとるよう指示した。ﾉﾙﾏﾝ人はｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ的名前や服装を禁止し、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人との結婚やｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ語を使うことも禁止した。 

まだ、この頃までは、ﾉﾙﾏﾝ人もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人も、同じｶｿﾘｯｸ

教徒だった。ところが、例のﾍﾝﾘｰ 8 世の時代 (1500 年代

中頃) になると、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは、ﾛｰﾏ・ｶｿﾘｯｸ教会から離脱し

てしまう。ここから、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞとｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの関係に、宗教問
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題が入ってくるのだ。その後、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞはｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに対し

て、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ化政策を行うようになった。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人にとって、宗教は常に重要なものであった。し

かも、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞがﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄになったのは、王様の不敬がｷ

ｯｶｹとなった。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのｶｿﾘｯｸ僧侶が中心になり、1534

年に全面的な反乱が勃発する。 

 

≪ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世とｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ≫ 

1500 年代の後半になると、ﾍﾝﾘｰ 8 世の娘であるｴﾘｻﾞﾍﾞ

ｽ 1 世が、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ政策を引き継いだ。彼女も、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを

何とかｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞのものにしようとした。その一つがﾌﾟﾗﾝﾃｰ

ｼｮﾝ(植民)政策」である。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人から土地を取り上げ、

忠実なるｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ臣民に与えてしまった。「ﾌﾟﾗﾝﾃｰｼｮﾝ政

策」に反対してｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は反乱を起こしたが、結局、ｲﾝ

ｸﾞﾗﾝﾄﾞに破れてしまう。ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世時代のｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞは、ｽ

ﾍﾟｲﾝ艦隊を破り、勢いもあり国力がついてきていた。頼り

にしていたｽﾍﾟｲﾝも応援に駆けつけてくれなかったのだ。 

1600 年代になると、ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世亡き後、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞ

ｪｰﾑｽﾞ 1 世が、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王とｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王を兼ねることにな

った。ｼﾞｪｰﾑｽﾞ 1 世も、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ侵略政策を踏襲した。もと

もとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王であったｼﾞｪｰﾑｽﾞ 1 世は、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人から

取り上げた北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの土地に、大量のｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人を移

住させる政策をとった。これが、現在の北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ問題の

発端である。このときに、土地を奪われたｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人と、ﾌﾟ

ﾛﾃｽﾀﾝﾄで植民者のｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人、ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ人の対立の構

造ができ上がったと言われている。 

1600 年代の中頃、ﾍﾝﾘｰ 8 世、ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ 1 世亡きあとの

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ国内は、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝ化したものの、ｶｿﾘｯｸも勢力奪

回を図っていた。後ろには、ｶｿﾘｯｸ国のﾌﾗﾝｽとｽﾍﾟｲﾝがつ

いている。なんとかｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞをｶｿﾘｯｸに戻そうと画策してい

た。 

ｼﾞｪｰﾑｽﾞ 1 世の跡を引き継いだﾁｬｰﾙｽﾞ 1 世は、ｶｿﾘｯｸに

も理解を示した国王だった。ｶｿﾘｯｸの勢いが強くなることを

恐れたﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄは、1649年に「清教徒革命」を断行した。

この時、活躍したのがｸﾛﾑｳｪﾙである。国王のﾁｬｰﾙｽﾞ 1世

の首を切り、ｶｿﾘｯｸ教徒を徹底的に迫害した。 

 

≪ｸﾛﾑｳｪﾙ≫ 

国王を処刑したｸﾛﾑｳｪﾙは、今度は、ｶｿﾘｯｸ教徒を一掃

するために、ﾀﾞﾌﾞﾘﾝに精鋭部隊を送り込み、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ国内

で虐殺を行った。この虐殺でｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の 4 分の 1 が殺さ

れ、生き残った者の中には、西ｲﾝﾄﾞ諸島に、奴隷として売

り飛ばされてしまった人もいた。奪った土地は、活躍した兵

士や入植者に与えた。このような背景からｸﾛﾑｳｪﾙは、ｱｲ

ﾙﾗﾝﾄﾞ人にとって、歴史上もっとも嫌いな人物として胸に刻

まれこまれている。 

ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞの対ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ政策は、時の国王の宗教観によっ

て多少違っていた。ｸﾛﾑｳｪﾙによって首を切られた王様ﾁｬ

ｰﾙｽﾞ 1 世の息子たち、ﾁｬｰﾙｽﾞ 2 世とその弟のｼﾞｪｰﾑｽﾞ 2

世は、清教徒革命の間、ﾌﾗﾝｽに逃れていた。ｸﾛﾑｳｪﾙのｶ

ｿﾘｯｸ教徒に対する弾圧は、あまりにも激しかった。やりす

ぎだと思っていた国民も、彼の死でひと安心した。そして、

ﾌﾗﾝｽに避難していたﾁｬｰﾙｽﾞ 2 世を呼びもどし、王位につ

いてもらった。ﾁｬｰﾙｽﾞ 2 世のあと、王位についたのがｼﾞｪｰ

ﾑｽﾞ 2 世である。この 2 人の王様は、ｶｿﾘｯｸ国のﾌﾗﾝｽに亡

命していたくらいであるから、ｶｿﾘｯｸ教徒に対しても同情的

なところがあり、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人から奪った土地を返す政策を

とったりした。あまり同情しすぎたため、英国内のﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝ

ﾄﾞ教徒たちから反発を受けることになる。弟のｼﾞｪｰﾑｽﾞ2世

は、ｶｿﾘｯｸ寄りだということで国外追放にあってしまい、ｱｲ

ﾙﾗﾝﾄﾞに逃げて、そこで挙兵しﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ軍と戦うが破れて

しまう。 

 

≪独立運動≫ 

ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ寄りの王様になれば、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ政策は、また逆

もどりする。1700 年代には、英国に議会ができ、新しい刑

法典が決められた。その法典には、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞのｶｿﾘｯｸ教徒

は、投票したり、軍隊に入ったり、子ども達をｶｿﾘｯｸの教え

にそって教育することまでも禁止する旨書かれていた。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちは、自分たちの文化を守るため、裏に隠

れ、「文化防衛学校」をつくり、かれらの言語や文学を教え

つづけた。 

1700 年代の後半になると、独立の機運が高まってくる。

特に、ﾌﾗﾝｽ革命(1789 年)の影響が大きかった。独立運動

家たちは、ﾌﾗﾝｽの援助を得て革命を起こすが、結局、失

敗に終わってしまう。そして、英国の策略で、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ議会

は英国と連合を組むことを議決してしまう。1800 年には連

合法ができ、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは合法的に英国の一部になってしま

うのだ。 

1828 年になると、ﾀﾞﾆｴﾙ･ｵｺｰﾈﾙ(Daniel O'Connell)と
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いう弁護士が、独立運動を始めた。彼は、ﾀﾞﾌﾞﾘﾝを二分す

るﾘﾌｨｰ(Life)川にかかっている橋にその名前を残している。

市民からの信頼が厚く、ﾀﾞﾌﾞﾘﾝ市長経験後、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ議会

に選出された。各地で集会を開きｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの独立を訴えた。

ﾀﾗの丘の集会では、100 万人もの人が集まったと言われ

ている。 

ｵｺｰﾈﾙの運動に対して、英国はあらゆる策略をめぐらし

妨害した。反面、集まったｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちは、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ独

立のためには武力も辞さないと主張する者も多かった。し

かし、ｵｺｰﾈﾙは平和主義的解決を図ろうとしたため、ｱｲﾙ

ﾗﾝﾄﾞ人の力を、結集することができずに運動はﾊﾞﾗﾊﾞﾗにな

った。そこからｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ青年党のような武力解決を図る集

団が出てきた。そして、ｱｲﾙﾗﾝﾄ ﾞ共和兄弟団 (Irish 

Republican Brothers) という秘密結社ができた。IRB は、

日本の新聞でもときどき話題になる IRA の前身となる組

織である。 

 

《大飢饉》 The Great Famine 

1845年から約 4年の間、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは大飢饉になり、独立

運動どころではなくなった。この飢饉で、100 万人のｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ人が飢えのため死亡した。また、飢饉を逃れるためさら

に 100 万人の人々が国を離れて、ｲｷﾞﾘｽ、ｱﾒﾘｶ、ｶﾅﾀﾞ、ｵ

ｰｽﾄﾗﾘｱ、ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞに移住していった。移住していった

人たちが、移住先でｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人社会をつくり、国外からｱｲ

ﾙﾗﾝﾄﾞ独立を支援するようになった。 

 

《ﾎﾞｲｺｯﾄ大尉》 

"Boycott"という英語は、1800 年代後半に、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに

いたｲｷﾞﾘｽ人領主のﾎﾞｲｺｯﾄ大尉の名前からきている。この

大尉は、領主の中でもひどい人物だったらしく、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

人からとても嫌われていた。そこで、当時の人たちは、この

領主に反抗することを「ﾎﾞｲｺｯﾄする」という意味で使うよう

になった。 

1700 年代後半は、ｲｷﾞﾘｽで産業革命が起こり、物の生

産が大きく飛躍し、好景気の時代になっていた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

にも新しい産業が入ってきたが、景気のよい産業はﾌﾟﾛﾃｽ

ﾀﾝﾄが握っていた。また、1700 年代から 1800 年代は、そ

れぞれの国が自分たちの国家を意識するようになった時

代である。 

British の中にも、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに住むうちに、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを自

分の国と考える人も出てきた。1875 年頃には、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ

のﾊﾟｰﾈﾙが独立運動の闘士として活躍した。 

1800 年代後半から 1900 年代かけてのｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは、自

治独立を掲げたｸﾞﾙｰﾌﾟと、ｲｷﾞﾘｽとのつながりを主張する

ｸﾞﾙｰﾌﾟとの、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ国内での勢力争いの時代である。そ

れぞれのｸﾞﾙｰﾌﾟが軍隊を作り、いつ内戦が始まるか分か

らない状態が続いた。 

国内での勢力争いが続いているところに、第１次世界大

戦が始まったので、勢力争いは、一時、休戦状態になった。

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは英国につくべきか、ﾄﾞｲﾂにつくべきか迷ってい

た。英国のために戦い、その功績によってｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ自治独

立を勝ち取るということになり、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ連隊は英国軍側

につきﾄﾞｲﾂと戦った。中には、英国の敵はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの味方

と考えﾄﾞｲﾂを応援するｸﾞﾙｰﾌﾟもあった。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ独立》 

英国は、第１次世界大戦のとき、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに駐留させて

いた軍隊の多くをﾄﾞｲﾂ戦線に送り込んだ。その隙をついて

か、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和軍が反乱を起こした。ｲｷﾞﾘｽ人で構成す

るｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ警察隊とｱｲﾗﾝﾄﾞ共和軍の激しい戦いが続いた。

この時、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和軍を国外から支援したのが、海外に

いるｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人たちであった。物質的援助だけではなく、

世界に対して、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ自治独立の正当性をｱﾋﾟｰﾙした。

その結果、世界中は英国に対して、冷やかな目を向ける

ようになった。 

1921 年に停戦が合意され、ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄが多く住む北ｱｲﾙ

ﾗﾝﾄﾞ 6郡を除く、26郡がｱｲﾙﾗﾝﾄﾞとして独立することになっ

た。しかし、全面独立を主張するｸﾞﾙｰﾌﾟがいまだ活動して

おり、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ自由国軍との間で、内戦がつづいていた。

1938 年になって、やっと新憲法が議会を通過し、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

はｴｰﾙ(Eire ｹﾞｰﾙ語)という国名になり、完全に英国の支

配下から離れることができたのだ。因みに、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは英

語読みの名前なのだ。 

 

≪中立国ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ≫ 

第 2 次世界大戦中に、中立を守った国としてｽｲｽが有名

だが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞも頑固に中立を守り通した国であることは、

あまり知られていない。 

戦後、新政府は「ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和国法」を議会で通過させ、

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを正式な独立共和国として世界に対して宣言した。
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同時に、英連邦からも脱退した。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ共和国を英語で

は "The Republic of Ireland"という。共和制の国だから、

元首は大統領となる。1990 年に大統領になったﾒｱﾘｰ･ﾛﾋﾞ

ﾝｿﾝや 1997年の大統領選に勝ったﾒｱﾘｰ･ﾏｶﾘｰｽは、二人

とも女性大統領だった。 

約 800 年にわたるｲｷﾞﾘｽの支配は終りを告げた。しかし

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の中には、真の独立は北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞがｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

に戻った時だ、と主張する人々がいて、英国からの奪回を

めざして武力闘争を行っている。 

1998 年 4 月には、北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ紛争についての和平交渉

が、ｲｷﾞﾘｽの首相ﾄﾆｰ･ﾌﾞﾚｱｰとの間で行われ、かなりの進

展が図られていると当時の新聞が伝えている。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の名前》 

ある時、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身のｸﾞﾛｰﾆｬと話をしていると、名前

の話題になった。 

「ｸﾞﾛｰﾆｬ、典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の名前ってあるのかい」 

「私の "ｸﾞﾛｰﾆｬ(Grainne)"って名前は、英語読みにすると

ｸﾞﾚｲｽ (Grace)なの。ｸﾞﾛｰﾆｬは典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の

名前よ。ｸﾞﾛｰﾆｬの"Grain"は"Love"っていう意味よ」 

「ほかにも、女の子ならｱｯｼｭﾘﾝ(Aishling)、ｷｱﾗ(Ciara)、

男の子ならﾘｱﾝ(Rian)なんかもｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ名なの。たぶん

British たちは、私の名前のつづりを見ても、こちらから

教えないかぎり  "ｸﾞﾛｰﾆｬ" と発音できないはずよ。

Britain にはない名前だから･･･。ｱｯｼｭﾘﾝの意味は"夢

(Dream)"よ。夢見る女の子って感じなの。男の子のﾘｱﾝ

は、ﾘﾄﾙﾌﾟﾘﾝｽ (Little Prince)よ」 

「典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ姓っていうのもあるのかい」 

「"O'"や"Mac" で始まる姓は、たいていｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ 

 人よ。"Mac" はｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞでも使われているけど･･･」 

ﾊﾟﾄﾘｯｸは、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの守護聖人からきた名前であること

はすでに書いた。またﾌｯﾂｼﾞｪﾗﾙﾄﾞも、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の姓であ

ることも分かった。独立運動のﾘｰﾀﾞｰだったﾀﾞﾆｴﾙ･ｵｺｰﾈﾙ

(Daniel O'Connell)も典型的なｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の名前である。

ｵ ﾆ ｰ ﾙ (O'Neill) 、 ｵ ﾌ ﾞ ﾗ ｲ ｴ ﾝ (O'Brien) 、 ｵ ｺ ｰ ﾅ ｰ

(O'Connor)、ｵﾄﾞﾝﾈﾙ(O'Donnell) 、ｵﾄﾞﾌｨｰ(Odefy) 、ｵｼ

ｪｱｰ(O'Shea)など、“O”ではじまる名前は、ほとんどがｱｲﾙ

ﾗﾝﾄﾞ系の人たちだ。また、ﾊﾝﾊﾞｰｶﾞｰで有名なﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ

(MacDonald)のように、Macで始まる姓もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人に多

い。Mac で始まる名前は、もともとｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人に多い名前

である。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人に多いのは、昔、祖先がｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞから

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに移住してきたためである。ｼｪｲｸｽﾋﾟｱの小説に

でてくる「ﾏｸﾍﾞｽ (Mac Beth)」はｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞの王様だったこ

とからも分かる。 Mac で始まる名前には、ﾏｯｸﾌﾞﾗｲﾄﾞ

(McBride) 、 ﾏ ｯ ｸ ﾏ ｰ ﾛ ｰ (McMurrough) 、 ﾏ ｯ ｸ ﾆ ｰ ﾙ

(McNeill)などがある。 Mac は「誰それの息子」を意味す

る。ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞは「ﾄﾞﾅﾙﾄﾞの息子」ということになる。 

 

《姓名と出身地》 

“O”で始まる姓はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系の名前であり、Mac もしくは

Mcで始まるのは、ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ人やｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを祖先に持つ家

系に多いことが分かった。たとえば、ｲｷﾞﾘｽ人が“ｵﾌﾞﾗｲｴ

ﾝ”という名前を耳にすると、この人はｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系かもしれ

ないと思う。「李(ﾘ-)さん」とか「朴(ﾊﾟｸ)さん」と聞くと、日本人

は「ああ、韓国系の人だな」と、思うのと同じ感覚と考えて

よい。 

これ以外にも、出身が分かる名前がある。ｼﾞｮｰﾝｽﾞ

(Jones) 、ｼﾞｬｯｸｽ(Jacks) 、ﾃﾞｰﾋﾞｽ(Davis) 、ｳｨﾘｱﾑｽﾞ

(Williams)のように、 "S"で終わる名前は、ｳｪｰﾙｽﾞ人の

場合が多い。 Son で終わるのはｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ系の人たちに多

い。たとえば、ｼﾞｮﾝｿﾝ(Johnson) 、ｱﾃﾞｨｿﾝ(Addison) 、ﾃﾞ

ｲｳﾞｨｯﾄﾞｿﾝ(Davidson)等がそうである。Mac と同じように

「誰それの息子」の意を表している。ｸ ﾞ ﾗ ｯ ﾄ ﾞ ｽ ﾄ ｰ ﾝ

(Gladstone) 、ﾘﾋ ﾞ ﾝ ｸ ﾞｽ ﾄｰﾝ (Livingston) のように、

Stone(石)で終わるものも多いが、これはｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ系の人

たちの名前である。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系有名人》 

ｼﾞｮﾝ・F・ｹﾈﾃﾞｨが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系一族の出身であることはす

でに述べた。ﾚｰｶﾞﾝ元大統領も、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ系であることは

知られている。 

日本の学生なら誰でも知っている、ﾗﾌｶﾃﾞ ｨｵ･ﾊｰﾝ

(Lafcadio Hearn)も、母親はｷﾞﾘｼｬ人であるが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

出身である。英文科の学生におなじみのﾊﾞｰﾅｰﾄﾞ･ｼｮｳ

(George Bernard Shaw)やｵｽｶｰ･ﾜｲﾙﾄﾞ(Oscar Wilde)、

ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾞﾄﾗｰ・ｲｪｰﾂ(William Butler Yeast)等も、ｱｲﾙﾗ

ﾝﾄﾞ系の作家なのだ。 

人物以外にも、歌では、「庭の千草」や「ﾀﾞﾆｰ･ﾎﾞｰｲ」が、

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞからきたことは、意外に知られていない。 
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《ｴﾒﾗﾙﾄﾞ・ｸﾞﾘｰﾝの島》 

聖ﾊﾟﾄﾘｯｸ記念日のﾊﾟﾚｰﾄﾞでは、みどり色のﾀｽｷをかけた

り、服装自体をみどり系でまとめたりして行進する。みどり

色は、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞを象徴する色なのだ。今、手元にｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ

各地を紹介した本がある。平原地帯は、なだらかな丘陵が

どこまでも続いている風景写真が出ている。また、あちこち

にある湖水は、自然がそのままになっている。起伏のある

海岸線もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの魅力となっている。平原地帯では牧牛

を、高原地帯では牧羊が行われており、国全体が牧草地

帯であるかのようだ。北ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは、英国の影響もあり工

業も盛んであるが、南ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ地方は牧畜・農業が中心と

なっている。土壌はあまり肥えていないため、栽培はｼﾞｬｶﾞ

ｲﾓや麦類が中心だ。土壌の関係で、農産物も限られてい

ることや、自然破壊が少ないため、町を少し離れただけで、

自然と出会える牧歌的な国なのだ。その草原には、季節

になると、草木が一面に咲きみだれている。そのようなとこ

ろから、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは、別名ｴﾒﾗﾙﾄﾞ･ｸﾞﾘｰﾝの島と呼ばれてい

る。 

1990 年代は、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞも国家経済を向上させるため、工

業誘致を盛んに行っている。現地に生産工場を建設し、ｱ

ｲﾙﾗﾝﾄﾞ進出をしている日本企業も増えている。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人》 

筆者自身、ｲｷﾞﾘｽ人もｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人も区別がつかなかった

1 人である。ところが、彼女たちと何ヶ月間か一緒にいて、

だんだん違いが分かってきた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身の CA たちは、

ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちに比べ、「情がある」というか「世話好き」

というか、ｳｪｯﾄな心の持ち主が多い。そして、どちらかとい

うとおとなしく、素朴なところがある。悪く言えば、田舎っぽ

い感じである。その点、ｲｷﾞﾘｽ人CAたちは、ｱｶ抜けている

が、ややｸｰﾙなところがあった。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人CAは、相手へ

の気のつかい方が、日本人に似たところがある。日本人に

相通ずるところがあるのも、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人 CAをかなり採用し

ている理由のひとつになっている。飛行中に、あるｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞ人 CA に、 

「ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの人たちって、どんな人たちなの」 

と聞いたところ、 

「ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人って、ものをすすめるのが好きなの。うちの母

なんか、ｹｰｷを誰かにすすめて、相手が“欲しくない”と言

っても、それでも“ほんとにいいの”と言いながら、またす

すめるの。相手が “本当に結構です”といっても、“あなた

はこのｹｰｷ、きっと好きなはずよ”と言ってまだすすめて

いるの。そうそう、もつひとつ、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人って、お互いの

きずなが強いところがあるわ。ｲｷﾞﾘｽ人は、たとえば、海

外でお互いｲｷﾞﾘｽ人だと分かっても、知らん振りしている

ところがあるけどｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は違うわ」 

このｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身の CA の話を聞いて、彼女たちがよく使

う言い回しを思い出した。休憩時間に、 

「You like tea?」 (紅茶いらない?) 

と聞いてくる。今は飲みたくないので、 

「No, Thank you 」 

といって断ると、 

「Are you sure?」 (本当に？) 

とかならず言う。そして 

「I'm sure」 (本当に飲みたくないんだ) 

と答えても、また、 

「Really ?」 (本当に？)   

と言っていた。また、訓練最後の日、修了式のあとで、ｸﾗｽ

全員にお別れの挨拶をしてところ、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ出身のｱﾝﾏﾘｰ

がきて、 

「You miss us?」  

(私たちがいなくなってさびしくない) 

「I miss you all. But I'm OK. 」 

 (さびしいけど、大丈夫だよ) 

「Are you sure ?」 (本当に大丈夫なの) 

「I'm OK.」 (大丈夫だよ) 

「Really ?」 (本当に？) 

と何度も念を押すのだった。「Are you sure ?」は、いろい

ろな場面で使える表現であり、相手のことを思いやる言い

回しなので、覚えておくとよい。だれかがどこかぶつけたり、

転んだりしたとき、「大丈夫かい」と聞いて、「大丈夫」と答

えても、「Are you sure ?」となるのである。 

 

《ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ英語》 

英語と米語が、表現や使う単語に違いがあるように、ｱｲ

ﾙﾗﾝﾄﾞ英語もｲｷﾞﾘｽ英語とやや違う。訓練が始まって最初

の頃、よく分からなかったが、慣れてくると彼女たちの喋る

言葉が、少し違うことに気がついた。しかし、なんとなく違う

ような気がするが、具体的にどこが違うのか分からなかっ

た。休憩時間に、また、英語の話題になった時、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ
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出身の教え子に、 

「君たちｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人の英語は、British 英語と、なんとなく

違うような気がするんだけど」 

「使う単語も少し違います。例えば、“運動靴”のことを、

British は “Trainers” と 言 い ま す が 、 私 た ち は

“Runners”を使います。British 英語では、“戸だな”は

“Cupboard”ですが、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞでは“Press”と言います」 

「発音も違うところがあるのですよ。“Film”のことを、ｲｷﾞﾘ

ｽ人は “ﾌｨﾙﾑ”と発音しますが、多くのｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は“ﾌｨﾘ

ﾑ”と発音してします。th 音もすこし違います。"That"は“

ﾀﾞｯﾄ ”、“Those”は “ﾄﾞｰｽﾞ”にちかい音です」 

英語は、ｲｷﾞﾘｽ人がｱｲﾙﾗﾝﾄﾞに持ち込んできたものであり、

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞには、ｹﾙﾄの流れを組むｹﾞｰﾙ語(Gaelic)がある。

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ英語は、ｹﾞｰﾙ語の中に英語が入ってきて混ざり

合った。そのため、ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ独自の英語表現や発音が形

成されてきた。 

ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、歴史の中で、自分たちの言葉を使うことを

禁止されてきた。しかし自分たちの言葉を忘れないように、

隠れてｹﾞｰﾙ語を伝承してきた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞは、英語国として

知られているが、英連邦から完全独立後、ｹﾞｰﾙ語を国語

として復活させる運動も盛んである。いまや、学校の授業

にも、ｹﾞｰﾙ語の時間が取り入れられている。隠れて自分

たちの言葉を伝承する必要がない時代になったのだ。(参

考 「物語ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞの歴史」波多野祐造著) 

－次ﾍﾟｰｼﾞへ続く－ 
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第 5 章 街に出て 
 

《信号無視》 

訓練の合間の休日には、渋谷や原宿に行っていた。ｼｮｯ

ﾋﾟﾝｸﾞをしたり、ﾌﾞﾗﾌﾞﾗしたりするには楽しい街らしく、よく繰

り出していた。品川からは銀座の方が近いのだが、銀座に

はあまり行くことがないと言う。理由を聞くと、銀座は若い

彼女たちにとってあまり楽しくないらしい。 

ｲｷﾞﾘｽでは、信号は車のために設置されているようなとこ

ろがあり、信号無視して道路を横断している歩行者をよく

見かける。それを見ても、警官は何も咎めない。自分の責

任で道路を横断する。車に轢かれないように自分で注意

する。自分の身は自分で守るというのが、ｲｷﾞﾘｽ人の考え

方になっている。日本人は信号にしたがって道路を渡るが、

ｲｷﾞﾘｽ人は車が来なければ横断してしまう。 

ある朝、朝礼のとき、ﾌﾗﾝﾁｪｽｶが警察官に注意された話

しになった。何人かで連れ立って、土曜日に渋谷へ出たら

しい。信号が、「赤」だったけど車も来ないので横断し始め

た。ちょうど道路の真ん中に差しかかったところ、おまわり

さんにﾋﾟﾋﾟｯ‐と笛を吹かれたそうだ。よくわからないが自分

たちが注意されているようすなので、とにかく元の歩道に

戻った。 

「日本では勝手に横断してはﾀﾞﾒなのですか」 

「歩行者(Pedestrian)も車のﾄﾞﾗｲﾊﾞｰも“信号に従う”という

のが、日本社会でのｺﾝｾﾝｻｽになっているのだ」 

馬車から車社会に移行したﾖｰﾛｯﾊﾟと、駕籠から車社会に

移行した日本では、交通安全に対するとらえ方も違う。馬

はいつ暴走するか分からない。ﾖｰﾛｯﾊﾟ人は、馬がいつ自

分の方に暴走してきてもいいように、心構えをしておかな

ければならなかった。車も、馬と同じく暴走することがある。

暴走することがなかった駕籠文化の日本では、交通事故

に遭うこともなく、自分で自分の身を守る習慣ができてい

ない。  

日本では、信号にしたがって横断していて事故に遭う人

が決して少なくない。小学校の交通教室でも、道路の横断

は、「青は渡れ」「赤は止まれ」と教えている。もう一歩踏み

込んで、横断するときは車が止まるのを確認するところま

で教えるとよい。 

ｲｷﾞﾘｽで信号待ちをしている時、車道に目をやると、

「Look Left」 (左側を見よ)とか「Look Right」 (右側を見

よ)と書いてある。信号を見るより、まずは手前側の車線を

走る車が来る方向を見ることが大切なのだと教えている。

そして、信号が青になればすぐに横断しはじめる日本人と

違って、信号に従っている時でも、ｲｷﾞﾘｽ人は、「赤」で車

が止まるのを見届けてから横断しはじめる。 

 

《日本人の肌》 

誰でもそうだが、自分にないものがあると、人はそれにあ

こがれる。当時、日本の若者たちの間では、髪を茶や金色

に染めるのが流行っていた。欧米人の金髪や栗毛色の髪、

そしてﾌﾞﾙｰやｸﾞﾘｰﾝの瞳は、憧れの的だったのかもしれな

い。また、まわりの人とちょっと違う印象を与えることで、目

立とうとしていたのかもしれない。一方、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA た

ちは、 

「日本人の肌って、とてもきれいなのでうらやましいわ」 

この「きれい」を、彼女たちは Gorgeous(ｺﾞｰｼﾞｬｽ)という言

葉で表現していたのを思い出す。日本人は、黄色人種と

言われているが、彼女たちの目には、日本人の肌はきめ

が細かく、ｺﾞｰｼﾞｬｽに映るらしい。欧米人は、日本人に比べ、

女性はうぶ毛が多いし、男性は毛深い人が多い。肌もあ

まりきめ細かくない。彼女たちもそれを知っている。 

「日本人は、私たちみたいな髪の色に染めて楽しんでいて

羨ましいわ。だって私たちは、日本人のような肌になりた

くても、できないんですもの」。 

 

《こどもが大好き》 

本社見学や都内見学などで、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA を連れて東

京の町に出ることが何度かあった。彼女たちは、街で赤ち

ゃんを見つけると、かならず近寄っていく。そして “So 

cute!”とか“Lovely!”を連発する。他人の赤ちゃんなのに

写真を撮る娘もいる。ｸﾗｽの誰もが、赤ちゃんや小さい子

が好きだという。日本の赤ちゃんや小さな子は、彼女たち

に言わせると、ﾎﾟﾁｬﾎﾟﾁｬしていて何とも言えなくかわいい

そうだ。ﾖｰﾛｯﾊﾟの若い娘たちは、小さな子に関心などない

と思っていただけに、意外なことだった。 

ｲｷﾞﾘｽ人は、元来、動物やこどもが大好きな国民だそうで

ある。こどもを大切にしている。産業革命で国が豊かにな

る前は、こども達は重労働に駆り出され、十分な食べ物も

与えられず、何時間も働かされた時代が長く続いた。貧困

のみならず、衛生状態もよくなく、何度かｺﾚﾗやﾍﾟｽﾄなどの
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伝染病にも見舞われた。1800 年代前半には、1 才から 4

才までの乳児の死亡率は、特に工業地帯では、50%近く

になったという統計もある。小さな子の半分を失った過去

の経験が、ｲｷﾞﾘｽ人をこども好きの国民にしたのかもしれ

ない。 

親が、7 才以下のこどもだけを残して留守にすることを禁

止しているし、こどもを道路で遊ばせてはいけないことにな

っている。こどもの命を社会全体で守っている。 

大事にするが故に、こどもへのしつけもきびしい。他人に

迷惑をかけたり、公共の物を大切にしなかったりした時は、

親のみならず社会全体でこどもに注意をする。話題がしつ

けの話しになったとき、ｶﾚﾝ･M が次の英語表現を教えてく

れた。子供たちが友達の家で食事に招待され、家を出ると

き、母親は子供に向かって、 

「Mind your P's and Q's !」 

とかならず言うそうだ。直訳すると「人さまのところに行って

P と Q を忘れないこと」であるが、意味は「ﾏﾅｰに気をつけ

なさい」ということなのだ。“P”は Please、“Q”は Thank 

you のｷｭｰを意味している。Please と Thank you を必ず

言いなさいとしつけている。 

 

《まわりへの配慮》 

ｲｷﾞﾘｽ人の、まわりの人たちへの心配りには見習うべき

ものがある。他人がいるようなﾚｽﾄﾗﾝや公共の場所などで

は、決して大きな音を出さない。大きな笑い声も上げない。

いつも静かにしているかというと、やはり若い人たちである。

騒ぐのは大好きだ。どのような時に騒ぐかと言えば、たと

えば一部屋を借り切ってのﾊﾟｰﾃｨｰのように、他人の迷惑

にならないときは思いっきり騒ぐ。 

邦人 CA たちと、ときどき食事会や飲み会をすることがあ

った。そして、たいていは、場の雰囲気を盛り上げる娘が

ひとりやふたりはいる。まわりの人たちも、ついつられて、

いつの間にか盛り上がり、他のお客のことは目に入らなく

なる。話し声も一ｵｸﾀｰﾌﾞ上がっていく。日本の町ではよく

見かけるが、外国ではほとんど経験しない光景だ。部下た

ちが楽しんでいるので、まわりの人たちに迷惑にならない

限り、ﾜｲﾜｲさせておくのだが、ときどき「もう少し静かに!」と

注意することがある。 

文化比較研究によると、一般的に、日本人の方が英語国

民より声が高く、音量も大きいそうだ。加えて、日本の若い

女性は、わざと、「少女」のような声を出すことが多い。日

本の男性がそれを好むことが背景にあるようだ。また、腹

式呼吸の英語国民と違い、日本人が胸式呼吸で発声する

から、どうしてもﾄｰﾝが高くなる。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA と邦人 CA

を見ていると、もの静かな話し方をするｲｷﾞﾘｽ人は大人の

女性に見える。日本の若い女性たちが子供っぽく見えるの

も、話し方や話しているときのしぐさに起因しているようだ。 

 

《騒音について》 

音に対する比較研究もされているが、日本人が心地よい

と思う周囲の音は、欧米の人たちには相当うるさく感じる。

家でﾃﾚﾋﾞをみている時の音量もけっこう大きい。駅や列車

のｱﾅｳﾝｽもしつこく感じる時がある。ﾚｽﾄﾗﾝやﾊﾞｰでかかっ

ている BGM の音量もｶﾞﾝｶﾞﾝしている。BGM は Back 

Ground Music であるのに、Back ではなく、Music が前

面に出てしまっている。ましてやﾊﾟﾁﾝｺ屋に入れば、耳をつ

んざくような音が 1 日中聞こえてくる。筆者も、ﾊﾟﾁﾝｺ屋が

嫌いではないのでよく行くが、夢中になると気にならない。

それよりあのうるささがないと今ひとつ気が乗らない。 

騒音に対しては、中国人も似たようなところがある。香港

などの中華料理ﾚｽﾄﾗﾝで食事をすると分かるが、どのﾃｰ

ﾌﾞﾙでもﾜｲﾜｲ言いながら食事をしている。まわりがうるさく

話しが聞こえないので、ついこちらのﾃｰﾌﾞﾙでも大きな声

で喋ることになる。これが中国式食事法なのだ。これに慣

れると、あまり静かすぎると中国料理を食べた気がしなく

なる。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ社会では、騒音に関してはかなりﾅｰﾊﾞｽ(神経質)

なところがある。例えば、夜に洗濯機や掃除機を使ってい

ると、隣人から苦情がきたりする。緊急の場合を除き、他

人の家へ、夜に電話をかけることも非常識とされている。

国によっては、夜半に、車のｸﾗｸｼｮﾝを鳴らしてはいけない

ことになっている。ましてやｱﾊﾟｰﾄなどでは、子供が飛んだ

り跳ねたりしていると、昼間といえども階下の住人がすっ

飛んでくる。このように、欧米社会では静寂さを大切にし、

お互いに騒音で迷惑をかけないようにしている。 

 

《歩き方と足音》 

街中や電車の中で気になるのだが、日本の高校生や若

い人は、かかとを引きずった歩き方をする。そのような歩き

方をすると、足音がだらしなく聞こえる。大人でも引きずっ
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て歩いている人を見かけることがある。 

「日本人の歩き方って、なんだか幽霊が歩いているみた

い」 

欧米に行くﾁｬﾝｽがあったら、旅行の先々で、人間ｳｫｯﾁﾝｸﾞ

をしてみてほしい。できれば日本人観光客とその国の人の

歩き方を見比べてみるとよい。日本人はひざをよく上げな

いで歩いている。一方、欧米人はひざをしっかり上げて歩

く。欧米人からみると、日本人の歩き方は、欧米の幽霊を

連想させるようだ。日本の幽霊は足がないが、欧米の幽

霊には足がある。そして、幽霊は、かかとを引きずったよう

に歩く。 

これはﾀﾀﾐ文化とｲｽ文化の違いからきている。ﾀﾀﾐ社会で

育った日本人は、ﾀﾀﾐを歩くときには「すり足」という歩き方

をしてきた。着物を着ているため、ひざを上げることは作法

に反していた。そして、ｿﾞｳﾘ・ｹﾞﾀ文化である。ｹﾞﾀでの歩き

方は、ｶﾗﾝｺﾛﾝと音を立てるのがｹﾞﾀらしい。ｿﾞｳﾘはかかと

をすりながら歩く。ｸﾂ文化の国々では違う考え方をしてき

た。加えて、音に対する感覚の違いがあり、欧米では、ｶｶﾄ

を引きずっているような音を出さないようにしている。 

 

《走る》 

日本人はよく走る民族のようだ。日本の中にいると、あま

り気にならないが、欧米社会に行くと分かる。ﾎﾃﾙのﾛﾋﾞｰ

で、部屋に忘れ物をしてきたと言っては、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰに向か

って走っていく日本人旅行者をよく見かける。日本人が走

るのを見て、欧米人は何か大変なことが起きたのではない

かと心配する。欧米人は火事でも起きないかぎり走らな

い。 

邦人CAのたまごたちも、廊下を走っているのを見かける。

その都度、「走るな!」と注意する。会社の中で走るのは、

仕事の準備や手順が十分でないからだ、と教えている。忘

れ物をするのも同じだ。 

ｲｷﾞﾘｽや他のﾖｰﾛｯﾊﾟでは、紳士や淑女たる者は走って

はいけない、と教育されている。紳士たる者は、どんなこと

が起きてもあわてずに、冷静な判断とともに、落ちついて

行動することが要求されている。女性が走るのも、大人と

して、はしたない行為と見なされる。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地CAたちも、

廊下を走ることはしなかった。 

 

 

《日本人は白い車が好き》  

日本人は、一般的に清潔好きな国民と言われている。そ

して、「好きな色は?」と聞かれて、「白」と答える日本人が

多いことも統計に出ている。ｶﾚﾝが風邪で授業を欠席した。

そのため、放課後 1 人残させて補講することになった。補講

が終わる時間帯には、当時の訓練所から京浜急行の旧羽

田駅まで行くﾊﾞｽは終わってしまっている。筆者は通勤に車

を使っていたので、途中、寮でｶﾚﾝを降ろしてから帰宅するこ

とにした。 

教官の車に乗っているからか、男性の車に乗っているか

らか、やや緊張気味だったｶﾚﾝが独り言のように 

「日本って白い車が多いのね」 

とﾎﾟﾂﾘと言った。当時、筆者の車も白色だった。確かに自

家用車は白が多かった。経済誌で、車の色について興味

ある記事を読んだばかりだった。その記事では、日本では

景気のよい時は、白い色の車がよく売れると書いてあった。

その記事のお陰で、日本人は白を好むことや、景気がよ

い時は白色の車が売れることを、ｶﾚﾝに解説できた。その

後、街中を走る白色の車がどのくらいの割合なのか調べ

てみたが、自家用車の10台中5台前後(当時)が白い色を

していたのを思い出す。最近は、当時に比べると白い車は

めっきり減ってしまった。景気が悪くなると、同じ車の所有

期間も長くなるので、白系よりﾀﾞｰｸ系の車が売れるようだ。

それでも、ﾖｰﾛｯﾊﾟの国で走っている白色の車の数に比べ

ると、ｹﾀはずれに多い。 

 

《ﾖｰﾛｯﾊﾟの自動車》 

ﾖｰﾛｯﾊﾟといっても暖かい国もあれば、平均気温が低い国

もあるので、一概には言えないが、ﾖｰﾛｯﾊﾟの町では白色

の車が似合わない。特に、空がどんよりした冬場には、白

色は雲の色と同系色になるので映えないし、くすんで見え

てしまう。白は青空に合う色である。ｲｷﾞﾘｽやﾌﾗﾝｽで見る

のは、濃い色の車が圧倒的に多い。 

 

《日本のﾃﾞﾊﾟｰﾄ》 

訓練合間の休日には、日本のﾃﾞﾊﾟｰﾄにも行った。日本の

ﾃﾞﾊﾟｰﾄも、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA にとって、何か異文化を感じる場

所らしい。 

「日本のﾃﾞﾊﾟｰﾄでは、中に入ると、案内係の人がお辞儀を

して挨拶をしてくれます」 
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「ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの中にも案内の女性がいて、いろいろ説明して

います」 

ﾛﾝﾄﾞﾝにも、Harrods、Liberty's 、Mark & Spencer、

Selfridges など、高級品を扱うﾃﾞﾊﾟｰﾄから大衆的なﾃﾞﾊﾟｰﾄ

まである。しかし、現在ﾛﾝﾄﾞﾝのﾃﾞﾊﾟｰﾄでは、入口に入って

も誰も挨拶をしてくれないし、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰｶﾞｰﾙもいない。 

ｲｷﾞﾘｽ人作家のｼﾞｪﾌﾘｰ･ｱｰﾁｬｰが、「ﾁｪﾙｼｰ･ﾃﾗｽへの

道」(As the crow flies) という本を書いている。1900 年代

初頭に、ﾛﾝﾄﾞﾝの下町から身を起こしﾃﾞﾊﾟｰﾄ王になった主

人公を描いた物語だ。この本を読むと、ｲｷﾞﾘｽのﾃﾞﾊﾟｰﾄも、

当時は高級感を売りにしており、中産階級以上の顧客を

相手にしていた様子がうかがえる。昔は、ﾛﾝﾄﾞﾝのﾃﾞﾊﾟｰﾄ

にもﾄﾞｱｰﾏﾝや案内係もいたようだ。それが時代とともに大

衆的になり、経営の効率化が求められ、余分な人員の配

置はしないようになってしまったらしい。その点、日本でも

ﾃﾞﾊﾟｰﾄは大衆化したが、同じ大衆といっても、日本人は中

産階級意識がつよい。それらの顧客を相手にしている日

本のﾃﾞﾊﾟｰﾄは、信用と格式を重んじていないと、消費者に

ｿｯﾎﾟを向かれてしまうので、適度に高級感を維持している。

案内係もｴﾚﾍﾞｰﾀｰ係もそれらの役割を担っている。 

因みに、ﾁｪﾙｼｰ街というのはﾛﾝﾄﾞﾝの中でも高級住宅地

として有名な場所である。 

 

《いらっしゃいませ》 

授業の合間に、日本の印象について意見を述べさせた。

人々がぶつかってくることや、電車に乗るときに押されて

戸惑ったりもしていたが、感心することもけっこうあったよう

だ。その一つに、「日本では、店員がﾆｺﾆｺしていてうれし

そうに働いている」というのがあった。 

「日本では、どの店でも店員がｽﾏｲﾙするし、客に "いらっ

しゃいませ" と挨拶しています。みんなﾊｯﾋﾟｰそうに働い

ているのでうらやましいです」 

「日本の店員は元気です!」 

確かに、ﾃﾞﾊﾟｰﾄをはじめ、一般の商店でも、店員は愛想が

よいし、客が店に入ってくると、「いらっしゃいませ」と言う。

銀行でさえも、「いらっしゃいませ」と言っている。そしてﾆｺ

ﾆｺしながら応対している。 

ﾛﾝﾄﾞﾝでﾃﾞﾊﾟｰﾄに入っても、誰も「いらっしゃいませ」とは

言わない。ﾚｽﾄﾗﾝでは、「Good afternoon !」や「Good 

evening !」とか「How are you, today ? sir.」とは言うが、

「いらっしゃいませ」に相当する表現を使うことはない。まし

てや、両替するために銀行に入っていっても、「Hello!」の

一言もなく、事務的な言葉だけで終わってしまう。日本人

旅行者が、ﾖｰﾛｯﾊﾟの町々で買い物をして感じるのは、店

員の愛想のなさである。特に、有名ﾌﾞﾗﾝﾄﾞを扱っている店

の店員は、「簡単に笑顔は見せないわよ」といわんばかり

だ。日本人から見ると、日本人が相手だから愛想がないの

かしらと思ってしまう。欧米では、知らない相手にやたらと

ﾆｺﾆｺしないことは前にも書いた。お客になる人なのか、た

だのひやかしなのか分からないうちは、店員にとって利害

関係のない相手なので、やたらとﾆｺﾆｺしない。店員の愛

想のなさは、ｲｷﾞﾘｽだけでなくﾖｰﾛｯﾊﾟではどの国でも同じ

ような傾向にある。 

 

《ｶﾞｲｺｸｼﾞﾝとｶﾞｲｼﾞﾝ》 

みなさんが「ｶﾞｲｼﾞﾝ」というとき、どの国の人をさしますか。

ｱｼﾞｱの国の人達を呼ぶとき、私たち日本人は、「ｶﾞｲｼﾞﾝ」と

いう言葉を使っているだろか。私たちが「外人」という漢字

をみたり、「ｶﾞｲｼﾞﾝ」と呼んだりするとき、そのｲﾒｰｼﾞは、欧

米人が対象になっていることが多い。 

これは、歴史と関係がある。特に、大日本帝国時代に関

係があるようだ。昔の日本にとっては、東南ｱｼﾞｱのほとん

どの国は、大東亜共栄圏の一員であり、身内と考えてい

た。 

一方、日本にとって欧米諸国は、身内ではなく、外の人で

あり、日本人と考えを異にするｺﾝﾄﾛｰﾙできない人たちだと

考えていた。「外人」ということばには、そのような響きが含

まれている。「ｶﾞｲｼﾞﾝ」という言い方は、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA が、

一番嫌いな日本語だった。そして、誰も教えていないのに、

覚えた言葉なのだ。 

「どうして日本人は私たちのことを“ｶﾞｲｼﾞﾝ”と呼ぶのです

か」  

「･･･」  

「私たちの国では、“ｶﾞｲｼﾞﾝ”という言い方をしません。あえ

て他国の人を指す時には、どこどこの国の人と呼びま

す」 

と、よく言われた。確かに、外国を旅行していると、旅で一

緒になった人や、おみやげ屋の人に、「あなたは日本人

か」とよく聞かれる。 

そして、日本人は、「ｶﾞｲｼﾞﾝ」と呼ぶだけではなく、宇宙人
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がきたというような目で必ずｼﾞﾛｼﾞﾛと見る(Stare at)らしい。

街の中でも、会社の中でも、同じ経験を味わっていた。濁

音が入ったこの言葉の響きも、聞いている彼女たちにとっ

ては、あまり気持ちのよいものではなかった。 

私たちは、「ｶﾞｲｼﾞﾝ」という言葉を、何気なく使っている。

意図がないのであれば、「外国からきた人」という意味で

「ｶﾞｲｺｸｼﾞﾝ」の方を使ったほうがよい。ﾃﾚﾋﾞを見ていると、

一部のﾀﾚﾝﾄは平気で使っているが、放送ｺｰﾄﾞでは、「ｶﾞｲ

ｼﾞﾝ」は差別用語なので使わないようにしている、と聞いて

いる。 

 

《ｼﾞﾛｼﾞﾛ見る》 

無意識のうちに、内と外を区別してしまうのは、日本人の

昔からの癖になっている。昔の日本では、村人はお互い

共同運命体として助け合いながら生きてきた。村の掟がつ

くられ、それを破る者は村八分にされた。よそ者が入って

いくのは難しく、村人たちはよそ者に対して一種の警戒感

を抱いていた。よそ者が来ると、村人たちは、そのよそ者

を村に迎え入れてもよい人物かどうか品定めをする。 

時代が変わっても、日本人の意識の中には、身内意識

は強く残っている。国際化が進んだ現代でも、日本人は、

同胞を信用するが、価値観の違う外国人に対しては色ﾒｶﾞ

ﾈをかけて見てしまう。悪い言い方をすれば、外国人は信

用できない、と思っているﾌｼがある。そこで、外国人を見る

と、つい品定めのためにｼﾞﾛｼﾞﾛ見てしまう。 

訓練の休みを利用して、ｸﾗｽの何人かが箱根へ日帰り旅

行に行ってきた。その次の月曜日の授業の合間に、隣のｸ

ﾗｽのｱﾘｽﾝが、 

「箱根旅行の途中、電車の中でも、旅先でも、日本人にｼﾞﾛ

ｼﾞﾛ(They stared at us)見られるし、子供たちは私たちを

指さしました。とても不愉快な思いをしました。日本では

他人をｼﾞﾛｼﾞﾛ見るのは失礼なことではないのですか」 

と強い口調で言ってきた。 

「まだ日本では、欧米の若い女性を見ることはあまりない

のだ。それに皆が魅力的なので ついｼﾞﾛｼﾞﾛ見てしまっ

たんだと思うよ。ﾏｽｺﾐの取材があったように、君たちは、

日本ではまだまだ、めずらしい存在なんだ」 

外国人があまりいないﾊﾟｷｽﾀﾝのような国では、街を歩い

ていると、日本人がめずらしいのか、ｼﾞﾛｼﾞﾛ見られること

があった。しかし、ﾖｰﾛｯﾊﾟやｱﾒﾘｶでは、そのような経験は

ない。へたすると、ﾛﾝﾄﾞﾝやﾆｭｰﾖｰｸの街で、ｲｷﾞﾘｽ人やｱﾒ

ﾘｶ人に道を聞かれる。 

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちが入社してまもない頃、社内の人達で

さえ、訓練を受けている彼女たちを見学にきた。「彼女たち

がｲｷﾞﾘｽ人なんだ !」と話しているのをよく耳にした。現場

の邦人CAたちも、最初のうちはﾛﾝﾄﾞﾝ基地CAと同乗する

とき、仲間というよりは、宇宙人でも見るような目で見てい

た。しかし今では、彼女たちを好奇の目で見る者はだれも

いない。だれも見向きもしない。これと同じように、日本も、

訪日外国人が年間 1900 万人(2015 年現在) を越える時

代になり、外国人をｼﾞﾛｼﾞﾛ見る人は少なくなってきている。 

 

《ぶつかっても謝らない》 

「街を歩いていると日本人がぶつかってくる」というのも、

彼女たちにとってあまり愉快なことではなかったらしい。 

日本人はとにかくよくぶつかってくるらしい。欧米人は、

前方に人がいると、ぶつからないようにと、方向を変える

動作が、日本人に比べ早いそうだ。日本人はぎりぎりまで

他人との接触を回避しない。寸前で避けようとするが、結

局ぶつかってしまうらしい。 

日本人は、狭い国土に住んでいるせいか、毎日満員電

車に乗っているせいか、他人と接触することをあまり気に

かけていないところがある。ぶつかっても、ｺﾜｲお兄さん達

以外は、文句も言わない。ぶつかられて手に持っていたも

のを落とされても、しょうがないなという顔をして拾ってい

る。 

他人にぶつかって一言も謝らないのは、彼女たちの社会

では考えられない。他人にぶつからないようにするのは、

欧米では大切なﾏﾅｰになっている。ましてや、ぶつかって

しまったら、"Excuse me."とか"Pardon me."といって謝る

のが、当然のこととなっている。ぶつからないようにすべき

であるのに、それができなかったのだから謝る。欧米の街

を歩いていると、ちょっとでも身体に触れられることがある

と"Excuse me."と謝られる。ぶつかった方もぶつかられた

方も、お互い謝っている姿をみる。 

 

《他人に触れるのはﾀﾌﾞｰ》 

当時の京浜急行は、今と違い、品川方面から羽田空港

行きの直行電車はなかった。訓練中のﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たち

は、蒲田駅で空港線に乗換えて羽田まで通っていた。北
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品川駅から蒲田駅までは、下りなので混雑はさほどでもな

い。ところが、蒲田・羽田間の空港線は、車両の数も少なく、

空港関係者の通勤でとても混んでいた。 

大半の教官は、授業の準備があるため早めに出社する。

ところが、一番年上のｱﾚｯｸｽや CA 経験があるﾙｲｰｽや元

OL のﾌｨｵﾅが、教官たちより早く出社している。あるとき聞

いてみた。 

「どうして、早くきているのかﾈ」 

よく聞いてくれましたとばかりにｱﾚｯｸｽが、 

「通勤電車(Commuter train)が混むので、早い時間の

Train に乗っています。乗車するとき、日本の通勤者

(Commuter)は、私たちを押します(触ります)。我慢でき

ません!」 

 

《ｿﾚﾊ侮辱ﾃﾞｽ》 

訓練中に、「他人に触れる」問題でﾄﾗﾌﾞﾙが起きた。授業

は、他の教官にお願いすることもある。そこである教官の

行動が、授業を一時ｽﾄｯﾌﾟさせてしまったのだ。食事ｻｰﾋﾞｽ

の実技訓練の時、CA 役をしていたｼﾞｬﾈｯﾄのｻｰﾋﾞｽが、何

かもたついていた。くだんの教官はｲﾗｲﾗして、私が見本を

見せるから後ろに下がっていなさいと言って、ｼﾞｬﾈｯﾄの袖

をつかんで後ろに下がらせた。邦人 CA であれば、自分が

できなかったのだからしょうがないか、少し気恥ずかしいな、

と思いながらも後ろに立って教官の手本を見ている。 

ｼﾞｬﾈｯﾄはまったく違った反応を示した。教官が袖を引っ

張り、侮辱したということになってしまった。本人は、侮辱さ

れたと思い、その場で泣き出してしまった。くだんの教官も

ﾋﾞｯｸﾘしてしまい、どう取りなししてよいのか困っている。 

筆者は、たまたま授業がなかったので、自分のｸﾗｽの人

たちが、しっかりとｻｰﾋﾞｽ実技を身につけているか様子を

見ていた。授業が中断してしまったので、ｼﾞｬﾈｯﾄをﾓｯｸｱｯ

ﾌﾟから連れだし、別の場所に移動し、落ちつくのを待って

話を聞いた。彼女がいうには、自分はいろいろ考え工夫し

ながらｻｰﾋﾞｽを行っていた。それなのに、皆の前で袖を引

っ張られ、侮辱され、人格を無視された、というものだっ

た。 

くだんの教官が、袖を引っ張ることなく、「自分が手本を

見せるから、見ているように」と説明していれば、このよう

なことは起きなかった。他人に触れることが、侮辱にまで

発展することがある、というよい見本となった。 

電車のなかで他人に触れられることも、袖を引っ張られ

ることも、欧米人にとっては我慢のならないことなのだ。そ

こで、社内の掲示板に次のような案内が出た。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 日本では、「ねぇ－、ねぇ－、ちょっと聞いてよ。 

彼ったらさあ・・・」と言っては、友達の肩をﾎﾟﾝと叩いたりす

る。機内でも、「ｼﾞｭﾘｱﾝ、ちょっと、これやってくれる」と言い

ながら、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちの背中をﾎﾟﾝとやる。邦人 CA

たちは、この行為に親しみを込めているのだが、相手はﾄﾞ

ｷｯとしている。 

欧米では、相手の身体に触れるだけでなく、相手の持ち

物や衣服に触れることもﾏﾅｰ違反となる。日本人は、「あな

たのﾊﾞｯｸﾞ、すてきね」と言いながら、相手のﾊﾞｯｸﾞを勝手に

触ることがある。くれぐれも注意を･･･。 

 

《Good は普通》 

訓練生がうまくできなかった時、教官としてどのような態

度をとればよいか、いろいろ調べた。訓練生たちが、うまく

できた時のほめ方も、知っておく必要がある。日本の感覚

では、訓練生がうまくできても、「悪くなかったよ」「まあまあ

だったよ」程度の言い方で終わることが多い。そして、訓練

生の方も、それを肯定的評価としてとらえる。小学校の生

徒が相手ならいざしらず、社会人である CA のたまご達に

対して、面と向かって、「よくできました」とはあまり言わな

い。教官の方も、訓練生だからこの程度だろうくらいに思っ

ている。 

「悪くなかったよ」を英語に訳すと "Not bad"となる。 

"Not bad"は、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人の感覚では「良い」という評価に

はならない。これを聞いて、ちょっとしょげている。 

「まあまあできたな」と思って"Good"と言うこともあった。

ところが、彼女たちの感覚では、"Good"は「普通」評価に

近い程度なのだ。本当によくできたと思ったときは、

―ﾛﾝﾄﾞﾝ基地乗務員からのお願いー 

私たちの社会では、他人に触れる

ことは、とても失礼な行為となって

います。私たちﾛﾝﾄﾞﾝ基地 Crew

も、他人から触れられることに慣れ

ていません。どうかお願いです。仕

事中に私たちに触らないようにして

ください。 
 



 
66 

"Good" に "Very" を 加 え て 、 "Very Good" も し く は 

"Excellent"と言わなくてはならない。"Good"を使って、 

「よかったよ」 

と伝えると、 

「どうすれば "よくできた" と言ってくれるのですか」 

という質問が飛んでくる。欧米社会での評価は、

Poor-Fair-Good-Very Good-Excellent の順になってい

る。"Good"は 5 段階評価法では普通評価となるのだ。 

 

《人間(じんかん)距離》 

欧米人と接するとき、「欧米人は、日本人より安全空間が

広い」ことを知っていたほうがよい。 

 人間は、他人があまり近づくと落ちつかなくなる。公園の

ﾍﾞﾝﾁで、1 人で座っているところに、すぐ横に他人が座った

ら、誰でも、その人との間に距離をおこうとする。 

よく見ていると、ｲｷﾞﾘｽ人は、握手が終わると、一歩引い

て立ち、相手と話しをしている。日本人は握手をした後、そ

のままの位置に立っている。ｲｷﾞﾘｽ人と日本人が握手をす

ると、ｲｷﾞﾘｽ人は、日本人が近づいたままでいるので落ち

つかなくなる。 

欧米人にとって、腕を伸ばしてぐるりと回した範囲が、自

分たちにとっての最低限の安全空間と考えている。そのた

め、その安全空間の中に、他人が入ってくると落ちつかな

くなる。できればもう少し離れてくれればとよいのに、と思っ

ている。もちろん、これは他人同士の話しであって、恋人

同士や家族の場合は、この空間距離はせまくなる。 

欧米では、恋人同士や家族同士で抱き合っている姿をみ

る。欧米人は、無記名の他人との距離はある程度保って

いたいと考えている。一方で、身内同士の距離は近く、接

触度も多い。日本人は、他人との距離はあまり気にならな

いが、身内との距離も欧米人に比べ広く保つ。接触度も少

ない。 

欧米人は、電車の中でも、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの中でも、混んでい

てもできるだけ他人に触れないように努力する。電車の中

で、座っている乗客の両足の間に、立っている人の足が入

り込むなどということは考えられないことなのだ。 

  

《丈とﾌｨｰﾄ》  

ﾄﾞｲﾂ哲学者の大橋良介氏によると、たたみ一畳は、ひと

りの人間が寝起きするのに必要な最低限の広さだそうだ

(『日本的なもの ﾖｰﾛｯﾊﾟ的なもの』大橋良介著 新潮選

書)。「ｲﾁｼﾞｮｳ」の「ｼﾞｮｳ」を表す漢字は「丈」であり、昔の日

本男子の身長を意味していた。日本人は、この一枚の畳

の広さを基本に、室内空間を作ってきた。四畳は、4 人の

大人が生活するのに、最低限必要な広さである。ちょっと

手を伸ばせば物がとれるし、お互いがぬくもりを感じる広さ

なのだ。ただし、四畳ではゆとりがなく、お互いｷﾞｽｷﾞｽして

しまうので、こたつ分の半畳を加えることによって、お互い

の "間" とった。この四畳半が、日本人にとって落ちつく広

さなのだ。長い間、このような生活をしてきたところに、日

本人の空間感覚がある。 

一方、欧米人の空間の広さは、Foot の複数形であるﾌｨｰ

ﾄ(Feet)で測られる。ﾌｨｰﾄは人間の歩幅をもとにした単位

である。ﾌｨｰﾄ法による家屋は、立って生活する空間である。

立って生活するには、それなりの広さが必要となる。この

ような家屋で育ってきた欧米人の生活空間は、日本人より

広いことが容易に想像つく。 

加えて、ﾖｰﾛｯﾊﾟ大陸は陸続きであり、常に他民族が侵入

してくる危険があった。何度も繰り返すが、その歴史は、侵

略したりされたりの繰り返しであった。他民族に対する警

戒心 (身の安全に対するとらえ方) は、日本人が持ってい

る感覚とかなり違う。 

  

《ｴﾚﾍﾞｰﾀｰの中で》 

ｱﾒﾘｶでよく経験することだが、ｴﾚﾍﾞｰﾀｰに乗り合わせたｱ

ﾒﾘｶ人同士が、お互い見ず知らずの間柄でも、"Good 

morning!" とか「ﾊｲ!」と言葉を交わしている。多民族が集

まったｱﾒﾘｶ人の生活の知恵といえる。 

単一民族で形成されてきた日本では、他人に対する警戒

心はうすい。征服された経験がないため警戒することに慣

れていない。同じ日本人同士ということで、「私はあなたの

敵ではない」ことを表現する必要などなかった。 

ﾖｰﾛｯﾊﾟやｱﾒﾘｶでは、状況が日本とは違う。人種の違う人

たちが大勢いる。人種が違えば価値観も違う。多様な価値

観の人種が集まっている国では、お互いに敵でないことを、

いつも表現していなくてはならない。知らぬ同士でも挨拶

の言葉を交わす。言葉だけではなく動作でも表す。ｴﾚﾍﾞｰﾀ

ｰの中で目が合うとほほえんだりする。日本の社会では、ｴ

ﾚﾍﾞｰﾀｰの中で目があっても、見知らぬ人には無表情であ

る。 
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これは習慣であり、ﾏﾅｰに近いものとなっている。日本人

が海外に出るときは、自分たちの生活習慣をそのまま持

ち込まないほうがよい。いつもﾆｺﾆｺしている必要はないが、

相手がﾆｺｯとしたら「ほほえみ返し」ができるようになれると

よい。 

一方、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人は、ｱﾒﾘｶ人ほど愛想よくしているのを見

かけない。どちらかというと無表情でいる。異民族に対して、

この人は敵かもしれない、と無意識のうちに緊張している

のかもしれない。 

 

《ﾄﾞｱｰがﾊﾞｯﾀﾝ》 

日本でも、欧米式に押したり引いたりして開けるﾄﾞｱｰが

多い。ところが、日本では、開いたﾄﾞｱｰを後の人のために、

しばらく手で押さえることをしない。手を放してしまうので、

次の人は閉まりかけたそのﾄﾞｱｰをふたたび開けて出入り

することになる。押して開けるﾄﾞｱｰの時、ﾍﾀすると、前の人

が解き放ったﾄﾞｱｰが、自分のところめがけて勢いよく向か

ってくることがある。 

欧米では、後ろに人がいるときは、開けたﾄﾞｱｰをしばらく

手で押さえ、そのまま次の人に渡すのが習慣(ﾏﾅｰ)になっ

ている。次の人は、前の人に「ｻﾝｷｭｰ」と言いながら、ﾄﾞｱｰ

を引き継ぐように開けたまま押さえる。次の人は、その次

の人のためにﾄﾞｱｰを開けたままで押さえている。人の流れ

が続いている限り、この動作が繰り返される。 

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA も、街でﾃﾞﾊﾟｰﾄやﾚｽﾄﾗﾝに入るときは、同

じようにしている。かならず次に入ってくる人がいないかを

ふり返って確認している。後ろに人がいれば開けたﾄﾞｱｰを

そのまま押さえているし、いなければﾄﾞｱｰを放す。 

ところが、自分たちの習慣が日本でも行われていると思

い、そのつもりでいると、前の人はさっさと行ってしまい、ﾄﾞ

ｱｰが勢いよく閉まりかけてくる。「ｵｯﾄ!」と言いながら、ﾄﾞｱｰ

がぶつかって来そうになるので押し止める。ある CA は、

閉まりかけるﾄﾞｱｰで思いっきり高い鼻を打ってしまった。 

元来、日本の家屋は、玄関にしてもふすまにしても、戸を

横にｽﾗｲﾄﾞさせて開閉する方式になっている。ﾄﾞｱｰというよ

り「戸」という感覚である。ﾄﾞｱｰは押し開けるものであり、横

に開けるのを英語では、あえて「ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ･ﾄﾞｱｰ」と呼ぶく

らいだ。日本の家屋の影響もあり、日本では「ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞ

ｱｰ」もかなりあり、それを自動ﾄﾞｱｰ化している建物も多い。

欧米型のﾄﾞｱｰを設置しているのは、洋風住宅やﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ

などで見かける。反対に、欧米ではｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱｰをほと

んど見かけない。見かけるのは押し開け式のﾄﾞｱｰか、ﾎﾃ

ﾙなどにある回転式ﾄﾞｱｰ(Revolving Door) である。日本

では、洋式ﾄﾞｱｰは取り入れたが、その背景にあるﾄﾞｱｰ文

化までは取り入れきていない。また、日本人のせっかちな

性格も、次に続く人のことまで考える余裕はないのかもし

れない。 

 

《定時運行》 

日本の印象は、と聞かれて、彼女たちは、 

「日本では列車の運行時間が正確である」 

と答える。ｲｷﾞﾘｽでは、日本に比べ列車が遅れることが多

いらしい。特に、中長距離列車がよく遅れるらしい。 

授業の合間に、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちは、東京郊外の鎌倉

や日光や箱根に足をのばしていた。東京駅から横須賀線

に乗ったり、新宿まで出て小田急ﾛﾏﾝｽｶｰで湯本まで行き、

そこから箱根登山鉄道に乗換えたり、浅草から東武ﾛﾏﾝｽ

ｶｰ(ｽﾍﾟｰｼｱ)に乗ったりした。外国で、1 人で鉄道を利用で

きるようになったら旅行者として一人前であると、前にも書

いた。外国人旅行者にとって電車に乗るのは、停まる駅の

ことや時刻のことが不安である。日本の郊外型電車は、外

国人の利用頻度も多くないためか、電車の行き先表示が、

英語で書かれていることは少ない。英語で書かれていても、

電車の行き先と自分の行き先が違うことの方が多い。この

電車は、自分が目指している駅に停まるのだろうかと不安

になる。 

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちも、ちょっとした旅行で電車に乗る時

は、時刻表をたよりにせざるを得ない。そして、降りる駅は、

何番目の駅かをも調べておく。日本では、電車が正確に

出発するので、大いに助かるそうだ。 

 

 

《ｶﾗｵｹ》 

ﾊﾟﾘ滞在中に TV を見ていたら、ﾌﾗﾝｽ語で”ｶﾗｵｹ”と言っ

ていたのを耳にした。東南ｱｼﾞｱの国々では、繁華街のい

たる所にｶﾗｵｹの看板がでている。最初の頃は、日本人駐

在員が利用していたが、最近は、その国の人々もｶﾗｵｹが

すっかり気に入っているようすだ。その国で流行っている

曲を用意しているｶﾗｵｹ店が増えている。 

翌年、5 期を担当したとき、「ｶﾗｵｹに行ってみたい」という
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ので、何人かのﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA を、寮近くのｶﾗｵｹｽﾅｯｸに

連れて行った。日本のｽﾅｯｸは、ｲｷﾞﾘｽではﾊﾟﾌﾞにあたる。

ﾊﾟﾌﾞというと、少し背の高いﾊﾞｰｶｳﾝﾀｰで飲物を注文し、受

け取って自分たちのﾃｰﾌﾞﾙで飲む。ｶｳﾝﾀｰで立ったまま飲

んでいる人も多い。日本のｽﾅｯｸは、ｶｳﾝﾀｰは低く、中にい

るのはﾊﾞｰﾃﾝﾀﾞｰではなくﾏﾏさんが多い。お客には、飲物

だけではなく、手料理も提供し、ときに、おふくろや女房の

代わりをつとめてくれる。それを売り物にしているところが

多い。 

ﾏｲｹﾙ、ｱﾝﾏﾘｰ、ﾎﾟｰﾗ、ﾏﾘｰと 5人でｽﾅｯｸに入った。ｶｳﾝﾀ

ｰに座ると、外国人の客を迎えるのが初めてなのか、「あら

どうしよう!」という顔をしている。 

「実は、日本に来たばかりなのだが、ｶﾗｵｹに興味があると

いうので連れきた。よろしく」 

と云うと、 

「外国人もｶﾗｵｹに興味があるの?」 

と、うれしそうに歌詞ｶｰﾄﾞを持ってきてくれた。 

最近のｶﾗｵｹでは、ﾋｯﾄﾁｬｰﾄに入るような、外国の最新曲

も用意してあり、英語でも歌えるようになっているところが

多い。当時、街中のｽﾅｯｸでは、若い外国人向けの曲など

用意していない。1960 年代に流行したﾋﾞｰﾄﾙｽﾞやﾌﾟﾚｽﾘｰ

の曲くらいだった。それでも、居合わせた客たちがｶﾗｵｹで

歌っているのを見て、自分たちも歌ってみるという。ﾋﾞｰﾄﾙ

ｽﾞﾅﾝﾊﾞｰは、いまではｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ曲になっている。ｲｷﾞﾘｽ人

なら誰でも知っているようだ。筆者も若いころよく歌った。ﾏ

ｲｹﾙが「ｲｴｽﾀﾃﾞｨ」にするという。ﾏﾏさんが準備をしてくれる。

なつかしい曲が流れてくる。 

 “Yesterday, all my troubles seemed so far away. 

Now it looks as though they're here to stay. Oh, I 

believe in yesterday."   

ところが、ｶﾗｵｹも慣れが必要なのだ。音をとるのがむず

かしい。ｷｰが日本人用になっているらしい。ﾏｲｹﾙのｷｰとｶ

ﾗｵｹのｷｰが合わないらしく、なかなか音が取れない。聞い

ていて何か変なのだ。もう一度、やってみたがやはりﾀﾞﾒ。

そこに居合わせたﾋﾞｰﾄﾙｽﾞ育ちらしい客が、一緒に歌って

くれるという。出だしを彼にﾘｰﾄﾞしてもらったところ、今度は

うまく歌うことができた。 

 

宴会文化の日本で育ったｶﾗｵｹは、ｶﾗｵｹの騒音を気に

するよりも、思いっきり歌うことによって、ｽﾄﾚｽ解消ができ

るため、人々に受け入れられている。騒音をあまり気にし

ない東南ｱｼﾞｱの国々でも受け入れられている。 

ｲｷﾞﾘｽのﾊﾟﾌﾞやバ－で飲むことがあるが、どこもﾜｲﾜｲｶﾞﾔ

ｶﾞﾔと騒々しいということはない。みな静かに飲んでいる。

あちこちのﾃｰﾌﾞﾙで話しをしているのだが、静かなのだ。ﾛ

ﾝﾄﾞﾝ滞在中、邦人 CA たちと飲みにいって、つい大きな笑

い声をあげてしまう。すると、たいていｼﾞﾛｯと冷たい眼差し

を向けられる。 

このような社会でｶﾗｵｹ文化が育つか、楽しみにしている。

ﾖｰﾛｯﾊﾟ人の、静粛さを好む部分とｽﾄﾚｽと発散したい部分

の綱引きがしばらく続きそうだ。一つ言えることがある。そ

の後、1000 人近くのﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA が誕生しているが、ｶﾗ

ｵｹをうまく歌える人が増えているのは確かだ。 

 

《香典袋》 

機内の仕事だけでなく、外国人 CA たちに、もっと日本の

日常生活を知ってもらおうと、訓練部長の発案で、「ﾎｰﾑﾋﾞ

ｼﾞｯﾄ(Home Visit 家庭訪問)」をすることになった。週末に、

訓練部の教官や課長の家に招いて、それぞれの町の様

子を案内したり、日本の家庭料理をご馳走したりした。発

案者の部長も、先頭に立って、何人もの訓練生を招待して

いた。 

月曜日の朝、教官室にいると、週末にﾎｰﾑﾋﾞｼﾞｯﾄをしてき

た訓練生がやってきた。先週、自分たちを招待してくれた

教官に、これを渡して欲しいと香典袋を差し出したのだっ

た。香典袋を出されたので、不審に思い尋ねてみると、袋

の中には、ﾎｰﾑﾋﾞｼﾞｯﾄの礼状が入っていると言う。 

「きみたち、これをどこで買ってきたんだい」 

「会社の生協の売店で見つけました。赤い色のものと黒い

色のものがあったのですが、黒い方が、品がよかったの

で、お礼状を入れるには黒い方がよいと思って買ってき

ました」  

「これはね、香典袋といってね、葬式に参列するときに、中

にお金を入れて差し出すものなんだよ。赤い方は、結婚

式などの時に使うもので、やはり中にお金を入れるのだ。

赤はお祝い用、黒は弔意用なのだ」 

それを聞いた彼女たちは、売店にすっ飛んで行ったのだ。 
－次ﾍﾟｰｼﾞへ続く－ 
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第 6 章 乗務開始 
 

訓練が終り、帰国の途についた訓練生たちが、無事にﾛﾝ

ﾄﾞﾝに着いたとのﾃﾚｯｸｽが入った(当時は、まだｲﾝﾀﾈｯﾄが

普及していなかった)。彼女たちは、翌日から 3 日間の休

暇が与えられることになっていた。それぞれの故郷に帰り、

ひとときを過ごしていた。ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ人は、なつかしのｱｲﾙﾗﾝ

ﾄﾞにすっ飛んで帰っていった。4 日後には、全員ﾛﾝﾄﾞﾝに集

まらなければならない。そこで、これから始まる 1 ヶ月の

OJT ﾌﾗｲﾄ(機上訓練)に関して、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地側のﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ

が予定されていた。 

 

《悲 報》 

訓練部で、訓練報告書を作成していると、突然、ﾛﾝﾄﾞﾝ支

店からﾃﾚｯｸｽが入ってきた。ﾃﾚｯｸｽには、この前まで、元

気に訓練を受けていた、ｱﾚｯｸｽが亡くなったと書いてある。

詳細がよくわからないが、ﾃﾚｯｸｽには交通事故に遭ったよ

うだと書かれていた。 

ｱﾚｯｸｽは、ｸﾗｽで一番年上のおだやかで、いつもﾆｺﾆｺして

いる娘だった。ｸﾗｽのﾒﾝﾊﾞｰが、ｲﾗｲﾗしたときなど、なだめ

役にまわり担任をよく助けてくれた。 

又、ﾃﾚｯｸｽが入ってきた。それによると、道路を横断中に、

酒に酔った若者が運転する車にはねられたらしい。その日

彼女は、結婚する女友達を祝うために、女性だけで集まる

ﾍﾝﾊﾟｰﾃｨｰ (Hen-Party)に出かけた。その帰りの出来事

だった。警察では、所持品に身元が分かる物がなく、彼女

は一晩警察に安置され、翌日の新聞に事故の様子が報じ

られた。 

〈昨夜若い女性が車にはねられ死亡した。身元が不明で

あるが、この女性の財布には日本のお金が入っていた〉 

家では、ｱﾚｯｸｽがいつまでも帰宅しないので心配していた。

次の日、母親が、財布に日本のお金が入っていたと書い

てある記事を目にした。まさかと思い警察に問い合わせた

ところ、事故に遇ったのがｱﾚｯｸｽだったことが判明したの

だ。ひき逃げに遇ってしまい、だれにも見取られずに亡くな

り、一晩中ひとりで警察に安置されていたのだ。 

ﾛﾝﾄﾞﾝ支店の方で、葬儀参列について話し合った結果、会

社代表として、ﾛﾝﾄﾞﾝ乗務員ｾｸｼｮﾝのﾏﾈｼﾞｬｰが参列するこ

とになった。そして、ｸﾗｽの代表として、東京訓練中、寮で

2 ヶ月半同じ部屋だったｶﾚﾝ･Rに行ってもらうことを決めた。

ところが、ｶﾚﾝは、一緒の部屋で過ごした友人の死に強くｼ

ｮｯｸを受けており、とても葬儀に参列するどころではないと

泣きながら断ってきた。やむなく、代わりにｸﾗｽで一番しっ

かりしているﾃｨｯｼｭに行ってもらうことになった。 

葬儀に参列したﾃｨｯｼｭによると、ｱﾚｯｸｽの母親にお悔やみ

の言葉をかけたところ、 

「娘は、東京での訓練を終え、元気に帰ってきた。帰ってき

た日には、家族に、日本のことや訓練のことなどいろいろ

話してくれた。自分の希望がかなって東京に行き、思い存

分有意義な日を送ってきたようだ。彼女が居なくなってさび

しいが、彼女はよい思い出をもって神に召された」 

と話していたという。ｱﾚｯｸｽの 柩
ひつぎ

の上には、明後日からは

じまる OJT ﾌﾗｲﾄで着る予定だった真新しい制服と制帽が、

きちんと乗せられてあった。 

 

 

 

 

 

 

 

ｱﾚｯｸｽの死は、筆者自身も、ｸﾗｽﾒｰﾄにとっても、そうとう

堪えた。しかし、まもなく始まるOJTﾌﾗｲﾄもおろそかにでき

ない。ｼｮｯｸで、実機訓練がうまくはかどらないようなことに

なれば、彼女たちの評価を落とすことになる。一緒に乗務

する邦人 CA や旅客は、外国人 CA 訓練生が、交通事故

に遇いｸﾗｽﾒｰﾄがｼｮｯｸを受けていることなど知る由もない。

仕事ができなければ、それなりの評価が下ってしまう。そ

ちらの方も心配だった。 

 

《OJT ﾌﾗｲﾄ初乗務》           

しばらくすると、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地を飛び立ってきた我が 3 期のﾒﾝ

ﾊﾞｰが、日を追って順番に成田に到着しはじめた。邦人

CA の場合は、地上訓練が終われば、訓練生は教官の手

から離れ、あとは現場に任せる。しかし、大量のﾖｰﾛｯﾊﾟ人

CA が、OJT 乗務をするのは今回が初めてとなる。邦人

CA と外国人 CA がお互いうまくいくよう、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄする海

外基地担当ｾｸｼｮﾝ(通称 K ｸﾞﾙ-ﾌﾟ)が発足していたが、まだ

まだﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA たちの扱い方が分からない。そこで、彼

女たちひとりひとりをよく知る担任が、成田乗員部に詰め
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ることになった。 

1 週間ぶりの再会だ。乗員部で待ち構えていると、ﾌﾗﾆｰと

4 期のｷｬﾛﾗｲﾝが、元気そうな顔をしてｵﾌｨｽに入ってきた。 

「Hello!! Kawai-san、How are you?」  

長時間の乗務とその間の緊張感で、まだ気持ちが高揚し

たままのようだ。 

「初めてのﾌﾗｲﾄ、どうだった?」 

「今回は、初めてのﾌﾗｲﾄですと挨拶したら、ﾁｰﾌﾊﾟｰｻｰか

ら、先輩の仕事をよく観察しているように言われました。先

輩に付いて、ﾋﾞｼﾞﾈｽｸﾗｽのｻｰﾋﾞｽを担当しました。ﾌｧｰｽﾄｸ

ﾗｽのｻｰﾋﾞｽも見せてもらいました。機長が、離陸と着陸の

とき、操縦室に招待してくれたので、離着陸のとき操縦室

で何が行われているのかも分かりました。離着陸の風景も

すばらしかったです」 

ﾛﾝﾄﾞﾝでの授業で、ｼﾞｬﾝﾎﾞ機を見学に行ったとき、機長席

にちゃっかり座っていたのは、そういえばﾌﾗﾆｰだったのを

思い出す。 

「ﾌﾗﾆｰ、ｱﾚｯｸｽのことは本当に残念だった」 

「私も聞いたときは、ｼｮｯｸで眠れませんでした。みんなもｼｮ

ｯｸを受けています。ｱﾚｯｸｽの分もｶﾞﾝﾊﾞﾘます」 

「そうだ、ｱﾚｯｸｽのためにも、OJT を成功させような」 

その後に到着した何人かとも、ｱﾚｯｸｽのことを話した。もち

ろん、だれもがｼｮｯｸを受けている。しかし、それを乗り越え、

機内では笑顔でｻｰﾋﾞｽにあたってくれているようで、ひと安

心した。 

 

《髪を下ろすって》 Let one's hair down 

何日か後に、ｽﾜﾝｿﾝ大学で心理学を専攻したﾍﾟﾆｰが到着

した。一緒に乗務してきた邦人CAたちが、帰着ﾌﾞﾘｰﾌｨﾝｸﾞ

で集まっている所に、お礼を言うために出向いていった。ﾁ

ｰﾌﾊﾟｰｻｰが、 

「初ﾌﾗｲﾄの印象はどうだったか、皆に聞かせてください」 

と言っている。 

そこで、ﾍﾟﾆｰは立ち上がり、10 数名いる先輩邦人 CA の

前で、感想を述べはじめた。 

「 Thank you, everyone. You let your hair down 

during the flight.」 

と言っているのが聞こえてきた。そして、旅客があまり多い

のでﾋﾞｯｸﾘしたとか、飛行中は緊張していたとか、話してい

た。 

"You let your hair down"と言われて、邦人 CA たちはｷｮ

ﾄﾝとしている。直訳すれば、「あなたはあなたの髪を下ろし

た」となる。それに対して、なぜﾍﾟﾆｰが「ありがとう」と言っ

ているのか、だれも理解できなかったようだった。 

実は、この表現は、彼女たちの間でよく使われる言い回し

なのだ。欧米社会では、女性が髪を下ろすしぐさは、「親し

み」を表す身体表現(ﾎﾞﾃﾞｨﾗﾝｹﾞｰｼﾞ Body Language)なの

だ。したがって、彼女は「みなさん、飛行中、親しくしてくれ

てありがとう」と言っていたのだ。 

映画「ﾀｲﾀﾆｯｸ」でｷｬﾒﾛﾝ監督は、ﾛｰｽﾞに髪を下ろさせるし

ぐさをさせることで、彼女がｼﾞｬｯｸに心を開いたことを表現

しているｼｰﾝがあった。ｼﾞｬｯｸを部屋の招き入れる。ﾛｰｽﾞ

の許婚者ｷｬﾙが部屋に入ってくるのではないかと落ちつか

ないｼﾞｬｯｸに、自分の肖像画を描く約束をさせる。ｼﾞｬｯｸに

ﾃﾞｯｻﾝの用意をさせ、着替えのためにとなりの部屋にいく

時、ﾛｰｽﾞがさりげなく髪を下ろしたのを、読者のみなさんは

覚えているだろうか。 

洋画のｼｰﾝで、このようなしぐさを見たことがある読者もい

ると思う。彼女もしくは彼の部屋に行き、2 人でﾜｲﾝでも、と

いうことになった。よい音楽とﾜｲﾝで、ﾑｰﾄﾞが高まってくる。

彼は、彼女を口説き始める。男性側は、言葉で女性を口

説くことができるが、女性はそうはいかない。今夜はもっと

彼と親しくなりたいと思っていても、それをなかなか口に出

せない。そのような時、彼女は、さりげなく、いままでｱｯﾌﾟ

にしていた髪をほどき下ろすしぐさをする。監督はさりげな

い演出で、彼女の気持ちを観客にも伝える。日本人同士

では、この動作はあまり意識されていないが、欧米の男女

の間では、それなりの意味を持った動作なのだ。だから、

人前でやたらと髪を下ろすことはしない。つまり、この動作

はﾘﾗｯｸｽしている、気を許している、という意味を持ってい

る。 

CA の世界では、ﾛﾝｸﾞﾍｱｰの人は、かならず髪をｱｯﾌﾟにし、

まとめなければならないことになっている。大きな理由は、

食品を扱っているためであるが、もうひとつは、髪を下ろし

ている姿は、旅客の目には、気がゆるんでいるように見え

るからなのだ。 

 

《外国人が日本語を話すと･･･》   

外国人、特に欧米人が日本語を話すと、日本人は「えっ」

という顔をしたり、笑ったりする。そして、日本語で受け答
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えしてよいものか、英語で答えるべきか、迷っている姿を

見かけることがある。相手が一生懸命、日本語を話そうと

しているのに、わざわざ英語で答えている人もいる。英語

を少しでも勉強したことのある人は、特にその傾向が強い。

筆者もその1人だ。日本人の、外の人に対する思いやりの

心がそうさせるのか。日本語は、むずかしい筈なのにそれ

を喋っているからﾋﾞｯｸﾘするのか･･･ 。そして、ﾋﾞｯｸﾘしてい

ることを日本人は笑いで表現する。 

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちが飛び始めた当時、訓練中に勉強した

日本語を使って自己紹介をしたところ、 

「ﾜｰ、外人が日本語をしゃべっている」 

という雰囲気につつまれることになる。 

「日本人はどうして笑うのか」 

とよく聞かれた。笑われると、自分が使っている日本語が、

間違っているのではないか不安になる。 

「間違っているのなら、指摘してくれればよいのに」 

とよく言われた。 

一方、欧米人、特にｱﾒﾘｶ人は、日本人が英語をしゃべろう

とすると、大抵の場合、“You speak English very well.”

と先ずほめ、相手に自信をつけさせている。そして、自分

はどんどん英語でしゃべりまくる。ｲｷﾞﾘｽ人たちも同じ傾向

だ。        

飛行機の中でも、ｽﾍﾟｲﾝ人などは、私たち客室乗務員が、

知っている限りのｽﾍﾟｲﾝ語で話しかけるだけでもとても喜

ぶ。そして、その喜びを「ことば」で表現する。欧米人は、日

本人に比べ、喜びをことばで表現するが、日本人は笑いで

表現することがある。彼女たちにとって、この笑いがｶﾙﾁｬ

ｰｼｮｯｸとなった。 

 

《Smile と Laugh》 

日本語では、"Smile" も "Laugh"も、同じ言葉で表して

いる。最近の日本では、Smile が少なくなり、Laugh が多

くなってきている。いわゆる、声高の笑いが多い。そして、

女性は、笑うときに口に手をあてる。それさえしない女性も

いる。昔の日本では、既婚の女性は「お歯黒」といって歯を

黒く塗っていた。笑うと黒い歯が見えてしまうので、手をあ

てていたそうだ。それが習慣となり、今でも、日本人は笑う

とき口に手をあてる。これはどうも日本独自の習慣のよう

である。 

欧米では、大人の女性、つまり Lady は、口に手をあてるほ

どの笑いをしない。口に手をあてて笑うのは品位に欠けるこ

となのだ。ましてや日本の若い女性たちがよくやる、誰かの

話にｳｹて、「言える、言える」と言いながら、膝を叩いてまで

して大笑いをすることなどほとんどない。我が訓練生たちも、

訓練が辛くとも笑いを忘れなかったが、それはいつも Smile

だった。 

彼女たちは、痛みや悲しみに対しては、日本人がおどろくほ

ど、痛がったり泣いたりする。一方、笑いの表現は、日本人

に比べおとなしいことが分かった。 

 

《逆ｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸ》 

あるとき、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA と乗務が一緒だった。ｻｰﾋﾞｽが一

段落して、訓練時代の話になった。来日後、どのようなこと

がｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸだったのか聞いてみた。 

異文化の中に 2、3年もいると、そこの生活に慣れてしまい、

その国の人たちと同じ感覚で行動するようになる。今では、

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地CAたちも、日本人の行動ｽﾀｲﾙに、違和感を覚

えなくなっている。来日当初、感じたｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸにどのよ

うなものがあったか、聞かれても思いだすのに苦労するら

しい。もはや逆ｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸ状態なのだ。 

欧米人は、ﾚｽﾄﾗﾝで、ｳｪｰﾄﾚｽが食事を運んでくれたとき、

相手の目を見て「ｻﾝｷｭｰ」という。お礼を言うときは、かな

らず相手の目を見るのがﾏﾅｰとなっている。日本では、「あ

りがとう」という代わりに頭を下げることが多い。したがって、

相手の目を見ない。 

彼女たちもいつの間にか、「ｻﾝｷｭｰ」と言う代わりに、頭を

下げている。機内は、大半が日本人旅客で占められてい

る。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちも、いやおうなく日本人旅客を相手

にｻｰﾋﾞｽすることになる。仲間の CA たちも日本人である。

日本人は、頭を下げる動作をよくする。何かにつけて、うな

ずいたりお辞儀をしたり、頭を上下に振る動作が多い。相

手の話を聞いている時でさえそうだ。また、日本人の旅客

に飲物か何かを注文され、持っていくと頭を下げられる。

そのような環境の中にいると、日本で買い物や食事をする

ときは、いつの間にか、自分も頭を下げてしまっている。 

自国に戻り、友達やﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞとﾚｽﾄﾗﾝに行く。ﾒﾆｭｰを見

て、ｳｪｰﾄﾚｽにｵｰﾀﾞｰする時、「私には～をください」と言い

ながら首を上下に振っているらしい。横にいる友達に、 

「みっともないから、首を上下に振るのはよしなさい」 

とたしなめられる。すっかり日本的になっている自分がお
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かしくてしょうがない。自宅で電話しているときも、「あなた、

お辞儀ｽﾀｲﾙになっているわよ」と家族に言われるらしい。

「ｻﾝｷｭｰ」などと言っている時、電話口で、いつの間にか頭

を下げている。日本の寮生活で履き慣れたｽﾘｯﾊﾟも、今や

離せないものになっている。「ｽﾘｯﾊﾟでいると気持ちがいい

の」と話していた。 

 

《ｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸ論》 

人が異文化に接すると、下のような W ｶ-ﾌﾞに似た反応が

起こる、と言われている。 

 

 

① 

 

        ② 

                          ③ 

 

 

 

はじめて海外旅行したり、その国に住んだりすると、今ま

での生活とがらりと変わり、最初のうちは、見るもの、聞く

ものすべてが素晴らしく感じる。この時期をﾊﾈﾑｰﾝ期間

(Honeymoon Period) ①と呼ぶ。 

そこに住み、いろいろなことが新鮮に感じる時期が過ぎると、

少しずつ生活面での違いが分かってくる。今まで自分が育っ

てきたやり方をすると、何かまわりから浮いてしまったりする。

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地CAにとって、地震はいままで味わったことのない、

天地がひっくり返ったようなｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸだった。また、日本に

来た外国人の多くは、日本のﾀｸｼｰに乗ろうとすると、ﾄﾞｱｰが

自動的に開くので、初めはﾋﾞｯｸﾘするそうだ。このようなこと

が、日常生活でいろいろ起きてくる。そのため 24 時間緊張

状態にさらされるようになる。ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA も、いままで自

分が過ごしてきたものと違う、日本の衣食住や企業生活に、

自分はやっていけるのだろうかと不安になり、第1回目のｶﾙ

ﾁｬｰｼｮｯｸ②に見舞われることになる。 

そのうちに、仕事で現地の人と接したり、地域の人たちと

友達になったりして、その国の生活習慣等が分かるように

なり、再び適応度が高まってくる。ところが、2 回目のｶﾙﾁｬ

ｰｼｮｯｸ③で、一番落ち込む状態になる。 

この2回目のｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸの原因は、基本的な価値観の違

いが分かってきて、生活や仕事をしていく面で、本当のむ

ずかしさを感じるようになった時に起きる。欧米と日本とで

は、狩猟(契約)社会と農耕(村)社会の価値観の違い、ｷﾘｽ

ﾄ教的価値観と仏教・儒教的価値観の違い、地理的自然

環境からくる価値観の違いなどが背景にある。ものごとを

論理的に考える習慣を身につけて育った欧米人が、日本

社会で感じるのは、論理が通じない点である。反対に、日

本人が欧米社会に入って感じるのは、あまりにも論理的に

押してくるので疲れる点なのだ。 

外国人も、この 2回目のｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸを乗り越え、日本にい

る限り、例えば、謙虚(Humble)に振る舞うことが必要なの

だ、と考えるようになると、再び、異文化に対する適応度が

高まる。それ以降は、小さなｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸに出会うことはあ

るが、その社会とうまく適応していけるそうだ。いまでは、2

回目のｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸを乗り越えたﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちが多

数乗務をしている。 

そして、おもしろいことに、異文化にすっかり慣れてしまい、

その文化に心地よさを感じてしまった人が帰国すると、自

国文化に逆ｶﾙﾁｬｰｼｮｯｸを感じてしまうそうだ。自国の友達

から「お前なんか変だｿﾞ!」と言われたりするのは、前述の

とおりだ。 

 

《ﾎﾟﾙﾉ雑誌で税関ﾄﾗﾌﾞﾙ》 

日本でも、ﾍｱｰが解禁になり、ﾍｱｰﾇｰﾄﾞ写真が一般の人

の目にも触れるようになった。当時はまだ、ｱﾒﾘｶで発売さ

れていた「ﾌﾟﾚｲﾎﾞｰｲ」や「ﾍﾟﾝﾄﾊｳｽ」といった雑誌は、日本

に持ち込むことができなかった。持ち込もうとすると、税関

検査で没収され、へたをすると処罰された。 

ある時、訓練部に、香港基地 CA がﾎﾟﾙﾉ雑誌持込み容疑

で、税関ﾄﾗﾌﾞﾙになっていると報告が入った。その CA は、

香港にいるﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞに頼まれて、「ﾌﾟﾚｲﾎﾞｰｲ」を買ってき

たらしい。彼女はﾛｽｱﾝｼﾞｪﾙｽから日本に到着し、翌日、別

の便を乗務し香港に帰ることになっていた。彼女としては、

その雑誌を香港に持って帰る予定だった。ところが、たとえ

香港に持っていくのであろうと、一旦日本に持込むことに

なる。日本国内に持ちこめば許されるはずはなく、税関で

取り調べを受けるﾊﾒになった。彼女は乗務にあたり、入国

先の規則について、訓練部で習ったことを、ﾒﾓにして持っ

ているほど真面目な CA だった。取り調べ中、彼女はﾒﾓを

税関係官に見せ、訓練部で習ったことを説明した。実は、



 
73 

訓練部では、外国人 CA に、ﾍｱｰﾇｰﾄﾞ写真を含むﾎﾟﾙﾉ雑

誌の日本持込み禁止について教えておらず、ﾃｷｽﾄにも記

載されていなかった。 

邦人 CA たちは、日本の法律で育ってきているので、日本

ではﾎﾟﾙﾉ雑誌の持込みが禁止されていることを、常識とし

て知っている。そのため、教官の雑談の中では話すことが

あっても、ﾃｷｽﾄには記載していない。外国人 CA 訓練で使

う英語版ﾃｷｽﾄは、元はと言えば、邦人 CA 用のﾃｷｽﾄを英

語に訳しものだった。教官たちも、外国人CAも、ﾎﾟﾙﾉ禁止

のことについては、香港でも同じであり、訓練生は当然知

っているだろう、と考えて、敢えてそのことについて触れて

いなかった。 

一方、その香港基地 CA は、自分の国の法律にそって行

動していたのだ。香港では、ｲｷﾞﾘｽと同じように、当時すで

に、ﾍｱｰﾇｰﾄﾞ入りの写真が解禁になっていたのだ。彼女は

日本も香港と同じだと思い、ﾎﾞｰｲﾌﾚﾝﾄﾞに頼まれるままに

米国版「ﾌﾟﾚｲﾎﾞｰｲ」を日本に持ち込んだのだ。税関の係官

も、彼女がしっかりと仕事のためのﾒﾓを持っており、理由

が判明したので「ﾌﾟﾚｲﾎﾞｰｲ」の没収だけで、彼女を放免し

てくれた。その後、訓練部では、外国と日本の法律の違い

についてもﾃｷｽﾄ記載内容に注意を払うようになった。         

 

《ｻﾝｷｭｰ》 

「日本の男性は、どうして”ｻﾝｷｭｰ”と言わないのですか。

私たちは”ｻﾝｷｭｰ”を、日本語で”ありがとう”だということは

知っています」 

とﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA から質問を受けた。 

機内で、いろいろな国の旅客に出会う。ｻｰﾋﾞｽの受け方も

違う。邦人 CA たちは、欧米人旅客はｻｰﾋﾞｽの受け方がう

まく、ｻｰﾋﾞｽする側をも、よい気分にしてくれることが多いと

言う。筆者も同じ感想を持っている。欧米人旅客は、ｻｰﾋﾞ

ｽする側の人格を認めた上でｻｰﾋﾞｽを受けてくれる。そして、

何かしてあげると、「ｻﾝｷｭｰ」が必ず返ってくる。そして、「ｻ

ﾝｷｭｰ」と言いながら、目でも「感謝の気持ち」を伝える。い

わゆる「ｱｲｺﾝﾀｸﾄ」がある。 

一方、日本人旅客はどうだろうか。「ありがとう」と言ってく

れるのは、どちらかというと、女性の方が多い。女性の中

でも、お年寄りのﾏﾅｰに感動することがある。CA たちが忙

しそうなので、のどが乾いても我慢していることが多く、注

文するときも遠慮がちにする。飲物を持っていくと、必ず

「ありがとう」と言ってくれる。一番すばらしい光景は、飛行

機を降りるとき、ﾄﾞｱｰのところで一旦立ち止まり、客室乗務

員に丁寧なお辞儀をして行かれるときである。 

次に、若い女性たちがすばらしい。なぜかというと、若い女

性たちは声がよく出ている。学生時代にﾌｧｰｽﾄﾌｰﾄﾞなどで

ｱﾙﾊﾞｲﾄしている人が多いからかもしれない。「ありがとうご

ざいます」と言うことに抵抗感がないようだ。とにかく元気

だ。機内で接しているかぎり、「ありがとう」のひと言が一番

少ないのは、中堅ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝかもしれない。街中の喫茶店

での注文のやりとりを想像すると分かる。 

 店員 「ご注文は何になさいますか」 

 お客 「ｺｰﾋｰ･･・」 

そして、 

 店員 「お待たせいたしました」 

 お客 「･･･」(僅かばかりうなずく) 

よく見かける光景だ。機内でも同じような場面に出会う。単

語しか言わないで注文する人がけっこう多い。もちろん中

には、ｻｰﾋﾞｽする側として見習わなければと思う方も多くい

る。ﾌｧｰｽﾄｸﾗｽを長年担当してきて、すばらしい方々にお

会いすることができた。一流企業や財界のﾄｯﾌﾟの方には、

さすがﾄｯﾌﾟになる人は違う、と感激することが何度もあった。

物腰の柔らかさ、心遣いの一言が、ｻｰﾋﾞｽする側の人達を

勇気づけてくれる。そして、決して偉ぶらない。 

 

《殿様文化》 

日本では、ｻｰﾋﾞｽ業は、「士農工商」でいえば「商」にあた

る。ﾋﾞｼﾞﾈｽﾏﾝは「企業戦士」と呼ばれ、昔でいえば「ｻﾑﾗｲ」

であり「士」の地位にあった。武士が目指したのは殿様で

ある。殿様は、側近が食事を運んできても「ｳﾑ」というだけ

だった。沽券にかかわるので、決して「ありがとう」とは言わ

ない。せいぜい言っても、「ご苦労」くらいであろう。一方、

商人たちは「いらっしゃいませ」と「毎度ありがとうございま

す」で商売をしてきた。ときには、「もみ手」をすることもあっ

た。その風習がいまだに残っている。 

日本人は、感情をあまり表に出さないよう教育されてきて

いる。国際化の時代に入り、異文化の人を接する機会も

多くなっている。気持ちは表現されてはじめて相手に伝わ

ることを、忘れないで欲しい。 
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《Must と Should》 

彼女たちは、邦人 CA の中で乗務をする。当時、ｲｷﾞﾘｽ人

の先輩 CA はいなかった。機内で、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA にいろ

いろ教えるのは邦人 CA たちだった。    

「これは、こうするのよ」 

というようなことを英語で伝えるのだが、その英語が日本

人英語のため、聞いているﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA にとって、 

「そんな言い方しなくたっていいじゃないの」 

と感情的になったことがたびたびあった。邦人 CA は、「こ

うするのよ」を英語で、  

“You should do like this.”  

とか 

“You must do it.” 

というように、“should”と“must”を使ってしまう。日本人

同士なら、"should"や"must"を使っても、日本語に訳せ

ば、それほど強い意味にならない。ところが、この 2つの単

語は、英語国の人達の間では、かなり強い意味合いを持

って使われている。 

「なんで、そんなやり方しているの、こうしなくちゃﾀﾞﾒじゃな

いの」 

のﾆｭｱﾝｽがある。場合によっては「あんた、ﾊﾞｶじゃない

の」くらいの意味合いになることもある。同じ英語でも、日

本人と英語国の人たちでは、意味の受け取り方が違って、

それが、お互いの感情のすれ違いを起こす原因となった。 

どうしても“Should”や“Must”を使いたいのであれば、そ

の前の人称を"We"にするとよいのだ。 

“We should do this.” 

とすれば、相手だけではなく、自分もそうするのだというこ

とを表現でき、相手を非難している意味合いがなくなる。で

きれば、                    

“We are supposed to do this.” 

のように、“Be supposed to”を使えば、「こうすることにな

っているのよ」となり、相手も素直に受け入れてくれる。 

 

《ｷﾞｬﾚｰﾍﾙﾌﾟ無用》 

ある日、到着便のﾄﾞｲﾂ人 CA が興奮して、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｾｸｼ

ｮﾝ(外国人担当ｾｸｼｮﾝ)のｵﾌｨｽに飛び込んできた。邦人

CA のことで、だいぶ頭にきているらしい。 

「邦人 CA に侮辱された」 

と言っている。気持ちを落ちつかせて、何があったのか聞

いた。 

くだんのﾄﾞｲﾂ人 CA は、その便では最後部ｷﾞｬﾚｰ(Galley)

担当だった。日本人同士ならよくやることだが、そのときの

客室担当の邦人 CA は、彼女が、ｷﾞｬﾚｰで大変そうな様子

だったので手伝った。ところが、そのﾄﾞｲﾂ人 CA はすごい

剣幕で怒りだしたのだ。善意で手伝った方も、「せっかく手

伝ってやったのに」と気持ちが収まらない。売り言葉に買

い言葉でなってしまった。 

「なんで手伝うのよ。 

私を半人前に扱うとは失礼よ!」 

「失礼なのはどちらよ。 

ありがとうくらい言ったらどうなの!」 

「勝手に手伝っておいて、 

“ありがとう”を言えっていうの!」 

「だいたいあなたがﾓﾀﾓﾀしているから 

いけないのよ!」 

ｴｺﾉﾐｰｸﾗｽを統括しているﾊﾟｰｻｰが仲裁に入り、お互いの

誤解を解くよう努めたが、中々収まらない。最後には、客

室責任者であるﾁｰﾌ･ﾊﾟｰｻｰが、いざこざは後にしろ、と指

示を出し、その場を収めた。 

そして、東京に着くやいなや、冒頭のように、頭に来ている

ﾄﾞｲﾂ人 CA がｺｰﾃﾞｨﾈｰｾｸｼｮﾝの部屋に入ってきて、「日本

人は失礼だ」と興奮している。そこに、一方の邦人 CAも入

ってきて、「今回の外国人 CA は、日本人のやり方を理解

しようとしない」と言っている。 

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰｾｸｼｮﾝでは、はじめに、個別に話を聞くことにし

た。双方から、問題点はどこにあるのか話させた。 

外国人側 「他人の仕事を勝手に手伝うのはその人をﾊﾞｶ

にすることになる」 

日本人側 「他人が大変そうな時は、手伝うのが当たり前」 

問題点がﾊｯｷﾘしたので、興奮が落ちついてきたところで、

2 人を引き合わせ、もう一度話しをさせた。習慣と価値観

の違いから起きた問題なので、それぞれ相手の価値観を

知ることが一番の近道なのだ。異文化は、どちらが正しく

てどちらが間違っている、というものではない。お互いの違

いを理解し、受け入れることが大切なのだ。この 2人も、最

初は感情的になっていたが、しまいには、「そうだったの

か」ということになりﾊｯﾋﾟｰｴﾝﾄﾞとなった。 
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《議論か言い合いか》 

日本人は、議論が不得意な民族である。「和」を大切にす

るため、できるだけ議論や口論を避けようとする。自分の

意見を押し通そうとすれば、「あいつは自己主張が強い」と

いうﾚｯﾃﾙを貼られる。また、角が立ってしまう。 

欧米社会では、反対に自分の意見を持たない者や、それ

を相手に伝えることができない者は、ﾀﾞﾒな人と見なされる。

授業中も、折りにつけて、彼女たちは自分の考えを述べて

いたし、時に、議論になることもあった。 

欧 米 社 会 では、 「 Chat 雑談 」－ 「 Talk お話 」－

「Discussion 論議」－「Debate 討論」－「Argue 議論」－

「Quarrel 口論」のように、相手との話し合いには序列が

ある。 

ところが、ﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA の方は論議しているつもりで、自

分の意見を述べている。それを聞いている邦人 CA の方

は、相手が主張している内容より、相手の言い方や態度

の方に目が言ってしまう。そして、この外国人は生意気だ、

と感情的になってしまう。相手が感情的になれば、ﾖｰﾛｯﾊﾟ

人 CA の方も感情的になりｹﾝｶになる。 

日本には、「Discuss」や「Debate」そして「Argue」という発

想は希薄である。相手と議論するより、摩擦を起こさない

方に重点が置かれている。日本では、上司に対し、何か主

張したいときは、「僣越ですが･･･」とか、「生意気なようで

すが・・・」とか、「お言葉ですが・・・」という接頭語をつけな

ければならない。日本では、自己主張はあまり歓迎されな

いのが現実だ。 

 

《顔をつぶされた》 

香港基地のﾍﾞﾃﾗﾝ中国人 CA が、浮かぬ顔をして、ｺｰﾃﾞｨ

ﾈｰﾀｰｾｸｼｮﾝのｵﾌｨｽに入ってきた。筆者が、よく知っている

CA だったので、気になり、声をかけた。彼女は、一緒に乗

務した 4 人の香港基地 CA の中では、ﾘｰﾀﾞｰであり、後輩

の指導をする立場にいた。ところが、邦人 CA たちは、彼

女がﾘｰﾀﾞｰだということを知らなかったので、彼女が後輩

の香港基地 CA にいろいろ指導してきたことを、否定する

ような発言をしてしまった。それも、後輩がいる前で、「そん

なことしなくてもいいのよ」的なことを言われ、すっかりﾒﾝﾂ

をつぶされた。彼女は、長い間、邦人CAと仕事し、学んで

きたことを後輩に指導したのだが、そのとき一緒に乗務を

した邦人 CA たちは、違うやり方をしていた。頭から彼女の

やり方を否定してしまったのだ。 

外国人 CA の歴史が長くなってきた現在、どの基地でも、

ﾍﾞﾃﾗﾝ CA たちに、後輩を指導する役割を与えている。教

え子の何人かは、基地のﾏﾈｼﾞｬｰの片腕となり、ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲ

ｻﾞｰとして、後輩の指導・管理をしている者もいる。その彼

女たちも、乗務する時は、時には、自分より後輩だけど、

客室責任者になっている邦人 CA のもとで、一乗務員とし

て仕事をすることになる。邦人 CA たちも、そこらへんの事

情を理解するようになり、いまでは外国人ﾍﾞﾃﾗﾝ CA の顔

を立てながら、一緒に働いている。 

 

《日本人はﾄｲﾚが近い》 

欧米生活が長い犬養道子さんによると(『日本人が外に出

るとき』 犬養道子著 中公文庫)、海外で日本人が集まる

催しものがあると、主催者側は、ﾄｲﾚをいつもより多く用意

するそうだ。それほど、日本人はﾄｲﾚが近い民族なのだ。 

「日本人のお客様は、食事のあと、すぐにﾄｲﾚにいく人が多

いです!」 

これも彼女たちの感想である。食事ｻｰﾋﾞｽが終わったとた

んに、ﾄｲﾚに立つのはきまって日本人旅客なのだ。欧米人

は、日本人ほど頻繁にﾄｲﾚに立たない。 

 

《それはﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰです》 

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちが、乗務を開始してしばらくたってから、

教え子のﾌｨｵﾅが困惑したような顔をしてｵﾌｨｽに入ってき

た。 

「日本人 CA と話すと、必ず”結婚しているの”とか”ﾎﾞｰｲﾌﾚ

ﾝﾄﾞはいるの”とか、ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰ(Personal matter) のことを

聞かれます。私たちは他人のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰについてあまり質

問しません」  

日本では、自分のことをあまり他人に話さないのが一般的

なのだ。話すことによって、相手に余計な心遣いをさせな

いようにしている。たとえば、ある人が、「自分の子供はい

ま病気なの」と話せば、聞いている人は、子供が病気なら

何かお見舞いをしなくてはと考える。お見舞いに何を贈れ

ばよいのか。金額はいくらぐらいの物を贈ればよいのか。

いろいろ思案することになる。そのため、自分のことを話し

て相手に心配させるより、相手のことを聞いた方が相手に

心配をかけない、というのが日本人の考え方なんだ。だか

ら相手のことを聞くことに重点をおいている。相手のことを
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聞くことは、また、相手に関心があることを伝えることにも

なる。 

日本では、ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰと思われることでも、相手のことを聞く

のが礼儀と考えているﾌｼがある。一方、自分のことを知っ

てもらうことを基本としている欧米人は、相手のことを聞く

より、自分のことを話す。筆者が担当した訓練生も、こちら

から話すまでは、ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに関する質問は一切してこな

かった。それより、自分のことを話す。「自分の家族」や「出

身地」や「将来の夢」とかを話していた。 

一方、邦人 CA は、「教官は、お子さんは何人ですか」とか、

「いつ結婚したのですか」とか、「奥様は元CAですか」と聞

いてくる。 

私たちは、話すﾈﾀがなくなると、仲間の噂をして会話をつ

なごうとすることがある。他人の噂話をしたり、相手のﾌﾟﾗｲ

ﾊﾞｼｰについて質問したりする。しかし、噂話やﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰの

話は、他人を傷つけたりすることがある。 

自分のことを話しているかぎり、だれにも迷惑はかからな

い。特に、親しい間柄でないときは、簡単に相手のﾌﾟﾗｲﾊﾞ

ｼｰを聞かない。相手のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰについて関心があるなら、

なおさら自分のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰを先に話すとよい。「自分のﾌﾟﾗｲ

ﾊﾞｼｰを話してもいないのに、相手のﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰを聞くのはﾏ

ﾅｰ違反よ」というのが、邦人 CA に対する彼女たちの最初

の印象だった。もしﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに関わることを聞きたければ、

“May I ask you?”という断りを入れるのがﾏﾅｰとなってい

る。 

 

《写真を持つ》 

欧米人は、財布や手帳の中に、家族や恋人の写真を入れ

持ち歩いている。欧米人はちょっとした会話の時に、この

写真を活用する。 

ｸﾗｽのｲｷﾞﾘｽ人たちも、家族や恋人やﾍﾟｯﾄの写真を持って

いた。お互い見せ合っていた。筆者も折にふれて見せても

らった。 

会話の根底にあるのは、自分のことを知ってもらうことであ

る。自分自身だけでなく、写真を見せることによって家族ま

でも紹介する。時には、飼っているﾍﾟｯﾄの写真などのとき

もある。若い人は、家族だけではなく恋人の写真も入れて

いる。 

「これは、ｼﾞｮｰｼﾞと旅行に行った時の写真なの」 

「ﾎﾟｰﾙは今ｱﾒﾘｶにいるの」 

とか言いながら見せる。そうすると、相手が、 

「彼ってすてきじゃない。あなた幸せそうね」 

「今度のﾊﾟｰﾃｨｰにｼﾞｮｰｼﾞを連れて来ない?」 

などとやっている。ﾊﾟｰﾃｨｰで会っても、彼のことはいろいろ

聞いているし、すでに写真で見ているので、前から知って

いる友達のように、すぐに打ち解けてしまう。大人同士の

会話でも、写真を見せながら、「自分の妻はすばらしい」と

か、「息子は自慢の子だ」とか、「娘は性格がよくて魅力的

な子」などと紹介する。 

このようなことは、日本人は苦手である。日本人は、仕事

場に家庭を持ち込まないし、家族のことについて、やたら

と話さないのが社会習慣になっている。ましてや、家族の

自慢話をすれば嫌われる。 

家族や恋人のことを話しているかぎり、会話もｽﾑｰｽにいく

し、だれも傷つけないですむ。そこで活躍するのが写真な

のだ。これも欧米人の生活の知恵となっている。 

 

《上陸許可証》 

外国人 CA が、乗務で日本に滞在する時は、日本での行

動範囲は決められている。好き勝手に京都や北海道に行

くことはできない。観光でなく、乗務で日本に来ているので、

滞在する場所や地域は限定されている。彼女たちが成田

に到着した時は、千葉、東京を中心とした地域が、許され

ている行動範囲となっている。そして、街に出るときは、身

分を証明するために、ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄの所持が義務づけられてい

る。邦人 CA たちが海外に滞在している時も同じだ。2、3

泊あるからといって、遠出は許されていない。外出時には、

ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄを常に持っていなければならないが、海外はｽﾘが

多いこともあり、ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄはﾎﾃﾙに預けて、会社の身分証

明書のみを所持して外出することもある。 

日本政府は、外国人乗務員に対して、入国時に上陸許可

証を記入させる。それに入国管理官がｽﾀﾝﾌﾟを押すことに

よって入国を許可する制度になっている。また、外国人乗

務員たちは、ｽﾀﾝﾌﾟが押された上陸許可証を、ﾊﾟｽﾎﾟｰﾄとと

もに常に所持していることも義務づけられている。また、日

本を出るときは、上陸許可証を出国管理事務所に返却し

なければならない。この制度によって、日本の出入国管理

事務所は、外国人乗務員の日本の出入りをしっかり管理

している。 
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《私、体調悪いの》 

訓練中に、教官を悩ませたことの一つに、病気のことがあ

った。熱を出して訓練を休んだり、お腹が痛くなって救急車

で病院に運んだりした。 

飛びはじめてからも、機内で、“I'm sick”と言いながら、ﾁ

ｰﾌﾊﾟｰｻｰのところにくる者がいた。邦人CAが、「調子が悪

い」と言ってきた場合、同じ日本人なので、どの程度の調

子の悪さか見当がつく。横になって休ませた方がよいか、

少し座席に座っていれば治るのか判断できる。 

ところが、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地CAに、「I'm sick」と言われると、どの

程度の悪さなのかよく分からない。そこでむげにもできな

いので、「とにかく乗務員用席で休んでいなさい」と言って

休ませることになる。そして、くだんのﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA は、ﾁ

ｰﾌﾊﾟｰｻｰのお墨付きをもらったので、休むことになる。 

ここでまた、文化の違いから摩擦が起きる。日本の社会で

は、仕事中に調子が悪くなって医務室に行ったり、休憩室

で休んだりするときは、まわりの人達に対して、仕事中に

抜けて申し訳ない、という態度をとる。また、少し休んで気

分がよくなった時は、「ご迷惑をおかけしました」の一言を

いう。もちろん、日本でも、周囲の人たちは、体調が悪くな

った人に気をつかうが、体調が悪くなって仕事に穴をあけ

た方も気をつかう。 

彼女たちの場合、周囲の人の方が、より気をつかい、「あ

なた、だいじょうぶ。なにかできることはないの」と声をかけ

ている。調子が悪くなった方は、「体調が悪いのだから仕

方がないのよ」という顔をしている。 

この違いは、少し休んで気分がよくなり、仕事に戻ったとき

に出る。邦人 CA なら、「どうもすみませんでした」と言いな

がら仕事につくが、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地CAからは、その一言がほと

んど聞かれない。邦人CAたちは、「いない間、あなたの分

までｶﾊﾞｰしていたのよ」という気持ちがある。ところが「す

みませんでした」の一言がないのでｶﾁﾝとくる。 

一方、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地CAの方は、「私は調子が悪いのに、やさ

しい一言をだれもかけてくれないの」と、これもまたｶﾁｯとき

ている。 

 

《Ill と Sick》 

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちは、気分が悪いときは、“I'm sick”とい

うことが多い。しかし、この言葉を聞くと、ﾁｰﾌﾊﾟｰｻｰは、

「この娘は病気なのだ」と思ってしまう。日本人は、学校で

「Sick＝病気」と習ってきている。日本で教えているのはほ

とんどが米語なのだ。米語では、たしかに「Sick＝病気」で

よい。だが、ｲｷﾞﾘｽでは「Ill＝病気」であり、「Sick＝気分

が悪い、吐き気がする」という意味となる。空酔いのことは 

Airsick というし、船酔いは Seasick である。これらの言

葉から判るように、もともと、Sick は病気そのものよりも、

気分が悪くて吐きそうな状態を表した言葉なのだ。新人

CA なら、病気というより、よくある空酔いで Sick の状態も

考えられる。 

したがって、ｲｷﾞﾘｽ人は、風邪を引いて熱が出ている時は、

病気の状態なので Ill を使っている。 

この 2 つの言葉の違いが判れば、ｲｷﾞﾘｽ人 CA たちに、

「I'm sick」と言われても、すこしも恐れることはなくなる。

Sick であれば、少しの間休ませて様子をみればよい。Ill

であれば、熱があったり、痛みが伴っているかもしれない

ので、症状を聞き、薬を飲むよう言ったり、横になって休む

よう指示できる。休ませるにしても、どの程度の時間休ま

せればよいか、判断もできるようになる。 

 

《え、食中毒!》 

Food poison も、日本人が理解している意味と、ﾛﾝﾄﾞﾝ基

地 CA が使う時の意味に、少しずれがある。お腹が痛くな

った時、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちは、この言葉をよく使った。訓

練中、初めてこれを言われた時、「うわっ、食中毒が発生!」

と少しあわてたのを思い出す。その後も、「Food poison で

腹痛がするので、授業を休みます」と言ってきた訓練生が

何人かいた。日本人の感覚では、「Food poison＝食中

毒」なのだ。 

「Food poisoning って、熱は、嘔吐は、下痢は?」 

「熱ﾓ嘔吐ﾓｱﾘﾏｾﾝ。ｵ腹ｶﾞ痛ｲﾀﾞｹﾃﾞｽ」 

「Food poisoning なら、熱や嘔吐があるだろ」 

「ｲｲｴ、ｱﾘﾏｾﾝ」 

「それじゃ、ただの腹痛ではないか」 

「ﾊｲ、Food poisoning ﾃﾞｽ」 

日本語には、「食べ合わせが悪い」という言葉がある。食

べ合わせが悪ければ、後で、お腹が痛くなったりする。ま

た、冷たいものを飲みすぎたときにも、お腹が痛くなること

もある。食中毒は、ｻﾙﾓﾈﾗ菌など、細菌性のﾊﾞｸﾃﾘｱを食

物と一緒に摂取すると、具合が悪くなり、症状はひどくなる。

Food poisoning と言っている CA の話を聞いても、どうも
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食中毒の症状ではない。彼女たちが、この言葉を使うとき

は、本当に食中毒の場合もあるが、たいていは、食べ合わ

せが悪かったり、冷たいものを飲みすぎたりしたため、お

腹が痛くなっている。そう考えても、間違いないことの方が

多かったのを覚えている。 

“Food poisoning”は、「食べ合わせが悪くおなかをこわし

ている」の意味もあることが分かった。         

 

《ﾈｰﾑﾊﾞｯﾁﾞ》 

外国人CA訓練が始まってまもなくの頃、ﾄﾞｲﾂ人CAから、

名前を呼ぶときは、Family Name(姓)で呼んで欲しいと

要求があった。それ以降、ﾄﾞｲﾂ人 CA を呼ぶときは、「姓」

で呼んでいる。今も、ﾄ ﾞ ｲﾂ人を呼ぶときは“Family 

Name”で、ｲｷﾞﾘｽ人やﾌﾞﾗｼﾞﾙ人を呼ぶときは“First 

Name”で呼ぶよう使い分けている。ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ人や香港中

国人 CA を呼ぶときは「ｼﾝさん」「ﾎｰさん」と「姓」で呼んで

いる。 

CA たちは、制服の胸ﾎﾟｹｯﾄあたりに、ﾈｰﾑﾊﾞｯﾁﾞをつけて

いる。このﾈｰﾑﾊﾞｯﾁに、「姓」を入れるのか「名」を入れるの

かで一悶着おきた。 

邦人 CA の場合は、漢字で「姓」が書いてあり、その下にﾛ

ｰﾏ字が入っている。その昔は、「姓と名」共、入れていたの

だ。姓名が分かると、お客さんの中には、住所を調べたり

して、直接 CA の自宅に電話をかけてくる人がいたため、

「姓」だけにすることになった背景がある。 

外国人CAのﾈｰﾑﾊﾞｯﾁﾞは、どちらにするか検討した結果、

ﾄﾞｲﾂ人は「姓」、ｲｷﾞﾘｽ人とﾌﾞﾗｼﾞﾙ人は「姓・名」とも、中国

系の人達は「姓」とすることにした。ところがｲｷﾞﾘｽ人 CAの

方から、「姓」だけにして欲しいと言ってきた。話を聞くと、 

「機内で、お客さんに First Name で呼ばれるので嫌なん

です」 

「君たちは、お互いFirst Nameで呼び合っているじゃない

か」 

「友達同士ではそうですが、知らない人に First Name で

呼ばれるのは嫌です」 

彼女たちが所属するﾛﾝﾄﾞﾝ基地からも強い要請がきた。外

国人 CA も邦人 CA と同じように、ﾈｰﾑﾊﾞｯﾁﾞには、「姓」だ

けを入れる方向に固まりつつあった。今度は、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人

CA から、「ﾌﾞﾗｼﾞﾙでは、お互い姓で呼ぶことはほとんどな

いので、姓だけにしてしまうと、誰のことかさっぱり分から

なくなってしまう。絶対反対である」と言ってきた。ﾌﾞﾗｼﾞﾙ基

地に問い合わせると、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人 CA たちが言っているとお

りとの答えが返ってきた。筆者も、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人 CA の訓練を

担任したことがあるが、そういえば、彼女たちの First 

Name は、今でも覚えている。ところが、 Family Name

はすぐに出てこない。それほど First Name に慣れ親しん

でいた。 

それぞれの基地の事情もあるが、最終的には、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ基

地に泣いてもらうことにし、どの基地の CA もすべて、「姓」

だけのﾈｰﾑﾊﾞｯﾁﾞで統一することにした。 

 

《外国人 CA 採用の歴史》 

国際線が主流だった日本航空の外国人 CA 採用の歴史

は古く、1966年に始まっている。最初に採用されたのが香

港中国人 CA たちだった。当時、香港はまだ英連邦の一

員であり、香港から東京経由で、ｶﾅﾀﾞやｱﾒﾘｶへの移民が

多く搭乗していた。移民の人たちは英語が通じないことが

多かった。そこで、通訳兼機内ｻｰﾋﾞｽ要員としてﾊﾞﾝｸｰﾊﾞｰ

便やｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ便に乗務していた。 

1969年には、韓国線通訳要員として韓国人 CAが数名採

用されたが、すぐに廃止になった。 

1982 年に、JAL 系列の日本ｱｼﾞｱ航空が台湾路線に台湾

人 CA を投入している。その後、日本航空に統合されたた

め、現在は JAL CA として乗務している。 

1985 年には、ﾌﾞﾗｼﾞﾙ･ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛ //ｻﾝﾊﾟｳﾛ便の開設が

あった。旅客の多くは、里帰りする日系ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人やﾌﾞﾗｼﾞﾙ

生まれの日系人だった。ﾌﾞﾗｼﾞﾙはﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ語の国で、やは

り英語が通じない。そこでﾌﾞﾗｼﾞﾙ人 CAを採用することにし

た。 

1988 年に、初めてﾖｰﾛｯﾊﾟ人 CA の採用を行なった。ﾛﾝﾄﾞ

ﾝ基地 70 名、ﾌﾗﾝｸﾌﾙﾄ基地 40 名が採用された。併せて、

ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ基地 70 名も採用された。その後、上海基地も開

設され、中国人 CA が誕生している。 

1995 年にﾘｿﾞｰﾄ路線を中心の JAL ｳｪｲｽﾞ社が設立された。

CA は、JAL から出向している日本人 CA がいるものの、

ﾀｲ人 CA を中心に機内ｻｰﾋﾞｽにあたっていた。その後、

JAL ｳｪｲｽﾞ社も JAL に統合されたため、ﾀｲ人 CA は JAL 

CA として乗務している。 

今や、JALでは、さらに国際化が進み、5，6人に1人が外

国人 CA となっている。 
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《外国人 CA 採用の当初目的》 

外国人 CA 採用の目的は、時代によって変わってきている。

当初は通訳要員としての役割が強かった。 

1980 年後半は、日本ではﾊﾞﾌﾞﾙの絶頂期だった。円が強く

なり、土地も物価も高騰していた。日本人 CA の給料も上

がった。CA の給料をﾄﾞﾙ換算してみると、日本人 CA が世

界で一番高い給料となってしまった。CA の世界だけでなく、

日本のｻﾗﾘｰﾏﾝの給料も高騰していた。 

そのような中で、日本の航空会社の課題は、ｺｽﾄ競争力を

強化する必要に迫られた。当時、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ航空の CA や

ﾀｲ航空の CA は、日本人 CA の 5 分の 1 の給料だった。

ｲｷﾞﾘｽやﾞｲﾂでも、日本人 CA の 60%程度だった。外国人

CA の採用は、人件費削減に大きな目的があった。 

 

《外国人旅客獲得》 

 時代が変わり、今や、訪日外国人数が 1900 万人( 2015

年) を越えた。2020 年の東京ｵﾘﾝﾋﾟｯｸまでに、政府は

4000 万人まで増やしたいと考えている。外国人旅行者は、

日本にお金を落としてくれる。それは、日本の国際収支の

黒字化に役立つ。 

 一方、出国日本人数は、年々減少傾向にある。その分、

日本の航空会社は外国人旅客を増やしていく必要があ

る。 

ﾀｲ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、香港、台湾からの日本観光が増えている。

ｸｰﾙｼﾞｬﾊﾟﾝの影響で、日本に来るﾖｰﾛｯﾊﾟの若者も少しず

つ増えている。 

日本人も、外国航空会社を利用したとき、日本人 CA がい

てくれるとなにかと便利に感じる。それと同様に、外国人旅

客にとって本国人 CA が乗務してくれているのは心強い。 

今や、外国人 CA たちは、外国人旅客を獲得する上では、

欠かせない存在になっている。 

 

《最後に》 

本書では、読者になじみのある「ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ Cabin 

Attendant」もしくは「CA」の呼称を使ってきました。 

実は、「ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ」は日本で生まれた呼称なのです。筆

者が乗務を始めた1969年には、すでに社内略称として使わ

れていました。ﾊﾟｲﾛｯﾄは「Cockpit Crew」で、「C/C」の略称

を使っていました。客室乗務員も、正式な英語では、「Cabin 

Crew」となり、「C/C」を使いたいところです。そうすると、ﾊﾟｲ

ﾛｯﾄの「C/C」と重複してしまうため、客室乗務員は、Cabin 

Attendant の「C/A」を使うようになりました。 

ﾛﾝﾄﾞﾝ基地 CA たちも、自分たちのことを「Cabin Crew」と呼

んでいます。Cabin Attendant は正式な英語ではありませ

んので、彼女たちの会話では使いません。日本人CAたちも、

自分たちのことを「Cabin」もしくは「Cabin Crew」と呼んで

います。 

「ｷｬﾋﾞﾝｱﾃﾝﾀﾞﾝﾄ」は、1970 年代以降、「ｱﾃﾝｼｮﾝﾌﾟﾘｰｽﾞ」や「ｽ

ﾁｭﾜｰﾃﾞｽ物語」などの TV ﾄﾞﾗﾏで使われ、ﾒﾃﾞｨｱを通して、世

間でも使われるようになりました。 

「Cabin Crew」は、ｲｷﾞﾘｽをはじめ旧英連邦など英語圏で使

われている名称です。 

戦後、航空機産業に力を入れた米国は、英語に対抗して新

たな呼称を作りました。それが「Flight Attendant」(米語)で

す。この呼称は米語圏で使われています。 

 

 

ｴﾋﾟﾛｰｸﾞ 

ﾖｰﾛｯﾊﾟ人訓練を始めてから 20 数年の時が経ち、ﾛﾝﾄﾞﾝ基地

の教え子たちは、その後、結婚して退職したり、他航空会社

に移籍したり、転職したりで、長い間、音信が途絶えていまし

た。 

数年前、もしかしたら彼女たちの何人かは、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸをやっ

ているかもしれないと、名前を検索してみました。彼女たち

の名前を検索しても、同姓同名が何百と出てきます。そこで、

教え子でちょっと変わった名前を検索してみることにしました。

ｽﾍﾟｲﾝ人と結婚していた“ｶﾚﾝ・ﾚﾄﾞﾛｼｽ”です。めずらし名前な

ので、やはりﾋｯﾄしたのは 2 名だけでした。もしかしたら教え

子かもしれない。はやる気持ちを抑えて、彼女のページを覗

いてみました。すると、友達ﾘｽﾄに、教え子たちの名前が何

人も出てきたのです。これは間違いない。さっそく連絡を入

れてみました。「How are you, Kawai-san. Long time no 

see you.」とﾒｰﾙが返ってきました。やはり教え子のｶﾚﾝでし

た。 

彼女を見つけたお陰でほとんどの教え子とﾌｪｲｽﾌﾞｯｸでつな

がることができました。彼女たちも、同じ釜の飯を食った仲間

として、今でも連絡を取り合っていたのです。同じ時期に訓

練を受けていた他のｸﾗｽの人まで出てきました。そして、そ

のうちの二人が、2014年に日本観光に来ました。20数年ぶ

りの再会を果たしたところです。 
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《ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸにみる文化の違い》 

彼女たちと再会できたのも、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸのお陰です。そのﾌｪｲ

ｽﾌﾞｯｸに、彼女たちの近況が送られてきます。大きくなった息

子や娘の卒業式や家族や友人とのﾊﾟｰﾃｨ写真なども送られ

てきます。ご主人や家族の写真も入っています。自分だけで

なく家族の近況も知らせてきます。日本人の場合は、ご主人

の写真などを出してくるｹｰｽはとても少ないのです。ご主人

の顔が出てくるのは結婚式したときぐらいとなります。その

後、写真は出てこなくなります。そして、子供が生まれると、

子供の写真が多くなります。それと、料理の写真も多くなりま

す。その料理を楽しんでいる姿を出したらどうですかと言い

たくなるくらいです。 

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人の教え子ともﾌｪｲｽﾌﾞｯｸでつながっています。ときど

きは自分が撮ったｽﾃｷな風景写真を送ってくることもありま

すが、やはり自分もしくは家族・友人が写っている写真がほ

とんどです。 

ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸの使い方でも、異文化を感じる今日このごろです。 
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